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用併件数十外( 可許長延〉競五一九七第許特

P ヶよ23巻 火 防 式 野 大 .  

‘  
(ー タ ッ ヤ シ 式 野 大 許 特 )

御 御 申 以 一 一 ー は 便 這

採 注 確 上 の 等 戸 個 戸 揺 れ ‘ 般

.  

用 文 信 数 浸 の 銀 の 銀 上 得 防 の

を を の 多 入 密 三 股 の ケ 可 火 大

蒙 始 下 の を 着 戸 落 蓮 戸 き 耐 震

り め に 喜 阻 充 銀 、 綴 の も 熟 カ 火

居 有 勢 止 分 さ 鋲 堅 閉 の 災

候 数 に L に の 綴 牢 銭 な 秀優 に

、 建 罷 徴 防 L 聞 の に が る 於

何 築 在 し 火 て 、 壊破 l P出 こ に て

卒 物 候 廃幸 更 の 関 戸 て 嵯 苫 L 費量

-多 の . に 効 隙 飯 を 安 ! ! の は て て

少 復 ー を を さ 来 火 問 左 内 御

に 興 ひ 段 奏 生 溝 L に に 記 外 定

拘 工 御 の し む 金 大 面 完 事 図 評

ら 事 承 注 fこ た さ る し 全 質 問 を

ず 新 認 意 る る の も た に に 穏 象

御 建 を を こ も 聞 の る 行 依 類 り

用 築 辱 梯 さ の 、 な 援 は り 品 居

命 物 ふ ひ な 上 か 所 れ 能 中 り

被 防 し 御 く 方 り に た く 最 候

仰 火 他 期 能 捲 じ 於 る 之 も 日

付 設 製 待 く 込 こ て こ を 御 常 -

度 備 品 に 火 口 ご も ご 議 安 開

奉 等 : 取 副 炎 煙

銀戸

明 心 、 閉

希 着 換 ひ 熱 返 致 相 の

候 々 の 可 風 し 各 候 願 歪

'  

所 作 製 大 資量士合舎

，，-・ .  ‘  

野
.  

‘. .  

'ー.

石毛主主国輪高話電
地番二町周囲回一匹芝市京東

、

・
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ロ絵巻

懸賞
s b  

E悶文号菱表

建

築

乞

枇

曾

第

拾

S

E

輯

第

二

銭

目

失

あ

る

建

築

家

の

家

(

配

長

岡

、

卒

商

問

}

:

:

:

・

・

松

本

高

象

氏

邸

(

外

観

、

臆

接

室

一

、

一
一
)

:

:

・

:

同

(

屑

聞

の

一

、

二

表

、

室

開

)

:

:

:

・

;

・

伊

藤

正

文

氏

邸

(

外

観

の

つ

二

及

安

関

γ
・・・・

・・・・

・・・・

・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四

同

(

平

面

同

)

・

:

:

j

i

-

-

:

:

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

4

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・

五
I

l

六

甲

東

国

芝

川

氏

邸

(
東

南

姿

問

、

骨

ノ

ン

U

F

1
ム

ざ

ホ

1

Y

の

一

隅

)

j

i

-

-

:

:

:

:

:

:

:

:

:

;

:

:

:

:

:

:

:

七

同

(

玄

関

中

庭

廻

り

及

ホ

1

Y

さ

廊

下

)

:

:

:

:

:

j

i

-

-

:

・
i

・
e

・
-

;

:

:

:

:

:

:

:

:

:

:

:

;

:

:

:

:

入

頭

新

版

大

阪

間

給

(
共
の

一

)

・

住

居

さ

そ

の

本

質

:

j

i

--

佐 木

生 彦

間

IlJ 

乙

勝

来

の

日

本

の

住

宅

-
l
l
-

懸

賞

論

交

『

将

来

の

日

本

の

住

居

』

一

議

一

ら

讃

み

て

・

・

-

審

査

員

古

字

国

賓

・

:

一
一

口

|

一
二

一

評

一

審

査

の

後

に

・

・

・

:

:

審

査

員

安

井

武

雄

一

一

T

Z

I

-

-

審

査

感

想

審

査

員

本

野

精

吾

:

さ

一

登

等

官

選

論

文

J

加

藤

善

吉

・

一

回

|

一

一

=

一

或

等

賞

選

論

文

岸

田

不

元

一

一

一

T
一完

参

等

静

岡

選

論

文

田

中

進
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V

古

川

柳

に

現

は

れ

た

る

建

築

興

味

さ

M

m

・
-
・
:

V

微

苦

笑

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

--

-
-
--

-
----

--

-
-
--

-
--

-
---

-
--

--

--

・・・・・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・;

・
・

・
・

・
・
・
目
・
・

・
・
・

・
・
・
:
・

・
・:

:

j

i

-

-

・・

:

j

i

-
--

A

T

:

・
一首

l

一一
一一

ハ

・
ム

西

洋

風

A

超

専

問

家

ム

泥

棒

洪

水

V

住

宅

漫

二

一
一

口

-

-

j

i

-
-

:

:

j

i

-

-
・

:

:

:

一

-

:

:

:

一

:

-

j

i

-

-

本

間

乙

彦

:

史

l

五一

ム

眺

め

る

家

A

逃

術

遊

戯

ム

モ

グ

住

宅

ム

新

知

識

ム

動

〈

家

V

建

築

三

一

枇

令

ニ

ュ

ー

ス

・:

失

ば

れ

た

る

南

米

の

ユ

ー

ト

ピ

ア

一

本

間

武

彦

選

稿

五

一

丁

芙

ー

ー

研

究

記

事

!

二

夫

率

一

様

な

ら5

る

柱

を

有

す

る

小

屋

組

の

解

法

:

大

阪

橋

本

組

設

計

部

工

皐

士

石

井

勇

:・

七

了

λ

口

V

新

列

紹

介

・

・

V

編

輯

後

記

・

・

報

ー

ー

ー

l

議

V

外

岡

新

住

宅

グ

ラ

フ

j

i

--

:

:

:

j

i

-

-
-
j

i

-
-
-
:

:

:

~・

j

i

-

-

:

:

;

-

f

i

-

-
1

:

:

:

:
・

:

;

j

i

-

-
:

:
二

四

l

一二一

V

懸

賞

募

集

日

山地

オザ

鈍

桜

.

t

y

等
品
川

川

選

例

案

:

:

:

:

:

:

:

:

:

:

:

一
:

・

:

・

:

;

じ

・
:

城

戸

男

:

:

:

:

・

宅

V

向

上

・

:

:

・

:

・
・
:

武

等

官

、

選

同

案

:

:

:

j

i

-

-

j

i

-
-
:

:

J

i

-

-

:

;

:

:

・

;

山

本

次

:

:

:

:

交

V

向

上

j

i

-
-
-
:

・
委

等

一

席

、

森

口

三

郎

.

同

二

席

・
:

j

i

-

-
:

:

:

入

・
:

原

知

・

:

;

:

:

完

住

友

銀

行

四

賞

品

支

庇

J

j

i

-
-
:

:

:

・
:

:

:

;

J

i

--

:

:

・

:

j

i

-
-
:

-

J

i

-
-

:

:

:

:

j

i

-

-

・

;

:

:

:

七

O

宮

工

時

命

ピ

Y

ダ

イ

ン

グ

京

都

支

底
・

・
:

:

:

:・

:

:

:

:

-

j

i

-
-
;

:

:

:

:

:

:

・

;

:

:

i

・v

・
-
-
J

i

-

-

:

・
入一

大

阪

ユ

タ

カ

ピ

Y

J

プ

イ

シ

グ

:

:

:

:

-
J

J

・
-
-

j

i

-
-
;

:

:

ぺ

:・

:

j

i

-
-
:

;

:

j

i

-
-
:

パ

・
:

:

:

j

i

-
-
λ

一
一
一

V

一

祉

国

法

人

日

本

建

築

協

曾

曾

報

・

:

大

芳 延 武
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伊

藤

所

在

肥

正

文

氏

の

住

宅

.  

大

阪

市

住

吉

勿

天

王

寺

町

一

二

八

一

南

海

電

錨

上

町

線

松

掻

停

留

場

西

方

本

末

六

出

来

れ

計

り

の

木

浩

二

階

建

で

あ

る

、

形

は

民

四

角

と

一氏

っ

て

も

よ

い

位

で

あ

る

M

阿

部

の

色

彩

は

白

涯

に

乙

て

周

園

の

在

来

日

本

家

群

の

程

に

在

っ

て

一

際

目

立

っ

て

見

え

る

o

時

陸

方

ι
つ

い

て

は

氏

年

来

の

主

張

る

表

現

也

ら

れ

れ

も

の

と

見

受

げ

ら

れ

る

、

即

ち

簡

明

浴

室

と

し

極

カ

無

駄

や

は

ぶ

い

恥

ト

慰

ド

特

長

た

開

踊

め

ら

れ

る

ロ

そ

れ

で

ゐ

て

可

な

り

内

容

の

充

貨

・

じ

っ

と

め

ら

れ

れ

本

も

明

る

o

階

下

は

第

一

室

.

か

ポ

1

チ

ミ

ホ

1

w

と

便

所

第

二

室

は

客

間

第

三

室

M

V

食

堂

パ

ス

化

粧

宮

守

護

所

、

枯

刑

囚

市

議

が

居

間

階

上

は

第

一

室

が

銭

室

第

二

室

が

ア

ト

'z、

第

三

室

が

手

供

穏

屋

第

四

室

が

バ

か

司

=
t
.
バ

ル

ョ

ュ

ー

か

ら

屋

上

へ

昇

る

線

日

出

来

で

ゐ

ろ

o



一

所

夜

、

兵

応

自

制

川

法

邪

阪

A

M

西

資

総

東

芝

川

又

右

衛

門

氏

邸

宅

甲

園

山

山

さ

、

九

十

汗

九

ムロ

八

勺

内

テ

ν

ス

十

二

坪

七

合

二

勺

家

建

記

事

、

公

静

な

ろ

生

祈

ら

途

げ

ん

が

銭

の

特

積

邸

宅

竣

工

、

昭

和

二

年

十

二

月

十

瓦

日

竣

工

、

大

林

意Il

-;f， 

_t-_ 

サ

ザ

J

Y

l

ム

左

上

刃E

市

一

姿

左

下

yレ

の
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摩搾コルク

コ

ル

ク

樹

皮

直

職

人

扱

卸

販

一

翼

コ

ル

ク

粒

並

座

搾

コ

ル

ク

製

作

コ

ル

ク

パ

イ

プ

カ

パ

7

1
製

作

コ

ル

ク

パ

ッ

キ

ン

グ

製

作

コ

ル

ク

栓

コ

ル

ク

ヂ

ス

ク

製

作

一一一 一 一・ｾ‘ー一一一一

熱

気

防

止

ノ

勲

一

一

於

テ

川

一

吋

ノ

コ

ル

ク

居

ハ

優

一

一

二

十

吋

厚

ノ

煉

瓦

壁

一

一

一

相

省

ス

腿

搾

コ

ル

ク

及

コ

ル

ク

粍

川

一

慌

舶

陸

上

ノ

冷

峨

庫

川

申

ス

ニ

及

バ

ズ

官

術

病

院

ピ

Y

デ

ン

グ

及

一

般

住

宅

ノ

尾

怯

培

天

井

床

-

一

使

用

ス

Y

完

全

ナ

戸

防

暑

熱

防

一

音

材

料

・

ニ

ジ

ア

現

代

ニ

於

-

プ

川

コ

ル

ク

屠

ヲ

拾

キ

ア

他

ニ

趨

蛍

ナ

Y

熱

ノ

絶

縁

材

料

ナ

ジ

創

立

明
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(
型
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在

庫

表

選

呈

)

l deal  Cl assic 

Four  Col umn Radi ator  

Pat ent  No.  248ヲ/ 1914

3乙11 l deal  W ater Tubc  Uoiler 

l deal  Classi c  

Si x Col umn R adi ato，'  

Pat ent  No.  2489  i  1914 

日 本 線 代 理 底

大 倉 商 事 株 式 舎 枇

東 京 銀 座 大 阪 北 潰
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石綿セメント 製. . . ・H ・.. スレートミ 壁板

斯界に一新紀元を董する…- … ・

絶

廉

富

山十

低

日

質

劃

庫

日

山

総

在

万 年 ス レ ー ト 株 式 曾 祉

大 阪 市 西 区悲rr 町 南 通 三 丁 目

電 話 新 聞 四 O 七 O 番
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じl evel and

P n e u ma t i c  T o o l s  

クリプランt : : : . ユーマチック ツー

ル舎枇製各種 ツールは，各優秀なる美鮎

を具備して，斯界に卓越せる能力を認め

られ名聾を博しつ亙ありますが， 特に僅

少の空気を使用して 最 大の力を出す事及

スピードの速し、貼でゐります，堅牢無比，

経済的のツールでゐります.

コシクリート面を 美

仁 く 仕 上 る 矯 め に

“ ク リ ブ ラ ン ド '

コンクリートハンマー

を 御 使 用 下 さ L、.

( ク リ ブ ラ シ ド い Y テンゲハンマー

j ク リ ブ ラ シ ド チ ヒ ・ シ ゲ ハ ン マ ー j

j各種エアー ドリル， ｾＷＢ ンダー
ラシマー外各種 エアー ツール

東 洋 線 、 代 理 屈

容認 ア ン ド リ ュ ウ ス 商 曾

本 庖 東京市芝匝芝公| 弱死披t山( 御 I変門筋)

支 庖 大 | 板 市 西 匝 江 戸 堀 隔 泊 三 ノ 十 八

名古屋 ・小 倉 ・ 札 幌 ・ 京 城 ・ 大 連 ・ 紐 育
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A INr ll oNY X  

サニォニクス

イヒ洋庄 r室。; 浴室。; ぇ面所パ究所々台所々伎 1空

寸'-::; ＷＧ￭ ＭＺＺＺＺＭＷ ス ｬ 安現代的ゲヲスイがす占ルＡオ ｬ こして ｦｴｌ 末のじＧ卜ロヲイ卜よ ｾｴｬ 色か
に{生労E7EE芹lべ字面I下J 庁家1二; 者沼ふるえ) 孝ヒ平常F ヒを7局し元く久に

iち! 末筋依妥号【も; ; ，. ｊＱ Ｗｾｫ 段 ｩ Ａｫ すし場分長ヲ ｦ セサロイ可かる号 ｚｴ｡ フバきじ

ざる、事必要十 ｩ 二時特ｻ款を摘し府ｾ芝焚ちのＯ必 ｾｲ 岳則。

色令ー- _f 3・雲、・絡に・者) ，又も・ 7イJ T V j -

ザユＷＱＢＢ ＮＺＺヴス日ＷｴＭＢＭ督、免イべ ｾｊｉ 笠沼 署J昌弘

i--Y，払命者! 也九月主0/ 3. - 考古ゴ ｾ＠

万IJ  Ji 守 閣 厄 殺す

包括判室三支え)番 号古島

カ

勾

ム

μ

グ

ナ

ン

ア

M

腕

印

d
f

ー一
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円
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己
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複

窮

感

7't 

販

""'" 
J Ft  

大

阪

市

此

花
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今

関

町

一
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目
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調
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話

長

土

三

七

四

ニ

，
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プ
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ζ トロ ライト li 永久仁、汚染、! 出他

鐙 質 、 ク ク ッ ク 等 の 憂 li 縦割じな い

ご云ふ理想的の H占克材でゐり士す。

二れを便所 1- 使用してはじめて衛生

的三云ひ千号るものではなレでせうか

ビトロライトの大きさ

8 尺 x 6 尺

色合… 白、黒、アイポリ一、クヱイト

大阪市浪速匿限川11fT

大阪ビトロライト工事会資曾枇

電 話 模 川 こ = 一 四 番

東京市京橋匿本材木町一丁目二三 電話日本橋(24) 0 九六九番

丁目ー 0 五四番地

出張所

=  9  =  
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最 新 式 高 級 電 後 器 具

主 恵 豊 富

一

般

電

気

工

事

設

計

‘

請

負

、

監

督
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「寸
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=  11  =  



浅 野 煙 突

石 綿 セ メ シ ト 製 で あ b ますから

焼りませんぺ古びません. 腐 b ません

浅 野 壁 板

拐、靭F 石綿繊維ど純良のセメントが主要

原料ですから石口紙板のやう( 1: 潟潤 f る

こさな〈日本壁のやう 1: 剥弘: -f るこJ 出

ありません、下見・内壁・天井・間仕切・塀

等 lζ 川ひて誠に比類なき趨品であ b ます

........・・・・・大尺

畑一一一三尺
畑一一一… 凶尺

厚. 一分五虚

二分以上

浅野スレート株式含祉

買E E主 大 阪 i勺 司 札 E思

ｉｉｉ ｾ 市 ［ ＱＱＱ 耳 三 十問 主 三 ; k限 1;北 1I 1 Hn時間j 也三 門 司 市 白 木 崎 I t I 2 市北ー儲! I ! 回 TII

I  8 6  0  6  0 8 1  1  9  3  t  

電 g 銀 座
I  8 6  I  I! G 北 胃ｾ I! 電 包

-・ 8
1  8 6 2  6 0 8 2  I  l 包 8

慎吾 口箆東京 6 8 0 0 0  m惨円陸大阪 7 8 2 4 G  銀仔 口座 縮問 I 0 9 6  4  E主昏口座，]・樋 d  8  6・
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朝

日

ノ

新

館

川

英

ノ

建

材

外

観

総

-7

新

-

フ

ジ

キ

毛

ノ

デ

ア

y

d

N

下

部

外

側

の

水

色

は

東

亜

コ

ン

ク

リ

ー

ト

塗

料

ス

ト

シ

コ

i

ト

ヲ

以

ア

美

装

ジ

上

部

外

側

の

人

造

石

面

は

東

E

の

防

水

源

ダ

ム

タ

イ

ト

ヲ

以

ア

防

水

ニ

備

へ

更

に

外

部

各

所

の

蛇

腹

は

東

E

の

ト

ア

・

ス

パ

l

ワ

エ

ス

ヲ

以

ア

美

腿

堅

固

ノ

塗

装

ヲ

施

ジ

識

者

ヲ

ぞ

プ

ア

ツ

ト

云

川

セ

ツ

ツ

ア

η
ノ

崎曾式長トンふ亜東| 岱
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NI P P ON E L E V  A  T O R  Co .  

営 業 科 目

一

般

輪

準

機

械

ホ

#

ス

ト

一

作

ロ

ー

プ

ホ

l

レ

l

ジ

一

製

エ

ス

カ

レ

ー

タ

ー

一

ケ

ー

ブ

ル

カ

ー

一

-

E

固

コ

ン

ベ

ヤ

ー

各

種

一

設

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

各

種

大 阪 市 東 院 中 道 川 西 町

日本ヱレベータ一様曾杜

電 冨 東 2367 .  3805 .  5642 番

似 締 役 社 長 工 事博 士 }下 問 安

専 務 取 締 役 工 感 博 士 地 位 太 郎

東
古

川支 底

• 
東 京 鐸 前 九 ノ 内 ピ I V デ ィン グ 四 階

電話丸 J 内 (23) 3073. 3074 番

専 費 特 許 東 松 式 外 二 拾 四 件
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印士富

大

積監

防 セ 内 警

水グ柴芸

刻下 22

エ生 λ

御

行主

奨

タ

イ

現

今

セ

d

p

シ

ト

防

水

制

も

同

m
m
顧

の

も

の

も

相

常

あ

り

ま

す

が

何

れ

も

川

途

に

依

っ

て

多

少

の

遁

不

遁

が

あ

り

且

倒

格

が

一

般

に

高

位

で

あ

り

え

す

・
か

ら

使

川

H

M

令

下

控

へ

ら

る

鵠

充

分

な

防

水

能

力

を

認

め

ら

れ

友

い

場

合

も

見

受

り

ま

す

弊

底

で

は

多

年

防

水

州

の

製

品

内

に

従

事

し

其

研

究

に

な

る

製

品

や

以

て

各

往

築

物

各

業

者

の

御

使

川

を

願

ひ

優

秀

な

る

品

質

は

己

に

質

問

削

に

よ

り

認

め

て

頂

い

て

屑

り

ま

す

が

今

回

位

怖

に

劉

し

大

政

庄

涯

に

依

る

統

一

せ

る

よ

め

政

き

製

品

。

ぞ

よ

り

安

く

提

供

す

可

〈

防

水

州

界

の

革

命

的

公

似

で

需

説

家

諸

彦

の

仰

引

立

ぞ

御

願

す

る

吹

節

で

あ

り

ま

す

。

A

V

外

に

急

結

Z

キ

タ

イ

ト

塗

布

エ

キ

タ

イ

ト

あ

り

見

本

進

呈

司

司

=
=
=
-
z
-
=
=
-
=
=
=
=
=
-
=
=
=
=
=
=
=
-
=
=
=
=
一
=
=
=
=
=
=
=
=
=
目
=
=
=
=
=
=
=
=
=
-
=
=
-
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
-
=
=
=
=
=
=
一
=
=
-
=
=
=
=
=
=
一
=
=
一
=
=
一
=
一
=
一
=
=
=
=
=
=
一
=
=
一
=
=
=
=
一
=
=
=
=
=
=

セ

メ

ン

ト

着

色

剤

(

絶

針

愛

色

セ

ヌ

〉

英

国

製

s え

フ

ヱ

ク

チ

ン

印士富

本

聞

は

セ

メ

シ

ト

及

石

一

以

の

普

色

剤

に

し

て

在

来

の

顔

料

又

は

前

土

其

他

の

せ

一

句

色

物

さ

呉

り

配

合

霊

山

ザ

な

会

嬬

セ

メ

ン

ト

の

効

力

ぞ

弱

め

ヂ

且

つ

日

光

風

雨

の

錦

鐙

色

す

る

民

れ

な

く

か

記

の

場

合

の

着

色

聞

と

し

て

最

も

過

賞

し

た

樹

新

な

る

材

料

で

す

か

ら

御

試

験

の

上

多

少

に

不

拘

仰

川

命

闘

い

ま

す

。

ソ

レ

ヂ

ツ

ト

、

ド

ロ

マ

イ

ト

、

プ

ラ

ス

タ

ー

の

者

色

川

一

般

コ

ン

ク

リ

ー

ト

の

上

塗

・

:

:

:

目

下

資

色

又

は

撹

色

や

一

審

多

く

御

使

用

に

な

り

ま

す

室

内

叉

は

陳

列

宝

の

脱

張

;

:

紘

‘

臨

円

、

賞

、

補

色

が

適

時

国

乙

て

ゐ

ま

す

浴

場

使

所

等

の

タ

イ

ル

の

代

川

l

g

・

-

-

-

絵

、

小

豆

色

が

喜

ば

れ

ま

す

リ

ノ

リ

ク

1

ム

代

川

床

漆

喰

の

著

色

j

i
-
-

派

、

泉

、

小

豆

色

が

歎

迎

さ

れ

ま

す

排

柄

の

代

m

ざ

し

て

:

・

:

i

少

涯

の

赤

色

に

じ

て

鮮

麗

な

る

赤

が

出

来

ま

す

寒

水

石

、

サ

ヒ

石

、

瀧

山

等

の

抗

山

仕

上

、

閉

山

し

又

は

人

造

石

セ

メ

ン

ト

瓦

及

タ

イ

ル

濡

色

川

:

:

ざ

し

て

は

特

に

越

市

し

た

格

安

u
m
が

有

り

ま

す

灰 久 本 広
電話南町二百五十三番

幸子色問「パーフヱクチンJ 1i命入護目元
見本及型録進呈

l坊水剤 「ェキタイト J 裂 j監護目元
i地方特約底募集
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チ

ョ

コ

レ

ー

ト

色

』

弊

柄

。

黒

総
⑮ 

。

黄

曾 合

議士資

東

京

時

営

業

所

途 用

建 各 タ セ ス 鋪

築 種 ィ メ レ 床

材 塗 : /1 と

料料ノレ主ト蓄

用 用 用 J j : j 用用

東

洋

鍍

粉

所

大

阪

市

阿

成

隠

捧

守

町

六

畳

萱

電

話

調

州

四

=

四

六

番

東

京

府

下

淀

橋

町

角

響

六

六

八

電

話

回

谷

七

八

六

番

一

宇

取

組

恨
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弊

底

は

替

和

叫

伴

家

具

設

計

製

作

室

内

袋

飾

設

計

施

工

街

頭

鑓

飾

設

計

施

工

和

洋

位

宅

設

計

施

工

闘

祭

及

民

告

看

板

共

他

一

般

木

材

加

工

業科目

真

面

白
い

か

モ

ッ

ト

ー

皆

様

方

の

使

用

人

早
瞥

業

所

工

袋

電

話

P干

大

阪

市

西

淀

堀 川

区

七稲フニ 童

九 江

ク九 町

七 一

- " 六回

二 八

=  タ九 五

一 帯

番 様 替 地

銀

韓

首

口

座
土

佐
大

阪
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営

業

課

目

乗

客

用

ヱ

レ

ベ

ー

タ

i

料

理

用

リ

フ

ト

荷

物

用

Z

レ

ベ

!

タ

!

各

種

コ

ン

ベ

ヤ

ー

捲

揚

機

械

伸

縮

扉

其

他

一

般

職

送

機

械

設

計

製

作

株

式

舎

祉

大

阪

製

鎖

所

オ

l

・シ

l

・

ヱ

レ

ベ

l

タ

l

部1殻蹴鞠

大

阪

市

此

花

匿

春

日

出

町

上

五

丁

目

廿

九

番

地

電

話

土

佐

堀

長

三

ニ

九

二

・

三

二

九

三

・

三

=

九

四

番

出

張

所

議

市

域

蔀

笹

話

一

一

志

町

許

申

y

u

横

山

資

分

工

場

猷

~

木

前

削

除

六

J

h
・

訓

て

-
-
A
-

翻

本

祉
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アアイス照明燈

本

燈

一

一

ハ

各

方

面

ノ

使

途

ニ

順

臆

セ

ル

種

々

ノ

照

明

燈

型

豊

富

ニ

ア

ル

タ

メ

照

明

工

業

ノ

各

要

求

ニ

封

シ

理

想

的

使

命

ラ

果

タ

ス

照

明

燈

チ

臨

応

用

ス

ル

コ

ト

ハ

畢

覚

川

崎

少

ノ

電

流

テ

消

費

シ

而

モ

最

大

ノ

光

源

テ

得

ル

コ

ト

テ

意

味

ス

据

付

一

一

大

イ

ナ

ル

費

用

ト

時

間

テ

要

セ

ズ

故

ニ

是

非

一

度

御

試

用

テ

乞

フ

本

燈

ハ

飾

窓

‘

販

資

場

、

事

務

室

.

ア

テ

リ

エ

l

、

製

作

場

、

街

路

ノ

外

殿

、

工

場

中

庭

等

ノ

照

明

燈

ト

シ

テ

最

遁

良

品

ナ

リ

照

明

慌

型

録

御

希

望

ノ

方

円

出

。

ご

ω

附

記

直

接

弊

祉

叉

ρ

大

阪

府

例

代

理

者

大

接

事

務

所

大

阪

市

京

町

堀

遇

一

丁

目

ニ

御

報

次

第

進

曇

事会東

京

九

ノ

内

日

本

郵

船

ピ

Y

J

プ

イ

シ

グ

七

階

カ

ー

ル

ツ

ア

イ

ス

株

式

曾

枇

電

話

丸

ノ

内

扇

一

一

一

∞

一

…

活

路
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理

想

的

床

敷

材

ノ
東

洋

リ

ノ

リ

ユ

l

ム

株

式

曾

枇

営

業

所

年

額

百

五

十

蔦

平

方

碍

大

阪

市

東

医

瓦

町

二

山

口

ピ

ル

四

階

ニ

O

六

O

番

電

話

本

局

三

九

一

O

番
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事

特

許

葵

式

呼

化

装
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術
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工

事

タ
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戸

、

衛
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問

器
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寄 木 床 張

乾 燥 材 挽 立

繍

楢

床

板

特

許

ピ

ト

y

ク
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床

特

許

ピ

ト

チ

ッ

ク

内

外

壁

葵

式

人

造

大

理

石

ロ 9 ン ク ' プ ロ ッ ク

ii 商

時

一

尚

一

線

草

床

曾

大阪市港直境川 11汀四丁目四十番地 電西〔長〉四一九六

東 京 畿 業 所 東 京 市 京 橋 区 木 挽 町 一 ノ 一 三 電銀座、57) 七八七・七二三O
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特許 村式ゲラエット

将官宇中村式タラヱツトの特徴 最近御指定 J 光g員三浴セJ I . .+ 大建築物

也合II 姥 ρ N t エ天然石カ 1・JL ヲ，1;'" I! ，i与 J 〈御指定事務所) ( 維 工 建 築 物 〉
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擦
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岩
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、

土

質
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飲
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狗
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住

居

即

「

す

ま

い

」

の

本

質

は

安

ら

か

に

刊

む

こ

・

こ

じ

あ

わ

さ

云

ひ

た

い

。

住

居

を

し

て

誌

に

安

ら

か

に

あ

ら

し

む

る

鵠

に

は

知

何

に

せ

ば

可

た

り

や

さ

一

玄

ふ

『

』

さ

に

就

い

て

は

衣

食

さ

云

ふ

問

題

三

共

に

古

往

今

来

人

間

の

段

主

内

心

し

た

所

で

あ

る

さ

思

ふ

、

し

か

も

現

代

は

衣

食

を

得

る

の

法

難

か

ら

ざ

る

も

寧

ろ

同

心

地

よ

き

住

居

ぞ

得

る

こ

さ

比

一

だ

易

か

ら

や

'

-

こ

云

ふ

と

さ

も

で

き

る

特

に

都

市

に

於

い

て

此

現

象

が

顕

著

で

あ

る

。

都

市

に

於

り

る

人

口

の

集

中

即

群

居

生

活

の

悌

が

護

生

し

た

か

ら

で

あ

る

、

都

市

に

於

り

る

〈

1

日

の

混

濁

さ

雑

騒

、

異

臭

さ

不

潔

、

犯

罪

さ

欺

問

、

油

疑

三

一

嫉

妬

、

一
、
こ

し

て

芥

等

の

安

住

を

航

行

か

さ

ざ

る

も

の

は

な

い

c

換

言

す

れ

ば

現

代

の

都

市

に

は

よ

き

住

民

法

だ

少

く

し

て

不

健

全

な

る

現

象

随

所

に

肝

胎

せ

る

に

他

な

ら

な

い

。

況

ん

や

一

朝

大

震

火

災

等

の

災

安

時

に

於

け

る

不

安

は

常

時

都

市

人

+

そ

し

て

一

大

敵

岡

に

而

按

せ

る

が

如

き

頗

る

兎

苦

し

き

も

の

で

あ

る

。

本

誌

悲

に

翻

る

昆

あ

め

て

「

附

附

米

の

日

本

の

住

居

」

て

ふ

一

大

懸

行

論

文

ぞ

募

-

り

遊

に

其

岱

法

一

品

川

文

ぞ

読

者

ω
前

に

提

供

し

た

次

第

で

あ

る
。

{

て

=

七

住

山

主

J

-・

〉9  
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白岡

文

「
勝

来

本

住

居

」

の

の

日

容

査

員

講

評

懸

賞

論

文

「

将

来

の

日

本

の

住

居

』

を

議

み

て

古

J T 

宇

田

此

曾

の

准

b

s

ゃ

、

都

市

計

誌

の

賢

施

等

に

件

っ

て

件

居

間

闘

が

一

般

枇

命

固

か

ら

漸

〈

論

議

さ

れ

、

研

究

さ

れ

て

来

た

際

に

日

本

建

築

陥

舎

が

‘

此

の

問

題

令

姉

へ

、

『

焔

米

の

日

本

の

住

居

』

-

こ

組

し

て

立

金

や

懸

け

て

の

論

交

を

募

つ

七

こ

さ

は

誠

に

昨

機

に

趨

し

且

つ

意

義

の

あ

る

企

と

思

ふ

た

、

そ

し

て

其

・

審

査

を

私

に

も

依

損

さ

れ

て

来

た

の

で

、

始

め

は

臨

時

し

た

が

後

に

は

喜

ん

で

其

求

に

感

じ

た

.

こ

れ

は

一

に

は

義

務

さ

し

て

も

詳

細

熟

読

せ

ね

ば

た

ら

ぬ

こ

・

こ

・

、

そ

れ

に

よ

っ

て

得

る

智

識

も

多

大

な

る

べ

し

さ

問

符

し

た

か

ら

で

世

際

そ

の

か

ひ

が

あ

っ

た

。

な

ぜ

始

め

臨

時

し

た

か

さ

云

へ

ば

、

化

問

題

が

一

而

甚

だ

同

法

・

な

る

理

想

ぞ

持

つ

こ

ぐ

』

及

.

向

め

て

切

抗

な

る

賢

際

的

緊

要

さ

ぞ

持

つ

震

に

、

小

山

は

突

飛

な

も

の

、

或

は

摂

想

に

の

み

走

る

も

の

が

多

く

山

て

判

断

に

な

や

ま

さ

れ

審

査

に

も

悶

り

は

せ

ぬ

か

・

こ

も

懸

念

し

た

か

ら

で

あ

る

、

然

る

に

紅

際

集

れ

る

論

文

令

礼

る

さ

何

れ

も

英

国

口

陀

将

来

の

住

居

を

研

究

し

成

は

推

朗

偲

想

し

符

し

く

は

向

己

の

開

怨

ぞ

以

て

未

来

の

刊

宅

ぞ

附

成

し

て

ほ

刷

る

の

で

頗

る

而

白

く

有

益

に

読

ん

に

の

で

あ

る

只

具

胴

阿

的

に

述

ぶ

る

貼

に

遠

慮

し

て

居

る

こ

さ

¥

倫

現

置

に

近

い

と

さ

k

が

物

足

ら

ぬ

。

特

に

自

分

・

こ

し

て

愉

快

に

忠

ふ

た

の

は

、

論

文

の

大

部

分

・

殊

に

入

賞

品

刊

の

多

く

が

一

牛

時

自

分

祭

の

4

4

へ

て

居

た

こ

と

れ

乞

.

議

っ

て

く

れ

た

様

な

気

も

し

た

こ

さ

で

、

勿

論

ま

だ

佐

/

¥

物

足

り

ぬ

貼

が

頗

る

多

い

気

も

す

る

が

.

兎

も

角

も

即

.

想

さ

し

て

は

常

然

そ

う

ち

あ

り

そ

う

な

こ

と

を

良

く

述

べ

ら

れ

居

る

、

例

へ

ば

郡

市

計

“

前

に

於

て

、

リ

ジ

ヨ

ナ

ル

プ

ラ

ン

ニ

ン

グ

令

説

き

、

都

市

の

純

化

や

論

じ

、

様

式

に

は

、

徒

ら

な

皮

想

的

回

洋

模

倣

を

排

し

て

、

兵

に

日

本

の

焔

刊

に

生

会

、

日

本

の

天

地

に

適

合

す

べ

き

も

の

を

唱

へ

‘

そ

し

て

同

遣

に

設

備

に

ほ

も

進

歩

ぜ

る

方

法

ぞ

取

ら

ん

さ

つ

三

め

に

と

さ

に

於

て

各

歩

調

の

致

'

T

凡

せ

て

居

る

と

さ

で

あ

る

、

日

本

の

建

築

家

並

に

枇

舎

一

般

か

か

s

る

現

想

に

共

鳴

し

、

そ

の

方

針

や

以

て

進

ん

で

行

つ



た

な

ら

ば

附

着

す

る

慮

、

山

山

ふ

に

足

-

b

T

大

に

進

歩

渡

展

を

見

る

と

と

明

で

あ

る

〈

』

忠

は

れ

た

。

擬

立

論

文

・

其

文

学

の

構

成

・

慨

裁

に

は

各

そ

の

人

の

特

色

や

表

は

し

て

居

る

も

の

で

あ

ら

う

か

そ

の

内

に

こ

も

る

精

糾

.

誠

論

の

似

析

す

る

胞

は

大

同

小

異

ご

認

め

ら

れ

た

、

訟

に

そ

の

三

者

に

つ

い

て

短

詐

を

試

み

て

見

模

。

第

一

等

‘

容

論

者

は

住

居

問

題

φ

管

制

令

問

題

小

の

最

も

買

且

大

な

る

も

の

・

一

三

し

、

日

本

め

住

居

問

題

や

日

本

民

族

ω
文

化

の

表

現

で

あ

る

三

論

を

起

し

、

過

去

の

歴

史

さ

僻

統

的

民

放

性

を

誕

制

三

し

て

考

慮

し

、

一

方

に

は

副

代

都

市

の

不

備

令

歎

じ

・

公

衆

衛

生

設

備

元

成

の

袈

そ

述

べ

家

屋

周

囲

の

環

境

が

家

庭

K

及

ぼ

す

と

さ

多

大

な

る

を

詰

め

完

全

な

る

都

市

殊

に

リ

ジ

ヨ

ル

ナ

ル

プ

ラ

ン

ニ

ン

グ

の

必

然

起

る

べ

き

所

以

令

交

通

の

使

や

市

内

庄

括

の

佐

紺

な

る

執

よ

り

も

論

ぜ

ら

れ

た

、

大

に

同

感

の

至

り

で

あ

る

。

論

4
n

は

向

は

布

的

論

議

・

こ

し

て

例

国

巴

里

の

不

良

住

宅

蛍

住

の

似

凶

ぷ

英

凶

の

住

民

三

工

銭

-

こ

を

献

し

且

つ

住

居

の

分

散

に

よ

り

て

市

民

の

幸

一

耐

を

明

せ

る

鞘

・

ぞ

燥

げ

て

比

較

し

、

日

本

に

於

て

も

分

散

的

住

居

政

策

を

ね

策

三

主

張

し

.

又

八

日

l

時

流

行

の

如

く

思

は

る

L

ア

パ

l

メ

ン

ト

ぞ

主

製

脱

せ

が

、

反

而

英

凶

が

一

家

族

一

住

宜

主

設

に

傾

け

る

貼

み

そ

指

附

し

て

之

に

賛

し

、

ア

パ

ー

ト

メ

ン

ト

高

能

の

設

ぞ

叫

併

せ

る

蕗

に

論

者

の

創

芯

も

う

か

ど

は

れ

て

而

白

し

。

第

二

等

、

錨

H

本

勝

米

の

仲

居

問

題

か

ら

局

限

し

て

、

終

淡

の

仔

宅

娃

築

そ

の

も

の

や

論

じ

て

居

る

・

故

に

様

式

に

於

て

、

桝

匙

に

於

て

前

者

よ

り

も

柏

や

具

般

的

に

そ

の

形

が

見

ら

れ

る

、

而

し

て

論

者

は

現

在

れ

宅

の

不

備

ぞ

泉

け

.

勝

米

の

蹄

着

す

る

貼

を

推

理

し

て

居

ゐ

、

乃

、

現

在

は

和

洋

及

折

衷

の

三

時

刊

の

段

式

が

行

は

れ

訟

が

ら

暗

中

模

索

の

様

で

あ

る

こ

さ

ぞ

笑

ひ

‘

位

宅

以

此

れ

を

人

三

自

然

さ

に

置

か

ね

ば

理

ぶ

合

は

ぬ

、

い

や

し

く

も

伺

本

位

宅

は

日

本

人

の

家

で

あ

り

、

日

本

の

園

K

建

て

ら

る

〉

も

の

で

あ

る

か

ら

過

去

二

千

五

百

年

来

の

僻

統

的

歴

史

そ

有

す

る

日

本

国

民

性

U

そ

の

精

神

-

こ

な

り

貌

さ

友

り

、

以

て

日

木

の

自

然

-L

週

合

し

併

も

東

西

文

化

い

融

合

に

よ

る

新

日

本

の

生

活

様

式

-
L

依

ら

ね

ば

な

ら

ぬ

言

論

じ

て

居

る

・

従

苧L

構

造

に

も

木

趨

様

式

ゃ

、

開

放

的

怒

る

様

式

も

必

し

も

誤

h

り

に

非

ム

?

と

説

く

交

論

者

の

一

見

識

な

ら

ん

か

。

然

し

奮

来

い

日

本

式

も

亦

排

じ

、

混

成

な

ら

ざ

る

和

洋

の

化

成

を

理

想

-

こ

す

る

も

百

四

だ

良

し

・

只

こ

れ

言

ふ

に

易

く

・

笠

際

に

は

頗

る

国

難

+

守

党

ゆ

る

こ

と

で

、

其

設

く

鹿

の

深

き

軒

出

、

軽

き

簡

の

あ

る

ベ

ラ

ン

ダ

、

開

欣

的

の

い栄

位

丈

で

は

な

か

/

¥

に

解

決

は

出

火

そ

う

も

な

い

・

但

カ

ン

テ

リ

パ

ー

の

美

や

以

て

新

し

が

る

に

及

ば

ぬ

、

日

本

建

築

か

諸

来

よ

わ

持

つ

美

で

あ

る

さ

云

ふ

勤

杯

も

面

'

円

く

大

に

共

鳴

す

る

総

で

あ

る

・

要

す

る

に

日

本

建

(  11 う

築

鶴

来

の

佳

品

d

所

を

保

有

し

、

徒

に

西

洋

模

倣

に

偏

す

る

と

さ

な

く

、

併

も

新

構

造

法

や

新

設

備

を

持

ち

、

日

本

人

の

性

宅

た

れ

さ

説

く

も

川

り

で

あ

っ



1

1

抗

日

の

亦

試

す

ろ

胞

で

あ

る

υ

=

H

Z

4
陀

v
r

・

ド

ル

引

叶

二

刷

v

d

u

付

っ

て

成

る

新

聞

の

照

江

怜

交

の

品

川

立

長

J

H

ヒ

ン

ト

々

併

に

も

の

川

く

f
u
平

役

の

E

』

自

己

印

刊

却

や

1

9

物

訟

ざ

し

て

、

且

つ

そ

れ

を

大

地
u

の

建

助

建

凡

什

ー

の

研

究

に

一行

三

弘

せ

た

る

院

に

論

者

が

遠

慮

し

つ

h

も

自

己

の

理

想

を

表

は

し

て

・

奥

ゆ

か

し

、

而

し

て

木

材

の

伐

採

に

制

限

ぞ

加

へ

、

地

位

況

に

川

中

A

叩

を

米

せ

h

v

f

』

説

く

こ

と

仮

肋

扮

せ

つ

物

を

薬

品

さ

な

し

微

生

工

ギ

の

改

良

令

階

示

せ

る

鈷

.

或

は

弊

戒

を

山

県

へ

或

は

拳

術

の

進

歩

々

必

似

し

て

向

R

つ

各

部

犀

/

¥

に

捗

ウ

て

具

般

的

に

述

ぷ

る

貼

論

者

ω
旧

窓

の

密

な

る

を

説

は

し

め

奥

様

し

・

住

宅

群

の

護

連

.

住

民

ω
出

外

住

民

.

市

街

の

純

化

出

向

附

都

市

の

挑

挺

.

外

尉

松

倣

の

排

斥

‘

等

に

及

び

杭

組

問

題

を

論

じ

て

居

る

が

‘

第

二

世

ザ

〈

』

同

誌

住

宅

建

築

の

改

良

を

主

ご

し

て

陳

辿

し

て

向

ほ

些

一

か

物

足

ら

ぬ

心

地

す

る

。

審

査

の

後

V乙

安

古住

井

it 

臨

応

募

の

文

の

論

回

円

冷

見

る

さ

大

概

三

つ

の

系

流

に

同

別

す

る

事

が

同

一糸

る

様

で

す
一
、

(

一

〉

は

描

去

の

径

路

に

w

w

撮

し

て

、

来

る

可

、

ぎ

崎

前

衆

参

ぞ

研

究

し

判

断

ぞ

下

し

た

る

も

の

伊

(

一

乙

与

は

ん

の

内

に

匂

折

し

で

も

い

h

か

も

知

れ

ま

せ

ん

が

、

重

に

現

在

の

枇

態

ぞ

観

察

し

、

其

小

揃

に

劃

す

る

希

設

や

辿

・へ

た

る

も

の

間

引

『

〕

叫

が

閥

単

文

閉

そ

基

礎

さ

L

て

、

勝

来

に

於

け

る

欣

況

を

梨

公

的

に

叙

越

し

↑
じ

る

も

の

而

し

て

其

内

出

絡

を

見

ま

す

と

部

一

の

系

統

に

泌

す

る

も

の

は

其

論

旨

が

概

念

的

で

具

髄

的

の

叙

辿

が

欠

り

て

み

』

る

‘

第

二

に

属

す

る

も

の

は

多

少

具

臨

-
m

一

酬

に

入

い

っ

て

は

居

る

が

論

旨

が

油

て

も

白

定

的

じ

あ

る

・

究

第

三

に

脳

す

る

も

の

は

物

質

文

明

を

辿

一

一

泊

し

利

感

が

共

一

切

令

解

決

し

特

る

さ

言

ふ

様

な

所

を

見

受

け

る

。

考

察

の

方

策

-

こ

し

て

は

過

去

、

羽

山牝

・
時

前

米

、

も
こ

一
Z

H

ふ

風

に

秩

序

的

に

悦

断

令

下

し

て

行

く

の

は

最

も

順

お

な

る

も

の

で

あ

る

か

も

知

れ

な

い

が

、

斯

舷

な

考

ヘ

方

は

m-こ

も

す

る

と

明

白

に

三

ふ

は

れ

過

密

る

協

に

、

新

し

き

出

界

を

見

失

ふ

民

が

あ

る

‘

其

考

へ

方

が

何

三

な

く

怯

憾

で

あ

る

慌

で

あ

る

従

耐

前

向

敢

に

突

き

謹

む

市

中

が

出

来

な

か

っ

た

の

で

は

な

い

か

・

こ

忠

ふ

。

(  12 )  



珂

世

に

あ

き

に

ら

な

い

で

、

集

不

満

や

何

物

ぞ

か

さ

ら

へ

て

い

や

さ

ん

さ

す

る

考

へ

は

、

焦

慮

の

俄

の

凡

而

が

現

位

へ

の

抗

議

・

こ

な

り

結

集

自

定

的

の

議

論

に

臨

る

、

世

相

が

人

間

に

よ

っ

て

自

定

さ

れ

科

ゐ

も

の

な

ら

ば

戒

は

再

々

の

抗

議

は

う

け

い

れ

ら

れ

る

か

も

知

れ

な

い

、

然

し

な

が

ら

如

何

な

る

機

舎

に

於

市

も

如

何

な

る

時

に

於

τ
も

瓦

口

々

は

世

相

ぞ

棋

探

し

得

た

た

め

し

そ

凡

た

事

問

い

た

事

が

な

い

、

却

一

巾

品

川

に

世

相

が

.ぉ
n

k

s

T

決

定

し

て

居

る

の

で

あ

る

事

ぞ

見

る

三

舎

、

抑

制

へ

の

抗

議

軒

々

の

自

定

的

判

断

は

一

府

の

熟

応

令

裂

す

る

さ

岡

山

ひ

ま

す

、

又

科

祭

文

明

会

信

必

礎

と

し

て

勝

栄

を

務

想

す

る

お

は

現

今

の

時

物

主

義

文

化

の

進

路

ぞ

判

断

す

る

に

は

最

も

誤

り

の

少

な

い

も

の

で

あ

り

ま

し

ょ

ョ

.

結

局

成

る

局

限

さ

れ

た

勝

然

に

於

而

は

論

者

の

脇

陣

恕

は

抗

現

さ

れ

作

る

市

計

三

思

ふ

、

否

い

や

で

も

宜

現

さ

れ

令

K

は

憤

ま

な

い

じ

し

よ

う

.

私

は

其

形

式

に

於

て

多

少

の

児

揃

は

持

っ

て

活

り

ま

す

が

論

者

の

想

像

す

る

政

な

航

況

ω
涯

現

を

確

信

し

ま

す

、

但

し

期

経

な

物

質

文

明

の

制

致

が

巣

し

て

人

間

の

よ

不

耐

令

蹴

ら

す

か

否

や

は

問

題

で

す

、

自

分

は

斯

慌

な

航

畑

山

は

出

来

得

る

陣

り

早

〈

到

然

し

て

‘

叉

出

来

ね

る

限

h

り

早

く

過

ぎ

去

っ

て

く

れ

る

市

引

を

望

む

も

ω

h

一

人

で

す

、

審

査

想、

戚

本

野

ホ!j

三区

口

郎

一

位

叶

(

草

)

|

|

人

間

の

俄

統

的

民

朕

牲

に

縦

庇

令

芭

4

v

、

附

界

な

打

仙

川

の

郡

山

の

長

短

そ

比

較

考

保

し

て

同

本

に

於

け

る

れ

川

市

の

将

来

の

進

路

ケ

考

究

し

た

貼

に

特

徴

ぞ

認

め

る

。

具

閥

的

の

問

題

K

踊

れ

る

事

の

少

な

い

貼

を

多

少

の

欠

黙

さ

尽

ふ

。

第

二

等

(

鍍

)

|

|

多

く

の

方

而

よ

め

の

翻

察

三

、

細

部

に

行

合

渡

れ

る

註

窓

三

に

必

礎

を

世

い

て

終

米

た

考

察

し

た

る

紡

に

特

徴

を

認

め

る

J

唯

又

化

の

準

展

さ

云

ふ

も

の

に

針

す

る

考

の

根

底

が

少

し

く

ハ

ツ

キ

リ

し

て

加

な

い

事

を

感

令

る

。

ソ

レ

三

内

容

に

射

し

て

外

形

が

多

す

ぎ

る

様

に

忠

ふ

。

云

ひ

換

へ

れ

ば

コ

レ

丈

の

内

終

に

劃

し

て

コ

レ

丈

の

外

形

は

い

ら

な

い

慌

に

思

ふ

。

第

三

等

(

龍

)

|

|

最

も

忠

一

想

的

な

一

文

小

あ

り

ま

す

。

け

れ

奇

」

も

コ

ノ

空

・か

は

現

代

K

於

け

る

科

凶

時

十

の

進

展

の

方

向

に

基

礎

を

置

い

た

相

踏

め

る

笠

想

で

あ

る

さ

思

ま

す

。

ソ

ク

し

て

科

取

の

護

連

は

人

間

の

生

活

必

幸

一

踊

の

巾

に

導

く

さ

一

広

ふ

芳

も

コ

ノ

中

に

認

め

ら

れ

る

。

唯

考

が

人

間

の

精

利

生

活

に

就

而

鰯

れ

て

居

な

い

貼

と

.

本

想

に

終

始

し

て

地

築

形

の

具

鰐

的

考

察

か

ら

遠

い

、

貼

が

火

酷

で

あ

り

ま

し

ゃ

う

。

(  13 /)  
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文 論 選 嘗 等 霊

H

W

訴

は

税

庁

代

都

市

計

政

大

阪

地

労

委

員

令

仁

川

n

u

川

勤

務

中

の

建

築

家

ι

お

じ

東

京

よ

り

北

川

品

川

品

川

川

川

守

側

軍

民

訴

部

l

赴

任

L

B

h

間

同

青

島

市

街

川

川

司

た

姶

め

背

島

高

等

女

聞

学

校

寄

h

合

、

背

鳥

川

a

S

川

E

病

際

分

断

婁

他

建

築

の

訟

計

監

督

た

な

川

説

明

川

吉

一

、

L

大

正

十

仔

八

月

制

御

市

計

蛮

4

F

阪

地

方

釜

山

-

l

川

君

員

合

に

来

任

し

て

r

わ

出

席

努

年

十

月

し

は

大

川

:

・

川

島

阪

府

脱

会

及

府

令

議

事

主

建

築

m

N

懸

賞

設

川

藍

コ

川

肺

計

に

賂

募

L

第

一

一

一

位

吋

一

応

l

晴
朗

選

L

て

用

川

・

3

E

川

E

志

C

I

ハ
刊

見

ム

-

ベ

与

論

文

と

L

て

は

一

一

一

ニ

川

川

E

年

前

建

築

帆

界

誌

上

l

波

及

・

し

れ

る

「

祁

川

ヒ

3

川

市

計

控

じ

於

げ

ろ

地

例

制

」

・

か

わ

ろ

c

叉

川

づ

仁

川

夜

筒

口

山

間

商

工

飢

午

校

建

築

刊

新

制

附

削

さ

ι
ス

川

川

建

築

製

防

4

q

分

V

E

司
、

今

日

l

至

る
口

本

邦

都

市

の

念

劇

な

る

震

建

は

営

然

の

蹄

結

さ

し

て

著

し

き

人

口

の

集

中

を

来

し

加

ふ

る

に

現

代

都

市

の

特

凹

択

さ

せ

ら

れ

る

高

暦

建

築

物

の

族

生

は

い

ー

や

が

上

に

も

誕

-

R

都

市

を

し

τ
不

衛

生

な

住

居

磁

境

を

形

成

し

つ

つ

あ

り

ま

す

。

現

代

の

都

市

に

於

り

る

住

居

な

る

も

の

は

殆

で

京

地

な

き

-
v

で

に

家

長

の

密

集

を

公

し

過

群

生

話

の

現

肢

は

一

日

も

と

れ

を

等

闘

に

付

し

置

く

と

、

と

む

山

米

な

い

結

栄

令

招

来

し

て

居

り

ま

す

。

従

っ

て

今

H

の

住

居

間

也

は

枇

曾

問

題

ミ

し

て

京

型

脱

せ

ら

れ

今

後

は

更

に

一

厨

の

重

要

さ

ぞ

加

へ

る

で

あ

ら

う

さ

忠

ひ

ま

す

ο

住

居

問

題

は

刷

舎

の

ん

ゆ

る

問

題

さ

密

・

持

な

槻

係

金

持

ち

住

居

の

内

質

れ

容

は

一

国

文

化

ぞ

物

質

的

じ

叉

精

神

的

に

も

衰

微

す

る

も

の

で

あ

っ

て

其

の

遁

ん

・
遁

は

直

ち

に

吾

人

人

類

ω
話

動

能

導

医

大

な

る

影

響

を

及

ほ

す

も

の

で

あ

り

ま

す

ο

故

に

住

居

問

題

に

闘

し

て

は

上

下

巻

象

り

て

不

断

の

努

力

や

以

て

註

意

令

捌

ふ

べ

き

責

務

が

あ

る

の

で

あ

の

ま

す

。

然

ら

ば

現

代

の

判

等

の

秩

序

な

き

不

術

佐

じ

し

て

保

安

上

危

殆

を

含

む

住

居

の

現

航

令

釘

附

し

て

帰

米

わ

が

副

本

民

放

の

生

活

に

灯

油

な

る

住

居

の

理

想

や

賢

明

ぜ

ん

干

す
J

る

に

は

如

何

な

る

方

策

を

離

主

し

以

て

遺

症

す

べ

き

で

あ

り

ま

せ

う

か

。

赴

れ

は

非

常

に

布

一

円

』

大

な

る

も

の

で

あ

っ

て

従

っ

て

町

側

め

て

岡

雛

な

問

題

で

あ

p

ま

す

。

然

し

な

が

ら

今

日

の

版

態

を

自

然

の

川

町

越

に

放

任

す

る

K

於

ー

は

勝

以

外

経

k

復

統

た

る

一拡

曾

現

象

守

口

ま

し

牧

拾

す

べ

か

ら

ざ

る

苦

境

仁

附

吟

す

る

に

至

る

と

さ

は

事

明

の

理

で

あ

り

ま

す

。

故

に

4

n

々

は

人

潟

的

に

可

及

的

と

れ

や

救

拾

す

べ

き

絡

来

の

針

策

を

講

余

る

こ

之

は

外

国

新

住

宅

グ

ラ

フ

「

共

同

住

宅

ノ

一

例

」

(

庭

よ

リ

凡

十

い

る

模

型

)

ウ

ヰ

l

y

市

ホ

7

T

Y

敬

授

作
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現

存

の

日

本

人

・

こ

し

て

属

す

べ

き

円

高

然

の

責

務

で

あ

り

こ

れ

が

科

々

φ

泊

先

に

報

ひ

千

孫

に

識

す

べ

き

遣

で

あ

ら

う

・

こ

思

ひ

ま

す

。

こ

の

昨

に

常

っ

て

我

が

日

本

述

稿

、
協

舎

は

「

将

来

の

白

木

の

住

居

」

な

る

山

題

を

健

示

し

て

一

一

般

日

本

民

衆

の

な

見

を

徴

し

比

の

煉

る

べ

き

遣

の

晴

一
部

e

M
工

作

ん

さ

せ

ら

れ

た

と

ご

は

故

も

必

援

に

し

て

札

つ

時

機

や

得

た

企

・

こ

し

て

大

に

賞

立

や

去

す

る

次

第

で

あ

り

ま

す

J

元

よ

り

本

問

題

に

劃

し

て

は

れ

自

犬

々

一

持

っ

た

る

方

刷

よ

内

種

#

な

る

想

像

ぞ

生

み

務

測

令

悲

し

試

は

段

々

な

る

鵠

命

の

沸

騰

を

服

す

で

あ

ら

う

さ

思

ひ

ま

す

が

丘

門

人

は

と

れ

令

ご

育

陀

識

く

せ

ば

却

す

る

に

日

本

民

肢

の

一

立

し

た

る

州

市

統

的

生

活

内

質

の

根

本

紛

糾

L

T

L

調

三

し

勝

米

の

時

代

文

化

セ

融

和

し

た

る

生

活

に

遡

す

る

住

居

の

従

現

に

向

っ

て

進

み

本

ま

れ

た

る

自

然

に

親

し

む

べ

き

位

居

や

求

む

る

に

日

以

苦

の

掠

カ

そ

抑

ふ

べ

き

も

の

で

あ

ら

う

ご

思

ひ

ま

す

が

某

し

て

如

何

な

る

政

策

を

以

て

臨

み

叩

何

な

る

活

税

を

踏

ん

C

廻

想

の

彼

作

に

到

達

す

べ

き

や

認

に

詩

人

の

考

を

開

陳

せ

ん

さ

す

る

の

で

あ

り

ま

す

。

路

米

の

住

居

問

題

を

考

察

す

る

に

常

っ

て

先

づ

H

L

4

K

於

け

る

越

4

6

過

去

の

仲

間

居

の

航

態

ぞ

追

憶

す

る

の

必

要

が

あ

の

よ

す

。

我

が

臼

本

民

族

の

祖

先

は

遊

牧

の

境

涯

を

脱

し

て

一

定

の

安

住

な

る

出

場

所

を

求

め

る

仁

め

に

或

は

洞

穴

に

或

は

削

朴

な

る

小

原

に

住

を

つ

な

ぎ

米

た

の

で

あ

る

が

由

来

人

類

は

本

能

的

に

自

然

に

親

し

み

自

然

と

同

化

す

ぺ

き

傾

向

金

持

っ

て

居

る

も

の

で

あ

っ

て

妹

に

娃

国

以

来

五

志

れ

に

る

環

境

に

生

や

持

組

し

米

っ

た

日

本

民

肢

は

本

性

ざ

し

て

天

然

自

然

を

従

し

自

然

と

同

化

し

て

今

日

に

至

っ

た

民

族

℃

あ

っ

た

従

っ

て

と

の

一

口

し

た

る

体

統

的

精

柳

の

一
万

に

育

&

れ

に

る

住

居

は

日

本

田

自

の

本

領

令

持

続

し

今

日

に

及

ん

で

居

る

の

で

あ

り

ま

す

。

即

ち

こ

れ

や

住

宅

に

見

る

に

日

本

に

於

け

る

住

宅

は

外

気

に

接

し

て

始

、

ご

開

放

的

で

ゐ

っ

て

之

れ

は

過

去

一

一
千

六

百

れ

総

年

の

間

日

本

民

肢

を

背

景

と

し

τ
盛

謹

し

放

っ

た

形

式

で

あ

り

よ

す

。

其

問

或

は

外

而

的

形

式

に

於

て

肱

米

ω
形

式

を

抹

り

入

れ

た

る

も

の

あ

り

さ

は

-TAο

其

の

内

宵

に

於

て

は

日

本

民

旅

従

来

の

梢

紳

が

包

蔵

さ

れ

不

設

の

生

活

的

窓

議

令

持

つ

熔

器

さ

し

で

あ

る

の

で

あ

h

り

ま

す

ο

斯

の

如

く

日

本

硝

自

の

護

濯

を

、

遂

げ

ι
る

住

宅

、

』

自

然

に

親

し

む

べ

き

俸

統

的

住

M

b

L
欲

す

る

永

久

的

副

民

性

め

る

に

於

て

は

而

し

て

過

枝

問

に

於

り

る

一

時

的

現

象

・

こ

し

て

そ

の

民

肱

性

令

し

て

隠

忍

せ

し

め

る

の

余

偽

な

き

場

合

あ

り

唱

こ

す

る

も

再

び

本

性

に

復

す

る

こ

三

は

明

か

「

共

同

住

宅

ノ

例

L  

(

h
h

出

よ

リ

見

れ

る

模

剥

)

守

井

l

市

ホ

『

ノ

マ

d

J

教

授

作
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な

り

・

こ

す

れ

ば

附

米

の

日

本

の

住

民

な

る

も

の

は

二

千

六

百

一

付

余

年

の

問

育

く

ま

れ

た

る

脳

陣

統

的

日

本

民

牒

竹

n
'

ぞ

み

調

さ

し

て

形

成

さ

る

べ

き

も

の

で

な

け

れ

ば

な

ら

む

と

以

ひ

ま

す

。

然

る

に

現

代

U

L

小

に

於

け

る

机

居

状

態

は

如

何

で

あ

る

か

。

こ

の

誇

る

べ

き

民

族

性

や

波

却

し

住

宅

に

於

て

は

其

の

ぴ

的

に

、

H

M

的

に

作

一

日

の

川

崎

境

に

於

て

も

貨

に

吾

人

の

生

活

理

想

三

相

去

る

兆

一

花

蓮

き

も

ω
が

あ

り

ま

す

。

即

ち

部

巾

は

わ

批

身

不

規

則

な

る

脳

脹

を

な

し

家

毘

の

密

集

比

だ

し

ど

地

域

制

制

定

以

前

K

限

れ

た

る

随

所

の

T

L

場

は

頗

る

飢

雑

を

極

め

そ

の

渡

す

る

M

A

位

は

米

を

世

ひ

交

通

の

収

劇

H

に

加

は

り

山

駅

域

密

に

充

満

し

郎

市

一

い

於

け

る

住

居

は

喧

仙

川

市

ゐ

て

こ

し

て

抗

に

不

愉

快

な

る

状

態

じ

陥

h

り

住

居

の

水

質

は

師

に

失

は

れ

て

川

り

ま

す

。

市

民

の

大

部

分

は

裏

法

に

刷

M

し

常

気

の

流

辿

の

不

Q

な

る

は

勿

九

州

日

光

さ

へ

も

見

る

こ

と

の

出

来

な

い

悲

惨

な

る

状

態

h

T

現

出

し

て

は

仙

ゐ

の

で

あ

り

ま

す

。

一

見

に

住

居

問

題

伊

仏

大

な

る

影

響

や

奥

へ

て

府

る

も

の

は

現

代

都

市

の

住

宅

の

七

制

は

借

家

で

あ

る

さ

云

ふ

一

一

申

中

で

あ

り

ま

す

が

仰

ハ

つ

嗣

劣

飽

く

な

き

資

本

家

の

蹴

一也

に

よ

っ

て

精

加

す

る

の

傾

向

を

持

っ

て

川

り

ま

す

。

之

れ

が

矯

め

に

五

円

々

は

既

に

今

日

の

状

態

は

家

一

平

そ

持

て

る

民

放

で

は

た

い

の

で

あ

り

孟

す

。

た

は

云

ぴ

都

市

の

一

白

紙

令

具

、

σ

に

翻

・製

す

れ

ば

資

本

家

の

行

動

も

左

と

そ

三

貼

頭

か

れ

る

の

で

あ

り

ま

す

c

買

に

現

代

都

出

ω
叩

き

地

位

ω
昂

騰

M

A

昂

騰

停

止

す

る

な

き

現

航

に

於

て

管

利

水

位

の

貸

家

住

宅

に

資

本

家

が

斜

地

ぞ

内

的

制

限

の

極

度

に

縮

少

せ

ん

・

こ

す

る

傾

向

は

無

理

か

ら

ぬ

ζ

と

で

あ

り

ま

す

ο

然

し

な

が

ら

か

・

る

段

撹

に

於

て

は

必

?

や

そ

こ

に

は

日

叫

ん

吋

な

る

病

弊

ぞ

開

成

し

種

々

な

る

犯

山

4

Q

の

渡

す

る

こ

と

は

判

明

白

の

問

題

、

こ

し

て

A

u

h

吋

D

熟

知

す

る

所

で

あ

り

え

す

。

延

い

て

は

凡

て

の

人

ゃ

に

出

h

，

岐

に

也

り

来

る

何

伽

聞

か

ピ

あ

り

ま

す

。

即

ち

長

身

民

放

の

住

居

さ

し

て

絡

M
〈

家

肢

の

象

徴

と

し

て

州

翠

に

し

て

武

重

な

る

施

設

三

し

て

現

耐

曾

に

於

て

人

類

の

そ

の

根

本

的

な

る

家

陪

の

所

有

者

さ

な

る

こ

三

が

山

米

な

い

さ

云

ふ

こ

-

こ

は

討

に

恐

る

べ

き

と

さ

で

あ

る

が

こ

は

現

代

都

市

に

於

け

ゐ

地

有

性

と

な

っ

て

叫

り

ま

す

。

然

ら

ば

郊

外

的

現

航

は

如

何

で

あ

り

ま

せ

う

か

。

現

サ

れ

め

郊

外

は

諮

問

ω
不

備

不

完

全

は

言

ふ

ま

で

も

な

く

い

句

通

運

輸

の

便

民

じ

乏

し

く

町

何

日
的

郎

、
楽

機

附

備

は

ら

令

上

下

水

道

の

施

設

な

く

極

め

て

不

利

不

使

怒

る

作

川

磁

境

令

構

成

し

つ

つ

あ

る

の

で

あ

め

ま

す

。

抑

も

佐

川

な

る

も

の

は

須

ら

く

住

居

・

こ

し

て

吾

人

民

政

の

^  z 、U lCh

fJ 

ヰ

y

市

ホ

フ

マ

プ

数

授

作

共

同

住

宅

の

f列

庭

よ

り

円

ル

ト

ド

る

模

却

の

ザ

断

凶

敷

地

三

十

五

平

方

米

炎
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必

要

た

る

施

設

の

作

ふ

も

の

で

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

即

ち

愉

快

に

使

利

に

能

率

的

に

家

庭

生

活

実

し

む

べ

き

充

分

な

る

施

設

を

具

備

し

た

る

彪

で

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

住

は

お

比

三

異

な

り

肉

能

的

に

は

勿

論

紛

糾

的

に

及

ぼ

す

反

響

遊

だ

多

く

徳

戎

、

品

性

、

趣

味

の

如

き

は

住

民

家

庭

の

感

化

著

し

き

も

の

で

あ

り

ま

す

。

故

に

住

居

に

闘

し

て

は

種

々

な

る

問

題

の

相

互

考

慮

を

必

州

立

さ

す

る

の

で

あ

り

ま

す

が

裂

す

る

に

住

括

セ

安

逃

な

ら

し

め

精

脚

上

の

慰

柴

令

仰

せ

し

め

る

た

め

に

は

先

づ

第

一

に

衛

生

的

に

生

活

せ

し

め

る

と

さ

で

あ

り

ま

す

。

住

居

街

庄

の

第

一

要

併

は

清

揮

な

る

水

三

笠

気

三

週

笛

の

日

光

で

あ

ら

う

さ

思

ひ

ま

す

。

古

の

偲

γ

・
μ

に

も

一

.

日

光

の

入

ら

ざ

る

三

こ

ろ

瞥

者

が

行

く

」

さ

あ

る

知

く

日

光

は

貨

に

告

人

人

類

に

絶

劃

的

に

必

要

献

く

べ

か

ら

ぎ

る

も

の

で

あ

る

と

三

は

収

k

を

援

せ

ざ

る

ご

ζ

ろ

で

あ

り

ま

す

。

叉

空

気

汚

樹

の

不

快

は

精

神

上

に

及

ぼ

す

影

響

多

大

で

あ

っ

て

そ

の

大

な

る

原

因

は

密

住

三

乱

雑

極

ま

る

工

襲

よ

り

護

散

す

る

煤

煙

三

恵

瓦

斯

で

あ

り

ま

す

。

故

に

と

の

弊

害

に

劃

し

て

遁

嘗

の

虚

置

を

詩

じ

と

れ

を

防

禦

す

る

必

要

が

b

h

り

ま

す

。

更

に

今

日

の

公

衆

衛

庄

の

防

備

機

閥

さ

し

て

認

め

ら

れ

る

上

水

道

下

水

道

ω
完

成

で

る

り

ま

す

。

欧

米

都

市

の

死

亡

準

滅

退

は

何

れ

も

上

下

水

道

の

完

備

も

そ

の

一

因

ぞ

な

し

て

居

る

の

で

あ

り

ま

す

。

其

他

住

居

間

引

舗

に

必

話

な

る

施

設

と

し

ー

は

理

想

的

艇

幾

機

閥

、

公

園

、

遊

凶

媛

、

教

育

機

闘

の

施

設

等

相

侠

っ

て

之

れ

や

属

す

べ

き

で

あ

っ

て

殊

に

敬

育

は

そ

の

躍

境

が

子

女

の

教

養

上

甚

夫

の

泌

響

を

輿

ヘ

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

放

に

仲

町

居

環

境

よ

り

受

け

る

底

接

の

普

認

は

直

ち

に

家

庭

に

及

ほ

し

有

馬

の

国

民

数

育

に

至

大

の

閥

係

令

持

つ

に

至

る

の

で

あ

り

ま

す

。

叉

電

気

瓦

斯

の

設

備

も

必

要

で

あ

り

ま

せ

う

し

家

屋

の

構

造

に

於

て

も

安

凶

を

園

る

た

め

に

は

質

的

に

常

然

注

意

を

排

ふ

べ

き

で

あ

っ

て

従

来

雄

々

く

り

逗

へ

さ

れ

た

る

火

災

防

備

さ

震

災

に

艶

し

で

も

趨

笛

の

考

慮

や

政

す

べ

き

で

あ

り

ま

す

。

即

ち

住

凶

器

境

ご

し

て

地

理

的

に

と

れ

を

求

む

れ

ば

高

燥

閑

推

に

し

て

地

質

水

質

良

く

上

下

水

遁

の

設

備

容

易

な

る

土

地

に

し

て

工

業

地

域

の

煤

挫

有

害

一

九

新

感

臭

紛

雄

馳

暫

等

よ

り

逃

避

し

風

致

に

公

慮

な

含

さ

と

ろ

を

以

て

理

想

的

亨

す

る

の

で

あ

り

ま

す

が

尚

外

乞

最

ら

蓋

裂

な

る

案

併

は

完

全

な

る

道

路

三

交

通

機

闘

の

統

一

的

完

備

で

あ

り

ま

す

。

現

住

に

於

け

る

不

元

金

な

る

郊

外

遊

踏

は

と

れ

を

整

然

化

る

も

の

に

韻

築

ず

る

三

共

に

交

通

機

闘

の

必

裂

な

る

施

設

乞

な

し

て

伯Ｃ・庭図より凡 ｔ こる小位宅のＭｾ開 ｕＨ す ク下 ル ード ｊν フサル ピ ス ミ ルゲ ｅ 是 正 むＩ
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以

て

統

一

心

て

運

賃

の

低

下

ぞ

闘

る

と

さ

で

あ

り

志

す

。

交

通

機

関

は

買

に

住

居

間

阻

に

主

大

の

関

係

令

持

つ

も

の

で

あ

っ

て

住

居

問

題

め

解

決

の

閥

事

乞

一

握

っ

て

居

る

さ

事

ふ

も

過

言

で

は

た

い

と

忠

ひ

ま

す

、

都

市

に

於

け

る

人

口

の

集

中

。

分

散

の

傾

向

は

一

つ

は

交

通

機

閥

ーの

完

備

不

完

備

に

撮

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

我

が

邦

に

於

て

は

既

に

議

論

の

時

代

そ

経

過

ん

今

日

の

現

欣

は

そ

の

積

類

に

於

て

、

其

の

施

設

に

於

て

持

た

其

の

建

設

に

於

τ
昔

日

の

観

を

一

新

し

た

事

は

鰐

く

べ

き

も

の

が

あ

り

志

す

o

殊

に

自

働

車

の

跳

厄

樋

梁

は

従

来

の

炎

通

機

闘

の

領

域

金

諸

資

し

来

っ

た

、

』

三

は

注

目

す

べ

き

現

象

で

あ

っ

て

賂

来

月

佐

々

其

の

勢

脅

退

・

仁
川
t

す

る

に

於

て

は

自

渡

的

に

人

口

の

分

散

を

可

能

な

ら

し

め

住

居

問

題

に

t

一

撲

を

投

予

る

で

あ

ら

う

さ

思

は

れ

ま

す

が

。偽

都

市

中

掘

部

に

於

け

る

同

居

建

築

物

の

集

結

も

非

常

な

る

勢

を

以

て

震

建

す

る

こ

さ

は

明

か

で

あ

っ

て

従

っ

て

市

内

定

活

が

仮

雑

化

せ

ら

れ

恒

騒

に

し

て

不

衛

生

且

つ

生

活

砦

の

昂

上

等

そ

の

他

種

身

な

る

理

由

に

依

っ

て

住

居

そ

郊

外

に

求

め

終

日

の

痕

労

ぞ

慰

し

安

値

な

る

生

活

に

浴

す

ペ

く

力

む

る

に

至

る

ペ

ぎ

傾

向

を

口

揮

し

来

る

こ

さ

は

常

然

で

あ

り

ま

す

か

ら

交

泌

機

関

の

輩

謹

さ

い

辿

賃

低

下

の

討

現

は

常

然

の

勢

」

こ

し

て

人

口

の

分

散

を

招

来

す

る

結

果

と

な

る

の

で

あ

り

ま

す

。

此

勤

に

思

ひ

及

ぶ

時

吏

に

い

け

川

地

度

交

矧

機

闘

の

必

要

ぞ

痛

感

せ

ざ

る

や

得

な

い

の

で

あ

り

ま

す

。

今

日

護

謹

し

た

る

一

品

建

泣

交

辿

機

闘

に

依

っ

て

三

十

分

間

に

活

動

し

得

る

十

哩

園

内

の

地

域

面

積

は

買

に

三

百

平

方

哩

の

民

家

に

及

び

今

日

の

電

車

の

約

六

倍

に

建

す

る

の

で

あ

り

4

ま

す

。

か

く

の

如

き

府

漠

た

る

一

間

誌

に

帆

刻

し

て

住

居

地

域

さ

定

め

相

九

%

の

施

設

を

な

す

に

於

て

'
は

日

木

民

肢

体

統

の

仲

代

居

磁

境

ぞ

求

め

得

る

で

あ

ら

う

さ

思

ひ

ま

す

。

と

れ

等

の

品

川

然

採

る

べ

き

住

居

政

策

、

日肘

命

国

政

策

で

あ

り

ま

す

が

絡

必

倫

幾

多

の

採

る

べ

き

遁

が

あ

り

ま

す

。

吾

人

は

日

ら

く

都

市

の

混

胤

三

人

口

集

中

の

先

議

た

る

欧

米

に

於

て

採

り

凍

っ

た

住

居

政

策

を

一

瞥

し

て

見

ま

せ

-
っ

。

と

れ

そ

速

く

U

旦

に

求

め

ん

か

u

m
-

は

現

代

都

市

計

哉

の

揺

監

で

あ

っ

有

十

六

世

紀

の

プ

ル

ポ

ン

主

朝

叫

来

十

九

川

紀

に

於

け

る

ナ

ボ

V

オ

ン

三

位

に

至

る

巴

監

の

改

造

片
岡
一

立

し

て

骨

よ

め

戚

肢

の

諮問一

不

三

都

布

め

義

概

そ

什

抑

制

・

こ

じ

た

る

所

認

ブ

ル

ジ

ョ

ア

都

市

討

ぷ

て

あ

り

ま

す

殊

に

ナ

ポ

V

オ

ン

三

肢

が

オ

l

ス

マ

ン

ふ

そ

し

て

断

行

せ

心

め

た

大

事

業

は

其

の

此

も

・

著

し

い

も

の

で

あ

る

が

其

の

反

山

花

於

て

は

'市

民

を

し

て

佐

官

難

仁

困

惑

せ

し

む

る

の

結

果

を

庭

に

ぜ

る

ヲ

ヅ

グ

入

口

f白才*・ すツ ト グ ー ドJν フ サ Jν ピス，. ， ) V' J;r 氏:む
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指

い

た

の

で

あ

り

ま

す

ν

即

ち

巴

川

平

一の

中

央

部

ω
美

観

乞

主

さ

し

て

常

じ

市

域

の

踏

張

令

制

限

し

人

民

の

生

活

航

態

、

住

居

問

題

等

は

軽

視

せ

ら

れ

就

中

崎

労

働

階

級

の

性

肘

は

全

然

無

頓

着

じ

放

任

せ

ら

れ

て

何

等

閑

慮

す

る

所

な

き

に

反

し

他

方

に

於

て

都

市

の

美

観

都

市

の

装

飾

に

は

多

大

の

注

意

と

努

力

三

時

額

の

資

財

ぞ

拠

ち

て

極

力

之

ぞ

美

化

し

傍

観

を

現

出

す

る

に

努

め

た

の

で

あ

り

ま

す

。

こ

の

財

源

ぞ

作

ん

が

た

め

に

土

地

ぞ

極

度

に

利

川

せ

し

め

市

民

生

活

問

題

の

悪

化

を

顧

み

ヂ

し

て

偏

に

物

質

的

繁

栄

仙

精

進

に

熱

中

し

、

こ

の

宮

や

獲

得

す

る

手

段

方

法

は

敢

て

聞

は

ざ

る

富

有

な

る

人

々

の

手

に

依

っ

て

誕

m
せ

ら

れ

た

の

で

あ

り

ま

す

。

そ

の

結

県

土

地

の

集

約

的

利

用

や

侭

し

不

良

建

築

や

現

出

せ

し

め

た

の

で

あ

り

ま

す

。

之

れ

に

反

し

て

英

固

に

於

て

は

平

く

よ

り

住

居

問

題

に

訟

ぞ

川

ひ

体

加

と

工

場

と

ぞ

分

隊

し

或

は

按

机

者

階

級

の

佐

居

問

題

に

制

し

て

は

労

働

者

間

級

住

居

法

。

守

護

布

し

戒

は

小

住

宅

取

特

保

護

法

t

q

設

け

或

は

住

居

及

都

市

計

市

法

や

制

定

し

ぺ

住

居

の

保

誌

に

カ

め

τ
以

来

英

間

各

都

市

は

官

民

和

競

ふ

て

住

居

改

造

に

熱

中

し

た

の

で

あ

め

ま

す
。

そ

れ

さ

同

時

に

一

方

じ

於

て

は

交

拘

機

関

の

震

建

を

闘

り

都

市

中

桐

部

よ

め

郊

外

に

劃

す

る

最

も

込

謹

な

る

謹

絡

を

保

大

し

め

た

の

で

作

居

分

散

の

目

的

を

議

成

し

土

地

の

腕

貨

を

ま

燃

に

抑

障

す

る

と

三

が

出

山

似

た

の

で

あ

わ

ま

す
。

即

ち

巴

里

に

於

て

十

九

枇

杷

後

ル

「

桁

開

山

ぷ

奔

街

間

関

能

に

酔

ひ

都

市

の

装

化

に

眠

れ

て

居

っ

た

A

N

時

に

於

て

愉

玖

は

交

部

機

聞

や

利

用

し

て

仲

居

的

分

散

や

闘

の

布

民

の

幸

跡

的

進

に

大

な

る

努

力

や

傾

注

し

つ

つ

あ

っ

た

の

で

あ

り

ま

す

期

的

如

く

英

闘

の

採

り

た

る

分

散

主

議

的

住

居

政

策

さ

仰

闘

の

採

わ

た

る

都

市

美

翻

を

R

詮

さ

し

た

る

改

おけ

的

政

策

さ

は

自

白

そ

と

に

呉

っ

た

る

結

凶

抗

争

生

み

来

し

た

の

で

む

り

ま

す

。

現

代

欧

洲

大

陸

部

山

闘

の

都

市

に

於

て

人

口

の

増

加

に

つ

れ

τ
高

照

住

宅

和

築

金

生

じ

密

集

住

居

の

傾

向

そ

助

長

し

今

日

倫

之

れ

を

救

ふ

能

は

令

し

て

苦

し

み

つ

h

あ

る

原

山

は

み

1

〈

集

中

字

義

じ

依

る

政

策

ざ

し

て

採

っ

た

同

い

里

の

建

築

技

ド

令

に

伏

杭

す

る

さ

一

言

は

れ

て

居

h

り

ま

す

c

斯

の

如

く

実

関

め

採

わ

た

る

介

散

主

詳

の

仲

代

居

政

策

は

今

日

各

国

の

茶

室

ル

招

き

つ

お

あ

る

の

で

あ

h

り

ま

す

が

之

れ

さ

開

聯

し

て

忘

れ

る

こ

さ

の

出

来

な

い

英

国

に

於

け

る

期

茶

な

る

部

勤

は

国

間

都

市

で

あ

り

ま

す

。

今

日

に

於

て

は

普

術

的

運

動

ざ

し

て

各

国

共

に

士

山

川

政

策

ト

ベ

山

も

需

要

怒

る

楠

設

さ

目

さ

れ

る

蛾

域

制

の

翻

念

仏

英

聞

に

於

て

は

既

に

田

岡

部

「仕事室」庭! 羽ノ一部チ見 pν

一 部」「食堂 J

γ  
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市

に

蔚

芽

を

援

し

て

居

の

志

す

。

地

域

創

は

住

居

の

安

部

令

期

し

必

描

・

返

る

土

地

の

利

用

を

増

進

す

る

大

め

の

積

極

的

政

策

D

F

ざ

し

て

必

要

な

も

の

で

あ

の

ま

ず

か

ら

一

言

す

る

必

要

が

あ

り

ま

す

が

之

れ

を

沿

革

的

に

見

る

・

な

ら

ば

地

場

制

の

母

国

は

猫

泡

で

あ

り

ま

す

。

そ

の

費

、

蓮

の

淵

源

も

住

居

の

安

申

半

身

害

す

る

が

如

き

荷

額

又

は

規

模

の

工

場

は

住

居

地

域

よ

り

一

定

の

距

離

に

置

か

し

め

る

特

集

法

規

よ

り

務

濯

し

た

も

の

で

あ

っ

て

一

八

九

一

年

フ

ラ

ン

ク

フ

ル

ト

、

ア

ム

、

マ

イ

ン

に

賓

施

さ

れ

た

の

が

暗

矢

で

あ

の

ま

す

。

英

国

に

於

τ
は

既

に

述

べ

た

る

知

く

彼

の

ハ

タ

ワ

l

F

氏

の

レ

ツ

チ

オ

1

ス

の

悶

嗣

都

市

に

逸

早

く

も

地

域

の

観

念

を

採

り

入

れ

た

の

で

あ

る

が

更

に

英

国

に

於

て

は

ガ

ー

デ

ン

サ

パ

l

プ

の

護

法

令

見

て

居

め

ま

す

。

之

等

は

何

れ

も

住

居

問

題

守

中

心

さ

し

て

過

群

密

集

生

活

令

防

止

せ

ん

ざ

す

る

目

的

に

外

な

ら

ぬ

の

で

あ

り

注

す

。

住

宅

問

題

に

閲

し

て

法

制

さ

し

て

認

め

た

の

も

英

国

が

初

め

て

で

あ

り

ま

す

が

英

闘

が

川

十

〈

よ

り

工

業

都

市

さ

し

て

褒

蓮

す

る

に

つ

け

恰

も

影

の

如

く

に

随

ひ

来

る

住

居

問

題

陀

艶

し

一

九

O

九

年

に

住

居

及

都

市

計

指

法

を

制

定

し

て

其

の

法

律

の

元

K

面

積

た

闘

す

る

計

代

川

一
及

特

別

な

る

規

定

や

設

り

た

の

で

あ

り

ま

す

。

即

ち

註

築

物

の

特

別

の

も

の

に

劃

し

て

は

其

の

位

置

を

指

定

し

或

は

一

エ

ー

カ

ー

に

艶

す

る

佳

宅

の

帆

献

を

限

定

す

る

が

如

含

そ

れ

で

あ

の

ま

す

。

米

聞

に

於

け

る

川

途

地

域

は

一

九

O

四

年

ト

ロ

ン

ト

市

に

採

川

さ

れ

た

る

を

始

め

さ

し

て

一

九

六

年

綜

合

的

地

域

制

が

紐

育

に

制

定

さ

れ

た

の

で

あ

り

ま

す

。

そ

れ

以

来

非

時

的

な

る

勢

や

以

て

各

都

市

に

普

及

し

今

日

に

於

て

は

A

H

没

園

内

三

百

数

十

の

都

市

に

採

用

さ

れ

我

闘

に

於

τ
も

大

正

九

年

州

市

計

説

法

M

A

市

街

地

山

知

築

物

以

に

於

て

地

域

制

を

不

完

全

な

か

ら

も

認

め

ら

れ

た

の

で

あ

り

ま

r

u

A

1

や

技

印

刷

に

於

て

も

各

都

市

北

ハ

伊

礼

者

々

さ

し

て

そ

の

指

定

を

念

ぎ

各

種

地

域

の

持

つ

性

質

の

封

現

に

向

っ

て

カ

め

て

あ

る

の

で

従

っ

て

性

居

地

域

に

劃

し

て

夫

々

の

施

設

や

な

し

て

以

て

現

航

そ

し

て

勝

来

地

内

分

良

好

な

る

救

治

の

賢

そ

務

ゆ

る

と

さ

が

出

来

る

で

あ

ら

う

さ

忠

ひ

ま

す

。

欧

米

に

於

て

も

削

減

制

の

制

定

位

施

以

来

初

訟

の

成

結

を

仙

恨

め

て

居

り

紐

守

の

知

き

建

築

物

の

一

向

さ

、

而

積

、

使

川

目

的

等

の

制

限

行

れ

た

結

果

琵

分

の

秩

序

を

保

持

し

得

る

に

至

っ

た

の

で

あ

り

ま

す

。

其

他

各

都

市

共

叫

H
.

居

地

域

も

非

常

に

整

然

ざ

な

り

公

闘

も

漸

吹

設

り

ら

れ

而

も

道

路

の

南

側

に

柄

え

ら

れ

た

被

木

は

大

に

渡

市

し

恰

も

森

林

中

に

繋

撚

た

る

市

街

を

外ノ

事

y

市

<' t 

す

内

/

ト

ル

l

ド

b

F

7

山

w

ピ

ス

サ

‘・
，、

ル

ゲ

氏

宅

ー「

談

言吉

室

し
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見

る

の

感

あ

り

さ

あ

る

齢

制

行

は

言

は

れ

て

尉

り

ま

す

。

以

上

は

除

米

に

於

け

る

住

居

政

策

の

概

翻

で

あ

り

ま

す

が

之

れ

を

以

て

之

れ

を

見

れ

ば

現

時

む

混

飢

錯

雑

な

る

住

間

航

畑

山

や

矯

正

し

将

来

日

本

県

旅

侍

統

の

住

居

。

佐

官

現

せ

ん

さ

ず

る

に

は

分

散

主

義

的

住

居

玖

策

に

依

ら

ね

ば

な

ら

ぬ

さ

思

ひ

ま

す

。

低

に

述

べ

た

る

如

く

市

内

の

種

身

な

る

州

弊

ょ

の

逃

れ

て

郊

外

に

安

住

の

道

そ

求

む

る

の

傾

向

は

漸

次

総

厚

ざ

な

り

つ

益

あ

る

は

我

が

邦

の

み

で

は

あ

の

ま

せ

ん

。

英

国

は

勿

論

抑

制

逸

市

米

利

加

其

仙

の

各

同

共

も

一

般

の

市

民

は

郊

外

交

泌

の

使

あ

る

新

開

地

に

自

掛

い

椋

叢

に

親

し

み

作

る

快

澗

な

る

佐

川

川

を

求

め

つ

s

あ

る

の

で

あ

り

ま

す

っ

就

中

紐

育

陀

於

け

る

航

態

令

田

知

る

な

ら

ば

同

市

に

於

け

る

家

賃

は

一

九

一

四

年

即

ち

十

三

年

前

に

比

較

す

れ

ば

二

倍

に

昂

騰

し

而

も

こ

れ

以

k

住

宅

ぞ

桂

て

作

バ

き

余

地

な

き

を

以

て

市

民

は

間

'断

な

く

間

同

部

に

向

っ

て

移

動

し

つ

つ

あ

る

の

で

あ

り

ま

す

。

向

一

一
一

の

例

を

記

す

る

な

ら

ば

近

来

工

務

の

前

長

は

純

育

の

都

心

地

た

る

マ

ン

ハ

ッ

タ

ン

応

に

於

て

は

減

少

し

周

闘

部

の

プ

ル

ア

ク

リ

ン

直

に

名

百

の

増

加

や

示

し

て

居

り

忌

す

之

れ

工

場

及

捗

勤

者

の

郊

外

に

移

動

の

現

象

を

示

し

も

の

で

あ

っ

て

自

動

車

席

、

劇

場

等

m

T

向

然

り

で

あ

の

ま

す

。

こ

の

事

一

れ

は

如

何

に

市

民

が

市

内

の

雑

水

日

必

離

れ

て

郊

外

に

そ

ω
住

揺

の

本

居

を

移

し

自

然

に

親

L

む

べ

き

欲

望

に

燃

え

て

民

る

か

令

窺

知

す

る

こ

さ

が

出

来

る

の

で

あ

り

ま

す

。

成

は

自

然

的

に

外

方

に

移

る

を

余

儀

友

く

さ

る

る

も

の

も

め

る

が

要

す

る

に

人

口

の

分

布

卒

街

全

保

ち

得

る

な

ら

ば

作

肘

川

題

、

交

通

問

題

も

非

常

に

緩

和

さ

れ

る

の

で

あ

り

ま

す

。

ぃ

一

成

は

住

居

政

策

さ

し

て

都

市

の

作

居

は

ア

パ

ー

ト

メ

ン

ト

ぞ

以

て

理

想

的

な

の

さ

な

し

其

の

護

持

を

促

す

人

も

あ

る

が

4

n

入

は

過

渡

期

の

一

時

的

現

象

ざ

し

て

暫

定

的

護

法

ぞ

比

る

に

止

ま

の

綿

来

の

喜

々

日

水

民

族

の

優

秀

な

る

自

己

の

伐

居

さ

し

て

満

足

す

る

に

は

余

り

に

根

強

い

悼

統

的

民

族

牲

に

和

去

る

連

、

き

で

あ

ら

う

さ

思

ひ

ま

す

。

元

よ

り

ア

パ

ー

ト

メ

ン

ト

は

種

K

な

る

特

長

令

持

ち

'

既

に

肱

米

に

其

の

護

法

令

凡

て

居

る

の

で

あ

っ

て

都

市

の

中

描

部

に

住

居

す

る

の

止

む

な

き

人

々

に

釘

す

る

住

宅

さ

し

τ
は

廿

せ

ざ

る

を

作

友

レ

が

陥

米

に

於

て

も

種

々

な

る

貼

に

於

て

特

長

よ

り

弊

許

の

多

発

や

認

め

つ

為

あ

る

の

で

あ

り

ま

す

。

如

何

に

一

般

民

衆

が

共

同

生

活

に

訓

練

ぞ

経

た

り

さ

は

言

へ

根

本

的

に

其

の

渡

濯

や

呉

氏

す

み

民

政

性

と

合

致

融

合

す

る

と

さ

は

勉

め

て

得

べ

か

-， 

回

圏

イ主

'‘『
弓己

L _  
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ら

ざ

る

も

の

で

あ

ら

う

さ

忠

ひ

ま

す

。

然

れ

-

ご

も

之

れ

を

自

然

渡

謹

の

大

併

に

放

任

す

る

な

ら

ば

或

は

日

本

民

族

性

に

相

反

す

司

令

住

宅

形

式

の

形

成

や

余

儀

な

く

し

悔

を

後

世

に

残

す

で

あ

ら

う

さ

思

ひ

ま

す

?

婚

旅

の

住

宅

が

ア

パ

ー

ト

メ

ン

ト

仁

・

り

苔

々

民

肢

の

到

想

さ

す

る

一

家

族

一

階

の

住

宅

た

わ

や

は

一位

舎

の

種

々

な

る

問

題

ω

制

肘

も

あ

る

が

棋

強

含

民

政

性

の

務

小

路

陀

依

る

入

部

的

結

果

に

待

つ

も

の

で

あ

っ

て

五

Z

民

肢

は

こ

の

朗

想

に

向

っ

て

大

な

る

努

力

ぞ

傾

注

す

る

を

必

ず

る

問

題

で

あ

り

ま

r

。

欧

州

大

戦

後

の

仲

代

宅

釧

肢

の

場

合

に

際

し

て

英

闘

が

約

五

十

高

戸

け

労

働

者

階

級

ω
住

宅

を

同

家

半

世

指

さ

し

て

建

設

す

る

に

首

り

ア

パ

ー

ト

メ

ン

ト

k

q

排

し

て

大

聞

に

が

て

一

家

政

一

戸

の

住

宅

主

義

に

依

っ

て

之

れ

そ

断

行

し

た

こ

さ

は

吾

人

の

大

に

敬

服

す

る

さ

こ

ろ

で

あ

の

ま

す

。

之

れ

即

ち

肢

に

述

べ

た

る

知

〈

英

闘

は

分

散

主

誌

の

念

先

鉾

で

あ

る

樽

統

的

闘

民

牲

の

輩

誌

の

成

果

に

外

な

ら

ぬ

の

で

あ

り

ま

す

。

故

に

五

n

k

日

本

民

族

は

自

然

戸

視

し

み

得

べ

き

住

居

を

基

調

と

し

民

旅

竹

の

蹄

勤

に

待

っ

て

そ

の

理

想

む

賢

現

に

力

む

べ

き

で

あ

り

ま

す

。

然

ら

ば

其

の

進

路

方

策

は

知

何

。

と

れ

一

に

都

市

計

必

に

句

特

さ

る

べ

き

問

題

で

あ

る

か

先

つ

地

域

制

の

有

効

な

る

活

現

さ

院

剖

整

叫

の

断

行

さ

建

築

親

指

定

雄

の

遁

賞

な

る

行

使

と

而

て

近

代

交

明

に

於

て

文

化

さ

自

然

さ

の

融

合

、

都

市

ご

回

同

三

の

結

合

さ

を

R

詮

ざ

し

て

生

れ

た

地

方

計

必

(

リ

ヂ

ヨ

ナ

ル

プ

ラ

ン

ニ

ン

グ

)

の

賀

行

で

あ

り

ま

す

。

要

す

る

に

住

席

問

題

の

解

決

は

大

都

市

の

限

り

ゑ

き

膨

脹

ぞ

防

ぎ

地

方

的

に

小

都

市

を

興

し

都

市

分

管

を

行

っ

て

以

て

住

居

の

、

過

密

献

態

の

現

出

品

ぜ

防

ぎ

中

心

都

市

と

は

高

謹

照

交

抑

機

闘

に

依

っ

て

込

蓮

な

る

詑

絡

ぞ

保

た

し

め

る

に

あ

り

ま

す

が

我

が

園

の

現

以

に

於

て

は

地

域

制

の

活

現

在

喪

し

ま

す

。

裁

が

凶

の

地

域

制

は

米

側

の

そ

れ

さ

比

し

て

お

一

だ

不

徹

底

た

る

ぞ

先

れ

な

い

の

で

あ

っ

て

其

の

建

築

制

限

の

性

質

頗

る

宛

終

的

で

あ

h

り

ま

す

。

換

言

す

れ

ば

住

宅

は

如

何

な

る

地

域

に

存

在

す

る

も

努

り

な

い

の

で

あ

っ

て

商

業

的

建

築

物

も

亦

然

の

で

あ

り

ま

す

。

勝

工

場

の

み

が

其

の

規

模

又

は

作

業

の

性

質

に

臆

じ

て

或

る

も

の

は

工

業

地

域

に

限

ら

る

あ

の

で

あ

り

止

す

が

家

内

工

業

の

如

き

は

住

居

地

域

さ

臨

も

存

花

し

得

る

の

で

あ

む

ま

す

。

故

に

各

種

地

域

は

事

宜

上

各

頼

建

築

物

の

混

在

地

た

る

の

観

が

あ

り

ま

す

。

然

し

な

が

ら

地

域

制

官

現

の

上

は

従

来

の

不

衛

生

に

し

て

飢

雑

た

る

賊

畑

山

ぞ

緩

和

[

得

る

こ

さ

伐

明

か

に

あ

り

去

す

円

妹

に

的

域

制

の

建

築

「

寝

室

ノ

例
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• 

制

限

刊

川

容

的

た

り

さ

は

言

ひ

我

が

闘

の

明

献

と

し

て

は

縦

擁

的

に

も

相

賞

軍

き

制

限

さ

見

ら

る

る

の

で

あ

っ

て

最

小

限

度

さ

し

て

住

居

地

域

の

敷

地

は

四

割

の

空

地

ぞ

存

す

る

の

規

定

が

あ

り

ま

す

。

放

に

従

来

の

治

ε
拠

地

な

き

伎

居

ぞ

幾

分

緩

和

し

得

る

の

効

川

が

あ

り

さ

思

ふ

の

で

あ

る

が

吾

人

は

決

し

て

煽

る

地

域

制

に

尚

足

す

る

も

の

で

な

く

純

米

は

進

ん

で

徹

底

せ

る

地

域

制

の

確

立

を

望

み

敷

地

面

積

に

針

す

る

戸

数

の

制

限

、

或

は

一

家

族

に

裂

す

る

跡

地

の

面

積

令

制

嘗

炭

き

も

の

を

要

求

す

る

の

規

定

ケ

触

し

其

の

宜

現

の

早

き

そ

則

し

て

十

分

な

る

地

域

制

の

効

果

を

泉

け

同

時

に

郊

外

来

附

畿

地

に

向

つ

て

は

都

市

計

査

法

に

認

め

ら

れ

た

る

土

地

国

刈

整

却

や

断

行

し

且

つ

建

築

線

指

定

の

市

川

さ

相

候

っ

て

秩

序

整

然

た

る

任

民

地

ぞ

構

成

し

既

に

述

べ

た

如

〈

住

居

地

に

必

要

な

る

諸

般

の

施

設

そ

な

し

之

れ

に

・

交

泌

機

酬

の

先

備

を

回

り

正

に

謹

ん

で

地

方

計

主

へ

リ

ヂ

ヨ

ナ

ル

プ

ラ

ン

=

ン

ク

〕

に

依

っ

て

人

口

の

趨

前

な

る

分

配

を

行

ひ

地

万

地

域

制

〈

リ

ヂ

ヨ

ナ

ル

メ

l

ラ

ン

ク

)

の

町

付

に

依

っ

て

合

埋

的

住

居

地

の

機

成

金

企

図

し

て

以

て

勝

来

二

千

六

百

有

余

年

来

育

ま

れ

た

る

日

本

民

族

体

統

ω
理

惣

的

住

居

ぞ

民

現

し

而

し

て

そ

の

生

活

の

容

器

愉

た

る

住

宅

は

時

代

思

潮

・

こ

時

代

文

化

三

民

族

性

の

間

然

倒

和

し

た

る

日

本

濁

自

の

形

式

を

創

成

し

遊

に

始

め

て

安

静

な

る

自

然

同

化

の

営

み

ぞ

翻

け

似

る

の

で

あ

り

ま

す
。

ハ

了

)

第

等

蛍

選

論

文

.  ¥ 

東

京

序

ヌじ

不

回

‘， 

現

在

日

本

に

行

は

れ

て

ゐ

る

住

宅

控

栄

は

、

内

容

外

制

共

に

、

a

其

の

形

式

上

非

常

に

雑

然

さ

叫

V

よ

l

、

ゲ

リ

ユ

ゲ

b
w

氏

の

{主

$.  

型模ノ
荘」71< の「夏

f白
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し

た

も

の

で

あ

る

u

秩

序

め

る

統

一

、

一

覧

し

に

目

的

制

定

仙

の

如

会

以

、

全

然

な

い

か

の

如

く

に

さ

へ

思

は

れ

る

程

で

あ

る

ψ

そ

の

日

詳

し

ご

言

ふ

感

令

・

心

あ

る

人

は

識

で

も

抱

く

で

あ

ら

う

。

し

か

し

と

の

と

さ

は

‘

加

均

り

決

し

て

住

宅

娃

裂

に

就

い

て

丈

け

見

ら

れ

る

現

象

で

は

な

く

て

、

現

化

日

本

に

於

け

る

他

ω
殆

ん

や

」

す

べ

て

の

建

築

に

就

い

℃

も

言

は

れ

る

C

さ

で

あ

る

。

更

に

探

く

考

へ

る

じ

、

此

の

現

代

日

本

の

建

乗

に

、

統

一

さ

理

怨

が

認

め

ら

れ

ぬ

さ

い

ふ

こ

三

は

、

現

代

日

本

に

於

け

る

混

沌

に

る

文

化

一

般

に

災

さ

れ

て

、

必

掛

的

に

も

た

ら

さ

れ

た

白

斜

の

成

行

で

あ

る

さ

、

考

へ

る

の

，

か

宝

首

℃

あ

ら

う

。

何

故

な

ら

ば

、

建

築

は

そ

の

多

く

の

場

合

に

、

其

の

時

代

の

文

化

全

般

を

正

確

に

反

映

す

る

こ

さ

が

、

か

ら

で

あ

る

。

一

般

に

認

め

ら

れ

る

原

別

で

あ

る

現

必

日

本

に

行

は

れ

て

ゐ

る

種

々

雑

多

の

形

式

に

よ

る

住

宅

娃

築

を

大

別

す

れ

ば

.

大

型

火

の

三

つ

の

形

式

に

令

類

じ

き

る

で

あ

ら

う

d

一

、

日

本

風

住

宅

(

所

調

和

風

住

宅

〉

二
、

肱

米

風

住

宅

(

所

部

内

洋

住

宅

〉

一
、

折

点

風

住

宅

(

所

調

和

洋

折

衷

〉

和

風

住

宅

三

は

、

此

の

言

市
川

の

表

は

す

概

念

で

既

に

充

分

理

解

で

き

る

の

で

あ

る

が

.

日

本

在

米

の

偲

統

的

な

住

宅

娃

築

り

形

式

手

法

令

、

そ

の

-a

s
踏

却

す

る

も

の

、

即

ち

長

蹴

逃

.

武

家

法

、

書

院

造

的

知

き

本

邦

中

占

の

住

宅

結

築

の

形

式

か

、

徳

川

時

代

ι
大

成

し

に

子

法

を

、

何

等

の

盤

改

も

加

え

十

に

.

忠

世

に

今

日

に

悼

戒

し

再

説

す

る

も

の

で

あ

る

。

西

洋

住

宅

-こ

は

、

明

治

維

新

以

後

、

怒

訴

の

勢

を

以

て

我

が

凶

に

位

入

し

き

た

っ

た

断

米

の

一

般

文

化

さ

共

に

‘

宮

州

制

品

叫

が

闘

に

も

行

は

れ

出

し

た

肱

経

口

(

主

ご

し

て

中

欧

)

及

び

必

米

利

加

の

住

宅

様

式

で

あ

る

。

和

一作

折

返

さ

は

、

少

な

〈

も

そ

の

理

想

は

、

在

来

の

日

本

風

住

宅

の

長

を

取

り

短

令

捨

て

、

夏

に

欧

米

風

住

宅

ω
美

駄

を

加

味

し

て

、

一

つ

め

新

し

い

具

に

“

本

に

適

合

す

る

住

宅

形

式

を

庄

ま

う

と

す

る

も

の

で

あ

る

υ

し

か

L

説

在

で

の

朕

態

℃

は

・

此

の

一
日

川

速

な

正

し

い

理

忽

か

ら

は

惑

に

遅

い

も

の

で

.

相

異

な

る

和

、

洋

の

二

つ

の

形

式

ゃ

、

唯

形

の

上

で

相

長

ぺ

た

丈

け

の

叫

γ

1

l

勾

リ

し

l

ゲ

山

同

氏

牧

山
℃

む 白j
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こ

さ

で

、

そ

れ

は

水

さ

油

の

混

合

で

あ

り

、

真

に

怠

義

め

る

骨

肉

的

融

合

の

美

は

、

決

し

て

屯

も

宜

刻

さ

れ

て

ゐ

な

い

。

こ

れ

ら

二

つ

の

形

式

の

住

宅

建

築

が

、

そ

れ

ら

相

互

山

調

和

、

開

係

の

知

き

は

少

し

も

考

へ

ら

れ

千

に

、

唯

雑

然

ぐ

』

無

反

併

に

利

卒

行

し

て

行

は

れ

て

ゐ

る

の

が

、

現

花

日

本

に

於

り

る

住

宅

挫

築

の

賀

航

で

あ

る

。

将

来

日

本

の

佐

川

崎

を

如

何

に

す

べ

き

か

さ

い

ふ

定

要

な

、

E

つ

極

め

て

悶

雌

及

川

阻

が

山

一

る

の

は

、

府

市

し

川

市

然

の

こ

さ

で

あ

る

。

優

J
A

織

鹿

な

U

本

風

任

宅

し
は
附

し

て

、

円

以

も

樹

新

な

欧

米

の

新

傾

向

令

泊

ふ

住

宅

が

、

無

遠

慮

に

出

て

ら

れ

た

り

、

和

洋

を

何

の

理

解

も

な

し

に

唯

ニ

司

並

べ

て

、

折

哀

の

美

ぞ

就

し

件

た

さ

考

へ

た

り

す

る

や

う

な

不

統

一

、

無

見

識

は

、

再

々

が

〈

l

H

到

る

品

で

引

際

κ
比

る

さ

こ

ろ

で

あ

る

。

試

み

に

秋

附

の

一

日

、

郊

外

の

川

凶

郡

川

な

る

所

に

散

策

を

し

て

日

比

る

。

其

ゆ

叫

に

M

以

閲

さ

れ

る

碍

h

A

雑

多

の

捗

し

い

住

宅

鮮

は

、

日

の

蛍

り

に

、

現

花

日

本

に

於

け

る

何

宅

挫

築

ω

館

雑

州

刊

を

如

貨

に

、

一

目

の

下

に

見

せ

て

く

れ

る

で

あ

ら

う

。

(

一

一

)

日

本

の

住

宅

挫

築

が

蹴

っ

て

以

て

進

む

ぺ

き

確

刷

さ

し

に

即

.
想

三

規

準

が

樹

立

さ

れ

て

、

現

在

比

る

如

き

不

統

一

さ

錯

雑

さ

が

、

一

日

も

速

に

除

去

さ

れ

る

こ

さ

を

闇

ふ

も

の

、

決

し

て

自

分

丈

け

で

は

な

い

で

あ

ら

う

υ

比

の

終

決

日

本

の

住

宅

挫

築

や

如

何

に

す

べ

き

か

の

問

題

に

就

い

て

は

五

口

々

砧

築

家

は

勿

論

、

心

あ

る

一

般

世

人

も

州

常

の

苦

心

少

し

て

ゐ

る

の

で

あ

る

が

、

所

論

国

々

、

未

だ

根

本

的

の

雫

設

精

酬

は

確

立

さ

れ

て

ゐ

な

い

。

向

現

在

で

は

暗

中

税

索

の

航

態

で

あ

る

さ

考

へ

る

。

成

人

は

、

体

統

の

英

に

輝

く

日

本

風

位

以

仙

ゆ

ぞ

れ

以

も

許

し

さ

し

、

他

の

者

は

斬

新

に

し

て

日

以

も

利

息

的

な

欧

米

山

の

佐

川

川

こ

そ

‘

将

位

寸

の

掛

る

べ

き

基

本

的

の

も

の

で

あ

る

さ

し

、

更

に

戒

は

此

等

二

つ

の

形

式

を

結

合

し

た

所

前

折

災

式

こ

そ

.

長

も

よ

く

時

代

の

要

求

に

油

会

す

る

も

の

で

あ

る

さ

説

く

。

論

品

引

各

々

の

立

附

掛

か

ら

見

れ

ば

‘

そ

れ

細

川

市

の

脱

棟

三

理

由

が

あ

ら

う

。

し

か

し

そ

の

何

れ

ぞ

も

誤

れ

る

も

の

さ

い

ふ

こ

さ

が

で

き

ぬ

ぐ

』

同

じ

程

度

に

、

其

の

何

れ

ぞ

も

正

h
w

l

ド

ル

7

、

プ

ν

イ

守

山

ψ

正

ル

ク

氏

り

11: 

:-(; 

(

バ

!

セ

Jレ

市
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し

い

〈

』

言

ふ

こ

さ

は

で

き

ぬ

。

共

に

一

長

一

短

、

利

害

相

牟

ば

し

て

ゐ

る

。

住

宅

住

築

の

根

本

に

就

い

て

考

へ

て

見

る

。

住

居

の

川

町

木

が

附

明

さ

れ

る

な

ら

ば

‘

和

、

洋

ぞ

起

越

し

た

真

正

の

口

本

の

住

宅

住

築

が

、

必

4

y

創

成

さ

れ

る

で

あ

ら

・

フ

さ

信

守

る

。

、

、

、

住

宅

住

築

を

支

配

す

る

根

本

的

の

要

素

は

、

人

三

自

然

で

あ

る

。

(

と

の

句

』

さ

は

輩

に

仲

代

宅

建

築

丈

け

に

腕

い

て

言

は

れ

る

と

と

で

は

泣

く

て

、

仙

の

一

般

建

築

に

就

い

て

も

均

し

く

言

は

れ

る

と

さ

で

あ

る

が

、

住

宅

建

築

に

あ

っ

て

は

特

に

そ

う

で

あ

る

さ

考

へ

る

)

そ

し

て

今

再

k

が

考

先

ω
針

象

ざ

し

て

ゐ

る

の

は

、

日

本

の

住

居

に

あ

る

。

従

っ

て

、

誌

に

一京

ふ

人

は

日

本

人

で

あ

り

、

自

然

は

H

V

恥

小

島

勝

で

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。

此

の

日

本

人

さ

い

ふ

も

の

が

徹

底

的

に

理

解

さ

れ

、

日

本

人

の

・

仰

い

活

b

T

凶

縛

す

る

環

境

、

即

ち

日

本

の

自

然

が

的

確

に

附

明

さ

れ

る

・な

ら

ば

、

精

刷

ヒ

・

物

質

上

で

、

ほ

も

よ

く

円

本

に

適

合

す

る

住

居

が

嘗

然

生

え

る

べ

き

符

で

あ

る

。

住

居

は

人

の

住

ま

ふ

晶

、

即

ち

人

間

性

活

の

本

器

・

で

あ

り

、

R

つ

誌

も

定

定

な

容

器

で

あ

る

ω

而

も

現

代

日

本

の

住

居

は

、

現

代

日

本

人

の

生

活

の

絡

機

で

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。

斯

く

考

へ

る

な

ら

ば

、

各

幽

各

時

代

に

於

り

る

建

築

待

選

の

歴

史

は

、

さ

り

も

直

さ

や

そ

れ

ら

土

地

・

こ

時

代

を

異

に

す

る

人

間

住

活

の

盛

化

さ

護

蓬

の

抵

史

で

も

あ

る

。

(

三

)

住

宅

住

築

の

様

式

ぞ

支

配

す

る

根

本

の

も

の

さ

し

て

、

右

に

記

し

た

人

三

自

然

は

、

一

般

建

築

様

式

費

庄

の

素

因

さ

し

て

、

二

大

別

し

て

大

書

さ

れ

る

人

民

的

素

囚

(

攻

治

、

終

演

、

去

数

閥

民

性

、

国

民

の

風

俗

習

慣

、

外

国

三

の

交

渉

等

)

及

び

自

然

的

素

因

へ

地

周

的

諸

傑

件

、

即

ち

気

候

、

地

勢

、

地

形

、

材

料

等

)

に

該

常

す

る

で

あ

ら

う

。

今

蕊

γ

日

本

の

政

治

、

経

穂

、

宗

教

其

の

他

K

就

い

て

論

争

る

蝕

祁

は

友

い

、

又

そ

の

必

要

も

・

な

い

で

あ

ら

う

。

唯

今

後

の

菩

闇

の

住

居

の

建

築

そ

4

4

へ

・る

時

合

に

、

最

も

屯

霊

友

も

の

さ

L

て

、

日

本

の

閣

民

性

さ

そ

の

風

h

p

l

ド

U

V

7

プ

レ

イ

久

守

エ

U

n
リ

氏

の

住

宅

i l ! l 住宅の南面」

(

パ

l

セ

ル

市

)
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俗

笥

慣

を

耐

郡

山

v

・

そ

れ

ら

K

就

い

て

慨

縦

し

、

肺

来

日

本

の

住

宅

建

築

が

械

る

べ

き

誤

り

な

き

棋

本

方

針

ぞ

明

に

し

た

い

さ

忠

ふ

。

園

民

性

か

、

如

何

に

蒋

し

く

一

閣

の

建

築

を

支

配

す

る

か

は

、

同

じ

ル

、

不

ツ

サ

ン

ス

の

挫

築

で

も

、

英

よ

口

利

、

濁

遇

、

例

凶

閥

、

伊

太

利

と

闘

を

黙

に

す

る

に

従

っ

て

、

州

市

相

誕

な

る

形

式

三

表

現

が

見

ら

れ

る

ミ

い

ふ

一

事

で

も

既

に

熔

易

に

理

解

で

き

ゃ

う

。

伊

大

利

ル

ネ

ッ

サ

ン

ス

と

謝

逸

ル

ネ

ッ

サ

ン

ス

の

差

出

典

は

、

伊

太

利

及

び

猫

巡

の

国

民

性

.

風

俗

習

慣

の

差

異

々

行

.

制

に

比

較

考

究

す

る

と

さ

に

よ

っ

て

、

正

し

く

明

瞭

に

さ

れ

る

で

あ

ら

う

。

日

本

の

同

民

性

・

こ

風

俗

習

慣

か

如

何

な

る

も

の

で

あ

る

か

令

正

副

す

る

こ

さ

に

よ

っ

て

、

古

来

日

本

の

雄

築

の

持

っ

て

ゐ

た

特

性

、

傾

向

、

理

想

が

正

し

く

理

解

さ

れ

、

と

れ

に

よ

っ

て

今

後

の

日

本

の

住

宅

挫

築

が

進

む

べ

き

根

本

方

針

が

確

立

さ

れ

仰

る

で

あ

ら

う

M

少

な

く

も

か

忌

る

根

本

方

針

の

確

認

に

最

も

有

力

な

助

け

の

一

つ

に

な

り

刊

る

も

の

さ

考

へ

る

。

住

宅

建

築

限

式

の

根

本

そ

支

配

す

る

他

の

素

固

さ

し

て

の

自

然

的

素

困

さ

は

、

そ

の

地

に

産

出

す

る

建

築

羽

料

さ

あ

ら

ゆ

る

地

理

的

環

境

の

諸

傑

件

で

あ

る

。

環

境

に

よ

っ

て

住

宅

建

築

が

如

判

に

支

配

さ

れ

る

か

は

、

同

じ

狭

い

日

本

の

闘

土

内

で

も

‘

近

畿

地

方

ご

京

北

地

方

の

住

居

建

築

さ

の

聞

に

可

成

り

の

業

呉

が

あ

る

と

さ

を

比

れ

ば

、

容

易

に

首

肯

さ

れ

る

で

あ

ら

う

。

宛

も

人

め

性

格

が

、

環

境

の

如

何

-

ド

よ

っ

て

著

し

く

支

配

さ

れ

、

影

響

さ

れ

る

の

三

公

然

同

じ

町

一
論

で

あ

る

。

一

闘

の

園

民

件

が

如

何

に

そ

の

幽

の

建

築

会

支

配

す

る

か

。

織

麗

以

後

美

の

趣

味

の

持

主

で

あ

る

刷

民

の

建

築

は

、

向

ら

J

ア

リ

ク

l

ト

な

も

の

さ

な

り

、

雄

批

活

述

、

品

川

武

的

の

国

民

の

も

つ

建

築

は

、

利

昆

か

に

豪

枇

友

武

ば

っ

た

感

L

T

奥

へ

る

で

あ

ら

う

し

、

大

言

批

-柏

、

黙

想

を

好

む

凶

民

の

建

築

は

、

理

智

か

ら

遣

さ

か

っ

た

幻

想

味

堂

か

な

も

の

と

な

る

。

熱

情

に

満

ち

た

意

カ

的

の

闘

民

か

ら

は

、

熱

血

弟

子

や

熱

情

詩

人

や

想

は

せ

る

や

う

友

情

熱

に

溢

れ

た

建

築

が

生

ま

白

川

如

水

の

如

き

遜

徹

さ

さ

冷

か

さ

や

も

ち

、

一
U

幻

想

に

耽

り

背

理

や

譲

歩

る

そ

好

む

幽

民

の

建

築

は

、

幽

玄

で

あ

り

、

一

脚

艇

で

れ

る

で

あ

ら

う

ο

こ

れ

に

反

し

理

智

的

な

闘

民

の

も

つ

建

築

は

・

糸

町

?

。

。

ア

Y

ト

ン

ヅ

ー

守

市

リ

y

し

民

の

社

セ

外

ｬｴｾ＠

(  27 )  



日

本

の

往

築

、

雑

川

町

ω
建

築

、

支

那

の

建

築

、

サ

ラ

セ

ン

の

砧

築

、

希

臓

の

建

築

.

印

庄

の

建

築

に

就

い

て

翻

る

降

、

一

閣

の

建

築

ぞ

考

へ

る

前

に

は

、

是

非

共

そ

の

園

民

性

k

q

理

解

す

る

こ

さ

の

必

川

支

払

ぜ

痛

感

す

る

。

(

四

)

u
木

の

闘

民

性

を

見

る

。

勿

論

古

来

制

度

の

鐙

濯

、

諸

外

国

さ

の

交

渉

、

ん

試

数

政

治

経

慣

の

消

長

に

作

っ

て

、

時

代

に

よ

り

州

訟

の

草

川

異

は

認

め

ら

れ

る

け

れ

を

、

そ

の

底

に

流

れ

る

根

本

的

の

も

の

は

一

誌

も

鱈

改

せ

る

そ

見

な

い

。

即

ち

小

川

君

愛

国

q

h

体

統

傘

重

で

あ

る

。

上

民

高

世

一

系

の

皇

室

を

裁

き

.

純

潔

な

山

の

持

主

-

こ

し

て

、

韓

て

一

度

も

外

国

の

侮

り

や

革

命

の

惨

事

を

終

験

し

な

か

っ

七

と

と

は

、

他

闘

に

比

類

な

き

穏

健

に

し

て

カ

あ

る

凶

民

性

ぞ

形

成

し

た

の

で

あ

る

。

更

に

日

本

の

建

築

、

工

襲

、

美

樹

を

考

へ

る

上

で

特

に

注

意

す

べ

き

こ

さ

は

、

日

本

人

が

古

来

持

ち

来

つ

七

、

長

に

劃

す

る

洗

練

さ

れ

た

感

位

で

あ

る

。

如

何

な

る

も

の

や

美

さ

感

ゃ

る

か

、

即

も

美

の

標

準

三

い

ふ

こ

さ

は

、

極

め

て

大

切

な

こ

さ

で

あ

っ

て

、

日

本

人

の

英

、

こ

し

、

快

よ

し

さ

す

る

或

る

標

準

が

明

か

に

さ

れ

る

な

ら

ば

、

崎

柑

・来

n
本

の

建

築

、

引

い

て

は

.

M

附

来

日

本

の

住

宅

建

築

の

叫

想

の

一

宇

が

明

示

さ

れ

る

筈

で

あ

る

。

日

木

人

は

白

川

知

冶

愛

す

る

。

と

の

こ

さ

は

，

一

肌

合

の

あ

ら

ゆ

る

部

門

に

於

て

、

不

知

不

識

の

問

に

日

本

人

に

よ

っ

て

表

明

さ

れ

る

最

も

麗

は

し

い

美

貼

の

一

つ

で

あ

る

が

・

此

の

如

き

自

撚

愛

の

精

紳

は

、

思

克

H

本

が

他

闘

に

類

の

た

い

美

し

い

山

紫

水

明

の

向

同

然

脅

持

つ

結

川

市

に

外

な

ら

な

い

。

円

本

の

山

水

の

持

つ

慈

父

の

如

、

a

d

混

絡

は

、

日

本

人

の

美

的

感

情

に

砂

か

ら

ヂ

影

響

を

興

へ

て

ゐ

る

。

織

麗

敬

愛

し
、

優

雅

弘

ぜ

好

み

、

刑

脱

明

快

に

し

て

浅

辞

に

郎

一

し

な

い

純

快

さ

淡

白

ぞ

限

り

な

く

美

し

さ

見

る

。

電

-

U

庁

、

野

阜

、

鈍

重

、

提

出

、

鈷

維

の

如

き

は

、

王

に

そ

の

正

反

射

で

あ

る

。

一

般

美

術

に

器

身

近

憾

此

の

如

d

u

肘

木

国

民

の

義

的

措

村

は

、

過

去

の

日

本

の

控

築

、

工

耐

強

‘

な

く

完

全

に

表

出

さ

れ

て

ゐ

る

勺

か

ゐ

る

慨

念

に

よ

っ

て

表

出

さ

れ

る

表

判

手

法

伝

、

自

分

は

過

去

の

H

本

の

体

統

美

さ

考

へ

る

。

述

築

に

於

て

も

勿

論

そ

う

で

あ

る

。

五

日
ν ^ I HE RJ ι k  

'.>可。C<
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山

総

築

に

於

け

る

此

の

体

統

美

乙

そ

、

再

々

建

築

家

の

寸

時

も

忘

れ

て

は

な

ら

ぬ

味

授

で

あ

っ

て
、

か

お

る

長

所

は

今

後

共

往

々

助

長

し

護

民

さ

す

べ

き

で

あ

る

-

こ

信

守

る

o

斯

く

す

る

こ

と

は

、

さ

り

も

爪

さ

や

精

神

卜

-で

、

円

以

も

よ

く

日

本

人

に

遁

介

す

る

住

宅

砧

築

を

院

む

所

以

で

も

あ

る

υ

ロ

マ

、

不

ス

体

統

的

刊

本

往

築

の

も

つ

美

し

さ

の

小

に

は

、

ク

ラ

ツ

シ

ッ

ク

の

期

初

的

批

服

、

ク

の

ん

ポ

歌

的

制

紙

、

ゴ

シ

ッ

ク

の

信

仰

的

峻

殿

、

ル

、

不

ツ

サ

ン

ス

の

都

廊

の

如

き

は

見

ら

れ

な

く

さ

も

、

其

の

泣

す

べ

き

洗

練

さ

れ

た

優

美

さ

織

廊

三

刑

脱

は

・

正

に

世

界

溺

歩

の

地

位

L

T

占

め

る

も

の

で

あ

る

。

か

L

る

美

的

長

所

は

、

最

も

意

義

深

く

今

後

の

吾

が

関

住

宅

建

築

の

持

う

べ

き

最

大

特

徴

三

し

て

、

更

に

大

き

く

強

く

殻

展

さ

す

べ

き

も

の

さ

時

信

す

る

。

樹

新

な

る

欧

米

建

築

会

前

模

倣

す

る

と

さ

K

よ

っ

て

、

回

以

に

日

本

の

住

宅

建

築

の

進

む

べ

き

念

を

.

判

仰

路

に

導

く

州

出

ぞ

敢

τ
し

て

は

な

ら

な

い

。

(

五

)

刊

在

の

日

本

は

其

の

止

し

活

形

式

K

於

て

、

二

市

三

買

の

似

雑

に

陥

っ

て

ゐ

る

o

こ

山

と

三

は

欧

米

文

化

会

念

激

に

吸

牧

し

出

し

て

か

ら

、

山

間

保

々

六

十

年

の

歴

史

し

か

持

三

ね

今

H

の

日

本

さ

し

て

は

、

川

判

然

の

と

さ

で

あ

る

三

も

考

へ

ら

れ

や

う

ο

地

政

ω
時

代

三

し

て

止

む

や

制

ぬ

次

第

で

あ

る

か

も

し

れ

ぬ

。

東

西

文

化

の

五

の

融

合

の

如

き

は

、

一百

ひ

易

い

こ

さ

で

あ

る

が

極

め

て

凶

雛

の

問

題

で

あ

る

。

決

し

て

一

朝

一

夕

に

し

て

到

謹

す

る

こ

さ

は

で

き

ぬ

υ

協

和

初

以

上

の

時

の

流

を

必

要

と

す

る

で

あ

ら

う

。

ド

ル

隣

に

-
一
一

円

へ

ば

.

比

の

過

渡

の

時

代

に

あ

る

現

代

日

本

人

の

ル

包

括

に

遁

合

す

る

た

め

の

ペ

日

の

住

宅

建

築

は

、

世

間

然

過

渡

時

代

的

の

不

自

然

さ

不

徹

底

に

陥

る

さ

い

ふ

の

は

容

ろ

白

部

の

と

と

で

あ

る

さ

も

考

へ

ら

れ

や

う

。

出

品

に

創

成

さ

れ

た

新

H

木

の

文

化

、

新

日

本

の

生

活

版

式

が

確

立

さ

れ

る

の

で

な

け

れ

ば

、

尽

に

庄

命

あ

る

作

居

の

は

}
築

は

円

水

に

は

生

ま

れ

な

い

さ

考

へ

る

ル

が

至

簡

で

あ

り

順

序

で

あ

る

か

も

し

れ

ぬ

。

然

し

何

時

か

代

必

A

V

達

成

さ

れ

る

来

四

文

化

の

意

味

深

い

融

合

、

そ

れ

か

ら

起

る

新

日

本

の

.!y t " . 氏のイ t 'r; 
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'

'

h

v

'

r

・ョ，

d

q

~v'

生

活

様

式

の

輪

師

線

丈

け

む

も

、

今

日

に

於

て

略

#

.

正

確

に

務

断

し
、

此

の

大

き

な

理

想

に

向

っ

て

、

今

日

か

ら

そ

の

準

備

金

整

へ

る

さ

い

ふ

と

さ

は

、

五

悶

々

建

築

家

三

し

τ
最

も

重

要

な

考

ふ

ぺ

き

問

題

で

あ

る

。

自

分

が

今

務

想

す

る

将

来

新

H

本

の

生

活

様

式

は

、

在

抗

日

本

の

周

到

的

午

前

日

比

式

で

も

友

く

、

え

た

陥

米

そ

の

ま

:

そ

脱

し

仁

異

邦

の

生

活

段

式

で

も

な

い

で

あ

ら

-「

ノ

ο
惟

ふ

に

‘

民

心

問

懐

、

和

洋

ω
形

式

に

船

越

し

、

判

臨

ま

で

も

日

本

と

い

ふ

も

の

ぞ

忘

れ

が

古

必

日

本

の

生

前

形

式

の

も

て

る

州

市

統

的

美

貼

生

地

も

減

さ

ヂ

、

否

寧

ろ

此

の

如

4

v

悼

統

的

美

貼

を

盆

均

助

長

し

褒

挺

さ

せ

た

形

式

の

も

の

で

あ

ら

う

。

日

本

人

で

あ

る

ミ

い

ふ

と

さ

の

尻

ω
自

党

か

あ

る

な

ら

ば

.

欧

米

の

建

築

を

無

反

省

に

、

日

本

に

移

し

植

え

る

さ

い

ふ

ゃ

う

及

川

撚

札

識

は

到

底

℃

き

ぬ

筈

で

あ

る

。

五

H

K

は

何

鹿

ま

で

も

日

本

人

で

あ

る

。

日

本

の

土

地

を

蹴

れ

て

再

々

は

お

竹

在

し

仰

な

い

。

苓

々

は

新

し

い

{

子

山

人

で

あ

る

三

制

時

に

、

又

純

粋

な

日

本

人

で

あ

る

三

い

ふ

こ

さ

や

片

時

も

忘

れ

て

は

な

ら

ぬ

。

五

口

々

は

〈

1

険

米

文

化

の

大

渦

谷

の

巾

に

捲

き

込

ま

れ

て

ゐ

る

け

れ

合

、

五

口

々

の

胤

管

の

中

に

は

古

米

三

千

年

の

間

に

豊

か

に

培

は

れ

た

日

本

民

族

三

い

ふ

美

し

い

清

い

山

町

か

流

れ

て

ゐ

る

さ

い

ふ

弔

』

さ

ぞ

牢

記

し

て

忘

れ

て

は

な

ら

ぬ

υ

か

L

る

日

本

人

三

し

て

の

其

の

向

庇

に

徹

底

す

る

時

、

将

来

日

木

の

侠

宅

建

築

を

如

何

に

す

べ

き

か

に

就

い

て

考

へ

る

場

合

に

、

其

底

に

一

見

し

て

準

掛

す

べ

き

岐

本

理

想

が

明

確

に

指

示

き

れ

る

ω
を

認

め

る

で

あ

ら

う

。

俊

英

、

繊

臨

、

刑

脱

、

抑

制

快

、

淡

白

の

知

合

、

概

怠

で

表

徴

さ

れ

る

日

本

の

建

築

精

制

は

、

建

築

さ

磁

撹

さ

の

凋

和

泊

合

や

考

へ

る

場

合

に

、

そ

れ

が

峠

も

よ

く

合

別

的

に

満

足

さ

れ

る

こ

と

が

判

る

で

あ

ら

う

U

ハ

ム

ハ

〉

円

本

の

自

然

令

見

る

。

間

変

化

極

ま

わ

な

い

其

の

白

川

知

の

美

し

さ

は

、

相

界

に

誇

る

べ

き

最

も

大

き

な

特

貼

の

一

つ

で

あ

る

。

日

本

は

世

界

の

公

闘

で

あ

る

さ

は

、

-

T

目

ひ

古

さ

れ

た

言

葉

で

あ

る

が

‘

美

し

、

自

然

の

ア

ン

ト

y

o  

."  

勺

-
U

タ

内

ノ

ヒ

氏

の

れ

ん

〈

ー寸

隙

ヲU
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中

日

常

化

し

て

は

、

往

々

に

し

て

其

の

民

の

美

さ

が

感

じ

得

ら

れ

な

い

場

合

が

多

い

c

シ

ベ

リ

ア

の

荒

川

川

を

駈

b

・

北

山

仰

洲

の

審

原

令

過

ぎ

、

納

鮮

牟

島

の

不

毛

ぞ

抜

け

て

針

品

一隅

峡

や

波

り

明

陽

じ

附

く

川

町

閥

山

峡

の

山

や

水

に

・

M

M

し

た

時

、

人

の

心

は

切

何

に

救

は

れ

る

こ

さ

か

o

美

し

い

波

間

よ

さ

、

夏

牛

の

敵

苔

は

入

金

し

て

悦

惚

た

ら

し

め

る

に

充

分

で

あ

ら

う

。

回

揃

に

護

法

し

た

日

本

の

白

川

知

は

、

他

闘

に

決

し

て

其

比

を

凡

な

い

。

山

川

草

木

、

野

花

、

ぬ

眠

、

4

什

円

足

秋

冬

引

ι

中
山

は

、

日

本

人

を

し

て

限

り

な

き

自

然

の

愛

好

者

唱

こ

し

た

。

西

欧

の

必

術

が

‘

主

ざ

し

て

人

を

そ

の

封

象

-

こ

す

る

に

反

し

、

日

本

の

は

築

.

工

襲

、

美

術

が

一

時

に

自

然

を

其

の

針

象

ご

し

、

自

然

旬

、

』

融

合

す

る

や

理

忽

さ

す

る

の

も

・

悲

し

決

し

て

側

然

で

は

な

い

。

日

レ

帆

の

向

然

令

考

へ

る

附

制

品

川

、

其

の

低

れ

た

内

然

晴

天

ご

共

に

、

考

へ

ら

る

べ

き

仙

の

主

要

な

手

頃

で

、

問

宅

住

築

-
L

陸

太

の

影

響

を

持

つ

も

の

は

、

日

本

の

地

理

的

諸

傑

件

中

、

気

候

さ

材

料

ご

地

良

・

こ

い

ふ

乙

と

C

あ

る

。

一

凶

の

《

化

が

比

の

気

候

に

よ

っ

て

だ

れ

さ

れ

る

こ

三

は

仰

め

て

大

き

い

。

南

欧

の

明

い

軽

快

の

火

化

三

、

北

欧

り

陰

慌

た

重

い

文

化

さ

や

想

ふ

時

、

こ

の

こ

ご

は

容

易

に

理

解

さ

れ

る

で

あ

ら

-

フ

コ

文

化

の

差

以

内

は

柿

岬

上

で

川

市

然

、

北

の

住

築

-
己
売

異

を

便

じ

、

叉

種

々

な

る

地

理

的

諸

傑

件

二

、

直

接

的

に

叫

築

の

設

備

、

構

造

其

の

他

に

甚

犬

の

影

響

を

拠

へ

る

。

特

に

こ

の

こ

さ

は

住

宅

山
中

e

築

の

場

合

に

撒

箸

℃

あ

る

。

何

枚

な

ら

ば

住

宅

渡

・

伎

の

恨

伝

は

、

元

米

自

然

の

脅

威

に

針

し

て

、

日

以

も

完

全

に

人

そ

保

護

す

る

と

三

に

外

な

ら

ぬ

か

ら

で

あ

る

。

吾

が

闘

の

気

候

は

概

括

し

て

言

へ

ば

揖

順

で

あ

る

。

別

言

す

れ

ば

、

多

様

夏

暑

の

酷

烈

な

火

陸

的

筑

依

し

は

な

い

。

中

和

の

気

候

で

あ

る

。

且

つ

概

し

て

冬

季

の

来

、

さ

よ

り

も

二

ぷ

季

の

暑

さ

の

方

ポ

凌

ぎ

難

い

。

温

度

か

ら

言

へ

ば

、

ド

爪

科

の

布

視

さ

言

ふ

如

何

で

は

な

い

が

、

楳

気

の

多

い

結

川

米

所

前

検

し

越

さ

を

妹

の

外

感

予

る

。

比

の

貼

で

日

本

の

住

宅

は

夏

に

竜

合

友

置

く

必

嬰

が

あ

る

。

郎

ち

避

越

的

で

あ

り

‘

従

っ

て

間

放

的

で

な

け

れ

ば

い

け

な

い

。

過

去

の

日

本

の

建

築

が

、

木

逃

樹

氏

の

補

地

彬

式

K

よ

り

、

出

来

る

丈

け

閉

口

部

を

大

に

し

凶 叫i l i " 皿揖申耳田. ，; 会
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努

め

て

開

放

的

.

注

日

早

川

的

の

も

の

と

し

て

ゐ

ゐ

の

は

、

円

本

に

建

て

ら

る

べ

き

建

築

1

住

宅

|

さ

じ

て

は

、

凶

の

て

ん

H

型

的

の

も

の

で

あ

っ

た

さ

言

へ

る

。

欧

洲

一

般

及

び

支

那

ω
建

築

は

、

窓

や

小

さ

く

少

な

く

さ

っ

て

、

一

本

ら

糸

、

の

酷

央

、

に

備

へ

る

形

式

の

も

の

で

あ

る

が

、

日

本

は

宛

も

そ

れ

の

正

反

山

別

で

あ

る

ο

日

本

の

清

倍

な

空

気

言

、

明

る

い

光

線

を

考

へ

る

時

、

開

放

的

な

る

と

三

や

主

川

m
-

こ

す

る

住

宅

以

、

最

も

好

ま

し

い

似

つ

か

は

し

い

も

の

で

あ

る

。

民

つ

日

本

が

稀

有

の

雨

量

の

多

い

凶

で

あ

る

三

い

ふ

が

賀

川

り

k

か

ら

も

、

換

気

温

風

の

ヒ

で

、

此

の

開

放

川

住

宅

山

形

式

が

最

も

合

越

的

な

も

の

で

あ

る

こ

さ

が

判

る

。

又

ニ

の

間

以

的

で

あ

る

さ

い

ふ

と

さ

か

、

円

本

人

の

美

的

感

情

b

T

満

足

す

る

規

準

さ

も

見

ら

れ

る

・

繊

鹿

防

火

、

M
m
快

、

洞

脱

の

如

き

概

念

三

極

め

て

巧

み

に

合

致

す

る

表

掛

々

見

由

化

す

上

に

極

め

て

好

都

合

で

あ

る

こ

さ

そ

特

に

産

品ぶ

し

た

い

と

川

工

。

真

じ

比

の

住

宅

辿

駒

栄

を

鰹

快

な

問

般

的

な

表

現

の

も

の

さ

す

る

場

合

に

、

日

本

に

於

け

る

住

宅

辿

築

の

捺

本

材

料

・
三
構

造

法

に

比

一

一

の

行

格

令

官

然

さ

な

い

許

り

で

な

く

、

本

ろ

そ

れ

ら

の

掠

本

位

築

材

料

三

構

地

法

ご

に

最

も

川

命

的

に

遁

合

す

る

も

ω

で

あ

る

。

(

七

)

住

古

住

築

に

於

け

る

法

本

的

の

材

料

ご

、

そ

れ

か

ら

必

然

的

に

起

っ

て

く

る

合

盤

的

柿

造

法

に

就

い

て

考

へ

て

比

る

。

過

去

-
L

於

て

、

日

本

の

殆

ん

奇

」

す

べ

て

の

挫

築

は

、

木

造

建

築

じ

あ

っ

七

。

明

治

以

後

、

煉

瓦

治

、

石

造

、

木

骨

煉

瓦

(

石

)

造

の

如

き

が

仔

は

れ

、

近

米

、

蛾

骨

治

鍛

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

造

、

峨

骨

鎖

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

浩

の

如

き

新

構

也

形

式

が

感

に

採

川

さ

れ

出

し

た

M

日

本

の

如

き

地

母

国

じ

、

煉

-h
a

治

や

石

遣

の

挫

築

が

不

満

一

泊

で

あ

る

と

さ

は

、

誌

に

拘

片

言

a

T

M

女

し

な

い

。

保

川

す

べ

く

伐

さ

れ

だ

構

造

の

基

本

は

.

木

造

か

鍛

筋

ハ

時

に

蹴

A

W

餓

筋

)

ヨ

ン

グ

巾

7

l

ト

活

か

鎖

骨

造

で

あ

る

。

世

一

辺

住

宅

ω
域

合

に

あ

っ

て

は

、

-

木

建

か

錨

筋

コ

ン

ク

リ

l

ト

遣

で

あ

る

。

仲

代

古

川

仕

築

の

桁

割

合

に

あ

っ

て

忠

、

m
必

・

こ

し

て

は

耐

浪

的

で

あ

り

且

つ

耐

火

的

で

あ

る

蛾

筋

( 庭凶側〉I食 堂 の 一 部 」
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コ

ン

ク

リ

ー

ト

遁

に

す

る

の

が

最

も

望

ま

し

い

こ

三

で

は

あ

る

が

、

撚

し

質

際

の

場

合

に

は

、

住

宅

の

最

大

多

数

は

在

来

泊

。

木

造

に

よ

る

現

航

で

あ

り

、

終

来

も

そ

コ

で

あ

ら

う

と

考

へ

る

。

住

宅

建

築

を

木

造

に

す

る

と

い

ふ

と

と

μ
、

決

し

て

棋

本

的

に

誤

っ

た

と

と

で

は

な

い

。

都

市

内

で

人

家

澗

密

の

場

合

は

別

で

あ

る

が

、

一

般

に

住

宅

建

築

を

木

造

に

す

る

か

蹴

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

治

に

す

る

か

は

、

主

さ

し

て

経

世

上

の

方

面

か

ら

論

議

さ

れ

決

定

さ

る

ぺ

き

も

の

で

あ

り

.

又

時

に

は

全

然

館

山

悼

の

問

題

ω
場

合

も

あ

る

。

住

宅

ω
如

き

性

質

の

建

築

ぞ

永

久

的

な

も

の

と

す

る

三

い

ふ

と

さ

に

劃

し

て

異

議

あ

る

場

合

も

あ

る

で

あ

ら

う

。

此

の

問

題

は

時

さ

揚

合

に

よ

っ

て

相

笛

融

一

過

性

令

保

有

ナ

ペ

き

も

の

で

、

頭

か

ら

住

宅

魁

築

は

館

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

諸

に

す

ぺ

き

も

の

ミ

言

ふ

?

フ

な

考

へ

は

、

俄

h

り

感

服

で

き

ぬ

も

の

で

あ

る

。

其

の

何

れ

に

よ

る

も

、

耐

震

的

の

構

造

に

す

る

乙

さ

は

、

相

指

の

注

意

に

よ

っ

て

.

同

じ

粍

広

に

一

段

現

で

き

る

乙

主

で

あ

る

。

即

ち

何

れ

も

椴

架

法

に

よ

る

も

の

で

、

荷

重

は

桂

の

如

、
芳

、
直

立

材

さ

・

桁

梁

の

如

き

は

肌

架

材

K

よ

っ

て

支

持

さ

れ

、

地

位

の

如

・

4

t

外

h

H

に

封

し

て

は

、

架

構

金

障

が

一

躍

さ

な

っ

て

抵

抗

す

る

形

式

で

あ

る

。

雨

者

共

其

の

架

絡

の

根

本

方

針

は

、

全

然

同

じ

い

理

論

三

基

礎

の

上

に

立

つ

も

の

で

あ

る

。

か

お

る

形

式

の

椛

活

法

は

、

日

本

に

於

り

る

住

宅

建

築

の

岐

本

的

特

質

で

あ

る

べ

会

筈

の

開

放

性

を

賀

行

す

る

上

で

.

秘

め

て

好

都

合

で

あ

る

。

石

造

や

煉

瓦

迭

で

は

そ

の

構

法

上

到

底

許

さ

れ

ぬ

や

う

な

開

U

部

の

大

き

な

桂

築

も

、

木

遣

や

鍛

筋

ヨ

ン

ク

リ

l

t

p

造

に

よ

る

時

は

、

極

め

て

容

易

に

質

現

で

き

る

。

極

端

に

言

へ

ば

、

架

椛

そ

れ

自

身

丈

り

で

、

既

に

立

仮

に

外

力

に

揺

抗

出

来

る

も

の

で

あ

る

心

磁

節

コ

ン

グ

リ

l

ト

遣

や

木

造

の

住

宅

で

、

石

や

煉

瓦

に

よ

る

跡

米

風

住

宅

建

築

ぞ

、

そ

の

表

現

の

上

で

桜

倣

ず

る

さ

い

ふ

と

と

は

、

此

の

材

料

、

構

造

上

か

ら

見

て

も

、

滑

稽

な

不

合

理

極

ま

る

も

の

で

あ

る

こ

さ

が

判

る

で

あ

ら

う

。

大

き

な

窓

、

打

ち

開

い

た

被

側

、

深

い

軒

の

出

の

如

き

は

.

あ

ら

ゆ

る

駄

で

合

理

的

で

あ

り

.

且

つ

臼

本

人

さ

し

て

の

民

の

縛

統

的

趣

味

に

合

致

ず

る

も

の

で

あ

る

ο

此

の

如

き

長

所

は

何

時

ま

で

も

停

承

し

相

侍

ふ

ぺ

き

も

の

で

あ

る

。

小

さ

注

窓

を

持

つ

仁

西

洋

凶

住

宅

は

、

好

奇

の

域

か

ら

一

歩

準

ん

だ

日

本

人

に

は

到

底

耐

へ

ら

れ

ぬ

も

の

で

あ

ら

う

。

而

も

そ

れ

は

決

し

て

草

な

る

趣

味

の

上

か

ら

で

は

た

く

て

、

理

論

上

か

ら

-m

住

宅

ノ

例

放

地

六

九

・

=

一
十

不

方

米

突

ウ

井

l

dJ

市

ぷ

フ

マ

ゾ

秋

授

作
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も

、

日

本

の

自

然

、

気

候

其

の

仙

の

地

理

的

諸

傑

秤

に

遁

合

す

る

も

の

で

あ

る

乙

さ

や

考

へ

る

な

ら

ば

、

所

謂

世

に

謂

ふ

文

化

住

宅

の

如

き

浅

薄

な

安

値

な

住

宅

が

、

線

本

的

に

誤

っ

た

も

の

で

あ

る

こ

さ

が

3

明

瞭

に

指

摘

で

き

る

で

あ

ら

う

ι

(

入

)

斯

く

述

べ

き

た

る

な

ら

ば

、

自

分

は

宛

も

在

米

の

日

本

流

住

宅

が

、

最

も

よ

く

日

本

に

遁

合

し

た

住

宅

住

築

で

あ

る

さ

考

へ

、

夫

れ

を

今

後

共

永

久

に

体

承

す

べ

き

で

あ

る

さ

信

じ

て

ゐ

る

か

の

知

く

に

思

は

れ

る

か

も

し

れ

ぬ

。

し

か

し

決

し

て

そ

う

で

は

た

い

。

な

る

程

過

去

の

日

本

人

が

佐

ま

ふ

た

め

の

住

居

さ

し

て

は

‘

夜

来

の

日

本

流

住

宅

訟

る

一

形

式

が

最

も

遁

合

性

陀

寓

ん

だ

か

も

し

れ

ぬ

υ

然

し

現

在

M

A

は

持

来

の

住

成

は

、

決

し

て

過

去

の

日

本

人

の

た

め

の

住

居

で

は

な

く

て

、

現

代

に

生

き

る

日

木

入

、

夏

に

将

来

に

生

き

ゃ

う

さ

す

る

日

本

人

の

た

め

の

住

居

で

あ

る

υ

其

の

t

h

活

は

過

去

の

日

本

の

生

活

で

は

な

く

て

、

現

代

の

叉

勝

栄

の

日

本

の

生

活

で

あ

る

。

其

ω
住

居

は

過

去

の

日

本

火

の

生

活

の

容

器

で

は

な

く

て

、

現

代

の

及

び

将

来

の

日

本

人

の

生

活

の

容

器

で

あ

る

。

斯

く

考

へ

る

な

ら

ば

、

唯

徒

に

過

去

の

日

本

佳

居

の

侍

統

に

の

み

酔

ふ

宅

』

-

こ

の

誤

で

あ

る

は

言

ふ

を

侠

に

ぬ

。

自

分

怯

決

し

1

在

来

日

本

風

の

住

宅

.

即

所

調

和

凪

住

宅

の

千

一過

一

律

の

住

居

形

式

ぞ

れ

以

普

の

も

の

吃

は

思

は

ね

J

そ

れ

は

多

く

の

勤

で

依

り

に

も

図

鑑

的

で

あ

り

過

ぎ

る

J

然

し

現

時

往

々

に

し

て

昂

る

・

こ

こ

ろ

の

文

化

作

宅

式

の

除

り

に

も

洩

欝

な

非

日

本

的

の

住

宅

は

、

よ

り

以

上

に

好

ま

し

か

ら

ぬ

も

の

さ

忠

ふ

。

鍛

筋

コ

レ

ク

リ

l

ト

迭

の

住

宅

な

れ

ば

さ

て

、

欧

米

の

住

宅

其

の

佳

L

T

再

現

し

て

誇

る

が

如

き

は

、

不

見

識

の

長

し

い

も

の

で

、

何

れ

も

深

い

洞

察

さ

沈

思

さ

熟

考

さ

や

快

わ

て

ゐ

る

。

繰

返

し

蕊

に

、

臨

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

構

法

の

根

本

精

神

は

、

木

構

法

の

恨

本

精

制

、

Q

些

ω
#一

託

銀

ハ

が

な

い

こ

す

』

や

強

調

し

た

い

さ

忠

ふ

。

木

造

住

宅

に

あ

っ

て

は

例

論

、

鍛

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

造

住

宅

に

あ

っ

て

も

、

重

厚

な

隠

蔽

的

な

、

非

開

放

的

の

取

紗

は

傾

カ

逝

く

や

へ

き

も

の

で

あ

る

。

在

米

の

日

本

風

住

宅

の

協

統

的

形

式

及

び

陥

米

凶

の

住

宅

形

式

の

何

れ

そ

も

、

徹

底

的

に

崎

市

微

苦

笑

企

Q  

西

洋

嵐

彫

刻

家

の

藤

井

浩

祐

氏

が

、

自

党

ま

し

く

復

興

さ

れ

て

ゆ

く

東

京

の

街

k

を

見

て

、

新

し

く

建

つ

家

に

欧

風

そ

加

味

し

な

い

も

の

が

な

く

、

中

庭

階

級

向

き

の

究

家

も

洋

室

の

一

間

で

も

な

け

れ

ば

借

り

手

が

少

な

い

さ

の

話

に

、

『

家

ば

か

り

で

は

な

い

、

衣

食

住

の

す

べ

て

に

わ

に

っ

て

‘

少

し

の

休

み

も

な

く

さ

し

/

¥

歓

風

化

さ

れ

て

行

く

日

本

は

一

慢

を

う

な

る

ん

だ

ら

つ

』

三

大

な

る

?

ぞ

投

け

、

西

洋

物

及

ら

王

も

瓦

も

ご

っ

ち

ゃ

に

鵜

存

み

に

す

る

日

本

珍

風

俗

、

和

服

に

二

重

廻

し

御

自

身

の

メ

リ

ヤ

ス

の

シ

ャ

ツ

に

県

マ

ン

ト

ま

で

気

に

な

り

だ

し

・

行

の

股

引

、

紺

の

足

袋

に

跡

事

の

つ

つ

か

け

草

版

三

川

鋭

の

極

ま

っ

た

職

人

が

ゴ

ム

靴

に

ス

ェ

ー

タ

ー

、

印

字

躍

に

ツ

ル

シ

の

外

套

で

鞄

を

P

げ

て

き

た

の

に

驚

る

い

た

ら

大

工

さ

ん

真

面

目

で

「

と

れ

で

な

け

り

ゃ

也

事

に

の

せ

ま

せ

ん

や

、

私

に

っ

て

逝

具

箱

ぞ

か

つ

い

で

歩

き

た

い

の

で

す

が

ね

‘

使

っ

て

見

り

や

胞

も

便

利

で

さ

」

で

歪

極

道

T  
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察

し

て

、

而

も

そ

の

何

れ

も

か

ら

起

越

し

τ
、

精

神

上

且

つ

物

質

上

、

最

も

好

ま

し

い

立

法

な

、

、

、

、

、

「

日

本

の

住

宅

」

さ

言

ひ

得

る

も

の

を

創

成

し

た

い

さ

一

言

ふ

の

が

、

自

分

の

希

ふ

さ

と

ろ

の

核

心

に

外

な

ら

ぬ

。

現

在

吾

#

建

築

家

一

般

が

陥

っ

て

ゐ

る

最

大

の

過

誤

の

一

つ

は

、

夜

来

の

日

本

風

住

宅

建

築

の

ち

つ

蝕

貼

丈

け

を

楠

渡

す

る

に

念

で

あ

っ

て

、

其

の

中

に

蔵

さ

れ

て

ゐ

る

長

所

や

美

賄

ぞ

ま

で

、

弊

履

の

如

く

に

捨

て

二

組

み

な

い

さ

い

ふ

駄

で

は

な

か

ら

う

か

。

成

程

過

去

の

在

来

の

和

風

住

宅

は

、

非

科

率

的

友

黙

が

多

い

。

因

型

的

の

卑

印

刷

の

部

分

が

あ

る

。

更

に

多

く

の

動

で

科

率

的

陀

研

究

さ

れ

、

』

鹿

理

さ

る

べ

き

も

の

が

彩

し

く

あ

る

こ

さ

は

事

宜

で

あ

る

。

然

し

こ

の

在

来

の

日

本

風

住

宅

建

築

の

中

に

蔵

さ

れ

た

精

制

的

の

旅

情

美

さ

も

一言

ふ

べ

き

嵯

素

は

、

日

本

人

さ

し

て

。
、

ど

う

し

て

も

忘

れ

て

は

な

ら

ぬ

も

の

で

あ

り

ぺ

叉

事

官

忠

れ

ら

れ

ぬ

性

質

の

も

の

で

あ

る

。

山

単

な

る

趣

味

上

の

問

題

に

過

ぎ

ヂ

さ

さ

へ

考

へ

6

れ

て

ゐ

る

殆

ん

・

ご

す

べ

て

の

部

分

が

、

仔

細

に

検

討

し

で

見

れ

ば

、

性

宅

建

築

で

最

も

大

切

な

要

素

で

あ

る

と

と

る

の

、

環

境

さ

の

遁

合

、

と

い

ふ

、

』

f

H

b

-

完

全

に

来

し

て

ゐ

る

の

ぞ

見

る

時

、

盆

々

此

の

感

を

傑

ラ

す

る

次

第

で

あ

る

。

無

意

味

の

繰

ゃ

、

不

徹

底

の

商

の

多

い

西

洋

流

の

住

宅

建

築

ょ

の

も

、

一

本

の

線

、

一

つ

の

面

に

・も

構

造

的

の

美

し

き

、

理

論

上

の

意

味

の

あ

る

何

本

流

住

宅

か

ら

、

五

円

々

の

感

ぶ

べ

き

こ

さ

は

極

め

て

多

い

さ

岡

山

ふ

G

(

九

)

J

在

来

の

け

本

風

住

宅

建

築

で

注

意

さ

れ

る

歓

黙

は

‘

其

の

勝

治

、

設

備

の

上

で

見

ら

れ

る

非

科

同

学

的

の

部

分

で

あ

る

υ

か

お

る

諸

鈷

は

、

臨

時

略

す

る

さ

と

ろ

な

く

改

善

さ

る

べ

き

で

、

科

察

的

に

研

究

干

れ

ば

、

自

ら

そ

れ

ら

は

最

新

の

智

識

に

よ

っ

て

、

殆

ん

を

完

全

に

補

ふ

こ

さ

が

で

き

る

で

あ

ら

う

。

此

の

意

味

で

自

分

は

決

し

て

、

夜

来

の

日

本

流

住

宅

に

些

の

執

着

も

未

練

も

持

た

ぬ

も

の

で

あ

る

。

し

か

し

此

の

場

合

さ

て

も

忘

れ

て

た

ら

ぬ

こ

さ

は

‘

何

庭

ま

で

も

日

本

人

の

住

え

ふ

日

本

と

い

ふ

土

地

の

上

に

廷

で

ら

れ

る

住

居

で

あ

る

さ

い

ふ

と

さ

で

あ

る

ο

新

く

日

本

人

の

住

ま

ふ

家

さ

い

ふ

こ

三

ぞ

某

礎

さ

し

、

断

え

や

念

頭

に

置

い

て

、

其

の

上

に

純

科

壌

理

、

笑

っ

た

氏

が

一

本

妻

る

。

。

超

専

門

家

態

一

・

校

舎

飛

び

だ

し

た

ら

小

専

問

家

、

そ

れ

が

一

の

主

題

を

研

究

し

て

論

文

や

提

出

す

れ

ば

大

専

問

家

の

博

士

さ

友

る

υ

こ

の

間

に

大

博

士

の

必

要

が

起

る

の

市

そ

?

で

す

。

と

お

に

泥

絡

が

泥

路

よ

り

秘

密

自

働

戸

締

器

や

渡

明

し

す

で

に

誕

百

特

許

主

将

た

さ

い

ふ

話

が

あ

る

ん

で

す

と

の

泥

棒

先

生

な

ぞ

は

御

自

身

の

一

尋

問

で

あ

る

泥

棒

や

究

め

議

く

し

賞

、

含

?

陸

験

に

よ

っ

て

、

泥

棒

よ

り

や

登

明

し

た

の

で

す

か

ら

超

一

尋

問

家

さ

で

も

云

ふ

べ

き

で

せ

う

。

建

築

家

も

一

度

聴

講

の

必

要

あ

の

で

す

ね

。

然

る

に

、

然

る

に

泥

棒

よ

り

秘

密

自

働

戸

締

器

一

口

出

し

の

資

金

金

縛

る

た

め

に

・

一

寸

専

問

に

立

ち

腕

っ

た

と

ニ

ろ

を

「

御

用

!

」

。

泥

棒

洪

水

加

行

雄

鹿

で

犯

非

中

最

も

多

い

泥

棒

の

針

策

や

建

築

閥

係

さ

も

協

議

し

て

含

め

る

そ

う

で

す

。

理

由

は

咋

年

一

月

か

ら

十

一

月

迄

、

十

一

ナ

月

の

被

害

歌

、

六

高

三

百

二

十

七

件

中

大

部

分

が

建

築

の

不

備

に

因

る

か

ら

だ

そ

う

で

す

。

針

策

と

し

て

臼

く
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的

の

討

究

の

結

果

詳

し

さ

し

て

建

て

ら

れ

る

住

宅

建

築

こ

そ

、

五

μ

々

の

求

め

て

止

ま

ぬ

真

正

の

日

本

の

住

宅

建

築

で

あ

る

。

と

の

真

正

の

日

本

・
の

住

宅

は

、

来

し

て

知

何

な

る

奏

で

表

れ

て

来

る

で

あ

ら

う

か

。

最

も

興

味

あ

る

問

題

で

あ

る

。

自

分

は

忠

ふ

。

そ

れ

は

決

し

て

険

米

流

ぞ

員

似

た

現

在

の

文

化

住

宅

や

、

無

理

解

な

和

洋

の

併

列

に

過

ぎ

ぬ

折

衷

式

さ

い

ふ

が

如

、

き

無

責

任

な

も

の

で

は

た

く

て

、

夫

れ

等

さ

は

非

常

に

呉

っ

た

も

の

で

あ

ら

う

U

自

分

が

今

心

に

描

い

て

や

り

、

且

つ

早

晩

そ

れ

の

町

現

を

期

待

で

き

る

真

正

の

日

本

住

宅

の

根

本

的

民

髄

は

、

骨

肉

的

に

融

合

し

‘

・

出

燃

さ

大

成

さ

れ

た

、

回

以

に

理

解

さ

れ

意

義

あ

る

和

洋

の

化

成

で

あ

る

。

決

し

て

そ

れ

は

な

た

る

混

成

で

は

な

い

。

心

に

描

く

将

来

日

本

の

住

居

闘

さ

は

き

ん

な

も

の

で

あ

ら

う

か

。

深

い

軒

の

出

。

(

こ

れ

は

銀

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

で

阜

容

易

に

、

自

由

に

構

成

さ

れ

る

)

離

い

深

い

凶

冶

持

つ

打

ち

ひ

ら

い

仁

縁

側

や

グ

エ

ラ

ン

グ

。

木

澄

住

宅

の

揚

合

で

は

、

躍

す

ぎ

A

T

念

す

ぎ

ぬ

遁

皮

の

勾

配

や

持

つ

務

ち

付

い

た

色

調

の

瓦

陵

根

。

(

所

諮

赤

瓦

の

如

き

は

除

h
v
mひ

ら

れ

な

い

)

蹴

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

の

鋭

A

u

で

は

、

屋

根

は

必

ホ

陸

毘

根

に

な

っ

て

ゐ

る

で

あ

ら

・

フ

。

毘

上

の

快

は

蛾

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

造

住

家

丈

け

に

許

さ

れ

大

長

所

で

あ

り

、

特

棋

で

あ

る

か

ら

で

あ

る

d

u

m

と

に

出

る

こ

と

は

、

自

然

に

細

川

し

み

ぞ

持

つ

臼

木

人

の

必

予

さ

ぶ

と

さ

の

一

つ

で

あ

る

。

勾

配

尾

根

h

T

持

た

・

な

け

れ

ば

、

佐

官

ら

し

く

な

い

さ

言

ふ

の

は

、

最

も

附

随

な

国

製

に

捉

は

れ

た

考

へ

で

あ

る

J

材

料

ミ

構

造

上

か

ら

、

最

も

合

理

的

で

あ

る

こ

の

獄

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

匙

住

家

の

陸

屋

棋

冷

笑

ふ

人

が

高

一

あ

る

な

ら

ば

、

そ

れ

は

材

料

三

機

遣

と

表

現

の

三

位

一

睡

の

醍

醐

味

を

知

ら

ぬ

人

で

あ

る

。

春

の

朝

、

一
H

A

の

夜

、

秋

の

夕

、

h

h
r

の

目

、

其

の

折

k

の

此

の

屋

上

で

の

閤

築

は

限

り

な

き

魅

力

径

一升

々

に

奥

へ

る

で

あ

ら

う

。

斯

く

住

宅

の

屋

緩

や

陸

に

す

る

と

さ

の

結

果

懸

念

さ

れ

る

こ

さ

の

一

。

は

、

冬

寒

ぷ

暑

が

烈

し

く

感

ぜ

ら

れ

る

で

あ

ら

う

さ

言

ふ

こ

さ

で

あ

る

が

、

ム

戸

の

「

ミ

ゾ

」

や

現

在

の

三

四

分

ぞ

一

寸

以

上

に

す

る

事

ム

窓

の

外

に

和

賞

の

棚

L

T

設

け

る

市

中

ム

軒

下

の

土

産

を

石

叉

は

コ

ン

ク

リ

ー

ト

で

か

た

め

る

事

ム

附

子

戸

の

外

側

に

板

戸

を

締

め

る

事

だ

そ

う

で

す

、

然

し

泥

棒

は

堤

ぞ

破

る

・

洪

水

の

や

う

に

少

し

で

も

弱

い

所

在

見

付

け

て

、

警

官

や

建

築

家

以

上

の

新

知

識

を

傾

け

て

来

襲

し

ま

す

。

私

の

友

人

の

さ

と

ろ

で

は

戸

締

り

を

磁

重

に

し

た

ら

壁

や

破

っ

て

入

っ

て

来

た

そ

う

で

す

。

内

需

で

一

寸

秘

悼

を

お

聞

か

せ

し

ま

せ

う

か

、

飯

粒

ぐ

』

布

裂

が

+

の

っ

た

ら

板

が

自

由

に

ひ

り

る

そ

う

で

す

。

但

し

私

の

智

惑

で

は

あ

り

ま

ぜ

ん

よ

。

さ

こ

さ

か

の

留

笹

川

副

で

脱

獄

の

名

手

が

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

だ

り

は

手

が

出

せ

ね

え

」

と

三

嘆

之

れ

を

久

L

く

し

4

い

そ

う

で

す

J

生

じ

つ

か

な

小

細

工

令

す

る

よ

め

住

宅

は

コ

ン

ク

リ

ー

ト

に

限

る

乏

で

も

制

定

せ

ね

ば

な

り

ま

す

・

ま

い

。
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し

か

し

と

れ

は

全

然

杷

変

で

あ

る

。

遁

山

市

の

深

さ

や

持

つ

天

井

を

設

り

る

と

さ

に

よ

っ

て

完

全

に

1

此

の

心

配

は

除

去

さ

れ

る

で

あ

ら

う

。

誌

は

で

き

る

丈

け

底

く

大

含

く

取

ら

れ

る

。

開

放

的

で

ゆ

め

る

べ

き

日

本

住

家

の

其

縮

刷

は

、

斯

く

す

る

こ

さ

に

よ

っ

て

巧

み

に

満

足

さ

れ

る

。

明

る

い

日

本

人

の

心

は

、

丙

洋

滅

的

小

さ

た

窓

の

部

箆

で

は

‘

其

の

採

光

度

は

ち

こ

へ

充

分

で

あ

っ

て

も

、

決

し

て

満

足

さ

れ

な

い

。

庭

は

座

敷

の

延

長

で

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。

此

の

窓

に

闘

し

て

注

意

す

べ

き

と

さ

は

.

窓

は

軍

に

採

光

の

た

め

に

の

み

作

る

さ

い

ふ

片

寄

っ

た

考

へ

を

捨

て

る

と

さ

で

、

窓

は

ペ

ピ

ろ

筒

輩

訟

も

の

で

は

な

い

。

部

日

肢

を

終

ち

付

か

せ

る

た

め

に

、

窓

の

大

ぃ

，

じ

を

故

意

に

比

較

的

小

さ

く

す

る

や

ろ

な

の

は

、

最

も

説

れ

る

も

の

で

あ

る

。

南

側

や

東

側

の

縁

側

に

蛍

さ

言

ふ

も

の

を

全

然

設

け

な

い

円

木

流

の

窓

〈

そ

れ

は

志

と

い

ふ

仁

は

飾

り

に

大

き

す

ぎ

る

が

)

の

取

倣

は

、

日

本

に

は

品

も

よ

く

箱

一

合

す

る

瑚

想

的

の

手

法

で

あ

る

。

通

風

換

気

を

能

ふ

限

わ

よ

く

す

る

に

は

、

出

来

る

・

丈

け

窓

t

ぞ
示

、

ぎ

く

す

べ

き

で

あ

っ

て

、

此

の

打

ち

ひ

ら

い

た

株

側

の

も

つ

気

分

は

、

取

り

も

旺

さ

や

白

本

人

が

過

去

に

於

い

て

、

相

継

ぎ

相

侍

へ

き

仁

っ

た

和

風

住

宅

の

持

つ

一

・

火

炎

駄

で

め

る

。

構

楚

上

も

些

の

不

合

理

の

貼

の

な

い

此

の

体

統

的

長

所

は

今

後

北

ハ

氷

〈

相

体

ふ

べ

き

も

の

で

あ

る

。

凶

祉

作

流

の

小

さ

な

窓

は

、

見

た

丈

け

で

一H

a

の

灼

く

や

ろ

な

品

苦

し

さ

が

思

は

れ

て

な

ら

ぬ

。

打

も

聞

い

た

窓

は

、

h

h

t

の

陽

を

部

屋

一

杯

に

受

け

入

れ

る

た

め

に

も

椀

め

て

有

効

で

あ

る

。

斯

く

主

要

の

窓

ぞ

大

、

ぎ

く

さ

れ

ば

、

白

川

船

其

の

上

K

深

い

軒

の

出

が

必

裂

さ

ぶ

れ

る

。

日

本

の

知

く

一

年

の

殆

を

三

分

の

一

が

雨

で

あ

る

や

う

止

な

土

地

で

は

、

深

い

'阿

は

営

然

設

け

ら

る

‘

べ

き

で

あ

る

。

此

の

深

い

軒

の

山

は

、

見

た

上

で

非

常

に

安

定

な

落

φ

片

付

き

ゃ

見

え

し

め

る

も

の

で

あ

る

o

m
シ

テ

ィ

レ

ゲ

プ

川

シ

グ

持

出

し

の

美

や

最

近

K

至

っ

て

険

米

の

政

築

家

建

は

見

出

し

た

や

ろ

で

あ

る

が

、

と

れ

は

鎖

骨

や

銀

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

三

一

言

ふ

新

構

造

材

料

か

ら

首

然

見

出

さ

る

べ

き

も

の

で

あ

る

が

、

日

本

の

過

去

の

建

築

は

遣

い

苦

か

ら

、

持

山

し

の

美

に

成

功

し

て

ゐ

る

。

夏

に

構

成

の

美

と

い

ふ

や

う

た

こ

さ

も

、

過

去

の

岡

本

の

住

築

家

は

、

直

感

的

に

鷺

く

べ

き

其

の

表

現

に

徹

底

し

て

建

V

」

=

枇

曾

一

ユ

ー

ス

昨

年

ほ

財

界

稀

に

凡

る

大

波

川

酬

の

影

響

や

受

げ

建

築

界

同

微

々

と

し

て

娠

は

な

か

っ

れ

o

東

京

に

就

い

て

見

れ

ば

昨

年

上

傘

期

務

調

・

紙

調

査

に

従

へ

ば

復

興

本

建

築

様

絵

千

七

百

六

十

一

械

の

内

俄

筋

コ

ザ

J

P

'

l

ト

迭

は

健

か

に

一

0

・

二

%

々

占

め

る

に

、

池

正

、

ず

共

の

大

部

分

八

入

・

二

%

硲

占

め

ろ

も

の

は

木

訟

の

小

建

築

に

す

さ

な

い

状

態

め

で

る

o

叉

大

阪

に

於

て

は

昨

年

じ

於

げ

る

新

捻

築

の

主

な

る

も

の

僅

u

u

に

十

品

脇

島

敏

へ

る

の

み

是

に

小

核

校

時

時

位

指

が

約

三

行

は

れ

れ

ろ

に

・
止

る

O

京

都

も

同

総

で

わ

り

昨

年

一

刃

よ

り

九

月

ま

で

の

統

計

の

一
水
す

印

刷

に

依

れ

ぼ

新

築

棟

数

二

千

七

百

九

十

四

絞

に

お

し

噌

築

絞

殺

千

七

百

回

線

吹

築

校

扱

七

千

八

百

七

十

九

州

似

の

多

き

に

遠

L

同

級

に

財

回

付

不

況

や

如

買

に

物

詩

っ

て

ゐ

る

の

で

あ

る

が

・

、

の

程

に

歪

り

漸

〈

金

制

問

弁

も

安

定

す

る

に

歪

つ

土

の

で

一

時

計

遊

4

智

子

終

へ

て

ゐ

れ

銀

行

合

祉

の

民

間

方

面

敢

に

宮

山

協

力

商

の

仕

事

も

陸

絞

計

泣

ぜ

ら

れ

殊

巳

今

秋

の

御

大

典

に

際

・

し

こ

れ

が

記

念

事

撲

と

ι
て

行

ば

れ

る

も

の

少

か

ら

ず

札

頗

る

説

自

に

値

す

る

も

の

が

め

る

O

、

;

に

闘

商

方

面

や

七

し

と

し

て

有

数

建

築

物

の

最

近

の

状

況

ル

蒐

め

好

況

な

る

本

年

波

紋

-

築

界

の

一

端

か

窺

ふ

・

、

と

で

す

る

世

界

一

の

見

童

都

究

所
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ゐ

る

。

此

の

如

き

黙

で

も

、
h

五

口

等

の

接

ぶ

べ

き

者

は

、

最

新

の

敵

米

で

は

な

く

て

、

過

去

の

日

本

で

あ

る

と

さ

が

知

れ

や

っ

ν

(

十

〉

斯

く

自

分

の

部

隊

想

す

る

日

本

勝

来

の

住

宅

建

築

の

外

部

に

就

い

て

述

べ

た

輪

廓

の

綱

領

は

、

均

し

く

其

の

内

部

に

於

い

て

も

同

様

に

遁

附

さ

れ

る

で

あ

ら

う

。

此

の

内

部

を

考

へ

る

場

合

に

富

っ

て

、

暖

房

、

衛

生

、

府

房

其

の

他

の

諸

設

備

の

改

善

の

知

き

は

、

純

科

皐

的

の

す

.

柑

掛

か

ら

研

究

さ

れ

解

決

さ

る

べ

き

は

勿

論

で

あ

る

a

夫

等

を

具

能

的

に

如

何

に

す

べ

き

か

に

就

い

て

は

、

逃

に

遁

べ

る

徐

裕

は

な

い

、

叉

其

の

必

-

裂

も

な

い

で

あ

ら

う

。

座

式

に

す

べ

き

か

、

脱

掛

式

K

す

ぺ

舎

か

の

如

き

問

題

は

、

趣

味

や

感

情

上

の

問

題

で

は

な

い

。

理

論

上

国

民

衛

生

の

立

壌

か

ら

論

歩

れ

ば

、

一

刀

雨

断

的

に

解

決

3

れ

る

で

あ

ら

う

。

注

意

す

べ

き

重

要

な

こ

と

は

.

趣

味

上

、

照

情

上

か

ら

取

扱

ふ

ペ

含

問

題

ご

、

理

論

上

、

利

率

上

の

す

一

場

か

ら

慮

瑚

さ

る

べ

き

問

題

さ

や

明

快

に

区

別

し

て

、

些

一
の

矛

盾

ミ

掻

若

を

き

た

さ

友

い

こ

さ

で

あ

る

。

斯

く

考

へ

き

た

る

な

ら

ば

、

建

築

家

は

、

決

し

て

唯

め

技

術

丈

U

の

人

で

あ

っ

て

は

不

充

分

で

あ

る

。

あ

ら

ゆ

る

方

而

仁

劃

し

て

透

徹

し

た

理

解

三

、

明

断

な

判

断

の

所

有

者

で

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。

以

上

越

べ

会

た

っ

た

こ

さ

は

、

勝

来

の

日

本

の

住

居

さ

い

ふ

も

の

に

就

い

τ
何

等

具

閥

的

の

明

示

も

し

て

ぞ

ら

歩

、

隔

靴

掻

痔

の

感

が

た

い

で

も

な

い

。

叉

奥

へ

ら

れ

た

謀

題

さ

一

致

し

な

い

か

も

し

れ

ぬ

。

し

か

し

自

分

は

考

へ

る

に

、

住

宅

の

諸

設

備

其

の

他

の

改

善

も

重

要

で

は

あ

る

が

、

更

に

重

要

な

こ

さ

は

、

現

代

日

本

に

於

け

る

住

宅

建

築

に

み

る

不

統

一

、

錯

雑

ぞ

除

去

す

る

と

さ

で

あ

る

さ

思

ふ

。

其

の

た

め

に

は

、

住

宅

建

築

に

於

い

て

、

再

A

の

掛

っ

て

以

て

進

む

べ

、

ぎ

一

大

理

.

想

そ

確

立

し

な

け

れ

ば

い

り

ぬ

ぐ

』

信

じ

て

ゐ

る

。

敢

て

拙

考

や

披

挫

し

た

所

以

で

あ

る

。

大

阪

府

社

合

課

で

は

今

秋

行

は

ぜ

ら

れ

る

御

大

山

然

記

念

事

業

と

乙

て

府

立

見

設

中

央

研

究

所

私

設

立

す

べ

く

計

遊

中

で

あ

つ

に

が

、

、

の

稜

に

至

り

漸

く

大

健

方

針

た

決

定

し

れ

O

そ

の

内

容

に

よ

る

と

現

在

の

大

阪

市

比

花

区

上

稿

ぬ

府

保

嬰

館

の

規

模

た

披

震

乙

て

工

費

百

瓜

闘

や

以

て

研

究

所

た

建

設

し

よ

う

と

一

首

ふ

の

で

あ

る

が

そ

の

内

部

に

は

乱

児

院

、

乳

児

病

院

、

母

親

収

容

院

、

託

児

院

及

若

感

婦

並

に

助

産

婦

の

皐

校

た

新

設

す

る

外

諸

般

の

研

究

設

備

と

共

に

金

図

の

幼

R

R

保

臨

機

腕

と

す

ろ

計

貨

で

建

物

に

つ

い

て

同

府

楼

続

課

に

於

て

近

〈

具

飽

的

の

設

計

に

着

手

す

る

自

で

あ

る

O

こ

の

留

の

研

究

所

の

永

に

世

界

に

も

稀

で

あ

っ

て

務

品

喝

の

ペ

山

川

事

Y

及

守

イ

l

y

に

一

ク

所

わ

る

の

み

で

わ

る

が

今

回

の

計

笠

は

、

、

れ

に

も

ま

・

し

て

理

想

的

の

も

の

と

す

る

な

帯

刷

込

み

で

あ

る

と

o

野

病

院

北

工

授

三

十

八

前

向

闘

や

以

て

松

村

総

が

総

工

乙

恥

ト

も

の

で

‘

設

計

は

森

田

氏

。

こ

の

程

峻

エ

ι十
い

O

本

館

は

延

坪

約

二

千

坪

の

銭

筋

ヨ

y

o

n

-
ト

構

造

、

地

階

品

計

五

階

建

一

潟

三

階

で

病

室

別

館

は

約

二

百

坪

の

地

階

附

三

階

建

の

も

の

で

あ

る

口

外

部

は

正

面

及

東

側

か

脇

陣

式

張

り

と

し

他

は

宅

ル

タ

か

仕

上

げ

で

窓

並

に

入

口

は

ス

チ

ー

ル

サ

y

uv

ユ

及

ヌ

チ

ー

ル

ド

ア

1

込

用

ひ

、

内

部

床

は

品

目

議

室

珍

療

室

等

フ

ロ

l

m

v

r
プ

ロ

y

o

床

と

な

・

し

、

笠

岡

廻

り

石

敷

掛

川

袋

タ

イ

断

一

等

か

使

用

病

室

は

宅

ル

タ

か

と

な

し

設

備

に

於

て

は

完

備

や

っ

く

L

、

赤

十

字

病

院

の

設

似

た

模

し

れ

あ

理

想

的

な

病

院

で

わ

S

o

帯

園

キ

ネ

マ

撮

影

場

新

築
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ー

以

上

は

、

自

分

が

卒

佐

抱

い

て

ゐ

る

、

日

本

勝

点

爪

の

作

宅

建

築

へ

の

理

解

で

あ

る

。

プ

ロ

ッ

ト

す

べ

き

山

線

も

な

け

れ

ば

‘

百

験

す

J

へ

き

試

験

一

慢

に

も

撮

っ

て

ゐ

な

い

。

寵

明

す

べ

き

方

程

式

も

な

け

れ

ば

、

限

読

す

べ

4

d

モ

デ

ル

も

な

い

。

然

し

自

分

は

自

分

の

比

の

理

解

そ

飽

迄

正

し

い

も

の

さ

信

じ

て

や

り

、

今

後

共

斯

く

信

ι
得

る

で

あ

ら

う

さ

思

っ

て

ゐ

る

。

識

者

の

明

断

な

る

批

判

や

得

る

こ

さ

が

で

き

れ

ば

幸

甚

で

あ

る

。
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和

二
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日

|

|

川

川

問

中
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1

2

〈

由

民

細

目

そ

の

も

の

、

如

4

川

n
日

川

良

祭

に

・

し

て

且

県

常

な

る

努

力

家

で

わ

る

川

r

I

川

そ

の

俸

習

の

過

程

に

於

い

て

も

貨

に

求

め

川

川

同

て

止

む

な

き

て

い

の

も

の

あ

る

た

認

め

ら

川

3

山
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れ

る

O

初

め

山

間

酋

街

工

m
F

絞

に

卒

ぴ

業

車

中

川

件

守

川

君

へ

て

更

に

大

阪

市

立

工

業
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修

校

の

高

等

州

州

各
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卒

業

後

文
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舎
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資

恭
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校

卒

川

州
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殺

程

度

検

定

試

識

に

合

格

乙

直

に

都

島

工

川

州

歴

晶

冊

以

佼

い

求

職

鱒

ど

て

現

在

は

紳

戸

高

エ

川

L

・
t

・'

川

に

か

慎

験

中

に

し

て

英

間

一

日

と

し

て

斯

界

川

班

出

川

の

研

究

会

噌

怠

ら

ず

今

回

の

賞

選

も

筑

戸

越

川

!

J

・

川

然

で

な

ド

W

サ

.

か

よ

〈

剣

る

次

第

で

あ

る

O

訴

か

た

小

雨

降

る

秋

の

午

後

、

若

4

t

日

比

築

家

は

疲

れ

た

身

剛

山

令

雌

柿

子

に

得

せ

て

ぼ

ん

や

り

さ

温

か

な

る

紫

の

山

ぞ

眺

め

て

居

た

が

.

や

が

て

何

時

さ

も

燥

し

に

う

さ

/

¥

三

ぶ

路

に

入

つ

点

。

×  

×  

×  

A

J

は

時

間

を

飛

び

越

え

て

百

年

の

先

々

行

く

。

×  

×  

×  

×  

今

日

も

午

前

五

時

半

ラ

ジ

オ

の

報

守

る

叩

臨

床

ベ

ル

に

私

は

跳

辿

き

た

‘

そ

し

て

シ

ャ

ツ

の

ま

×  

主

川

出

・

挺

円

い

出

て

濃

絡

に

繁

る

懐

し

の

森

金

凡

な

が

ら

新

し

い

冷

た

い

地

「

水

で

冷

水

摩

擦

を

す

ま

1

U

、

庇

ぐ

脇

手

の

花

壇

に

滅

び

入

わ

朝

の

散

水

へ

さ

取

掛

つ

仁

、

そ

こ

に

は

一

日

K

ん

て

こ

無

心

に

育

つ

美

し

い

佐

K

が

、

今

日

は

亦

め

づ

ら

し

く

も

火

き

な

剖

酬

を

比

せ

て

、

や

が

て

井

る

太

品

市

キ

ヰ

で

は

目

下

大

軌

沿

線

長

瀬

に

米

特

H

一

の

大

ス

揖

デ

イ

浴

時

比

段

中

で

わ

る

ロ

設

計

及

筋

工

共

大

限

橋

本

組

。

政

山

地

は

約

一

向

坪

で

遜

坪

二

千

飲

郎

O

ス

・7

1

ヂ

は

梁

間

九

十

以

南

四

十

次

O

ス

リ

1

ヒ

Y

ヂ

ド

ア

1

?

で

俺

に

三

階

以

上

の

建

物

ル

抱

鈍

乙

得

る

も

の

で

あ

る

O

水

年

三

月

完

成

の

総

定
。

南

海

ビ

1  ... 

南

海

餓

道

で

は

ム

授

約

二

百

民

間

在

投

じ

て

政

波

隠

顕

に

官

同

協

山

な

る

ん

ピ

前

デ

イ

プ

ゲ

た

新

設

す

る

計

箆

巾

で

わ

る

由

に

つ

与

、

阪

念

、

大

軌

ピ

山

ケ

と

共

に

完

成

の

わ

か

っ

き

は

一

九

枠

制

ル

呈

す

る

も

の

と

患

は

れ

'

o

o

 

北

演

大

阪

株

式

取

引

場

現

敷

地

や

披

張

・

し

東

洋

一

の

大

取

引

相

場

建

築

の

計

笠

で

あ

・ろ

と

。

倶

気

電

梁

部

V

ね

て

針

盤

中

で

め

っ

十

h

m

u

然

俄

集

部

新

築

代
、
、

の

程

に

歪

り

漸

く

準

沙

・

し

測

笠

委

員

4

守

山

妙

げ

工

費

約

五

十

市

山

川

川

島

以

て

新

築

す

る

容

で

わ

る

O

+

合

呉

服

底

の

改

築

ト

八

阪

市

山

町

寝

紛

筋

十

合

失

肌

怖

に

て

は

汎

在

市

内

に

於

げ

A
-

一
一
一
越

、

大

丸

、

高

島

紙

、

白

木

口

血

等

の

各

デ

対

1

ト

メ

y

ト

ス

ト

ア

ド

何

れ

も

大

建

築

物

た

右

乙

市

の

建

築

尖

槻

た

代

表

す

る

に

鑑

み

か

ね

て

か

ら

相

滋

の

大

政

築

ら

建

設

す

.

へ

く

計

必

中

で

あ

つ

れ

が

現

在

の

敷

地

に

げ

で

は

い

水

に

狭

降

の

然

、

、

れ

硲

繍

援

す

る

与

と

・

し

援

絞

・

し

わ

い

放

地

の

武

牧

炎

沙

中

の

と

・

、
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腸

L

T

首

長

く

し

τ
待

っ

て

ゐ

る

‘

朝

の

涼

一

の

日

課

ぞ

終

え

た

私

は

、

二

階

の

私

室

に

蹄

り

躍

諮

ぞ

天

井

に

押

上

け

た

、

こ

れ

は

控

に

あ

る

ハ

ン

ド

ル

に

手

伝

掛

け

る

さ

履

円

括

協

天

井

の

隅

に

す

る

/

¥

さ

釣

上

け

ら

れ

そ

の

後

に

は

情

か

ら

引

出

し

た

テ

ー

プ

ル

ぞ

世

き

机

の

補

助

を

な

さ

し

め

る

の

で

あ

る

ο

そ

れ

か

ら

比

十

住

宅

群

の

街

角

に

あ

る

自

搬

邸

使

画

〈

来

遁

式

に

依

b

，

遠

い

中

央

の

局

か

ら

各

宅

宛

ω
郵

傑

物

新

聞

を

画

格

競

に

よ

り

街

角

ま

で

自

動

念

悲

し

蕗

定

の

画

へ

自

動

投

入

す

る

も

の

で

あ

る

)

迄

散

歩

に

出

で

父

の

讃

む

可

き

第

一

朝

刊

ぞ

受

取

っ

て

断

る

、

待

つ

斡

も

な

く

ラ

ジ

オ

は

六

時

令

報

じ

酬

の

昌

ユ

l

ス

と

修

身

講

話

が

初

ま

っ

た

。

私

は

父

母

や

弟

妹

三

、

奥

の

明

る

い

、

そ

し

て

日

本

古

風

の

茶

庭

に

面

し

た

茶

の

間

に

集

り

制

の

扶

拶

ぞ

終

え

、

そ

こ

で

都

舎

の

新

し

い

出

来

事

後

耳

に

し

た

が

ら

楽

し

く

食

事

を

終

え

た

。

六

時

半

か

ら

七

時

半

迄

私

は

室

で

今

日

の

研

究

事

項

や

纏

め

デ

サ

4

ン

の

草

案

に

子

守

ふ

れ

た

υ

そ

し

て

七

時

四

十

分

に

は

街

角

か

ら

出

渡

す

る

高

蓮

飛

行

筒

(

索

遁

式

プ

ロ

ペ

ラ

廻

轄

)

で

十

里

先

の

孜

が

建

築

大

翠

へ

さ

向

っ

た

の

で

あ

る

、

今

を

去

る

百

年

に

は

急

行

の

路

面

電

車

で

三

四

オ

分

も

か

お

っ

た

の

で

あ

る

が

今

で

は

僅

か

十

分

そ

出

歩

題

懇

や

す

る

事

が

出

米

る

の

で

あ

る

?

こ

・

三

四

十

年

来

こ

の

高

漣

飛

行

筒

が

交

通

の

主

龍

三

襲

っ

て

か

ら

は

、

そ

の

料

金

の

安

聞

な

勤

と

絶

艶

安

全

さ

に

依

り

、

苦

の

汽

車

中

山

車

は

今

で

は

極

〈

近

距

離

に

し

か

用

ひ

ら

れ

な

く

な

っ

仁

、

そ

れ

も

屯

鋪

自

動

車

の

盤

迫

に

耐

え

鎗

ね

て

、

都

命

日

近

く

の

住

宅

群

で

は

見

ら

れ

な

く

な

っ

た

。

屯

気

鍛

道

、

屯

一

半

は

A

ー

で

は

旧

合

組

め

を

し

て

貨

物

の

運

搬

に

僅

か

に

活

路

を

聞

い

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。

目

ま

ぐ

る

し

い

道

中

も

ほ

ん

の

一

瞬

、

我

が

大

阜

の

ほ

-
V

」

遠

か

ら

ぬ

ス

テ

l

シ

ヨ
・

J

に

下

車

し

た

私

は

、

並

木

の

茂

る

庚

い

公

園

を

い

迎

・

り

わ

け

感

校

へ

著

い

た

。

と

‘

で

一

つ

建

築

大

閥

単

の

内

容

を

お

話

し

て

見

ゃ

う

。

識

が

大

岡

部

政

大

正

、

開

刑

初

期

め

背

で

ほ

正

和

大

同

部

め

一

分

割

刺

さ

し

て

設

置

さ

れ

て

居

に

の

で

あ

ゐ

が

、

今

日

に

於

て

は

建

築

は

人

類

生

訴

上

第

一

必

要

事

項

の

部

門

さ

認

め

ら

る

忌

に

至

わ

・

次

第

に

現

怨

化

し

て

今

で

は

濁

立

し

て

寧

科

の

大

田

学

さ

な

っ

て

ゐ

る

。

そ

し

て

美

術

的
γ

校

ろ

且

皿

近

貨

収

決

乞

・

し

ト

ト

の

で

今

削

愈

々

改

築

す

ろ

官

す

と

な

り

目

下

設

計

ら

h

M

U

さ

っ

、

め

る

様

様

で

あ

る

C

工

賃

約

百

二

、

さ

十

一向

闘

‘

建

坪

約

一

千

坪

で

延

停

は

約

六

、

七

千

件

に

及

ぷ

段

飾

ヨ

〕
J

グ

リ

l

ト

裕

治

七

階

建

位

の

も

の

と

す

る

由

。

大

阪

市

立

桃

山

病

院

改

築

大

阪

市

天

王

寺

区

筆

ケ

崎

町

の

桃

山

病

院

は

エ

按

百

二

寸

前

向

闘

か

以

て

・

本

館

た

除

く

病

院

の

大

部

分

ル

桜

本

的

に

大

改

築

す

る

拶

に

な

つ

れ

わ
O

大

股

鍛

筋

ヨ

Y

グ

v

l

ト

椛

絵

地

下

準

央

三

階

建

と

し

病

窓

口

非

常

時

に

備

へ

る

銭

な

る

べ

く

少

間

た

逃

げ

て

康

問

た

取

る

方

針

で

わ

る

O

大

和

田

会

設

市

場

こ

れ

は

総

江

森

小

路

市

場

と

同

一

の

も

の

で

鍛

筋

コ

y

p

リ

1

ト

千

屋

建

、

目

下

設

計

中

で

わ

る

o

大

阪

富

市

一

の

ア

パ

ー

ト

メ

-

J

ト

大

阪

市

が

市

内

十

六

ク

所

じ

汗

一4
0

M

官

改

支

住

宅

改

一足

計

輩

に

泌

す

る

も

の

、

一

・

と

つ

・

し

て

先

づ

西

成

区

東

入

仰

向

よ

り

処

殺

さ

れ

る

本

ぜ

な

つ

れ

o

こ

の

建

物

口

約

六

百

坪

の

敷

地

に

封

L

鍛

筋

コ

ゾ

グ

リ

l

ト

総

泡

に

な

る

三

階

訟

で

ヒ

十

八

戸

た

合

む

も

の

で

わ

る
。

一

戸

は

二

五

さ

一
一

坪

の

土

川

沿

附

け

室

内

和

紙

と

・

し

各

戸

は

廊

下

で

結

工

れ

戸

絡

に

専

用

水

道

、

瓦

斯

、

便

所

物

千

杓

初

等

た

ぷ

館

・

し

衛

生

上

、

防

火

上

に

細

心

の
な

向

心

が

挑

は

れ

叉

各

牧

答

者

の

車

問

貝

道

具

た

納

入

す

ぺ

吾

川
以
納

ヨ

y

h

ヅ

リ

1

ム

巡

の

不

屋

物

置

も

建

て

毛

色

一

ピ

め

る

O

こ

れ

が

工

事

は

近

く

認

可

わ

り

次

第

者

工

の

橡

定

で

あ

る

o

水

計

笠

の

総

工

技

は

七

戸内

出

図

で

昭

和

八

年

ま

で

に

全

部

完

成

せ

・

し

め

る

輸

血

(  40 )  



工

製

拳

校

、

園

整

事

校

等

の

専

門

皐

校

の

一

一

部

或

は

全

部

を

包

括

し

て

一

つ

の

大

き

な

謬

窓

さ

な

っ

て

仕

舞

つ

仁

。

内

に

入

れ

ば

そ

れ

は

丁

度

博

物

館

の

様

で

あ

り

、

そ

の

昔

、

博

物

館

、

美

術

館

の

少

な

か

っ

た

日

本

も

、

拳

者

の

努

力

歯

民

の

援

助

さ

相

待

っ

て

整

術

方

面

は

衣

第

に

整

理

せ

ら

れ

た

の

で

あ

る

u

殊

に

意

匠

部

歴

史

科

、

美

術

科

の

標

本

陳

列

室

な

を

は

惑

に

英

国

或

は

カ

イ

ロ

博

物

館

等

に

封

抗

し

得

る

迄

に

進

み

、

東

洋

の

偉

大

な

る

殿

堂

と

認

め

ら

れ

表

ま

れ

る

様

に

・

な

っ

て

、

我

が

日

本

文

化

に

結

火

の

貢

献

ゃ

な

し

つ

?

あ

る

の

で

あ

る

。

拳

校

の

組

織

は

、

三

大

別

し

て

意

匠

部

三

構

造

部

さ

に

分

括

さ

れ

、

意

匠

部

に

は

歴

史

科

ハ

考

古

感

講

座

を

含

む

)

、

装

飾

意

匠

科

、

住

宅

科

、

都

市

計

出

科

、

庭

樹

科

が

あ

p
、

別

に

純

美

術

科

(

彫

刻

、

彫

盟

、

総

苗

ω
純

美

術

)

L

T

持

つ

。

叉

構

造

部

に

は

構

造

科

(

鍛

筋

、

鍛

骨

、

木

造

等

の

一

般

構

造

)

、

力

製

科

、

物

理

科

、

設

備

科

(

衛

生

工

拳

等

の

附

帯

設

備

会

般

)

、

材

料

科

が

あ

り

別

に

新

科

皐

研

究

室

及

岡

部

を

綿

括

し

て

の

大

町

験

室

が

設

置

さ

れ

て

ゐ

る

。

而

し

て

各

科

に

は

数

個

の

講

座

が

設

け

ら

れ

て

あ

り

、

副

学

庄

は

陳

列

室

、

世

験

室

と

合

せ

て

各

部

の

完

全

な

る

図

書

簡

や

利

用

す

る

事

に

依

り

、

ほ

ん

さ

に

愉

快

な

研

究

ぞ

組

り

得

る

の

で

あ

る

。

蛍

賀

験

室

で

は

近

来

教

授

さ

曲

学

生

の

共

カ

に

よ

り

盛

ん

に

世

界

的

笠

明

、

護

見

ぞ

夜

表

し

て

大

い

に

我

大

和

民

族

の

頭

脳

の

明

聴

さ

そ

示

し

、

悲

界

を

盆

し

つ

お

あ

る

事

亦

甚

だ

大

で

あ

る
。

我

大

墜

で

は

講

義

は

南

部

品

官

合

せ

て

拳

生

の

随

意

選

探

さ

な

し

、

修

業

年

限

に

は

限

定

が

な

い

、

唯

夢

生

は

構

造

、

窓

匠

雨

部

の

講

座

ぞ

巧

み

に

組

合

せ

、

以

て

完

全

怒

る

建

築

家

さ

な

っ

U

E

a

m

m

E

 

て

悩

旅

立

す

る

の

で

、

奥

ね

ら

れ

た

建

築

士

の

肩

書

き

こ

そ

最

大

の

名

器

と

云

ふ

可

き

で

あ

る

u

感

校

で

の

第

一

の

仕

事

は

八

時

先

づ

全

校

教

百

の

暴

庄

が

、

自

身

の

手

に

よ

っ

て

清

め

ら

れ

た

庇

い

維

の

校

庭

で

欝

然

た

る

林

に

回

れ

友

が

ら

、

園

旗

校

旗

へ

の

敬

雄

の

式

に

列

し

、

勇

脆

の

気

そ

更

に

革

-
K

し

、

弐

に

国

民

慨

操

を

終

え

た

ら

三

々

五

々

各

研

先

敬

室

へ

さ

念

ぐ

の

で

あ

る
。

私

は

幸

ひ

な

匠

部

に

絡

を

置

き

、

住

宅

科

の

講

義

を

主

慢

に

研

究

し

て

ゐ

る

の

で

以

下

現

今

定

で

わ

る

由

。

美

術

館

地

鎮

祭

大

阪

市

立

奨

術

館

基

礎

工

事

ロ

九

市

内

一

千

八

百

聞

の

工

授

ゐ

以

て

大

林

組

の

諸

氏

ふ

時

間

と

な

っ

れ

が

き

る

一

月

十

七

日

午

前

十

時

よ

り

茶

臼

山

で

地

鎮

祭

が

奉

行

さ

れ

れ

C

こ

れ

は

建

坪

千

二

百

十

三

坪

の

も

の

で

あ

る

O
阪

館

目

下

工

邸

中

の

阪

紳

念

行

泡

銭

梅

岡

本

館

新

築

は

建

坪

二

百

総

坪

七

階

山

仙

の

鈴

筋

ヨ

y

p
リ

1

ト

の

ぜ

b

p

デ

イ

y

p

じ

な

り

地

下

室

は

二

厨

わ

っ

て

そ

の

最

下

貯

は

持

派

開

通

す

る

サ

グ

守

エ

イ

に

供

へ

る

然

で

わ

る

と

口

急

本

東

3羊

の

郵

便

局

、

」

れ

が

完

成

は

昭

和

十

年

頃

で

あ

る

が

大

阪

鴎

椛

内

の

西

端

約

三

千

坪

た

致

地

ι
蛍

て

五

育

成

幽

の

工

事

授

ら

以

て

地

下

線

に

よ

り

郵

便

局

税

内

に

郵

仮

列

車

た

そ

の

ま

弘

引

入

れ

待

ろ

と

一

首

ふ

、

東

洋

一

の

中

央

郵

便

局

在

計

箆

中

で

あ

る

o

野

田

醤

油

工

場

新

設

野

間

醤

消

b

n

u

紅

で

は

抽

出

て

秘

統

制

叫

に

新

工

柑

師

会
暗
建

設

す

べ

く

計

笠

か

進

め

て

ゐ

れ

が

、

今

回

長

庫

賂

加

古

郡

別

所

村

地

内

に

数

千

坪

の

放

地

た

買

収

し

工

携

や

新

設

す

る

事

ざ

な

り

院

に

共

位

的

に

準

備

た

縫

め

て

ゐ

る

が

泣

く

工

与

に

若

手

す

ろ

漁

定

で

あ

ろ

O

劇

場

場

所

は

兵

庫

版

豊

岡

町

元

町

問

、

五

丁

目

及

図

山

町

七

千

同

町

の

中

心

地

三

百

五

十

停

で

蛾

什

コ

d

J

F

リ

豊

岡
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の

住

宅

に

つ

き

そ

の

大

略

そ

述

べ

て

見

抜

う

。

昭

治

の

世

に

、

一

時

に

鎖

国

の

風

脅

か

ら

閲

欣

さ

れ

た

日

本

は

、

外

国

の

文

化

や

取

入

れ

る

に

念

な

錫

一

も

仰

陥

商

、

二

も

溺

乙

三

全

く

そ

の

模

倣

に

の

み

治

は

れ

、

一

時

は

ぎ

こ

迄

駄

化

主

義

に

風

障

さ

る

L

か

さ

心

あ

る

も

の

は

皆

愛

慮

し

た

の

で

あ

る

が

、

幸

ひ

世

人

は

、

熱

あ

る

我

が

建

築

家

の

言

葉

に

も

耳

を

傾

り

出

し

、

そ

の

指

導

に

も

従

ふ

様

に

な

り

、

や

が

て

舶

来

病

の

悪

浮

か

ら

醒

め

て

来

て

・

今

で

は

全

く

・

日

本

精

神

を

持

つ

一

つ

の

型

そ

鉛

遺

し

て

仕

舞

つ

た

の

で

あ

る

。

住

宅

の

様

式

に

つ

き

で

は

、

材

料

の

盤

化

に

従

ひ

大

分

大

直

時

代

の

も

の

さ

は

愛

っ

て

き

た

が

‘

所

講

大

和

魂

令

持

っ

た

日

本

特

宅

は

A

ー

で

は

外

国

の

遁

随

を

許

さ

ぬ

濁

特

の

も

の

と

な

す

三

千

年

の

歴

史

'

ぞ

持

つ

組

先

体

旅

の

奥

行

か

し

い

、

落

付

き

の

あ

る

感

じ

を

表

現

し

・

手

法

は

往

々

醇

化

せ

ら

れ

、

洗

錬

せ

ら

れ

、

そ

の

細

部

に

於

け

る

日

本

趣

味

、

東

洋

趣

味

の

巧

み

た

路

用

さ

共

に

、

い

よ

/

¥

術

界

住

宅

界

の

・

悩

児

ざ

な

っ

た

、

諸

外

国

で

も

一

世

紀

程

前

か

ら

東

洋

文

化

の

研

究

が

い

よ

/

¥

峨

ん

に

た

り

今

や

そ

の

最

隆

盛

別

に

入

っ

て

き

た

、

従

っ

て

住

宅

方

面

に

於

て

も

そ

の

注

目

は

甚

だ

織

で

あ

り

‘

日

本

建

築

家

の

作

品

さ

あ

ら

ば

必

や

批

判

さ

れ

，

碇

秀

な

手

法

、

構

造

は

各

地

に

多

く

の

手

本

を

示

し

・

外

国

砧

築

家

そ

し

て

全

く

敬

服

せ

し

め

得

る

駿

K

-
な

っ

た

の

で

あ

る

。

大

正

の

昔

、

日

本

各

地

に

飛

出

し

た

赤

や

背

の

玩

具

の

様

な

炎

も

の

は

何

時

し

か

行

衛

不

明

ざ

な

り

、

亦

マ

ッ

チ

箱

然

た

る

無

味

乾

燥

な

住

宅

は

、

襲

術

園

た

る

日

本

人

の

永

住

の

慰

安

所

休

息

所

三

し

て

は

依

り

に

貧

弱

に

過

ぎ

た

の

で

と

れ

も

亦

今

で

は

自

に

止

ら

ぬ

様

に

な

っ

た

、

や

は

り

日

本

に

は

、

日

本

整

術

を

生

み

の

親

さ

持

ち

、

最

新

引

山

内

f

b

T

感

ん

だ

子

の

み

が

柴

え

て

代

舞

っ

た

の

で

あ

る

。

で

は

構

造

方

而

は

如

何

に

鎧

っ

て

き

た

か

?

十

九

世

紀

よ

り

二

十

世

紀

に

か

け

τ
は

住

宅

桝

遣

の

骨

子

に

な

る

木

材

は

未

だ

相

蛍

豊

富

に

の 供

異 ー給

蹴 し

ω 得

輩 ら

撞 れ

の て

馬 ゐ

木 Tこ

初・が

山 一

飢 十

世 一

骨 世

5 犯

れ に

全 堤

悩・つ

界 く

や に

遁 従

じ q

dj 文

際 1t

健 三J

Zレ'> .c. 、

必 gR

I:z 

t 準

民

我

是曹

長素

ー

ト

疹

総

延

都

庁

三

育

総

坪

、

本

年

八

九

月

頃

完

成

の

筈

で

わ

る

O

箕

面

村

新

計

壷

本

年

度

の

御

大

典

記

念

事

業

と

し

て

四

か

年

程

度

の

裁

縫

歯

学

校

在

新

設

ι
同

時

に

小

m
m
校

全

部

沿

改

築

し

て

餓

筋

コ

Y

グ

リ

1

下

三

階

建

と

な

し

二

階

や

講

堂

に

す

る

主

O

東

京

府

の

要

改

一

民

住

宅

改

頁

東

京

府

下

三

河

島

の

百

特

長

屋

と

一

式

へ

町

東

京

で

も

代

表

的

な

T

小

東

住

宅

で

あ

る

が

来

京

府

粧

品

ロ

談

で

は

こ

の

程

土

地

六

千

三

百

徐

坪

及

ぴ

従

来

の

育

師

判

長

家

私

買

牧

・

し

て

英

跡

へ

餓

筋

コ

d

J

グ

リ

l

ト

木

造

混

合

の

三

階

建

数

械

や

建

築

す

る
佐

官

で

あ

る

O

国

産

振

興

博

上

棟

式

御

大

砲

記

念

閣

産

振

興

東

京

博

覧

合

上

棟

式

は

十

六

日

午

前

十

時

か

ら

現

拐

に

於

て

巾

潜

行

さ

れ

れ

o

z

の

日

開

院

宮

殿

下

総

裁

と

乙

て

御

台

臨

め

り

形

の

如

〈

祭

典

た

行

は

れ

て

仏

、

総

裁

宮

殿

下

の

御

令

旨

に

鈴

・

し

品

目

長

の

答

鮮

、

機

筏

腕

僻

俸

が

あ

っ

て

後

立

食

の

饗

燃

が

め

つ

れ

O

井

本

館

東

京

市

日

水

橋

庖

駿

河

町

に

か

ね

て

ぴ

エ

l

ム

ス

ス

チ

ア

1

ト

合

資

合

祉

に

よ

〈

っ

て

請

負

工

事

中

で

わ

つ

れ

が

怠

々

本

年

中

に

完

成

さ

れ

ろ

舎

で

あ

ろ

O

図

に

骸

枠

組

物

の

出

品

計

ロ

エ
ユ

l

ヨ

1

炉

市

ト

ロ

ダ

プ

リ

グ

ゲ

エ

ゾ

ド

リ

ピ

d

J

グ

ス

ト

d

J

建

築

事

務

所

ヱ

拶

主

任

は

グ

司

ゾ

、

4

ム

、

パ

w
，

Y

H

V

ユ

氏
、

v

l

グ

メ

リ
J

サ

プ

7

1

同

リ

清

水

縦

で

あ

る

。
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て

も

元

々

建

築

用

材

や

米

関

よ

り

・

製

紙

用

材

を

露

園

よ

り

、

亦

木

炭

下

駄

肌

材

や

支

那

か

ら

轍

入

し

、

ゃ

う

や

く

需

給

の

バ

ラ

ン

ス

ぞ

取

っ

て

ゐ

た

が

、

無

秩

序

な

続

伐

の

錦

、

政

府

は

迭

に

琵

電

用

水

源

の

澗

渇

防

止

、

気

候

の

調

節

、

土

壌

の

流

失

防

止

、

風

長

保

護

等

・

種

々

の

立

附

掛

か

ら

木

材

の

伐

採

に

、

制

限

ぞ

加

え

ら

る

‘

事

さ

な

っ

た

。

そ

れ

で

木

治

を

以

τ
全

国

ぞ

埋

め

て

ゐ

た

我

閣

の

住

宅

も

建

に

革

命

矧

ぞ

迎

え

ね

ば

立

行

か

な

く

な

っ

た

の

で

あ

る

o

即

ち

木

材

は

室

内

の

極

く

一

部

に

し

か

使

同

せ

宇

、

そ

の

壁

慢

は

と

れ

を

錨

筋

混

凝

土

b

T

以

て

施

工

し

、

或

は

地

方

に

よ

り

セ

メ

ン

ト

の

代

用

さ

し

て

火

山

灰

谷

擁

ん

に

用

ひ

た

、

亦

竹

さ

コ

ン

ク

リ

ー

ト

さ

を

組

合

せ

る

事

も

考

え

出

さ

れ

、

寒

い

地

方

で

は

弧

躍

な

そ

し

て

一

控

的

に

組

立

ら

れ

る

煉

瓦

が

考

案

さ

れ

使

用

さ

れ

た

、

品

川

桂

の

骨

組

を

鍛

骨

三

し

、

銀

網

さ

混

凝

土

さ

で

壁

を

治

る

法

も

住

宅

に

き

し

λ

L
用

ひ

ら

れ

て

き

た

。

展

根

は

昔

し

は

重

い

土

三

一

九

で

立

い

て

ゐ

た

が

近

頃

は

、

小

屋

組

や

軽

量

に

し

て

丈

夫

な

蹴

材

で

組

み

、

そ

の

上

に

、

人

遣

の

創

れ

な

い

ス

レ

ー

ト

又

は

金

属

製

の

永

久

的

ゑ

臨

瓦

を

誌

上

げ

、

し

か

も

そ

の

外

観

は

依

然

ご

し

て

軒

出

の

あ

る

日

本

古

有

の

ゆ

か

し

い

表

現

在

保

た

し

た

の

で

あ

る

。

上

記

の

構

法

令

主

慌

に

し

て

、

向

日

本

特

有

の

地

震

を

考

慮

し

、

総

て

の

椛

迭

は

完

全

に

耐

震

的

耐

火

的

の

施

工

や

加

え

ら

れ

た

の

で

、

大

正

大

震

災

以

後

広

々

の

地

位

型

旅

に

も

・

岡

民

は

別

に

被

害

も

受

け

や

，

、

大

き

な

火

災

も

漸

次

数

や

減

口

、

生

活

上

一

大

安

心

乞

奥

え

た

の

で

糸

り

ヲ

。

。

建

具

も

以

前

は

総

て

木

材

三

紙

さ

の

組

合

で

仕

上

げ

で

ゐ

穴

が

木

材

が

不

自

由

、

且

高

値

さ

友

っ

て

か

ら

は

、

と

れ

に

設

へ

軽

い

合

金

製

の

念

物

ぞ

役

立

せ

、

紙

も

、

防

漁

、

耐

火

耐

久

の

諸

鈷

ぞ

満

足

せ

し

め

る

庇

蹴

の

化

準

加

工

品

が

安

価

に

手

に

入

る

慌

に

な

っ

た

。

尚

割

れ

な

い

、

火

に

強

い

硝

子

が

後

明

、

普

及

さ

る

h

に

及

び

と

れ

や

併

刑

し

た

り

で

、

二

十

世

紀

迄

愛

川

さ

れ

た

フ

ス

マ

や

庇

紙

、

附

子

は

今

で

は

、

標

本

室

の

一

隅

に

飾

ら

れ

て

ゐ

る

室

内

に

過

ぎ

な

い

突

第

で

あ

る

。

次

に

m
m
で

あ

る

が

、

生

式

内

訴

を

二

千

年

来

凶

持

し

て

ゐ

大

大

和

民

族

に

椅

子

式

生

活

の

強

警

覗

臆

務

所

は

双

山

ぷ

柵

償

問

門

外

、

工

費

六

百

市

内

図

俄

筋

ヨ

y

タ

リ

1

ト

五

階

跡

地

、

延

坪

八

千

六

百

四

十

九

郎

で

完

成

は

昭

和

四

年

の

漁

定

で

わ

る

o

J ¥ 

重

ビ

Ja.. 

訓l

三

耽民

地

所

部

修

繕

諜

設

計

に

か

〉

わ

り

大

林

組

が

資

質

精

算

錆

負

に

公

つ

れ

も

の

で

水

年

三

万

頃

に

伐

完

成

会

母

ロ

ル

る

で

あ

ら

う

o

東

京

葉

術

館

噌

築

工

事

東

京

市

下

谷

区

上

野

美

術

館

の

精

築

工

本

口

現

恋

φ

美

術

館

建

物

の

裏

手

に

新

築

す

る

も

の

で

内

容

は

延

熔

九

百

八

十

坪

、

構

造

拙

筋

ヨ

Y

F

リ

l

干

屋

根

で

此

打

撲

は

鍛

筋

コ

Y

o

m

-

ト

工

期

八

ヶ

月

で

目

下

東

京

出

川

替

特

繰

で

段

計

中

で

託

〈

完

了

の

致

定

で

わ

ろ

か

ら

抵

日

中

に

入

札

し

沼

工

の

段

取

り

で

あ

ろ

O

税

ケ

原

葉

騨

京

靴

作

一

の

大

貨

物

防

秋

楽

郎

防

は

最

近

漸

〈

工

事

の

半

分

が

出

来

れ

の

で

愈

々

三

刃

早

々

か

ら

新

郎

ド

引

移

ろ

事

と

な

っ

れ

0

開

輔

が

完

成

す

ろ

の

は

凡

そ

二

年

後

で

総

工

費

は

約

八

百

以

闘

で

わ

る

O

上

野

韓

か

ね

て

設

計

中

で

あ

つ

れ

上

野

腐

ら

又

々

設

計

四

挺

夏

L

れ

紡

聞

端

、

同

腐

の

新

築

工

従

は

最

初

の

漁

定

三

官

五

、

六

十

前

向

町

よ

り

約

百

悶

悶

ら

節

約

し

得

る

と

一
宮

ふ

穆

で

お

そ

〈

も

来

年

早

々

よ

り

工

事

に

着

手

す

ろ

事

と

な

っ

れ

o

完

成

は

昭

和

六

年

六

七

刃

の

頃

で

わ

る

。
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制

は

誠

に

大

問

題

で

は

あ

っ

た

、

し

か

し

衛

生

上

除

り

好

え

し

か

ら

ざ

る

動

及

一

日

の

活

動

が

全

部

立

業

さ

た

っ

た

時

代

に

い

っ

迄

も

畳

に

執

着

す

る

の

不

使

が

明

か

に

な

っ

た

の

で

活

動

を

し

て

ゐ

る

も

の

は

漸

次

盛

か

ら

遠

ざ

か

っ

て

来

た

の

で

あ

る

。

床

の

構

造

も

版

式

さ

鐙

っ

た

の

で

、

今

で

は

そ

の

上

に

コ

ル

ク

版

を

敷

つ

め

、

そ

の

上

に

穀

物

や

川

ひ

て

椅

子

式

と

す

る

か

、

老

人

共

は

、

問

問

u

表

等

を

上

に

敷

き

て

佳

生

活

の

名

残

そ

止

め

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。

而

し

て

老

人

の

設

に

依

れ

ば

、

コ

ル

ク

敷

は

品

目

敷

よ

れ

保

温

的

で

あ

り

、

防

課

的

な

震

、

例

へ

坐

っ

て

も

居

心

地

は

数

倍

優

る

そ

う

で

あ

る

。

京

所

の

設

備

も

著

し

〈

盤

っ

て

き

た

、

電

力

国

営

さ

た

っ

て

以

来

、

登

電

機

は

非

常

に

改

良

さ

れ

、

安

価

な

氾

熱

が

各

所

に

得

ら

れ

る

様

に

な

っ

た

の

で

、

屯

熱

は

先

づ

燃

料

界

を

制

服

し

終

た

さ

云

っ

て

よ

く

、

薪

炭

、

石

炭

の

節

約

、

鹿

止

は

盆

士

宮

行

さ

れ

て

き

た

、

亦

メ

タ

ン

瓦

斯

も

随

所

に

使

用

さ

れ

て

ゐ

る

・

今

一

つ

特

筆

す

可

き

は

最

近

・

科

象

者

の

全

力

そ

識

し

て

ゐ

る

太

陽

熱

膝

川

の

琵

熱

機

械

で

あ

る

が

と

れ

も

数

年

ぞ

出

?

し

て

賀

川

化

す

る

に

至

る

で

あ

ら

う

。

か

く

し

て

産

所

は

清

め

ら

れ

、

そ

の

プ

ラ

ン

は

空

間

の

利

用

、

器

具

の

能

率

的

配

置

さ

に

よ

り

、

ニ

米

突

四

方

位

で

充

分

に

用

主

建

す

る

市

中

が

出

来

る

や

う

に

な

っ

た

。

浴

室

も

各

住

宅

に

必

が

設

り

ら

れ

る

様

に

な

り

‘

湯

沸

に

は

各

宅

共

特

に

安

償

な

夜

間

屯

力

に

依

っ

て

ゐ

る

。

又

浴

室

の

上

屋

に

は

タ

ン

ク

を

据

え

、

用

水

そ

太

陽

熱

に

よ

り

出

来

る

限

り

の

熱

立

や

吸

集

し

保

有

せ

し

め

る

様

に

し

て

る

る

。

叉

浴

室

の

隣

に

は

少

さ

な

洗

濯

室

を

持

ち

也

力

、

或

は

手

動

に

よ

る

枕

拠

機

が

据

え

つ

妙

で

あ

る

。

便

所

に

つ

き

で

の

改

良

亦

然

り

、

摺

桝

式

構

造

は

今

で

は

山

中

の

茅

屋

位

に

し

か

見

受

け

な

く

使

所

さ

云

へ

ば

常

然

水

洗

式

静

化

援

置

の

も

の

を

指

す

慌

に

な

っ

た

。

そ

し

τ
新

し

く

出

来

た

都

市

、

住

宅

群

で

は

各

宅

に

排

出

さ

れ

た

汚

物

を

郊

外

の

一

部

に

専

き

、

こ

れ

か

ら

多

く

の

薬

品

を

製

出

し

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。

こ

れ

は

初

め

濁

乙

あ

た

り

で

朋

ひ

ら

れ

て

ね

た

が

現

今

で

は

各

闘

が

こ

れ

そ

探

川

し

て

ゐ

る

。

汚

水

を

肥

料

に

使

用

し

て

居

た

我

園

も

化

祭

肥

料

に

全

勢

力

そ

奪

は

れ

大

の

で

そ

の

仕

末

に

ヂ

い

分

間

っ

て

ゐ

た

の

で

あ

る

が

、

天

の

配

州

か

、

化

壊

の

力

に

よ

り

排

物

が

鹿

物

に

終

ら

や

'

大

醤

舎

日

本

で

初

め

て

の

ピ

W

デ

イ

y

r
式

兵

A

m

H

と

じ

て

麻

布

三

聯

隊

の

新

築

は

践

報

の

如

く

同

工

事

は

大

正

十

五

年

の

春

r

b

起

工

し

て

満

二

年

間

.

か

か

り

で

、

、

の

程

外

部

の

工

事

も

出

来

上

り

四

足

頃

ι
は

内

部

の

諸

設

備

も

竣

成

し

て

い

よ

/

¥

四

月

入

後

の

兵

隊

さ

ん

か

迎

へ

ろ

o

一

、

二

階

が

兵

室

で

三

階

は

倉

庫

及

ぴ

一

個

聯

隊

凡

そ

一

千

五

百

名

た

収

容

で

き

る

宏

枇

な

大

講

堂

然

食

堂

に

あ

て

ら

れ

て

ゐ

る

O

地

下

室

じ

は

浄

化

式

の

便

所

浴

室

。

暖

房

接

置

の

ポ

イ

ヲ

l

v

三

個

も

あ

り

一

兵

室

戸

い

至

る

ま

で

ス

チ

ー

ム

が

沼

り

洗

濯

場

。

炊

事

務

等

も

お

タ

ν

一

つ

で

揚

が

出

ろ

o

又

新

兵

舎

の

中

庭

は

向

山

い

テ

ニ

ス

ヨ

l

ト

に

な

ろ

餐

で

・

そ

の

安

上

は

謹

融

制

窃

た

余

れ

大

庭

園

に

な

る

な

ど

も

他

・

い

は

例

の

な

い

所

で

わ

る

O

抽

細

工

彼

は

約

三

丙

高

凶

で

延

坪

八

千

四

百

四

十

六

坪

、

地

下

室

や

入

れ

る

と

四

階

建

で

鈴

筋

宮

ν
ク

リ

l

下

、

外

市

山

は

グ

リ

1

A

色

の

山

広

々

た

る

も

の

で

あ

ろ

o

三

十

三

間

堂

の

修

理

特

別

加

味

四

臨

時

岨

遊

物

に

な

っ

ゐ

て

る

山

口

一

品

名

所

の

三

十

三

間

訟

は

最

近

す

っ

m

u

り

腐

朽

し

一

本

調

L

さ

停

へ

ら

れ

る

名

物

の

棟

木

も

折

れ

て

ゐ

る

事

が

後

見

さ

れ

れ

の

で

金

工

事

た

三

期

に

分

ち

三

年

計

位

で

偽

像

た

安

沼

乙

れ

ま

h

順

次

に

工

事

た

匙

め

る

計

謎

で

わ

ろ

品

問

。

明

治

曾

館

新

築

東

京

市

榊

間

短

三

崎

町

の

明

治

令

館

は

区

間

盤

調

悼

の

れ

め

近

く

移

将

、

工

授

=

一

十

徐

瓜

悶

た

以

て

新

築

さ

れ

ろ

こ

と

h

な

つ

れ

C
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築

ロ

川

に

早

川

併

の

出

来

得

る

慌

に

た

わ

久

し

く

悩

み

ぬ

い

た

問

題

も

や

う

や

く

解

決

さ

る

h

に

到

叶

刈

叶

寸

刻

る

。

日

本

は

気

候

風

土

の

閲

係

上

夏

向

の

開

放

さ

れ

穴

住

宅

に

危

h

り

勝

で

あ

る

が

，

酷

暑

の

期

に

於

て

は

倫

耐

へ

難

い

有

問

な

の

で

、

今

で

は

ロ

l

タ

l

肱

川

の

換

気

煽

風

機

が

取

っ

け

ら

れ

、

一

方

樹

木

の

植

輸

に

依

り

持

気

の

調

節

に

勉

め

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。

亦

寒

気

γ

封

ず

る

暖

房

保

視

の

方

法

は

.

炭

、

石

炭

の

非

衛

生

不

経

漕

な

燃

料

は

過

去

に

迭

り

、

間

接

暖

房

法

さ

し

て

先

づ

低

気

暖

雌

を

代

表

的

の

も

の

さ

し

て

ゐ

る

。

品

川

蒸

気

暖

房

も

川

ひ

る

が

、

水

蒸

気

式

の

も

の

及

び

熱

気

雌

(

即

空

気

を

熱

に

よ

っ

て

温

め

こ

れ

や

室

内

各

部

に

配

給

す

る

も

の

)

は

小

型

の

も

の

が

色

々

改

良

さ

れ

て

愛

川

さ

れ

て

ゐ

る

。

し

か

し

山

林

を

持

つ

れ

保

守

的

な

悶

舎

の

住

宅

で

は

今

だ

に

慌

を

川

ひ

て

ゐ

る

慮

も

あ

る

が

止

む

令

得

な

い

事

で

あ

り

、

や

が

て

改

め

ら

る

と

や

で

あ

ら

う

。

限

切

に

付

き

で

は

、

建

築

家

さ

屯

気

家

三

の

共

カ

に

依

り

、

沿

蔭

で

仲

々

気

持

の

良

い

生

活

が

川

一

・

米

る

慌

に

な

っ

た

‘

肉

眼

に

刺

戟

の

多

い

電

球

ほ

次

第

に

蹴

逐

さ

れ

、

光

漉

偲

は

出

来

得

る

限

り

熱

伝

持

た

ぬ

肢

に

改

め

ら

れ

、

そ

れ

で

ゐ

て

太

陽

吃

線

に

依

る

査

問

照

明

に

近

い

慌

な

明

さ

や

出

し

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。

且

そ

の

法

式

は

直

接

照

明

ぞ

避

け

て

成

可

く

問

・

接

照

明

か

平

間

接

照

明

法

が

採

附

せ

ら

れ

、

務

具

の

完

成

さ

相

待

っ

て

夜

の

室

内

は

亦

格

別

に

気

持

の

よ

い

快

活

な

朕

態

さ

な

っ

て

き

た

の

で

あ

る
。

向

文

明

進

展

ω
現

は

れ

さ

し

て

、

咋

今

各

住

宅

に

は

、

ラ

ジ

オ

は

勿

論

、

無

線

電

話

室

、

銀

総

屯

気

時

計

が

取

付

け

ら

れ

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。

や

が

て

は

小

供

向

の

無

屯

放

怠

式

活

動

第

四

県

(

各

自

宅

の

一

室

で

見

ら

れ

る

も

の
〉

も

普

及

せ

ら

る

h

市

中

で

あ

ら

う

。

日

本

人

は

昔

か

ら

庭

ぞ

愛

し

自

然

に

親

ん

で

ゐ

た

の

で

日

木

の

庭

凶

は

特

種

の

護

謹

ぞ

見

て

ゐ

た

の

で

あ

る

が

現

今

で

も

純

日

本

式

庭

闘

が

盛

ん

じ

愛

川

せ

ら

れ

、

住

宅

に

は

必

?

挺

閑

が

附

随

さ

れ

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。

け

だ

し

庭

園

は

住

宅

の

延

長

で

あ

り

、

そ

の

椛

想

、

窓

日

れ

も

述

築

家

の

設

計

に

な

る

の

で

あ

る

。

古

風

友

奥

行

か

し

い

日

木

式

庭

園

は

外

同

の

形

式

庭

闘

の

及

ば

ぬ

慮

で

あ

り

、

只

一

基

の

••• 
計 図

闘 際

案 聯

選 盟

定 曾

の官官

事 懸

情 賞

設

••• 

一

九

二

六

年

七

月

二

十

五

日

ぞ

以

て

全

批

凶

作

の

岡

際

聯

盟

加

盟

凶

の

建

築

家

に

劃

し

て

渡

表

せ

ら

れ

た

闘

際

聯

盟

舎

館

設

計

間

援

の

懸

賞

競

技

は

W

界

第

一

流

の

建

築

設

計

家

と

し

て

の

名

燃

や

本

ぐ

る

純

好

の

機

令

さ

し

て

異

常

の

興

味

ぞ

喚

起

し

た

。

と

の

結

泉

一

九

二

七

年

三

月

末

日

の

膝

募

締

切

に

集

ま

っ

た

設

計

国

家

は

三

七

七

の

多

き

に

謹

し

に

の

で

あ

っ

た

。

か

く

て

グ

ク

ト

ル

・

オ

ル

タ

氏

(

プ

ラ

ッ

セ

ル

干
.

立

美

術

院

長

)

ぞ

委

員

長

ざ

し

、

ペ

ル

ラ

!
日

γ

氏

(

へ

l

グ

〉

、

サ

1

・

ジ

ヨ

l

ン

・

プ

ル

ネ

ッ

ト

(

ロ

ン

ド

ン

て

ガ

ト

1

氏

ヘ

マ

ド

リ

l

ド

)

ホ

フ

マ

ン

氏

(
ク

ヰ

ン

マ

ル

マ

ル

ス

キ

ヱ

l

氏

(

パ

リ

Y

モ

l

ゼ

ル

氏

(

チ

ユ

l

リ

ツ

ヒ

〉

、

マ

ヂ

ア

氏

(

ポ

ロ

ニ

ア

)

、

テ

ン

グ

ボ

ム

氏

(

ス

ト

ッ

ク

ホ

ル

ム

)

の

八

氏

を

委

員

ざ

す

る

審

査

委

口

令

は

数

次

ω
合

合

金

聞

い

て

‘

之

が

腕

躍

に

川

市

川

り

、

五

月

五

日

に

至

っ

て

一

部

二

千

フ

ラ

ン

の

立

金

ぞ

受

く

る

優

等

の

も

の

九

、

三

千

八

百

フ

ラ

ン

の

立

金

を

受

く

る

第

一

級

佳

作

九

、

二

千

五

百

フ

ラ

ン

の

立

金

を

交

く

る

第

二

級

住

作

九

の

合

計

二

十

七

案

を

琵

表

し

た

。

し

か

し

こ

の

審

査

委

員

舎

で

は

‘

こ

の

競

技

の

結

削

有

一

の

宮

施

計

剖

案

を

も

れ

な

か

っ

た

と

ご

を

報

告

し

た

の

で

、

之

が

決

定

は

第

八

回

{台5 )  



石

鮫

筋

で

も

・

我

々

に

は

幽

静

な

感

じ

ゅ

ぞ

奥

へ

、

極

少

の

苔

庭

で

も

.

高

向

な

趣

味

そ

現

は

し

限

り

な

く

昔

や

想

は

し

め

る

の

で

あ

る

。

又

少

し

大

き

た

挺

そ

持

つ

人

は

茶

庭

さ

な

し

て

、

隅

に

茶

室

そ

建

て

、

自

ら

茶

道

を

由

学

び

な

が

ら

、

蹄

味

に

附

ま

れ

培

は

れ

た

古

典

趣

味

に

浸

わ

っ

二

柳

心

の

慰

安

ぞ

求

め

る

の

で

あ

る

。

か

く

改

善

さ

れ

た

日

本

住

宅

は

都

舎

に

郊

外

に

充

満

さ

れ

た

の

で

あ

る

が

、

一

方

濁

身

者

、

無

産

者

の

鵡

に

輩

謹

し

た

ア

パ

ー

ト

メ

ン

ト

、

ハ

ウ

ス

も

な

か

/

¥

数

を

得

て

き

た

の

で

あ

る

。

各

町

村

に

は

必

歩

ア

パ

ー

ト

メ

ン

ト

ハ

ク

ス

が

経

営

さ

れ

、

室

は

二

室

よ

り

五

六

室

迄

令

一

軒

分

と

さ

れ

.

砂

く

共

十

軒

多

く

は

数

百

軒

の

大

家

族

や

一

屋

蓋

の

内

に

整

然

ミ

包

括

し

て

ゐ

る

の

で

、

そ

れ

に

は

公

設

市

場

、

そ

の

他

の

官

底

、

食

堂

.

悶

書

室

、

仰

快

楽

室

、

個

人

浴

室

、

洗

濯

場

等

あ

ら

ゆ

る

設

備

を

調

へ

又

必

ネ

庭

園

、

成

は

散

歩

花

壇

を

持

た

ね

ば

建

築

友

し

得

な

い

事

に

・

な

っ

て

ゐ

る

。

建

築

の

構

造

は

例

論

耐

震

耐

火

的

で

あ

り

防

盗

、

問

中

仙

m

w考

慮

は

施

さ

れ

て

ゐ

る

。

叉

E

額

の

資

本

に

よ

り

建

設

さ

る

L

の

で

あ

る

か

ら

暖

房

、

給

水

、

電

話

設

備

等

が

充

分

に

施

設

せ

ら

れ

満

足

な

生

活

が

管

み

得

る

の

で

あ

り

、

且

亦

そ

の

借

料

は

近

来

法

律

を

以

て

限

度

そ

定

め

ら

れ

て

ゐ

る

の

で

巾

階

級

以

下

の

夫

肺

者

、

濁

身

車

引

に

は

こ

の

上

な

き

高

級

住

宅

訟

の

で

不

愉

快

な

小

住

宅

で

暮

す

も

の

は

皆

競

っ

て

ア

パ

ー

ト

メ

ン

ト

を

利

用

し

た

の

で

あ

る

。

叉

出

村

に

は

出

家

向

き

の

ア

パ

ー

ト

メ

ン

ト

が

設

計

せ

ら

れ

た

。

そ

の

れ

以

下

階

或

は

別

棋

に

は

ぬ

具

、

耕

作

機

、

自

動

車

を

格

納

す

る

室

や

持

ち

穀

物

倉

庫

は

別

棟

・

こ

し

て

建

て

ら

れ

た

、

叉

大

規

模

の

も

の

に

は

郵

便

局

‘

賢

府

迄

附

属

し

、

上

階

に

は

園

芥

室

、

令

堂

、

娯

楽

室

等

が

あ

る

の

で

出

民

の

利

便

も

数

居

哨

し

、

除

り

都

曾

に

出

な

く

共

楽

し

く

暮

す

事

が

出

来

る

や

う

に

な

っ

た

、

叉

そ

の

部

孫

々

々

の

交

祖

は

屯

気

銀

賞

.

飛

行

機

、

自

動

車

が

互

に

活

動

を

続

け

τ
ゐ

る

の

で

あ

る

。

ア

パ

ー

ト

メ

ン

ト

の

呉

服

な

る

渡

濯

に

並

行

し

て

住

宅

群

の

構

成

も

目

先

じ

い

も

の

で

あ

っ

た

。住

宅

群

は

上

越

の

個

々

の

住

宅

か

ら

組

織

さ

れ

て

居

る

の

で

は

あ

る

が

綿

て

の

文

化

的

施

設

聯

盟

締

舎

に

委

任

せ

ら

れ

た

。

第

八

回

聯

盟

締

舎

で

は

之

に

劃

し

て

安

蓮

大

使

や

委

員

長

さ

し

、

オ

ス

ス

キ

l

氏

(

チ

エ

コ

ス

ロ

ヴ

ア

ヰ

ア

)

、

ポ

リ

チ

ス

氏

(

ギ

リ

シ

ア

)

ク

ル

チ

ア

氏

(

コ

ロ

ン

ビ

ア

)

、

サ

l

・

エ

ド

ワ

ー

ド

・

ヒ

ル

ト

ン

・

ヤ

ン

グ

(

英

)

の

五

氏

よ

り

成

る

委

員

舎

を

設

。

、

一

高

二

千

フ

ラ

ン

の

賞

金

ぞ

獲

た

る

九

案

を

審

査

し

‘

且

つ

最

も

笹

際

的

並

に

審

美

的

要

求

ぞ

充

せ

り

さ

認

め

た

る

一

案

を

・

必

要

あ

ら

は

修

正

や

加

へ

て

、

選

定

す

る

こ

さ

や

命

じ

た

。

.

こ

の

委

員

曾

は

‘

一

九

二

七

年

十

一

月

及

び

十

二

月

十

九

H

よ

り

二

十

二

日

迄

ジ

ユ

ネ

l

グ

に

曾

合

し

、

ハ

一

〉

聯

盟

事

務

局

の

報

告

並

に

(

二

)

委

員

舎

の

任

命

せ

る

こ

建

築

家

の

鑓

川

せ

る

報

告

を

審

査

し

、

倫

ほ

ス

ヰ

ス

聯

邦

政

府

に

ジ

ユ

ネ

l

ヴ

州

政

聴

が

各

々

任

命

せ

る

二

名

の

専

門

家

(

ス

ヰ

ス

人

)

の

提

出

に

か

沿

る

報

特

番

必

も

審

査

し

た

。

委

員

舎

で

は

、

か

く

て

満

場

一

致

令

以

て

火

の

如

き

決

議

に

議

し

た

。

一

、

委

員

舎

が

賀

際

的

並

に

審

美

的

要

求

を

不

十

分

乍

ら

充

せ

り

さ

す

る

設

計

同

案

は

三

八

七

の

記

協

や

附

せ

る

H

・

P

-

ネ

ノ

1

氏

及

び

J

フ

レ

l

グ

ン

ハ

4

メ

ル

氏

の

合

作

擦

で

あ

る

。

二

、

委

.
H

同

曾

で

は

本

設

計

闘

案

に

は

不

満

の

貼

あ

る

令

以

て

、

之

に

修

正

を

加

へ

ん

さ

す

る

即

ち

新

設

計

固

案

は

三

八

七

競

の

提

出

者

ネ
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ぞ

共

用

す

る

も

の

で

あ

り

‘

都

合

に

近

い

郊

外

.

都

市

内

の

安

静

な

る

住

宅

匝

域

内

に

集

剛

し

た

の

で

あ

る

。

住

宅

群

の

完

成

は

勿

論

経

漕

界

の

振

興

、

確

立

に

よ

る

も

の

で

あ

る

が

近

米

資

本

家

は

自

己

の

使

川

す

る

従

業

員

の

錦

に

、

必

令

住

宅

群

や

遣

っ

て

奥

へ

た

の

で

あ

る

。

一

つ

の

住

宅

群

の

持

つ

設

備

と

し

て

は

、

市

場

、

百

貨

底

、

公

衆

食

堂

、

郵

便

局

、

銀

行

、

小

公

舎

堂

、

岡

市

H

館

、

病

院

で

あ

わ

群

の

大

小

に

よ

り

多

少

の

柑

異

は

あ

る

。

叉

鮮

の

一

端

に

ほ

交

通

機

関

の

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

が

き

て

居

り

、

群

に

は

必

守

中

央

叉

は

そ

的

周

聞

に

公

闘

を

設

段

、

住

宅

群

全

聞

は

全

く

純

化

せ

ら

れ

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。

街

主

設

備

に

つ

い

て

は

・

群

の

縦

横

に

遁

や

る

主

要

幹

線

に

よ

り

、

屯

気

蒸

気

水

道

等

研

-

容

易

に

各

宅

に

引

入

れ

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。

そ

れ

飲

こ

れ

迄

業

務

上

止

む

な

く

商

業

地

域

、

工

業

地

域

内

に

住

居

し

て

ゐ

た

人

身

は

、

安

値

な

交

泌

機

関

で

理

想

郷

の

何

宅

群

か

ら

の

泌

勤

が

容

易

に

友

っ

た

の

で

.

チ

女

の

敬

郡

山

の

錆

且

は

家

庭

生

活

の

卒

柴

の

潟

大

卒

は

家

庭

を

繁

華

地

か

ら

泣

ざ

け

た

の

で

あ

る

。

今

で

は

十

単

一

二

十

単

一
の

道

程

も

一

世

紀

前

の

一

里

程

に

も

醤

ら

た

い

有

様

さ

な

っ

た

の

で

あ

る

。

か

く

し

て

昔

の

間

合

さ

稲

す

る

部

分

は

弐

第

々

々

に

文

化

的

に

開

渡

せ

ら

れ

さ

れ

て

仕

舞

つ

て

品

業

地

が

誠

に

狭

く

な

っ

て

き

た

υ

そ

れ

で

は

全

国

民

の

三

割

五

分

令

点

る

鴎

民

は

如

何

に

し

た

で

あ

ら

う

か

・

人

口

増

加

に

苦

ん

だ

日

本

民

族

は

H

十

や

副

門

会

部

を

開

拓

し

聾

し

た

の

で

、

腕

判

限

さ

れ

た

凶

民

的

涙

ぐ

ま

し

い

援

助

の

も

と

に

時

氏

、

商

人

は

無

冨

の

内

w

仏

、

肢

い

世

外

へ

さ

雄

飛

し

、

各

地

各

所

に

無

形

の

日

本

を

形

造

っ

た

の

で

あ

る

、

試

み

に

隣

方

支

那

の

奥

地

、

満

蒙

を

見

ょ

、

そ

と

に

は

数

百

一

的

の

大

和

魂

が

分

布

さ

れ

、

内

地

問

朋

の

属

、

工

業

原

料

、

食

糧

ω
製

造

や

懸

命

に

た

し

つ

L

あ

る

の

で

あ

る

。

国

民

の

自

給

自

足

、

そ

れ

は

土

地

ω
園

内

園

外

を

聞

は

が

、

全

日

本

民

族

の

製

産

の

総

和

か

ら

見

れ

ば

よ

い

の

で

あ

る

。

最

後

に

都

市

の

純

化

に

つ

き

て

一

言

h

f

-

貸

さ

う

。

日

水

の

都

市

は

十

九

世

紀

か

ら

二

十

世

紀

に

か

り

で

は

全

く

乾

燥

し

た

も

の

で

‘

公

凶

も

ほ

ノ

l

(
ベ

リ

)

、

フ

レ

!

日

γ

ン

ハ

イ

メ

ル

(

ジ

手

不

l

ヴ

)

の

雨

氏

が

一

一

七

披

の

プ

ロ

ツ

ギ
、

グ

ツ

カ

ロ

、

フ

ラ

ン

ツ

(

何

れ

も

ロ

1

7

〉

の

三

氏

・

一

四

三

械

の

ル

フ

エ

l

プ

ル

氏

(

バ

リ

)

、

四

=

二

蹴

の

グ

ア

ゴ

l

氏

(

ロ

!

?

)

の

五

氏

及

び

園

際

聯

盟

事

務

尾

の

協

力

会

得

て

作

製

す

る

も

の

さ

す

。

三

、

基

本

案

の

作

者

及

び

上

記

の

協

力

者

は

委

員

舎

の

提

案

す

る

修

正

ぞ

容

れ

た

新

岡

案

を

作

製

す

ぺ

し

u

而

し

て

委

民

合

は

先

づ

そ

の

新

岡

案

会

審

査

し

、

撚

る

後

之

伝

承

認

し

、

聯

盟

理

事

舎

の

協

賛

並

に

批

准

に

附

す

る

の

完

令

な

る

自

由

ぞ

有

す

る

ο

四

.

委

員

舎

は

ジ

ヨ

l

ン

三

ア

イ

・

ロ

ッ

ク

フ

ヱ

-
フ

1

氏

(

J

T

息

〉

が

閥

際

聯

盟

国

替

館

の

建

設

並

に

財

閥

三

し

て

提

供

せ

る

寄

附

金

を

考

慮

に

入

れ

、

基

本

案

に

於

り

る

園

舎

室

設

計

は

之

や

取

消

し

・

別

個

の

川

詮

に

充

つ

る

積

り

で

あ

る

。

な

ほ

新

凶

啓

舘

に

針

し

て

は

別

個

の

設

計

闘

案

ぞ

作

る

と

と

そ

要

す

。

五

、

国

際

聯

盟

曾

舘

の

新

設

計

同

案

及

び

固

書

館

の

設

計

闘

案

の

建

築

工

事

費

は

建

築

汲

に

劃

す

る

報

酬

や

加

へ

て

、

間

際

嚇

盟

曾

舘

に

針

し

て

は

一

千

九

百

五

十

高

ス

ヰ

ス

・

フ

ラ

ン

、

閲

撤

回

舘

に

針

し

て

は

約

凶

百

高

ス

ヰ

ス

.

フ

ラ

ン

を

越

え

て

は

な

ら

ぬ

。

六

、

住

築

紅

施

案

の

施

工

に

品

川

h

り

版

作

者

及

び

之

と

協

h

M

す

る

建

築

家

が

そ

の

協

力

を

継

続
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ん

の

申

わ

け

的

に

し

か

施

設

さ

れ

て

な

く

街

樹

も

無

意

義

に

近

い

粍

し

か

植

ね

て

な

か

っ

た

.

そ

れ

で

都

合

人

さ

云

へ

ば

多

く

が

神

経

衰

弱

、

肺

病

の

保

有

者

さ

ま

で

思

は

れ

、

一

時

は

誠

に

盈

慮

ぜ

ら

れ

た

の

で

あ

る

が

、

そ

の

後

年

一

年

さ

改

良

そ

重

ね

ら

れ

て

、

住

宅

の

敷

地

に

於

て

も

空

地

は

特

に

保

健

の

上

か

ら

防

火

の

上

か

ら

股

し

い

規

定

が

定

め

ら

れ

樹

木

の

植

輪

ぞ

叫

制

3

れ

、

た

蔭

で

空

地

の

緑

化

問

題

は

、

建

築

に

於

け

る

温

度

計

算

に

並

ぶ

重

袋

な

事

項

さ

し

て

取

扱

は

る

お

に

到

つ

に

。

そ

し

て

我

建

築

火

阜

の

製

生

‘

悶

塾

、

位

林

の

各

専

門

拳

校

験

生

は

準

ん

?

街

路

に

立

ち

都

市

締

化

.

運

動

の

指

導

者

と

し

て

枇

曾

奉

仕

そ

組

け

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。

人

類

よ

け

自

然

を

愛

せ

、

土

に

親

め

、

汝

は

土

か

ら

生

れ

出

た

の

で

は

な

い

か

、

土

に

培

は

れ

た

整

柿

は

永

久

の

主

命

や

支

持

し

、

自

叫

加

を

愛

す

る

人

類

と

そ

亦

永

越

の

自

鍛

冶

支

配

す

る

で

あ

ら

う

じ

げ

に

我

白

木

民

族

は

日

本

の

土

に

よ

っ

て

生

れ

た

、

大

和

魂

の

塾

術

を

愛

撫

し

-
w

養

育

す

る

事

こ

そ

、

そ

の

本

分

で

は

な

か

ら

う

か

。

建

築

の

設

計

に

於

て

亦

然

り

、

事

に

屯

-
活

の

太

牟

を

容

る

為

住

宅

の

設

計

と

そ

は

最

も

と

の

心

掛

や

要

し

、

我

々

建

築

家

の

宜

ぐ

忘

る

可

か

ら

，

さ

る

永

久

の

精

神

で

あ

ら

ね

ば

な

ら

ぬ

。

以

k

現

今

の

住

宅

に

つ

き

そ

の

大

様

や

述

べ

抵

抗

し

た

心

算

で

あ

る

υ

私

は

や

が

て

懐

し

い

、

わ

が

住

宅

都

の

事

な

き

ゃ

岡

山

ひ

浮

ペ

つ

¥

亦

次

の

研

究

へ

さ

机

に

向

っ

た

の

で

あ

る

。

×  

×  

×  

×  

青

年

建

築

家

は

こ

為

迄

瓜

ひ

続

け

て

ゐ

た

の

で

あ

る

が

、

そ

よ

吹

く

小

風

は

誌

を

一

瞬

に

し

て

、

現

在

の

世

界

へ

引

も

ぎ

し

て

仕

舞

っ

た

。

天

は

申

叫

ん

吋

へ

さ

新

し

い

課

題

令

奥

え

て

下

れ

る

。

き

れ

ば

昭

和

の

建

築

家

ょ

、

お

互

に

心

や

合

せ

、

模

倣

の

代

か

ら

創

作

の

代

え

三

、

A

1

の

診

の

官

現

化

に

努

力

奮

闘

を

重

ね

、

や

が

て

理

想

の

住

宅

を

こ

の

日

本

に

挫

設

し

ゃ

う

で

は

な

い

か

。

再

び

叫

ぶ

。

若

舎

建

築

家

建

よ

け

お

互

の

立

つ

秩

は

今

な

り

、

科

拳

の

頭

三

、

奥

へ

ら

れ

た

日

本

整

術

身

背

菟

つ

T

準

め

、

理

想

の

郷

土

は

日

に

近

し

。

(

終

り

〉

す

る

手

続

へ

協

力

す

る

各

雄

建

築

家

の

報

酬

に

闘

す

る

方

法

を

も

含

む

)

に

闘

し

お

建

築

家

は

委

員

舎

に

意

見

ぞ

申

出

す

べ

し
。

七

、

委

員

舎

で

は

建

仰

が

そ

ン

・

プ

ラ

ン

に

面

す

る

様

に

設

計

せ

ら

る

h

ゃ

う

、

且

つ

湖

岸

の

樹

木

ぞ

出

来

る

丈

け

多

く

保

作

す

る

矯

め

湖

岸

よ

り

成

る

可

く

奥

じ

引

込

ん

で

建

て

る

様

に

設

計

す

る

と

さ

を

希

望

す

る

。

八

、

新

設

計

閲

案

は

そ

の

作

製

に

首

っ

て

協

力

せ

る

控

築

家

全

員

の

署

名

や

襲

名

す

る

。

備

考

ジ

品

、

不

l

u
ソ

聯

盟

事

務

局

で

は

前

記

ネ

ノ

l

案

を

も

含

む

二

十

九

個

の

人

選

設

計

固

案

集

(

大

形

六

十

一

頁

)

を

刊

行

せ

る

が

こ

れ

は

常

支

局

に

も

蝕

部

が

あ

る

か

ら

購

入

希

望

の

方

は

、

二

回

二

十

銭

や

添

‘

へ

点

記

へ

公

申

込

「

さ

い

。

ぃ

米

京

市

丸

ノ

内

仲

通

十

三

時

制

舘

国

際

聯

盟

事

務

局

東

京

支

局

宛
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眺

め

る

家

吾

K

は

時

々

出

家

が

プ

ラ

シ

ユ

を

も

っ

た

川

の

や

う

な

純

良

な

気

持

で

何

宅

の

デ

ザ

イ

ン

ぞ

や

り

建

け

た

く

な

る

d

叉

多

く

の

血

の

気

の

多

い

建

築

家

た

ち

は

純

正

美

術

家

で

あ

る

借

家

三

同

じ

位

置

に

自

分

ぞ

沿

い

て

見

て

、

誇

ら

し

げ

に

振

る

ま

っ

て

ゐ

る

o

そ

こ

に

眺

め

る

家

が

川

来

上

る

。

然

し

建

築

家

が

純

正

美

術

家

で

あ

る

詩

家

並

に

見

ら

れ

る

こ

三

は

、

誇

る

べ

き

と

さ

か

。

道

往

く

人

を

立

ち

留

ま

ら

せ

る

美

し

い

家

、

天

輿

の

絶

去

に

申

分

な

き

貼

景

・

こ

し

て

デ

ザ

イ

ン

さ

れ

た

家

は

、

給

部

や

彫

刻

や

音

梨

等

三

間

じ

や

う

な

効

果

t

l
即

も

美

し

い

感

情

や

見

る

人

に

興

へ

る

で

あ

ら

う

。

こ

れ

も

辿

築

家

の

誇

り

の

一

に

建

ひ

な

い

。

然

し

菩

住

宅

漫

言

本

間

乙

彦

k

建

築

家

ω
制

作

に

は

今

一

つ

誇

る

べ

き

電

-
型

事

を

も

っ

て

ゐ

る

筈

で

あ

る

。

住

む

人

に

梨

し

い

家

を

奥

へ

る

こ

さ

で

あ

る

。

警

術

遊

戯

吾

々

の

生

活

か

ら

趣

味

ぞ

マ

イ

ナ

ス

し

た

ら

、

随

分

さ

淋

し

い

、

色

彩

に

乏

し

い

も

の

さ

な

る

で

あ

ら

う

。

と

の

意

味

で

ス

イ

ス

風

の

山

の

家

も

可

、

イ

ギ

H

ス

の

旧

舎

家

も

可

、

ス

ペ

イ

ン

風

の

家

も

可

構

成

主

義

等

々

々

も

可

で

あ

る

が

多

数

の

中

流

肘

曾

人

の

望

む

さ

と

ろ

は

、

様

式

は

何

で

あ

ら

う

さ

、

住

み

良

い

家

を

安

値

に

得

る

と

さ

で

あ

る

。

払

跡

山

帳

控

築

に

特

妹

の

興

味

ぞ

も

っ

た

人

で

で

も

怠

け

れ

ば

様

式

の

注

文

は

な

い

で

あ

ら

う

。

唯

要

求

さ

れ

る

の

は

住

み

心

地

の

良

い

こ

さ

、

勝

手

廻

り

の

使

利

衛

生

設

備

の

改

普

、

泥

棒

の

要

心

等

々

で

、

地

築

家

の

成

る

人

建

が

唯

一

の

武

様

で

あ

る

『

様

式

の

問

題

』

に

就

い

て

は

唯

一

言

「

な

る

べ

〈

胞

裁

良

く

願

ひ

ま

す

」

:

:

:

建

て

る

人

の

身

に

た

っ

て

見

れ

ば

、

粒

h

吋
・

半

苦

の

千

高

金

在

住

築

家

の

護

術

遊

戯

(

首

人

に

言

は

せ

れ

ば

雄

築

家

さ

し

て

の

欝

術

良

心

か

ら

川

て

様

式

ぞ

吟

味

す

る

こ

さ

)

に

提

供

す

る

奇

特

な

心

掛

り

は

あ

る

ま

い

さ

忠

は

れ

る

。

ま

し

て

外

観

の

様

式

統

一

の

必

要

か

ら

、

住

む

人

の

要

求

は

時

に

ま

抄

ら

れ

る

。

民

い

附

聞

に

は

こ

の

種

の

建

築

家

の

整

術

遊

戯

に

な

っ

た

家

や

多

く

見

掛

け

る

。

モ

ゲ

住

宅

近

来

或

る

一

部

の

人

達

に

「

モ

グ

」

さ

い

ふ

言

泌

が

流

行

し

て

ゐ

る

。

モ

ガ

、

モ

ポ

の

種

類

か

さ

思

っ

た

ら

、

と

れ

は

人

間

で

な

く

住

宅

だ

そ

う

で

あ

る

。

即

ち

文

化

住

自

宅

を

標

務

し

て

非

な

る

も

の

文

学

園

の

モ

、

妖

怪

謎

化

の

グ

、

ε
綿

来

圃

言

海

改

版

の

際

に

は

新

語

さ

し

て

放

鈍

さ

れ

る

で

あ

ら

う

。

私

は

文

化

住

宅

な

る

語

が

大

嫌

古

川

柳

に

現

は

れ

た

建

築

興

味

三

好

向

ご

(

・

本

総

は

斯

即

介

の

府

究

家

根

岸

焼

事

隆

氏

M

r

昨

年

十

月

廿

七

日

J

O

B

K

に

於

い

て

放

送

ぜ

ら

れ

れ

も

の

で

わ

る

・

名

問

魁

り

表

す

如

〈

、

建

築

上

興

味

わ

る

も

の

放

に

蕊

に

共

大

意

ゐ

鍛

殺

し

ま

す

)

。

。

建

築

に

闘

係

の

g
，
る

川

柳

、

さ

は

云

ふ

も

の

¥

元

-

米

が

挫

築

の

記

銭

で

も

な

り

れ

ば

‘

叉

科

感

的

記

述

で

も

無

い

の

で

あ

る

か

ら

、

川

柳

に

依

て

蛍

時

の

匙

築

的

.

倣

向

や

其

の

様

式

や

窺

ふ

こ

と

は

、

木

に

掠

て

魚

ぞ

求

む

る

よ

り

も

至

難

な

業

で

あ

る

。

然

し

賞

時

の

大

衆

が

、

嘗

時

の

建

築

物

に

劃

し

て

何

う

い

ふ

観

念

や

抱

い

て

居

た

か

、

又

は

側

、

フ

云

ふ

建

築

的

噌

好

を

持

っ

て

居

た

か

さ

い

ふ

こ

さ

や

知

る

こ

と

は

出

来

る

の

で

あ

る

o

私

の

目

的

は

そ

こ

に

あ

る

の

で

あ

る

は

云

ふ

ま

で

も

な

い

。

。

。

佑

て

、

第

一

に

円

で

あ

る

。

門

の

種

類

は

非

常

に

多

い

。

然

し

川

柳

は

元

さ

人

事

や

基

調

し

た

も

の

で

あ

る

か

ら

、

門

の

形

式

な

ぎ

に

云

ひ

及

ん

だ

も

の

は

無

い

。

江

戸

築

城

後

、

城

下

に

-

於

け

る

諸

式

名

の

建

築

は

議

枇

器

胞

や

極

め

、

殊

に

一

其

の

表

門

に

劉

ナ

る

念

の

入

れ

た

方

は

非

常

訟

も

の

一

で

あ

っ

た

、

駿

河

大

納

言

の

如

、

ぎ

は

、

大

棟

門

の

表

一
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J  

ひ

で

あ

る

ο

近

郊

の

ダ

メ

ジ

メ

し

た

畑

地

ぞ

石

炭

殻

や

ゴ

モ

ク

で

地

上

け

し

て

五

寸

角

の

コ

ン

ク

リ

ー

ト

の

基

礎

虫

館

の

や

う

な

軸

組

.

嵐

の

跡

の

や

う

に

メ

タ

ル

ラ

ス

に

フ

ェ

ル

ト

が

ヒ

ラ

/

¥

し

て

ゐ

る

。

屋

根

は

・

お

定

ま

り

の

赤

瓦

、

そ

こ

の

立

札

に

必

や

『

文

化

体

宅

専

門

何

々

工

務

所

』

さ

耐

凶

々

し

く

芥

か

れ

て

ゐ

る

。

で

あ

る

か

ら

私

は

近

来

は

場

末

に

の

み

存

在

や

認

め

ら

れ

て

ゐ

る

「

美

術

理

髪

師

』

『

美

術

し

み

ぬ

き

』

の

美

術

仮

に

し

か

、

考

へ

ら

れ

危

い

の

で

あ

る

。

現

従

来

化

住

宅

さ

郁

せ

ら

れ

る

も

の

は

、

生

活

改

脅

運

動

が

始

め

て

起

こ

さ

れ

た

昨

代

、

洋

式

ぞ

加

味

し

た

住

宅

k

m

(

へ

ら

れ

た

名

踊

で

、

そ

の

首

時

こ

そ

新

友

化

金

誇

る

住

宅

で

あ

っ

た

か

も

知

れ

な

い

が

、

現

今

の

め

ま

ぐ

る

し

い

建

築

丈

化

の

終

展

か

ら

見

れ

ば

首

時

の

形

式

を

そ

の

ま

益

踏

製

し

て

ゐ

る

貼

で

諒

文

化

住

宅

で

あ

ら

う

。

そ

れ

で

、

所

謂

る

『

女

化

住

宅

』

な

る

誌

の

宴

に

は

「

う

す

っ

ぺ

ら

」

「

貧

乏

人

の

見

得

」

等

々

の

意

味

を

も

っ
。

新

知

識

殿

山

品

仰

が

ド

イ

ツ

に

印

刷

嗣

申

す

る
、

出

家

が

パ

リ

で

修

業

す

る

。

資

本

家

や

企

業

家

が

欧

米

や

見

壊

す

る

新

知

識

に

接

し

た

だ

け

で

相

世

世

間

で

騒

が

れ

、

開

究

次

第

で

は

問

医

療

博

士

で

あ

り

大

美

術

家

で

あ

り

、

大

合

揃

家

で

あ

り

得

る

。

然

し

、

と

‘

に

阿

っ

た

も

の

は

住

宅

に

就

い

て

の

新

知

識

の

直

輸

入

で

あ

る

υ

こ

れ

は

何

も

遁

る

ば

る

欧

米

ま

で

出

掛

け

な

く

さ

も

濁

仰

米

英

等

の

外

同

建

築

雑

誌

の

十

将

類

も

註

文

す

れ

ば

法

せ

ら

れ

る

。

本

場

よ

り

一

・

グ

月

遅

れ

で

す

採

に

新

知

識

に

接

し

得

る

。

世

凶

介

の

判

所

を

附

し

て

丸

現

在

の

日

本

程

、

花

築

の

デ

ザ

イ

ン

の

援

護

し

た

閣

は

あ

る

・

ま

い

。

ま

た

世

界

で

有

名

な

往

築

家

の

作

品

に

似

通

っ

た

特

徴

や

も

っ

た

、

叫

築

物

の

多

数

に

山

来

る

幽

も

あ

る

ま

い

。

同

民

性

或

は

地

方

色

は

建

築

様

式

の

一

琴

素

で

あ

る

等

三

野

蒜

な

こ

さ

は

言

は

友

い

。

む

し

ろ

汎

品

川

界

的

で

結

桝

で

あ

る

ご

賀

詞

を

呈

す

る

。

瞥

者

は

病

気

を

艶

照

さ

し

、

病

家

は

そ

の

作

口

聞

や

完

全

に

統

御

す

る

こ

と

が

出

来

る

。

そ

こ

固

に

は

新

知

識

の

自

由

訟

試

み

が

行

-

は

れ

仰

る

。

自

然

る

に

)

然

る

に

不

幸

に

も

建

圃

築

家

の

艶

照

さ

す

る

住

宅

は

そ

の

内

に

作

家

と

は

別

な

人

の

生

活

な

容

れ

る

の

で

あ

る

。

よ

く

雑

誌

や

展

児

曾

等

で

、

ク

ヰ

1

ン

の

郊

外

ゃ

、

ド

イ

ツ

の

間

同

都

市

に

で

も

あ

り

そ

う

友

住

宅

の

案

ぞ

比

る

こ

さ

が

あ

る

が

、

私

は

そ

の

度

毎

に

考

へ

る

。

ま

て

よ

、

こ

れ

は

外

園

人

の

出

品

か

し

ら

、

日

本

人

の

た

め

に

デ

ザ

イ

ン

し

た

も

の

か

し

ら

さ

。

又

、

我

か

同

胞

の

デ

ザ

イ

ン

で

あ

る

こ

さ

が

明

瞭

た

時

は

‘

位

む

人

の

些

活

様

式

も

デ

ザ

イ

ン

の

小

に

入

れ

て

ゐ

か

な

り

れ

ば

な

ら

な

い

だ

ら

t
等

と

い

ら

ぬ

苦

錯

そ

さ

ぜ

ら

れ

る

。

兎

に

品

川

、

私

は

小

器

川

な

H

本

人

に

生

れ

た

と

三

や

昨

に

幸

一

服

に

思

ひ

時

に

悲

し

く

思

ふ

。

動

家

建

築

物

は

池

山

慨

に

固

定

し

た

も

の

さ

接

続

で

は

敬

へ

ら

れ

た

。

折

頃

の

料

率

文

化

の

進

展

の

具

合

で

は

ソ

ロ

/

¥

こ

の

定

義

や

控

門

に

は

組

物

が

あ

り

、

其

組

物

の

問

や

木

鼻

に

は

獅

子

や

麟

献

の

雌

物

や

附

け

、

御

成

門

は

大

四

脚

門

で

軒

に

は

綿

版

物

庇

戸

の

破

目

に

は

倭

人

形

の

三

番

曳

冠

木

端

の

上

に

は

鳳

風

の

丸

彫

り

が

あ

り

、

何

れ

も

目

も

肢

む

ば

か

り

の

締

金

磨

含

で

あ

っ

た

。

叉

松

本

・

長

門

守

の

門

怯

二

階

建

り

の

儲

門

で

、

上

の

重

は

黒

塗

h

り

向

大

格

チ

、

諸

飾

り

金

彫

物

、

脇

の

間

オ

モ

ダ

カ

の

紋

で

総

合

の

ピ

カ

/

¥

作

り

。

叉

加

藤

清

正

の

矢

倉

門

は

間

口

十

問

、

柱

欄

間

皆

金

仲

m

b

T

塗

否

、

組

物

の

聞

に

は

犀

の

彫

物

、

瓦

の

端

は

金

箔

、

産

所

の

妻

は

竹

に

虎

の

大

彫

物

、

其

の

大

き

さ

首

か

ら

尼

ま

で

八

間

あ

っ

た

さ

云

ふ

こ

さ

で

あ

る

d

是

れ

ら

は

明

暦

の

大

火

に

焼

失

し

て

以

後

、

株

式

に

依

み

制

限

が

設

け

ら

れ

て

、

さ

う

云

っ

た

桃

山

風

の

豪

脊

な

門

は

地

ぞ

抑

っ

た

の

で

あ

る

。

勿

論

川

柳

勃

興

時

代

に

は

な

か

っ

た

か

ら

杭

王

に

取

が

る

所

以

も

な

い

ω
で

あ

る

。

そ

れ

で

と

、

か

ら

か

ひ

齢

者

ω

門

ほ

さ

/

¥

う

つ

は

只

の

用

ぜ

な

さ

こ

ろ

に

頭

や

働

か

せ

た

の

で

あ

る

。

大

神

楽

ば

か

り

を

入

れ

て

門

令

締

め

ざ

云

ふ

伺

に

は

門

に

依

て

表

示

さ

れ

て

る

階

級

的

意

識

や

知

る

こ

さ

閉

門

へ

心

よ

く

這

ふ

誌

か

づ

ら

も

出

来

よ

う

。

山

門

で

は

、

商

耐

寺

槌

門

の

五

右

衛

門

ぞ

云

っ

た

山

門

に

住

ん

で

千

金

な

ぞ

と

云

ひ
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へ

ね

ば

な

ら

な

い

だ

ら

う

。

日

本

の

建

築

家

は

地

震

を

何

よ

り

恐

れ

る

。

建

築

佳

規

も

大

地

震

特

に

改

鐙

さ

れ

る

だ

ら

う

c

新

し

い

経

臓

を

得

た

た

め

に

。

然

る

に

、

最

も

普

脳

的

で

あ

る

木

遊

佐

宅

に

就

い

て

は

、

つ

い

に

新

ら

し

い

構

造

法

の

濫

表

ぞ

見

た

と

さ

が

ゑ

ぃ

。

皆

前

世

紀

か

ら

の

活

い

体

統

に

鍛

を

混

川

す

る

と

さ

冶

漸

く

知

っ

た

程

度

で

あ

る

。

地

震

は

削

盤

が

動

く

の

で

あ

る

地

盤

に

固

定

さ

れ

た

建

築

物

の

影

響

さ

れ

る

の

は

致

し

方

あ

る

ま

い

「

大

工

か

ら

撃

を

奪

へ

」

位

で

は

生

ぬ

る

い

か

ら

.

地

良

に

は

地

盤

の

ゆ

れ

る

ま

に

主

に

動

く

や

う

な

家

を

考

へ

た

ら

合

う

だ

ら

う

c

或

は

三

脚

査

か

ら

れ

川

館

の

や

う

に

釣

・

り

下

げ

た

家

等

々

々

、

徐

り

こ

ん

た

事

φ

ゼ

ポ

川

き

立

て

る

さ

狂

人

扱

ひ

ぞ

さ

れ

る

か

も

知

れ

な

い

が

、

手

近

な

、

試

み

易

い

程

度

か

ら

木

造

住

宅

の

新

構

造

法

を

案

出

す

る

と

三

は

口

下

の

念

務

.

た

さ

思

ふ

、

首

協

舎

等

が

卒

先

し

て

募

集

す

ペ

含

好

問

題

で

あ

る

。

見

ょ

‘

東

京

を

、

後

丹

地

方

を

4

復

興

さ

は

地

震

で

ま

た

倒

れ

る

家

を

作

る

こ

さ

か

、

地

震

さ

根

く

ら

べ

や

す

る

勇

気

ゃ

‘

復

興

の

早

会

を

外

閑

人

に

ほ

め

ら

れ

て

、

私

は

何

ん

犯

か

煉

っ

た

い

感

が

す

る

の

で

あ

る

。

「

デ

ザ

イ

ン

」

の

御

投

稿

を

歓

迎

し

ま

す

次

披

か

ら

「

デ

ザ

イ

ン

」

の

瓦

守

政

り

ま

す

。

若

い

述

築

家

の

畳

か

な

幻

想

に

な

る

草

案

、

或

は

、

質

現

さ

れ

な

い

で

空

し

く

盤

底

に

埋

も

れ

る

運

命

に

あ

る

力

作

、

等

々

々

、

建

築

で

も

装

飾

で

も

、

結

構

で

す

。

御

投

稿

「

さ

い

。

「

デ

ザ

イ

ン

」

の

瓦

を

飾

り

た

い

さ

思

ひ

ま

す

。

但

し

取

捨

は

編

輯

者

に

御

一

任

を

乞

ふ

。

採

録

し

た

も

の

に

は

薄

謝

を

呈

し

・

投

稿

者

の

御

請

求

に

よ

っ

て

闘

面

は

御

返

送

致

し

ま

す

、

と

云

ふ

狂

何

が

あ

る

。

山

門

や

銭

の

三

文

に

掛

け

た

酒

落

で

あ

る

。

又

山

門

へ

霜

の

か

L

る

母

の

惇

さ

云

ふ

人

情

の

、

』

ま

や

か

た

の

も

あ

る

む

門

、

又

は

門

口

は

、

家

の

入

口

だ

り

に

、

可

な

り

多

く

川

ゐ

ら

れ

て

ゐ

る

借

り

の

あ

る

門

で

夕

立

む

ご

い

と

さ

焼

繊

ぎ

屋

夫

婦

げ

ん

か

の

門

に

立

ち

暗

に

あ

ゃ

あ

る

で

娘

の

門

涼

み

怖

季

候

も

思

中

の

門

は

せ

き

ぞ

ら

す

肢

の

立

つ

門

や

聞

け

る

も

女

房

た

り

な

る

」

何

れ

も

説

明

を

要

し

な

い

程

意

味

明

瞭

で

あ

る

比

の

「

腹

の

立

つ

門

ぞ

閲

り

る

も

女

房

な

り

』

の

反

針

金

行

く

も

の

に

ぴ

ん

さ

し

た

女

房

戸

口

の

錠

を

明

り

と

云

ふ

狂

刊

が

あ

る

。

門

口

に

下

女

が

治

や

ぢ

は

噺

か

せ

是

れ

は

云

ふ

ま

で

も

な

く

下

女

の

親

父

が

、

国

会

か

ら

巣

に

乗

っ

て

来

た

情

景

で

あ

る

。

〈

〉

〈

〉

柱

に

は

ο

彼

の

芭

蕉

の

有

名

ゑ

句

、

道

ば

た

の

僅

は

馬

に

喰

は

れ

け

り

、

を

も

ぢ

っ

た

も

の

で

.

煮

官

り

屋

の

住

は

馬

に

食

は

れ

り

h

り

と

い

ふ

、

営

時

の

街

道

筋

に

於

U

る

情

景

、

即

ち

蹄

・0

馬

を

ひ

い

て

来

た

馬

チ

が

、

馬

や

軒

貨

の

柱

に

つ
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白

人

は

た

ど

彼

等

の

未

知

の

大

陸

で

あ

っ

た

さ

云

ふ

だ

り

の

理

由

を

以

て

、

直

ち

に

南

北

雨

ア

メ

p

カ

や

新

大

陸

と

稀

し

て

今

日

に

及

ん

だ

の

で

あ

る

が

、

し

か

し

其

鹿

に

は

敵

洲

人

の

瑳

見

以

前

か

ら

多

数

の

民

族

が

散

在

し

て

ゐ

た

、

の

み

な

ら

歩

そ

れ

等

の

民

族

中

に

は

、

初

品

会

見

の

白

人

を

踏

嘆

せ

し

め

、

物

質

慾

領

土

慾

に

蹴

ら

れ

た

彼

等

の

非

人

道

的

な

野

望

を

唆

っ

て

、

忽

ち

無

残

な

滅

亡

の

非

謹

を

招

い

た

ほ

き

立

祇

な

、

欧

繰

巴

文

明

さ

は

呉

っ

た

特

殊

の

文

明

の

華

賢

令

後

え

さ

せ

て

ゐ

た

民

族

が

般

存

し

て

ゐ

た

の

で

あ

る

。

そ

れ

は

云

ふ

迄

も

な

い

メ

キ

シ

コ

の

そ

れ

さ

ペ

ル

ク

の

そ

れ

で

・

こ

の

二

つ

の

過

去

に

栄

え

た

米

国

の

文

明

は

、

そ

の

有

山

弘

前

の

系

統

に

就

て

は

、

恐

ら

く

同

一

源

泉

か

ら

分

一

淑

し

た

も

の

で

な

い

か

さ

思

は

れ

る

が

、

彼

等

自

身

の

知

っ

て

ゐ

大

限

り

で

は

、

彼

等

は

始

め

か

ら

失

は

れ

た

る

南

米

の

ユ

ビ

アト

本

間

武

彦

遺

稿

互

に

混

交

渉

で

‘

中

米

三

南

米

の

一

部

に

閉

居

し

て

、

互

に

濁

自

の

文

化

を

育

み

つ

つ

、

彼

此

互

に

そ

の

存

在

脅

さ

へ

相

知

ら

な

か

っ

た

の

で

あ

る

。

し

か

し

て

私

は

今

か

ら

、

と

の

米

大

陸

の

過

去

の

二

大

民

族

中

、

特

に

世

界

の

人

女

史

上

に

類

例

の

な

い

、

そ

し

て

そ

れ

自

憧

に

は

殆

合

間

然

す

る

鹿

が

な

い

ほ

き

能

く

整

備

し

た

一

種

の

闘

家

財

舎

組

織

を

制

定

し

、

維

持

し

た

ペ

ル

ウ

の

醤

民

族

の

文

明

に

就

い

て

・

興

味

あ

る

史

資

や

紹

介

し

ゃ

う

さ

思

ふ

の

で

あ

る

。

ニ

の

過

去

の

ペ

ル

ウ

の

帝

闘

は

、

西

班

牙

人

が

佼

入

し

た

時

代

に

は

、

太

卒

洋

に

沿

ふ

て

、

大

凡

北

緯

二

度

か

ら

南

緯

三

十

七

度

に

豆

h

り

、

今

日

の

エ

ク

ア

ド

ル

、

ペ

ル

ヲ

、

ボ

り

グ

イ

ヤ

及

び

チ

リ

の

沿

岸

に

仲

び

て

ゐ

大

。

そ

し

て

西

方

は

一

帯

に

太

洋

仁

限

ら

れ

て

ゐ

た

が

東

方

に

向

つ

て

は

、

山

地

を

険

へ

て

、

拘

留

地

堺

ま

で

張

出

し

て

ゐ

大

所

も

多

か

つ

仁

、

し

か

も

今

日

で

，

は

そ

の

鐙

界

の

的

確

の

地

位

が

判

ら

な

か

っ

た

り

、

そ

の

な

い

で

一

杯

き

こ

し

め

し

て

る

間

に

、

仕

ょ

う

こ

と

な

し

の

馬

は

、

た

い

屈

の

ま

え

非

少

さ

き

の

柱

を

大

き

な

歯

を

剥

き

出

し

て

ム

シ

リ

/

¥

食

ひ

か

む

っ

て

る

有

様

が

自

に

見

え

る

。

そ

し

て

嘗

時

の

裳

賀

屋

の

軒

先

に

は

斯

う

し

た

馬

繋

ぎ

の

矯

め

の

症

が

あ

っ

た

こ

三

を

知

る

の

で

ゑ

U

4

0

0

{  52 )  

。

。

安

ゐ

使

者

二

八

の

軒

に

鎗

や

立

て

さ

、

云

ふ

何

は

所

謂

二

八

そ

ば

屋

の

軒

に

、

騒

々

し

い

た

使

者

が

沿

ひ

る

の

仕

度

脅

す

る

に

め

、

御

持

参

の

鎗

b

ぜ

た

て

掛

け

ら

れ

た

こ

と

で

あ

る

。

も

う

一

つ

軒

の

何

軒

ま

で

も

届

く

は

伯

父

の

敷

居

な

り

之

は

不

義

理

脅

し

た

の

で

敷

居

が

高

く

、

ま

る

で

軒

ま

で

届

く

ゃ

う

だ

さ

云

ふ

と

さ

で

あ

る

。

く〉

。

縁

側

の

句

で

は

丸

薬

で

橡

側

の

日

脅

迫

ひ

ま

は

し

是

れ

は

、

丸

薬

を

抜

側

で

干

し

て

居

る

さ

.

日

の

う

つ

る

に

従

っ

て

干

陥

拐

を

鐙

へ

な

り

れ

ば

な

ら

ぬ

こ

さ

や

可

笑

く

言

っ

た

も

の

で

胡

r
へ

引

き

立

て

み

く

ま

さ

げ

は

‘

知

何

に

日

本

柱

築

が

採

光

的

に

出

来

て

居

な

い

か

を

説

明

し

て

ゐ

る

も

の

で

あ

る

。

<> 

<> 



箇

地

の

名

郁

が

歴

史

固

か

ら

逸

し

た

り

し

て

ゐ

る

か

ら

一

に

於

て

も

、

洋

上

渇

か

に

謹

呈

し

な

σれ

ば

、

到

底

そ

そ

の

幅

五

を

決

定

す

る

こ

さ

は

殆

ご

出

来

た

い

、

一

説

一

の

一

班

を

見

て

、

全

慨

や

想

察

す

る

こ

さ

が

出

来

た

い

に

依

る

さ

、

そ

の

幅

員

の

最

も

庚

い

所

で

も

、

百

二

十

一

位

で

、

南

太

卒

洋

上

の

航

海

者

の

眼

前

に

来

る

凪

も

来

里

以

上

に

は

出

な

か

っ

た

さ

云

ふ

こ

さ

で

あ

る

が

、

兎

一

る

日

も

建

組

展

開

し

て

行

く

、

自

与

の

銀

冠

を

裁

い

て

に

角

そ

の

幅

員

が

南

北

の

延

長

に

比

し

て

、

茜

し

く

不

一

雲

表

に

強

ゆ

る

チ

ン

ポ

ラ

ゾ

ぞ

首

庖

と

し

て

山

岳

屯

挫

釣

合

で

あ

っ

た

こ

さ

は

確

で

あ

る

。

一

し

た

と

の

ア

ン

デ

ス

ほ

ご

崇

高

森

搬

な

印

象

を

興

へ

る

そ

れ

は

非

常

に

珍

ら

し

い

地

勢

ゃ

な

し

た

閣

で

、

多

一

景

観

は

殆

合

他

に

見

ら

れ

な

い

の

で

あ

る

。

く

は

幅

員

二

十

里

以

上

に

出

な

い

ほ

き

の

狭

い

土

地

が

一

し

か

も

そ

の

土

地

は

さ

云

ふ

さ

、

出

業

に

も

内

地

の

太

一

令

停

に

泊

ふ

て

椴

の

や

フ

に

南

北

に

走

り

、

そ

の

背

一

交

通

に

も

殊

の

外

不

遇

制

で

、

沿

岸

一

帯

は

地

味

貯

せ

後

に

は

直

ち

に

E

大

の

大

山

脈

が

恐

ろ

し

い

鍛

鎖

の

や

一

た

沙

地

で

、

年

中

殆

き

降

雨

な

く

‘

た

ど

水

位

の

乏

し

う

に

謹

亘

し

、

南

端

の

マ

ゼ

ラ

ン

海

峡

か

ら

起

っ

て

真

一

い

審

k

た

る

流

れ

に

育

く

ま

れ

る

ば

か

り

で

、

コ

ル

デ

直

に

北

準

し

て

、

南

緯

十

七

度

あ

た

り

に

於

て

最

高

度

一

什

川

-

フ

の

分

水

儲

か

ら

東

方

大

西

洋

に

向

っ

て

奔

流

す

l

賢

に

米

大

陸

の

最

高

度

l

l

k
還

し

・

そ

れ

か

ら

一

る

水

誌

の

非

常

に

笠

宮

な

の

に

比

す

る

三

、

世

に

著

し

次

第

に

分

岐

し

て

髭

つ

か

の

小

山

肱

さ

な

っ

て

、

バ

ナ

一

い

掛

照

を

示

し

て

ゐ

る

。

ま

た

そ

の

山

岳

地

方

は

‘

班

マ

地

峡

に

ま

で

蓬

し

て

ゐ

る

、

こ

れ

が

有

名

た

ア

ン

デ

一

岩

三

花

尚

岩

の

地

肌

の

念

峻

段

厄

が

兎

挫

し

・

中

腹

以

ス

の

コ

ル

デ

イ

レ

ラ

即

ち

土

人

の

云

ふ

慮

の

『

銅

の

山

』一

上

の

高

地

は

、

自

己

の

恐

ろ

し

い

噴

火

作

川

に

依

る

外

で

あ

る

が

、

事

買

は

等

ろ

『

黄

金

の

山

』

さ

呼

ん

だ

方

が

一

は

、

赤

遁

直

下

の

烈

日

に

も

消

え

る

と

さ

の

な

い

高

年

品
目
闘

っ

て

ゐ

た

か

も

知

れ

な

か

っ

た

、

そ

れ

ほ

さ

金

融

艇

を

一
雲

に

匂

ま

れ

て

、

共

に

出

民

の

力

に

は

合

ひ

き

う

に

も

離

し

て

ゐ

た

の

で

あ

る

υ

と

の

大

山

脈

は

多

く

は

二

傑

一

思

は

れ

な

い

。

の

み

な

ら

手

品

川

岸

線

に

活

ふ

た

長

い

地

三

傑

を

な

し

τ
謹

亘

し

て

ゐ

る

の

で

あ

る

が

、

洋

上

か
一

帯

も

・

到

る

虚

断

崖

絶

壁

、

狂

流

奔

端

、

施

の

ク

エ

プ

ら

こ

れ

を

望

む

さ

た

ど

一

伎

の

謹

鎖

の

や

う

に

見

え

、

一

ラ

グ

ス

『

|

|

架

空

の

桟

遁

令

指

ら

れ

な

が

ら

渡

る

戦

々

そ

の

山

地

の

住

民

に

は

樹

立

し

た

個

々

の

大

山

塊

の

や

一
競

々

た

る

旗

人

の

自

に

は

、

到

底

そ

の

底

の

深

さ

を

見

う

に

見

え

る

多

数

の

噴

火

山

も

、

洋

上

か

ら

は

た

ど

そ

一

究

め

る

と

さ

の

出

来

た

い

恐

ろ

し

い

山

中

の

地

隙

ー

ー

の

太

山

脈

中

の

謹

峰

さ

よ

り

見

え

な

い

。

そ

し

て

そ

の

一

に

遮

ら

れ

て

、

全

部

の

交

油

は

完

く

不

能

で

あ

る

や

う

大

自

然

の

規

技

の

雄

部

な

こ

さ

は

、

何

度

の

粋

広

の

昆

一

に

思

は

れ

る

の

で

あ

る
。

し

か

し

往

時

の

ベ

ル

ヲ

性

民

ま

で

塗

さ

う

噂

こ

し

た

全

盛

会

見

る

こ

と

が

出

来

な

い

不

幸

な

女

を

云

つ

・

た

の

で

あ

る

。

治

妾

の

床

に

新

も

の

五

六

冊

日記

は

説

明

に

は

及

ば

な

い

。

。

。

廊

下

も

亦

遊

廓

万

耐

に

多

く

使

は

れ

た

h
p

s

、

』

ろ

そ

床

佐

し

よ

ツ

て

も

見

守

に

年

が

明

け

さ

い

ふ

ω
は

、

太

夫

の

位

に

・

な

れ

ば

、

見

世

に

並

ぶ

時

上

座

即

ち

床

桂

の

前

に

座

れ

る

の

で

あ

る

が

、

年

明

。

知

判

に

遊

女

の

部

屋

の

床

の

間

に

は

、

選

聾

の

道

具

で

飾

ら

れ

て

ゐ

た

と

さ

か 。

。

床

の

間

は

遊

廓

方

面

の

こ

さ

が

多

い

。

床

の

間

へ

女

郎

の

整

は

有

h

り

ツ

た

け

き

ツ

さ

し

た

座

敷

欠

仰

や

鼻

で

す

る

是

れ

は

苦

笑

そ

禁

じ

ら

れ

ぬ

も

の

だ

、

し

か

し

此

の

座

敷

は

、

座

敷

そ

の

物

で

は

な

く

し

て

、

合

合

さ

か

待

合

ひ

ざ

か

、

さ

う

云

っ

た

事

柄

を

さ

し

た

も

の

で

あ

る

こ

さ

は

勿

論

の

話

し

涼

し

さ

は

座

敷

令

ぬ

り

る

錯

の

酔

な
-
ど

が

あ

り

座

肱

に

闘

す

る

も

の

さ

し

て

は

お

誌

の

悲

な

き

L

座

敷

を

渇

つ

掛

る

大

江

山

座

帆

歩

き

も

鍛

の

搾

夏

座

敷

月

ま

で

迩

ぶ

水

ぎ

か

な
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の

勤

勉

努

力

は

、

そ

れ

に

も

係

ら

や
J

能

く

と

ろ

し

た

一

れ

ば

、

議

し

想

学

ば

に

過

ぎ

る

で

あ

ら

う

。

し

か

も

そ

切

の

自

然

の

障

問

に

打

克

っ

た

の

で

あ

っ

て

、

そ

れ

は

一

れ

等

の

高

地

に

在

っ

て

無

数

の

都

邑

楽

落

問

の

交

植

は

殆

き

土

木

の

天

才

で

あ

っ

た

さ

云

つ

で

も

不

嘗

で

は

な

一

山

中

を

姐

が

る

大

遁

に

依

っ

て

保

た

れ

て

、

最

も

溢

諏

い

の

で

あ

る

。

彼

等

は

疏

水

・

こ

地

下

水

道

工

事

の

適

切

な

施

設

に

依

っ

て

、

沿

岸

の

不

毛

の

土

地

を

一

設

し

て

、

州

立

聴

な

美

し

い

緑

地

さ

し

た

コ

ル

デ

イ

ν

ラ

の

念

峻

な

山

肢

に

段

畑

を

切

拓

い

て

そ

の

高

低

に

膝

じ

て

そ

れ

ぞ

れ

そ

の

高

度

に

一遁

し

た

植

物

を

栽

培

し

て

、

赤

道

地

方

の

熱

格

杭

物

か

ら

南

部

地

方

の

潟

帯

植

物

ま

で

件

程

の

も

の

を

集

め

て

、

規

則

正

し

〈

段

々

に

配

列

一

し

た

、

ま

た

そ

れ

等

の

植

物

栽

培

地

一

椴

以

上

に

鋒

え

た

山

嶺

の

肢

澗

な

雲

-

の

荒

原

に

は

、

彼

等

の

綿

羊

さ

も

云

ふ

べ

き

ラ

マ

の

群

れ

を

放

牧

し

た

。

そ

し

て

そ

れ

等

の

勤

勉

な

住

民

は

、

高

原

地

方

の

高

燥

な

土

地

に

沿

ふ

て
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住

居

冶

桝

へ

、

そ

の

来

っ

た

町

や

部

一
落

の

果

樹

園

や

民

い

庭

苑

に

匂

ま

れ

一
た

の

が

、

普

通

の

雲

表

よ

り

温

か

に

高

く

、

恰

も

空

中

一

切

土

叫

で

も

窓

易

に

ま

都

こ

交

迎

、

す

る

塗

が

開

け

て

ゐ

に

懸

っ

て

ゐ

る

や

う

に

見

え

た

。

例

へ

ば

ク

ィ

ト

の

お

一一

に

の

で

あ

る

。

地

は

海

抜

九

千

乃

至

一

関

択

の

高

度

に

あ

る

と

さ

左

知

一

廊

下

へ

呼

ん

で

問

合

せ

ふ

さ

こ

ろ

さ

は

曾

計

係

の

こ

さ

で

あ

る

。

廊

下

カ

ら

秋

そ

担

え

る

上

草

履

ひ

そ

/

¥

さ

廊

ド

に

顔

が

滞

h

り

長

廊

下

座

頭

そ

一

人

と

さ

づ

か

り

沿

は

ぐ

る

に

宅

は

廊

下

練

っ

て

来

る

更

渡

る

廊

下

を

や

り

て

の

っ

さ

/

¥

も

て

ぬ

奴

廊

下

や

応

の

歩

く

よ

う

さ

で

も

、

吹

出

し

た

く

な

る

も

の

許

り

で

あ

る

。

。

。

詰

所

に

も

関

白

い

の

が

有

り

ま

す

。

詰

所

へ

治

手

の

か

お

る

病

み

上

り

病

み

上

り

は

食

意

地

の

張

る

も

の

で

あ

る

、

た

ま

ら

な

く

な

る

と

、

そ

っ

さ

床

や

抜

け

出

し

て

詰

所

へ

食

ひ

物

漁

り

に

出

掛

り

か

ね

ま

せ

ん

。

下

女

が

鼻

唄

益

所

の

煤

が

舞

ひ

地

図

魯

ミ

い

ふ

三

こ

ろ

の

音

楽

の

名

人

民

公

さ

い

ふ

人

が

、

歌

ぞ

問

問

ふ

た

ら

其

の

美

一音

に

感

動

し

て

梁

の

上

の

鹿

ま

で

が

勤

い

た

、

と

い

ふ

故

事

に

結

び

つ

け

て

、

下

女

の

鼻

唄

の

凄

ま

じ

さ

を

形

容

し

た

も

の

で

あ

る

。

生

酔

ひ

を

搬

は

勝

手

で

可

笑

し

が

り

は

域

ご

し

て

の

幸

一踊

感

を

現

は

し

裏

口

へ

嫁

の

願

ひ

は

鬼

す

に

れ

は

そ

の

反

艶

の

悩

み

を

視

は

し

て

ゐ

る

、

等

し

く

産

所

や

中

心

に

し

で

あ

る

さ

こ

ろ

が

商

白

い

と

思

ふ

。

せよ匂遡附
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マ

ン

コ

、

カ

パ

ク

さ

云

ふ

榊

人

が

そ

の

土

に

降

臨

し

た

一

っ

た

も

の

で

、

さ

う

し

た

全

能

の

存

在

が

あ

る

な

ら

ば

E

の

が

、

そ

の

起

阪

で

あ

る

さ

云

ふ

の

で

あ

る

。

一

一

つ

の

人

絡

さ

し

て

で

も

、

は

に

宇

宙

の

カ

の

具

舎

一

な

ご

、

H

査

に

建

築

の

一

部

に

引

窓

が

あ

る

位

ぞ

示

マ

ン

コ

・

カ

バ

ク

即

ち

マ

ン

コ

大

王

さ

は

、

果

し

え

き

一

し

て

で

も

、

そ

の

形

世

は

問

ふ

慮

で

は

な

い

、

そ

れ

が

一

し

て

ゐ

る

に

過

ぎ

な

い

v

。

ん

な

人

物

で

あ

っ

た

か

。

一

ユ

ダ

ヤ

人

の

一

ヱ

ホ

パ

で

あ

ら

う

三

も

、

基

替

の

三

位

一

。

〈

V

人

文

史

上

に

重

要

注

文

明

の

地

平

ぞ

築

い

た

も

の

は

了

慌

の

紳

で

あ

ら

う

と

も

、

戒

は

イ

シ

カ

の

至

上

の

創

一

隠

居

所

に

は

却

#

穿

っ

た

の

が

あ

る

。

モ

i

ゼ

、

館

、

春

、

:

ノ

ッ

ト

ω

知

主

義

の

一

活

者

パ

チ

ヤ

ク

テ

ク

若

く

は

太

陽

神

イ

ン

チ

で

あ

ら

う

一

隠

居

屋

を

ね

め

(

師

る

単

の

除

閉

幕

者

で

も

、

或

は

ギ

リ

シ

ャ

の

ソ

ロ

ン

、

リ

ク

ル

ゴ

一

と

も

、

そ

れ

や

信

仰

し

さ

へ

す

れ

ば

、

そ

の

名

は

田

義

一

大

事

な

娘

。

ぞ

嫁

に

や

り

は

や

っ

た

が

、

対

に

翌

・
J

る

母

ス

以

下

の

古

来

有

名

な

幾

多

の

経

幽

家

に

し

て

も

、

そ

一

根

強

い

無

形

の

存

在

な

の

で

あ

る

。

一

親

と

し

て

の

思

ひ

や

り

が

隠

己

防

や

通

し

て

偲

ば

せ

τ

れ

等

が

何

れ

も

大

立

法

者

で

あ

っ

た

-

こ

同

じ

に

、

彼

れ

一

そ

れ

で

各

文

明

の

開

拓

者

は

、

自

己

の

目

的

に

最

も

一

ゐ

る

。

も

亦

一

大

立

法

者

だ

っ

た

の

で

あ

る

。

一

能

く

適

合

し

た

そ

れ

ん

¥

特

異

の

形

憶

を

こ

の

紳

に

奥

-

隠

暗

所

で

係

の

馳

走

に

鈴

が

略

り

彼

れ

は

一

つ

の

国

家

を

娃

設

し

、

一

種

の

法

典

や

創

一

へ

た

の

で

あ

っ

て

、

手

に

飴

ま

る

4

ス

ラ

エ

ル

の

子

を

一

隠

居

所

を

ゑ

び

す

紙

程

っ

さ

た

し

て

i

~

定

し

て

、

文

化

の

基

を

拓

い

た

、

そ

し

て

そ

の

准

典

そ

一

般

野

を

さ

ま

よ

ひ

導

い

た

そ

i

ゼ

は

、

怒

り

ぽ

い

勝

報

-

先

づ

和

気

前

々

た

る

感

察

で

あ

る

。

J

の

文

化

は

‘

上

下

山

百

年

ほ

も

」

の

問

、

多

数

の

一

践

に

一
の

山

仰

を

必

裂

さ

し

、

世

界

ぞ

回

々

敬

に

征

服

す

る

一

大

E

O

A

V

野

卸

業

昧

な

イ

ン

ド

民

族

L

T

教

化

し

て

、

多

く

の

勤

に

一

願

望

を

抱

い

て

ゐ

た

マ

ホ

メ

ツ

ト

は

、

制

を

携

へ

た

進

国

女

閥

、

是

れ

は

床

の

間

と

共

に

耐

宗

建

築

か

ら

書

院

に

云

ひ

継

ぎ

悼

へ

ら

れ

た

隼

い

体

説

に

依

る

さ

、

そ

れ

は

長

く

も

我

が

天

孫

降

臨

の

場

合

に

類

似

し

た

も

の

で

た

か

さ

云

ふ

に

そ

れ

は

ペ

ル

ウ

の

中

央

に

嘗

る

ク

ツ

コ

の

底

地

で

あ

っ

た

と

忠

は

れ

る

、

ク

ツ

コ

さ

は

『

中

央

』

ぞ

意

味

す

る

彼

等

の

闘

諾

で

あ

"
。

。

け

れ

-

ど

も

そ

の

建

州

の

由

来

に

到

つ

て

は

、

多

く

の

古

い

闘

中

織

の

そ

れ

さ

同

じ

く

、

大

部

分

が

侍

設

の

諮

に

匂

ま

れ

て

.

明

か

に

知

る

こ

さ

は

出

来

な

い

の

で

あ

る

が

.

彼

等

の

問

ニ

建

図

の

侍

読

さ

て

こ

の

結

く

べ

き

文

明

の

渡

昨

地

は

付

属

で

あ

っ

於

て

丘

n

k

に

劣

ら

な

か

っ

た

ば

が

り

で

な

く

、

或

は

ま

n

#

に

模

簡

を

さ

へ

示

し

た

は

で

の

著

し

く

文

化

し

た

随

民

た

ら

し

め

た

。

彼

れ

は

か

く

の

如

く

偉

大

な

立

法

者

で

あ

っ

た

が

、

一

一
聞

に

於

て

は

忌

た

一

個

の

官

.

敬

者

で

あ

っ

た

。

と

の

結

に

於

て

も

、

彼

れ

は

一

個

の

文

化

の

開

拓

者

で

あ

る

に

ふ

さ

は

し

か

っ

た

の

で

あ

。

宗

教

|

|

・

生

・分

の

統

治

者

に

は

測

知

れ

な

い

下

界

の

人

間

の

秘

密

を

知

っ

て

、

そ

の

死

後

の

立

国

別

の

カ

ぞ

有

っ

て

ゐ

る

人

間

以

上

の

存

花

に

釘

す

る

固

い

信

仰

1

l

t

と

の

宗

教

こ

そ

、

拘

に

さ

ん

な

文

明

の

開

拓

者

に

も

、

そ

の

最

も

有

力

な

味

方

だ

引

窓

に

は

引

窓

に

タ

ぐ

れ

一

つ

引

き

戻

し

引

窓

会

月

が

数

へ

て

起

‘

品

出

で

立

て

板

の

間

の

光

る

は

下

女

の

鑑

な

り

之

は

敬

訓

的

危

狂

何

で

あ

る

。

。
。

窓

に

闘

す

る

も

の

沿

5

ら

ば

さ

窓

か

ら

一

つ

闘

の

出

し

窓

へ

手

を

川

し

て

受

取

る

つ

ぼ

な

官

行

く

奴

を

伊

賀

の

窓

か

ら

じ

る

(

見

共

に

、

人

口

陀

商

し

・た

さ

こ

ろ

に

窓

が

設

け

ら

れ

た

事

を

説

明

し

て

居

る

。
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の

湾

民

政

ア

ヅ

テ

ツ

ク

の

榊

テ

ツ

カ

ト

リ

ポ

カ

の

如

く

際

限

の

た

V

入

聞

の

憾

牲

を

要

求

す

る

恐

ろ

ιい

1

邪

刺

し

さ

た

で

は

ゑ

か

っ

た

か

、

そ

の

所

以

は

、

際

限

の

な

い

人

聞

の

犠

牲

さ

は

そ

の

頃

行

は

れ

た

異

教

徒

礼

問

の

す

べ

て

か

う

し

た

宗

教

の

指

導

者

は

、

他

に

も

共

通

の

貼

を

有

っ

て

ゐ

た

、

即

ち

自

ら

を

紳

の

予

若

く

は

糾

の

具

眼

省

で

あ

る

さ

躍

し

、

且

つ

彼

れ

等

の

継

嗣

を

下

界

に

於

け

る

紳

の

代

表

者

で

あ

る

と

し

た

の

で

あ

っ

た

。

そ

し

て

そ

れ

等

の

代

表

者

は

佐

々

そ

の

問

租

の

耐

性

や

曲

解

し

仁

の

で

あ

る

。

棋

勢

の

限

り

を

極

め

て

、

却

っ

て

自

己

が

人

心

の

周

囲

に

築

い

た

地

壁

を

も

、

頭

脳

の

力

一

つ

で

或

は

何

人

に

も

突

破

さ

れ

る

か

も

知

れ

な

い

こ

さ

を

怖

れ

た

ロ

1

7

・法

王

は

、

装

督

の

諮

愛

の

紳

を

盛

じ

て

、

メ

キ

シ

コ

於

て

、

マ

ン

コ

・

カ

パ

ク

の

国

家

に

似

た

一

正

岡

令

細

川

め

た

か

さ

思

は

れ

る

そ

の

基

骨

も

、

そ

の

同

胞

の

刺

父

、

上

帝

令

官

一保

し

た

の

で

あ

っ

た

u

そ

れ

の

み

で

は

な

く

て

慈

悲

傑

い

同

胞

愛

の

使

徒

で

あ

っ

た

基

管

|

|

彼

れ

も

亦

財

界

的

の

統

治

者

で

あ

り

経

世

家

で

あ

っ

た

な

ら

ば

、

そ

し

て

彼

れ

の

説

教

を

畏

怖

し

た

ユ

ダ

ヤ

伶

似

の

椛

勢

が

ロ

!

?

の

主

椛

さ

結

托

し

て

、

あ

ん

な

に

早

く

彼

れ

そ

殺

さ

た

か

っ

た

な

ら

ば

、

成

は

多

く

の

闘

係

に

取

的

の

納

金

必

要

さ

し

‘

幻

想

的

の

柔

和

な

印

度

人

の

数

導

者

で

あ

っ

た

仰

陀

は

・

人

心

A
m

臼

平

木

あ

ら

ゆ

る

創

浩

物

に

到

す

る

泌

限

愛

の

紳

を

説

き

、

ま

た

前

向

人

に

到

し

北

方

K

向

っ

て

さ

ま

よ

ひ

出

た

の

で

あ

っ

た

』

さ

。

低

を

逃

が

し

て

屋

根

の

谷

渡

し

か

し

、

こ

の

マ

ン

コ

・

カ

ペ

ク

が

も

三

何

昆

か

ら

来

-

居

候

胤

の

接

線

や

這

ひ

ま

わ

り

大

も

め

で

あ

る

か

、

『

ご

ろ

L

て

ず

チ

カ

カ

湖

中

の

島

腕

-

列

身

を

屋

根

へ

出

し

さ

く

女

誕

の

島

に

到

着

し

た

も

の

で

あ

る

か

、

彼

が

そ

ん

な

功

業

ぞ

成

-

等

説

明

に

及

ば

ぬ

も

の

品

設

け

る

に

遁

し

た

一

円

同

等

な

敬

益

、

賢

明

な

知

能

を

何

慮

-

お

ば

の

山

た

跡

は

鱗

に

月

が

さ

し

婚

て

し

れ

玉

后

マ

マ

・

コ

ヤ

の

位

に

即

か

し

た

方

エ

ロ

・

フ

ア

コ

を

件

ふ

て

、

山

間

模

谷

に

住

ん

で

ゐ

る

イ

ン

ド

人

の

野

生

の

食

人

民

膝

令

、

暗

黒

野

m
m
な

間

む

べ

き

境

出

か

ら

調

ふ

て

文

明

に

開

化

さ

せ

ゃ

う

さ

、

チ

チ

カ

カ

湖

中

の

島

唄

か

ら

荒

涼

た

る

フ

イ

ル

カ

ノ

タ

越

を

し

て

、

「

そ

れ

は

第

十

附

紀

の

初

期

、

ゼ

ル

マ

ン

皇

帝

ハ

4

ン

リ

ツ

ヒ

四

柑

が

カ

ノ

ツ

サ

に

於

り

る

告

行

に

依

っ

て

法

王

グ

レ

ゴ

リ

ワ

ス

七

世

に

反

抗

し

た

罪

防

を

蹟

は

ね

ば

な

ら

な

く

な

っ

た

そ

の

頃

で

あ

っ

た

、

最

初

の

イ

ン

ヵ

、

マ

ン

コ

・

カ

ベ

ク

は

、

そ

の

妹

で

あ

っ

て

、

後

に

結

ス

ペ

イ

ン

人

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

・

デ

・

ト

レ

ド

師

は

か

う

云

っ

て

ゐ

る

、

然

ら

ば

歴

史

は

マ

ン

コ

・

カ

パ

リ

に

就

い

て

何

と

停

へ

て

ゐ

る

か

。

火

刑

さ

宗

数

裁

判

の

行

鵠

さ

の

別

名

さ

見

る

こ

さ

が

出

来

る

か

ら

で

あ

る

。

し

か

し

と

れ

は

、

た

ず

こ

り

非

凡

の

イ

ン

ド

人

に

依

っ

て

創

遇

さ

れ

た

文

明

の

近

代

的

精

刺

さ

矛

盾

す

る

や

う

に

見

ら

れ

る

か

も

知

れ

ぬ

と

と

を

、

十

分

に

了

解

さ

す

る

一

端

さ

し

て

言

及

し

た

ま

で

で

あ

る
。

。

屋

根

に

関

す

る

も

の

二

つ

共

説

明

に

及

ば

ヂ

現

代

で

も

判

る

事

で

あ

る

。

北

川

さ

れ

攻

闘

の

と

さ

を

見

世

さ

云

ひ

的

・

な

玄

闘

令

巡

る

や

う

に

友

っ

た

も

の

で

‘

殊

に

大

名

の

邸

宅

や

瞥

者

の

住

宅

で

は

、

威

槌

金

保

つ

闘

係

上

弦

に

建

築

的

効

果

を

出

し

た

も

の

で

あ

る

。

お

玄

関

を

淋

し

く

出

る

は

町

鵬

首

也

是

は

ゐ

披

の

玄

関

で

、

町

瞥

者

の

肩

身

の

狭

さ

と

云

っ

た

も

の

。

脱

却

き

に

玄

関

で

肴

植

が

出

来

る

は

大

-

ご

こ

ろ

の

玄

闘

で

あ

る

。

玄

関

で

火

仲

そ

さ

せ

る

匙

加

減

是

は

欝

者

の

玄

閥

.

摺

鉢

さ

隣

合

は

せ

の

安

玄

閥

玄

関

へ

見

ゆ

る

と

こ

ろ

に

書

物

棚

治

り

に

入

。

、

そ

し

て

、

書

院

趨

り

の

一

般

化

か

ら

少

し

具

前

の

好

い

家

で

は

底

口

や

勝

手

の

外

に

鐙

形

身

請

け

さ

れ

た

遊

女

が

、

過

去

の

牛

活

か

ら

考

へ

て

玄

関

を

見

世

だ

三

忠

っ

た

の

で

あ

る

。

。

1

.
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の

遺

跡

に

は

・

考

古

・製

の

探

検

者

た

ち

が

、

宮

殿

、

披

る

、

そ

し

て

何

か

巳

む

や

得

む

原

因

か

ら

、

そ

の

民

族

一

市

、

多

分

ク

ツ

コ

の

サ

ク

ス

守

山

三

ノ

。マ

ン

の

保

位

の

原

型

ら

し

い

築

城

、

奇

妙

な

石

板

、

後

世

の

建

築

の

小

さ

訟

模

型

、

疏

水

の

方

法

な

で

そ

護

見

し

た

の

で

、

恐

ら

く

其

慮

が

マ

ン

コ

・

カ

パ

ク

ミ

そ

の

妹

の

故

郷

で

あ

っ

た

か

も

知

れ

な

い

が

、

そ

れ

は

俸

設

に

さ

へ

俸

は

ら

な

い

史

外

の

と

さ

で

あ

る

。

現

に

チ

チ

カ

カ

湖

の

南

々

回

に

砂

川

っ

て

断

出

さ

ク

ェ

一

的

を

謹

し

て

ま

だ

内

臥

が

十

分

に

鎚

定

し

な

か

っ

た

頃

回

京

都

で

は

立

文

二

年

に

は

あ

っ

た

さ

う

で

、

江

戸

で

は

プ

ラ

タ

ス

に

遮

断

さ

れ

た

チ

ア

フ

ア

ヌ

コ

の

絡

谷

に

は

一

に

ク

ツ

コ

に

生

れ

て

混

胤

円

ん

で

、

幼

時

か

ら

カ

ト

p

ツ
一

慶

長

年

間

日

本

橋

本

町

議

に

居

た

瀧

山

晴

択

兵

衛

さ

い

『

今

で

も

規

柿

の

非

常

に

雄

大

占

泣

き

う

し

た

諮

跡

が

存

し

一

ク

敬

に

蹄

依

し

て

完

全

な

敬

育

や

施

さ

れ

、

二

十

哉

の

一

ふ

見

が

、

屋

撃

λ

?

を

一九

に

立

い

た

の

で

大

控

訴

品

評

判

一

て

ゐ

る

の

で

あ

る

が

、

そ

の

起

原

に

就

て

は

、

西

班

牙

一

時

西

班

牙

に

渡

っ

て

直

接

欧

洲

文

明

の

空

気

に

縄

れ

、

一

を

取

り

、

学

瓦

の

靖

次

兵

衛

さ

云

は

れ

た

さ

い

ふ

話

ち

一

人

が

始

め

て

ハ

交

し

た

や

同

時

に

於

け

る

・

ペ

ル

ク

の

識

一

そ

の

ま

二

四

班

牙

に

永

住

し

た

蛍

時

の

新

人

で

あ

っ

た

一

あ

る

け

れ

合

、

江

戸

の

町

家

に

瓦

誌

の

始

ま

っ

た

の

は

一

者

ず

ら

そ

れ

ぞ

説

明

す

る

こ

さ

は

出

来

な

か

っ

た

の

で

一

し

か

も

盆

2

2

7

2艇

の

子

孫

で

あ

る

こ

さ

ず

出

大

火

の

後

だ

、

そ

れ

ま

で

は

「

警

患

』

議

す

る

一

や

誇

り

さ

し

て

自

ら

ガ

ル

シ

ラ

ツ

ソ

・

イ

ン

カ

・

デ

・

-
フ

ム

草

話

、

雪

庇

詑

き

が

多

か

っ

た

の

で

あ

る

。

大

火

後

幕

府

一

か

ら

-

ど

う

し

て

間

作

し

た

か

、

三

云

ふ

や

う

な

ん

や

は

、

中

南

米

の

明

始

の

山

野

に

医

く

さ

れ

た

麓

多

の

紳

印

舶

の

一

部

で

あ

る

‘

た

ど

彼

が

吏

に

古

い

他

の

文

明

に

凪

し

た

も

の

で

あ

っ

た

と

さ

は

、

殆

-

ご

疑

な

い

と

ζ

ろ

で

あ

中

か

ら

脱

走

せ

ね

ば

な

ら

な

か

っ

た

も

の

か

も

知

れ

な

い

さ

思

は

れ

る

u

一
一
一

夢

幻

御

建

設

近

年

鏑

々

訴

民

族

が

越

し

た

E

大

友

文

明

の

讃

跡

が

問

問

せ

ら

れ

て

ゐ

る

巾

米

の

と

ミ

に

就

て

は

、

姑

く

云

は

な

い

が

、

事

宜

ペ

ル

ク

に

は

、

さ

う

し

た

文

明

の

遺

跡

が

、

中

南

米

の

何

れ

の

地

方

よ

り

も

多

数

に

散

在

し

そ

の

中

に

は

汚

古

銀

上

、

エ

ヂ

プ

ト

の

ヒ

ラ

ミ

ツ

ド

な

品
」

a

A

共

に

、

人

間

の

手

で

起

さ

れ

た

最

初

の

越

池

物

さ

臨

め

ら

れ

る

も

の

も

あ

る

の

で

あ

る

か

ら

・

そ

の

由

来

す

る

昆

は

、

遣

に

悠

久

な

も

の

で

あ

る

さ

思

は

れ

る

の

で

あ

る

。

た

ど

彼

等

は

『

巨

人

、

即

ち

糾

々

の

敵

が

築

い

た

も

の

で

仇

る

、

そ

れ

だ

か

ら

破

壊

し

た

の

で

あ

る

』

さ

解

し

て

ゐ

た

の

で

あ

る

。

と

れ

等

の

チ

ア

フ

ア

ヌ

コ

で

そ

れ

は

そ

れ

と

し

て

白

い

て

.

マ

ン

コ

・

カ

バ

汐

降

臨

の

侍

設

さ

し

て

は

、

先

づ

そ

の

代

表

的

の

も

の

さ

し

て

、

ガ

ル

シ

ラ

ツ

ソ

・

J

ア

・

ラ

・

グ

ユ

ガ

の

所

説

ぞ

悩

介

し

ゃ

う

。

ガ

ル

シ

ラ

ツ

ソ

・

デ

・

ラ

・

グ

エ

ガ

さ

は

、

同

名

の

西

班

牙

の

民

族

毎

日

丸

さ

し

、

ツ

パ

ク

・

ィ

シ

カ

・

ユ

パ

ン

ク

イ

の

孫

さ

し

て

ペ

ル

ク

皇

家

の

血

統

を

承

け

た

土

人

ぞ

母

さ

し

て

、

西

班

牙

人

が

ペ

ル

ク

の

土

に

最

初

の

足

跡

令

印

し

て

か

ら

.

前

後

十

余

年

や

践

し

て

征

服

の

目

臼疋

れ

は

制

制

で

伯

母

に

化

て

来

た

鬼

が

腕

ぞ

取

っ

τ
屋

根

か

ら

逃

け

だ

し

た

。

其

の

時

破

れ

た

破

風

が

鱗

な

り

の

三

角

に

ボ

カ

シ

と

聞

い

て

、

そ

と

か

ら

月

が

さ

し

込

ん

に

と

さ

を

云

っ

た

も

の

大

阪

や

寝

言

を

書

い

て

屋

根

へ

あ

け

雛

に

も

菰

立

さ

あ

ヘ

ネ

尾

張

町

何

れ

も

説

明

。

ぞ

要

す

る

何

だ

が

、

先

き

が

永

い

か

ら

斯

う

云

ふ

何

が

あ

る

こ

さ

や

知

っ

て

頂

く

だ

り

に

す

る

。

そ

れ

か

ら

封

際

の

屋

根

で

は

た

い

が

四

ツ

手

駕

節

丁

度

紅

葉

で

一円以・

い

に

ょ

う

う

に

プ

ね

の

顔

へ

一

冊

屋

根

や

引

き

ミ

云

ふ

の

が

あ

る

、

本

を

一

冊

披

い

て

顔

に

伏

せ

て

あ

る

の

が

屋

根

を

立

い

た

ゃ

う

だ

さ

見

た

も

の

で

、

之

れ

に

依

っ

て

切

妻

屋

根

の

如

何

に

多

か

っ

た

か

さ

い

ふ

参

考

に

も

な

る

。

瓦

の

渡

米

は

古

く

.

既

に

千

三

百

除

年

前

の

こ

さ

だ

が

‘

之

れ

が

一

般

牒

民

の

建

築

に

用

ゐ

ら

れ

る

や

う

に

な

っ

た

の

は

、

徳

川

時

代

で

あ

る

、

然

も

町

屋

に

瓦

屋

根

の

行

は

れ

た

の

は

京

阪

地

方

が

早

く

、
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グ

エ

ガ

と

離

し

。

ペ

ル

ウ

の

歴

史

家

さ

し

て

は

、

第

二

イ

ン

チ

は

、

志

だ

月

間

野

の

暗

に

包

ま

れ

た

人

類

の

無

智

に

引

合

に

出

さ

れ

る

人

物

で

あ

る

u

一

袋

昧

ぞ

不

闘

に

忠

ぼ

さ

れ

た

、

そ

れ

で

太

陽

の

御

利

の

彼

れ

は

云

ふ

、

一

二

人

の

御

手

マ

ン

ヨ

・

カ

パ

ク

ミ

妹

定

エ

ロ

令

そ

の

使

「

憐

れ

な

ド

界

の

人

聞

の

身

柄

で

は

、

そ

の

糾

堂

の

境

一

節

に

選

ば

れ

た

』

内

に

入

っ

て

拝

む

と

と

さ

へ

慨

っ

た

は

ご

偉

大

な

地

物

一

そ

し

て

と

の

任

命

が

、

チ

チ

カ

カ

制

中

の

品

の

水

中

の

大

糾

パ

チ

ヤ

カ

マ

ク

と

‘

そ

の

御

子

の

太

陽

の

御

利

-

に

突

出

し

た

北

川

の

紳

型

な

以

上

で

行

は

れ

た

さ

体

へ

。

太

陽

に

よ

り

近

く

建

設

さ

れ

た

る

空

中

市

街

。

こ

れ

ロ

ア

γ

デ

ス

山

脈

中

の

v

y

d

m

ム

バ

峡

谷

に

臨

む

マ

チ

ュ

、

ピ

ク

チ

ユ

の

雌

時
制
で

、

美

し

く

恐

ろ

-

し

き

大

自

然

い

抱

か

れ

れ

、

奇

怪

な

る

市

街

と

域

塞

の

一

部

で

あ

る

O

こ

の

市

街

、

、

そ

イ

ゾ

カ

の

絡

箆

地

、

心

強

い

根

城

で

、

、

、

易

か

ら

降

っ

て

グ

向

y

ヨ

や

絡

に

は

会

剣

凶

た

征

服

し

れ

の

で

わ

る

O

の

命

令

で

先

づ

大

名

の

郎

宅

か

ら

手

始

め

に

瓦

立

き

を

賀

行

せ

し

め

、

火

事

の

焚

含

つ

け

見

た

い

ゑ

市

中

の

草

自

板

立

4

0

を

般

禁

し

た

も

の

で

あ

る

。

変

ぬ

で

、

二

年

立

で

は

二

十

年

是

れ

は

俗

諺

そ

の

ま

訟

の

屋

根

令

云

っ

た

も

の

で

o  

o  

瓦

に

は

瓦

以

後

手

紙

世

上

へ

名

も

ひ

ど

き

さ

一

再

ふ

の

が

あ

る

。

く〉

o  

見

世

、

山

巡

り

は

商

業

の

蛍

謹

に

件

ふ

べ

き

も

の

で

堺

地

方

が

早

か

っ

た

、

開

一決

は

鎌

倉

以

後

小

田

原

そ

経

て

江

戸

に

入

り

、

之

れ

も

明

暦

以

後

、

屡

々

大

火

の

洗

櫨

を

受

け

漸

く

護

達

し

た

も

の

で

あ

る

。

女

各

亭

主

は

見

世

へ

迫

ひ

出

さ

れ

金

界

風

た

L

む

さ

常

の

山

に

な

り

な

さ

‘

そ

の

狭

さ

ぞ

忠

は

せ

庄

先

き

へ

出

て

は

亭

主

会

嫌

が

ら

せ

な

ん

て

の

が

あ

る

か

さ

忠

へ

ば

大

喝

一

聾

小

間

物

屋

の

応

を

出

し

と

云

ふ

屈

な

ら

ぬ

庖

も

あ

る

。

。

庇

の

h

刊

さ

し

て

は

o  

姉

の

智

息

庇

の

調

子

へ

租

つ

ぷ

て

が

耐

・

臼

い

。
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包

ゑ

れ

た

湖

中

の

一

地

ょ

に

起

っ

て

、

マ

ン

コ

・

カ

パ

ク

さ

そ

の

妹

は

紳

八
怖

を

拝

受

し

た

の

で

あ

る

。

従

っ

て

後

目

枇

と

の

地

貼

山
μ

敬

皮

た

信

者

に

依

っ

て

、

黄

金

に

飽

か

の

川

谷

や

降

る

さ

、

夜

毎

に

試

め

し

て

来

た

黄

金

の

杖

一

し

て

、

光

耀

赫

灼

た

る

聖

地

さ

経

管

さ

れ

た

と

と

は

、

が

、

あ

る

古

代

始

め

て

太

陽

の

利

の

仰

の

知

く

、

地

中

に

γ

敢

て

異

さ

す

る

に

は

足

ら

な

い

で

あ

ら

う

。

埋

れ

て

了

っ

た

の

を

知

っ

た

。

そ

こ

で

『

紳

の

使

節

は

一

さ

て

こ

こ

で

、

太

陽

の

榊

イ

ン

チ

が

謹

ば

れ

た

使

節

激

ん

で

放

援

を

解

き

、

フ

テ

、

不

ィ

河

と

チ

ユ

チ

ル

マ

ヨ

一

を

召

し

て

、

そ

の

手

に

黄

金

の

杖

を

援

け

こ

。

一

7

河

の

落

合

陀

、

都

ク

ツ

コ

そ

奨

め

τ
、

マ

ン

コ

・

バ

カ

ク

一

『

マ

ン

コ

・

刀

・

ハ

ク

よ

、

と

れ

を

持

て

、

そ

し

て

汝

の

足

は

段

耕

の

術

主

叡

へ

、

マ

マ

・

オ

エ

ロ

は

紡

織

の

方

や

授

}

ぞ

北

に

向

け

よ

。

山

又

山

ぞ

路

へ

て

、

悶

苧

管

法

れ

歩

け

て

、

土

民

ぞ

訓

練

し

・

か

う

し

て

強

大

な

『

四

万

』

の

一

焼

け

つ

く

仲

漠

も

、

沼

地

も

厳

も

踏

み

破

れ

特

脆

行

一

帝

閣

の

基

ぞ

臨

め

た

の

で

あ

っ

た

』

一

き

暮

れ

て

山

野

に

臥

す

時

は

、

こ

の

斑

念

の

杖

や

投

け

一

悦

ふ

に

、

こ

の

侍

設

は

、

チ

チ

カ

カ

湖

畔

の

故

棚

仰

を

，

ら

れ

て

ゐ

る

の

は

、

制

命

悼

授

さ

云

ふ

や

う

な

さ

う

し

一

た

刑

秘

-

豆

淀

川

の

舞

台

さ

し

て

、

と

の

上

も

な

く

ふ

さ

由

は

し

い

こ

さ

で

あ

る

。

吋

そ

の

脚

下

に

は

‘

ア

ル

プ

ス

の

高

山

骨

モ

ン

・

プ

ラ

ン

の

吋

頂

上

と

殆

奇

」

同

一

高

度

に

あ

っ

て

、

探

検

家

ス

ク

ア

イ

一

ヤ

が

、

一

百

一
一
帯
ま

4

F

E

測

つ

で

も

、

そ

の

底

b

f

極

め

る

こ

一

さ

が

出

来

な

か

っ

た

ほ

き

神

秘

の

水

を

抵

へ

た

湖

水

、

一

そ

の

水

が

不

思

議

に

決

し

て

凍

結

せ

ヂ

し

て

、

ボ

リ

グ

一
2

q

ヤ

の

南

方

に

あ

っ

て

、

ま

だ

殆

-
v

」

概

検

さ

れ

な

い

ア

ア

ワ

ラ

ガ

ス

洲

さ

・

狭

い

J

ア

サ

グ

ア

デ

ロ

の

絡

将

で

流

通

一

し

て

ゐ

る

そ

の

湖

水

、

殆

-

V

」

ヒ

マ

ラ

ヤ

の

最

高

山

訟

の

川

問

。

一

を

限

す

る

イ

ル

ラ

ン

プ

の

唆

峰

を

首

ご

し

て

、

山

出

版

な

一

ア

ン

デ

ス

の

宰

の

峯

#

に

阻

え

れ

た

そ

の

湖

が

静

に

横

一

は

っ

た

。

そ

の

榊

k

し

い

静

寂

K

目

ざ

め

た

大

自

然

に

が

汝

を

迭

ら

れ

し

擦

問

聞

に

説

引

き

し

も

の

さ

知

れ

』

『

其

蕗

に

汝

の

性

居

や

定

め

、

汝

の

足

。

ぞ

東

西

南

北

に

山

せ

よ

。

し

か

し

て

夜

に

入

り

て

、

・

忽

ち

と

の

杖

が

土

。

。

天

井

，

日

正

れ

は

狩

野

探

幽

が

如

何

に

各

所

の

天

井

に

語

を

書

い

て

廻

っ

た

か

や

思

は

せ

る

。
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に

埋

れ

て

消

え

失

せ

た

ら

ん

時

と

そ

は

、

や

が

て

大

榊

探

幽

は

頭

の

上

に

賂

h

v

さ

云

ふ

の

が

あ

っ

て

可

笑

し

い

。

向

り

て

、

タ

フ

ア

ン

チ

ン

ス

ユ

の

図

土

|

|

四

つ

の

太

陽

(

即

ち

山

方

)

の

閥

土

そ

求

め

よ

』

と

れ

が

太

陽

の

紳

イ

ン

チ

の

命

で

あ

っ

た

、

そ

し

τ

。

o  

欄

聞

に

は

伯

良

は

欄

聞

を

見

る

さ

思

ひ

出

し

二

人

の

使

節

は

、

パ

ル

サ

に

抗

ら

れ

て

湖

の

両

岸

に

渡

り

、

そ

こ

か

ら

国

土

械

が

し

の

肱

に

就

い

た

、

と

の

パ

さ

云

ふ

の

が

あ

っ

て

、

天

女

の

欄

間

の

多

か

っ

た

と

ル

サ

と

は

今

で

も

土

人

が

使

川

し

て

ゐ

る

疏

令

机

合

せ

と

や

忠

は

せ

る

。

。

て

治

っ

た

狭

い

筏

で

、

一

人

の

却

が

一

端

K

跨

り

乗

っ

。

階

子

に

は

遊

-
M
情

調

が

多

く

階

チ

か

ら

見

↓

北

大

客

は

二

広

三

来

ヂ

別

れ

て

の

寒

い

階

子

や

駅

り

あ

が

り

な

を

あ

北

川

捕

一

住

宅

の

は

少

な

い

や

う

花

、

そ

れ

だ

か

ら

て

、

短

い

搾

で

水

ぞ

桜

い

て

前

進

さ

す

る

、

極

め

て

幼

稚

な

乗

物

で

あ

る

。

か

う

し

て

二

人

は

荒

涼

激

烈

な

風

土

気

候

の

大

ア

ン

デ

ス

山

中

を

、

建

日

北

進

し

紛

U

、

行

4

6

行

き

て

南

粋

十

六

・民

の

溢

ま

で

進

み

、

締

滴

た

る

美

し

い

フ

テ

ネ

イ

さ

云

っ

て

市

中

二

階

誼

り

，

か

な

か

っ

た

と

云

ふ

の

で

は

-

泣

い

。

文

化

の

誕

い

江

戸

で

す

ら

・

明

暦

頃

に

は

日

本

橋

大

徳

崎

町

、

室

町

、

利

出

佐

久

間

町

諮

K

.

二

階

三

階

の

堂

々

た

る

も

の

が

あ

り

、

大

阪

心

野

橋

筋

に

は

大

き

な

呉

服

屋

が

二

階

建

り

ぞ

構

へ

て

ゐ

大

。

年

間

が

来

る

さ

二

階

が

静

か

ゑ

り

暑

い

晩

表

二

階

の

蚊

帳

が

見

え

大

三

十

日

亭

主

二

階

で

琴

を

弾

き

け

れ

や

」

矢

張

り

二

階

も

遊

廓

方

而

の

に

面

白

い

の

が

あ

る

。

さ

云

ふ

の

は

遜

・

郎

の

客

座

敷

は

二

階

だ

か

ら

な

の



子

ら

、

建

岡

山

後

の

比

較

的

告

の

こ

さ

に

就

い

て

み

一

に

兆一

し

く

明

確

や

蝕

く

さ

と

ろ

が

多

い

の

で

、

私

た

ち

有

た

な

か

っ

た

、

元

も

記

娯

計

数

の

手

段

ざ

し

て

、

文

一

の

主

チ

ぞ

設

け

る

た

め

に

‘

必

下

車

長

姉

と

結

婚

せ

ね

も

一

ば

な

ら

ぬ

、

し

か

し

皇

チ

の

出

産

後

は

、

皇

長

姉

さ

の

一

字

に

代

る

一

穂

獅

特

の

方

法

令

有

っ

て

ゐ

た

が

、

そ

れ

一

は

文

ヰ

に

較

べ

る

さ

兆一

だ

不

完

全

た

も

の

で

あ

っ

た

か

一

切

の

夫

老

閥

係

は

禁

此

さ

れ

ね

ば

た

ら

ぬ

ぐ

』

定

め

た

。

な

さ

無

数

に

あ

る

。。

。

こ

ん

友

極

端

な

血

族

結

婚

の

制

度

は

・

今

日

の

忠

利

山

田

明

4

甲

山

‘

と

の

何

に

而

白

い

の

が

あ

る

。

か

ら

日

比

れ

ば

、

焼

く

べ

4

u

非

愉

伴

附

悼

の

と

三

で

は

か

で

遁

な

ら

ぬ

轡

で

明

庖

二

軒

出

来

一

あ

っ

た

の

だ

か

ら

、

容

易

に

民

心

を

牧

概

し

て

、

現

世

に

-

て

紫

古

ク

プ

ラ

イ

汗

の

子

で

あ

っ

た

と

云

ふ

大

路

友

銀

ハ

一

説
。

Z
て

二

『

袋

十

日

人

の

ペ

ル

ク

其

一

他

の

征

服

に

就

一
於

け

る

芝

旧

を

一

身

に

鈍

め

た

こ

さ

は

惜

同

然

で

あ

る

。

ム

一

か

う

し

て

建

幽

の

大

業

が

そ

の

緒

に

つ

く

さ

、

彼

れ

，
て

の

史

的

附

筑

』

に

於

て

考

詑

を

試

み

た

の

で

あ

る

が

一

一

は

自

ら

ィ

ン

カ

さ

都

し

た

‘

イ

ン

カ

さ

は

凶

正

又

は

君

一

と

れ

と

て

直

ち

に

悲

弧

附

舎

三

一

笑

に

附

す

べ

き

こ

と

一

刻

一

で

は

な

い

か

も

知

れ

な

い

の

で

あ

る

o

兎

に

角

そ

れ

ほ

一

主

の

義

で

あ

る

、

そ

し

て

妹

オ

エ

ロ

を

喪

さ

し

て

マ

マ

L

一

(

母

)

コ

ヤ

(

皇

后

)

の

稀

鋭

を

奥

へ

、

そ

れ

さ

共

に

子

孫

弔
」

の

文

明

に

誕

み

得

仁

民

放

に

は

珍

ら

し

い

異

例

さ

し

一

て

、

と

の

ベ

ル

ク

の

民

旅

は

、

皇

制

女

学

な

る

も

の

を

一
勝

来

の

た

め

に

泣

訓

し

て

、

以

後

代

々

の

君

主

は

日

嗣

ア

ル

コ

ア

ト

ル

の

そ

れ

さ

妙

に

併

合

し

て

ゐ

る

の

で

あ

そ

れ

紘

一
寸

裸

形

の

+

L

民

さ

は

似

も

つ

か

ぬ

美

服

ぞ

線

ひ

、

'

Q

。
猫

ま

た

英

国

の

史

家

-

フ

シ

キ

シ

の

如

き

は

、

彼

ぞ

以

一

斑

A

V

・

諮

り

の

青

銅

の

武

務

ぞ

掠

へ

た

優

越

し

た

異

人

で

二

八

月

匂

毘

の

識

も

あ

れ

る

な

り

識

辿

る

迄

は

茄

チ

を

植

え

て

置

会

三

人

で

下

女

は

明

る

く

厳

密

出

る

蹴

も

裁

だ

と

仲

人

し

め

ら

れ

る

新

川

は

上

戸

の

建

て

た

識

ば

か

り

傾

城

の

涙

で

疏

の

屋

根

が

漏

り

口

笛

で

土

蔵

ω
中

を

見

て

歩

き

疲

そ

び

れ

た

古

代

は

識

を

匙

て

家

や

建

て

来

る

さ

先

づ

意

見

巧

者

F
戚

へ

呼

び

持

参

金

俄

か

に

識

が

十

五

建

ち

を

意

味

す

る

も

の

で

は

汝

か

ら

う

か
。

ま

た

一

説

に

は

、

あ

る

『

有

蒋

白

衣

』

の

人

が

チ

チ

カ

カ

湖

畔

か

ら

謹

ん

で

来

て

、

土

民

に

君

臨

し

て

、

彼

等

に

文

明

の

盛

繭

を

授

け

た

、

さ

も

云

ひ

停

へ

ら

れ

る

が

こ

れ

に

依

る

さ
、

そ

の

悼

説

は

、

彼

等

さ

は

夜

交

渉

で

あ

っ

た

メ

キ

シ

コ

、

ア

ヅ

テ

ツ

ク

民

族

の

刊

人

ク

ク

ツ

ち

太

陽

の

紳

イ

ン

チ

の

信

仰

に

師

依

さ

し

た

。

光

守

』

熱

を

奥

へ

て

日

毎

に

夜

の

惑

施

e
e
…

捌

ひ

、

野

の

草

を

育

み

一

貫

に

情

景

を

岡

山

は

せ

る

。

笹

ら

せ

、

あ

ら

ゆ

る

庄

物

さ

生

の

敵

び

を

奥

へ

る

太

陽

一

0

0

J

土

政

は

深

能

三

し

て

先

づ

京

都

の

貴

族

聞

か

ら

褒

建

ぞ

以

て

、

十

品ぃ廿円

高

能

の

父

さ

仰

ぐ

信

仰

ほ

吉

、

さ

う

し

し

た

さ

見

る

べ

き

で

あ

る

、

町

屋

に

土

蔵

の

多

く

な

っ

た

の

は

防

火

の

手

段

さ

し

て

之

れ

も

徳

川

中

期

か

ら

の

こ

と

で

あ

る

。

た

山

単

純

な

人

心

に

入

り

易

い

と

さ

は

な

か

っ

た

で

あ

ら

広

ノ

。

そ

し

て

は

彼

れ

は

そ

の

太

陽

の

紳

の

子

で

あ

っ

て

、

何

等

か

の

理

由

仁

依

っ

て

脱

走

し

た

あ

る

マ

ン

コ

・

ヵ

一

は

西

班

牙

人

が

侵

入

し

た

昔

時

に

親

し

く

見

聞

し

た

史

-

あ

る

。

バ

グ

な

る

優

秀

民

族

が

、

若

干

の

郎

謀

、

を

引

率

し

て

放

一

宇

佐

根

川

陳

さ

し

て

観

製
品

9

る

外

泣

い

の

で

あ

る

。

一

筆

生

有

て

新

造

二

階

工

芸

浪

じ

、

そ

の

優

秀

た

知

能

ミ

恐

ら

く

は

ま

た

そ

の

優

一

さ

て

ク

ヅ

コ

に

都

を

奨

め

て

土

民

の

激

化

に

志

ざ

し

一

新

建

は

二

階

や

廻

り

/

¥

寝

る

秀

紅

武

線

に

依

っ

て

、

未

聞

の

土

族

や

征

服

し

た

と

三

一

た

マ

ン

コ

・

カ

ペ

ク

は

、

先

、つ

彼

等

そ

太

陽

崇

拝

致

、

即

国

二

階

か

ら

落

ち

た

最

後

の

面

白

さ

二

階

か

ら

や

り

て

嵐

が

見

世

へ

吹

き

(  60 ふ



一一 一
ら 明 泰 疏 肢 る い 十 そ そ じ l場 事 ら 友 永 絶 に な級カt は る

そ う に 仕 金 近 、 信 分 の の て の 彼 が れ 1t 〈 3bI {奥列 7こ ら れ が

し 。 こ に の 親 し 仰 陀 ー子市1I 1
こ 御 れ 非 て 主 織 紛

に ど な そ て

て れ 体 廷 中 か に そ 孫 旨 の 市
11 ，土 常 ゐ が 危険で と し か の ゐ 代古

平l、 ぞ け さ か し 詳 の が ぞ 土 の 太 に た 組 し 比ら か つ 優 7こ

た 柿 7こ 呼 ら ま づ 使十佃: : I ' L 恩 賜 安 か い で し た 秀 品|ー民

ち 弼 大 ぶ 選 た く 命 二 し 計 徳 の [，'iJ ら て 、 あ れ 、 の な 令 族

は し 市11 Jii : イ で そ 深 を 世 て 陥 に 仰 だ 呈 出 し る る ぺ で I! 且 現 中

.  
ナニ 1き; 腿 さ の い 完 脳 衣 し 裕 子 つ fず た か さ の J レ あ 統 象 の

比 こグ ｾｲｲｾ れ影 ＩＮ ＧＮＨふ行生 ｔ こせさた縄、 も せはクるやで支

品

、』、
イ 北 て に 任 し 余 に の し し こ 承 皐 能 ら

、 の

。 純 あ 配者

ラ の
、

、 制 7こ 年 臨 で む て さ の 太 く れ 今 イ 正 つ

も 見 グ 太 終 ぷ 念 の の む あ べ 、 で 紛 子 十 る 日 ン に 7こ 階

亦
逃 ・ 脇 庄 i l ' 町 に は 久 と る く 問 民 あ 伊・の 三傾端な優塁生塁 カ

{事 f汲

ζ  
ぜ 2 の イ 依 ‘ し さ か 、 る は 絡究 l¥l - の へ そ の

σヲ な 斜l コ ン つ 恐 き を ら そ を 。 更 に 拐合 ん れ 問

園 ぃ Z 前11 リ カ た ら に 務 、 の 敬 に が ほ 胤 上
カミ 支は に

家
と つ の カ の も く 亘 め ひ 大 化 な服つ懸ゆ同 か に ? こ は

さ て 語111 ン 弟 の こ っ さ すよ 命 し く 重 て ら 於 め 配 屡

限 で 、 殿 チ 又 で の て し す や て 、 に 有 姉を 見 て に 者 々

つ あ 授 の ャ μ ぁ[ ，'il 、 た ら 奉 大 4i 限 カ て 大 外 ｬ Ｇ 皆 ｾｪ

E可 め ゐ め 巡 そ 問 マ 色、 ら 何 て に に 明 民 し あ 借 家 四 る ク て

FJE tこ Tこ 、 な の 抵 の 最 十 も 、 友 訟 の j底 に そ る |ー の 百 者 ・ 見ら

7j' の ク 赤 武 子 を 沙 も 五 な 組 つ つ 県 i l ' 、 れ ο 不 主 年 な グ

人 で イ 道 沼 ・ の γ 漠有J I l - < 先 て てA l I 従 民 放 l協 檎 間 き はム れ

の あ ト 以 で フ ク ぞ 名 品 巳 幼 さ も 、 に へ 明 に の さ 、 凶 る

u つ の 北 コ ア v 槌 な の キiE 問 、 直 悦 て な 世 不 の 険掛l 家 主J 珍

入 Tこ 主 に ル イ 河 断 ト 中 な じ 卒 接 服 ・ 卒 々 鮮 紛 の ら

にが ｉｾｊ 位デナにし パ 頃民く和武 さ そ烈 ｬ の 事 宇 の 棋 ま し

合、を人イ・定てｾ I'L' 脹 ー さ カ し の な イ は ‘ 陛 戚 い

ひ あ 併 し ラ カ め チ イ な 令 部ll J 文 に Tこ 傾 攻 ン 、 束 此 で か 現

、 は 合 て レ パ て リ ; つ 次 同 明 訴 。 土 略 カ 決 洋 に あ ノ 白w 象

腐 れ し 、 に ク 、 の . て 々 仁 の へ そ 陀 を は し の 於 り に

- ( - そ て ザ ; 沿 が 大 南 ユ 、 に を た る し 1) [: 以 ・ て 庇 け な 宍 接

ア の 時 五 、 ま に 部 パ 歴 征 掠 め と て 合 て 少 起 尖 る が イ す

タ 子 園 附 て すこ 闘 地 ン 代 服 務 の ミ 益 し
、 し

ら fL: ロ ら ン る

フ のｾ 近北父勢方ク の しし デ 仁 ｈ 寛 ｃ が々て 容き 明欠ｾ も な 於け |  

、 カ の

ア 代 の に 方 に や メ イ イ 7こ て 出 カ 圏 、 肱内i  
I) 、 マ

イ の で

Jレ に 降 雄 に 劣 1111 で が ン
υ

‘ の * 卒 に つ る 法 ン 外

、

ノミ な 盛 iiUt 兵 ら 強 遼 マ カ そ 聯 軍 る が 和 附 の Tこ 人 王 カ 比 グ

が っ そ し を ぬ し 征 タ 中 れ 絡 さ や ']ui ｴ［［ＮＮ 近ｾ の l壬 さ 情 肩 イ

自 て 極 て 誕 英
.  

し カ で か も し う 大 ヌ ; の な で の 園 闘 す ラ

し 是 IιI!: る止七 揚

7こ は 普 れ は o 0 ) 柘 湯 殿
な 哀 其 九 あ で 一 括 あも 長

明庖 庖明

と 議 か は し 後 棺 殿 の ん l去 の 尺 ぶ 説 三 者 毘

ミ 朝 ら 附 近 の 口 か " ， ) て で 手 l去 ら 明 長 の り 『亡 ω へ

や や 揚 直 ぃ " ，) 人らさ が 琴 代 長 い つ 気屋 住 、 は 左 ー

調 其 搬 の 語 }
は を 忘 し 出 や 其 い へ く ま 九 まm 鍛冶右 と

。 し 仙 は 出 殿 ｾＮＺＺ［＠ : : / 平れてく〉て抑下 も 顔 し 侠 ふ パ 長 o 監事

7こ の 智 自 首 脳 時 ん た は * く 女 う や て け い こ 屋 捨

も lfJ 悲 地 平 干 。) だ 時 る の 惑 し 並 ゐ の は 間 だ 屋 て

の 士 の 振 が 風 り 分
。 ヰ、

に い ベ ‘ る し
¥;' さ の

、』司

る

。 で が 出 。 訴 1
1
， ) 民 嫁 。 計 九 梁 る 。 仁 小 一 何 O 粉 納

あ あ ぬi l ' 度 昆 し は
り 尺 ば 外長

る 原 口 艮

屋な 豆賀

る た と 言 な 述- た 仕i ご J，li か
梓 で に 屋Tご

。

ら こ っ ｾ＠ 築 り る

、』ー、.  

り 屋 弓 あ 云 り り

命 ろ 7こ ;e る つ の

を も 刀ミ
。 ? こミ

風 の す し 云

十; も か つ

第 の な た

で で も

ｾｈ＠ あ
庄 の

「・・V 曹 司 - _ 田 '
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つ
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カ
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慶
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ギ

リ

ジ

ヤ

紳

臥

棋

の

務

ム

ロ

さ

同

様

に

、

雄

大

な

る

環

境

に

よ

っ

て

引

立

て

ら

れ

て

ゐ

ろ

と

い

ふ

に

は

飴

リ

印

象

的

で

あ

る

O

イ

Y

チ

フ

ア

タ

ナ

の

潔

妖

殿

九

氏

、

そ

の

上

に

彩

た

落

と

す

の

は

ア

ヅ

デ

ス

の

一

山

脈

で

約

三

百

年

の

問

、

こ

の

ユ

l

ト

ピ

ア

や

恭

陀

わ

な

ろ

征

服

者

の

鋭

か

ら

、

護

っ

て

く

れ

わ

ト

の

で

あ

っ

仁

O

こ

の

ほ

肱

慨

は

守

山

W

バ

ム

パ

峡

府

竹

的

絶

頂

の

ピ

サ

グ

に

あ

ろ

O

雲

隠

に

闘

す

る

も

の
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匁

隠

へ

先

や

越

さ

れ

て

月

ぞ

ほ

め

安

憾

で

歯

ぞ

跨

い

て

る

居

候

二

年

越

し

た

れ

て

る

除

代

の

長

草

隠

さ

う

か

さ

思

ふ

さ

、

南

瓜

盗

人

容

一

隠

を

引

倒

し

さ

云

ふ

り

が

め

る

、

勿

論

之

れ

は

出

合

の

掘

立

て

零

見R

際

で

建

築

的

興

味

を

求

む

る

の

は

酷

か

も

知

れ

ね

。

。

。

州

楽

堂

に

闘

す

る

も

の

紳

柴

堂

鈴

や

ば

し

ゃ

く

る

よ

う

に

振

り

の

如

く

刺

殺

営

…

其

も

の

で

は

な

く

多

く

神

楽

を

読

ん

だ

も

の

忌

み

で

あ

っ

て

深

い

建

築

興

味

は

無

い

。

。
〈
〉

劇

場

に

闘

す

る

も

の

、

円

疋

れ

も

幽

川

川

町

は
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え

て

椅

敷

へ

飲

み

に

来

る

誌

の

な

い

内

偽

情

放

の

う

し

ろ

で

凡

桟

般

か

ら
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上

る

の

は

下

女

の

顔

等

、

劇

場

建

築

を

努

露

さ

せ

る

も

の

が

鈍

い

で

も

な

い

が

、

多

く

は

劇

場

気

分

や

持

っ

て

ゐ

る

。

。

。

一

般
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宅

に
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る

も

の

新

室
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一

一
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は

さ

け
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す

一

て

斤

は

目

で

見
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る

と

さ

は
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来

な

い

。

そ

こ

で
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七

と

ら

中

を
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で

ま

は

し

た

の

で

あ

る

。

と

げ

ぞ

立
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形 舎 の は つ な フ し ア 主 長 谷 の た 褒 き 妻 の Tこ 富 | 僚 ら

勝 常 去 、 て 市 板 ア 7こ マ ロ に 雲 そ グ 鮮 に の 深 私 の も に イ

の が 地 そ 、 街 石 タ 雄 ン グ 在 に れ ツ 士 山 霊 西 い た 四 で 、 乗 ン

地 建 に こ マ の ぞ ネ 大 の デ つ 埋 は コ で 誕 班 局 ち あ 食 ぜ カ

で つ は の ン 最 挫 イ な よ ロ て れ ‘ の あ さ 芳 逸 は つ 饗 ら さ

あ て 今 一 コ も ん さ 院 に に ・ た ア あ り せ 人 の 今 エ ナ こ 残 れ 郁

る ゐ サ rli ・ 古 だ ツ 鎚 は 守 北 で J レ り 、 ね 令 t 姑 ノレ 。記、 て し

。 る ン 地 カ い 木 ル が ・ ら は あフ・ し 胞 ば し ツ 〈 な 、 て

そ が ・ で バ 部 橋 マ T行 イ れ 大 ら ス 子'1' I列 惜 て デ 、 . 白 終

し 、 ク あ ク 分 が ヨ 街 J 、 コ う 山 の な か ‘ ン ペ ド 人 に 兄

て 全 リ る が は 所 の か カ . そ J レ はd 中 峨 イ な 先 ド J レ の そ フ

こ 市 ス 三 永 サ 々 枝 腰 ユ の デ e. で 観 ン カ 、 づ J レ ワ ブ Tこ の ア

の や ト { 率 性 ク に 川 し パ 麓 イ の あ そ カ っ そ フ 皐 ド め 園 ス

市 ー バ へ の サ 架 が て ン の レ 日 つ 詰 旺 ー た の 氏 者 に 家 カ

泣 昨 J レ ら 居 フ け 立 ゐ ク 大 ラ 原 た ね 代 、 政 ぞ 三 責 減 も J レ

の の 敬 れ 所 ア ら 流 た イ 岩 の 上 な て の イ 金 委 し 金 亡 民 さ

下 下 曾 て を ン れ し 。 大 塊 日 の ら 見 計 ン の fl({ て さ 人 間

か に の ゐ 定 の て て 市 街 サ 峻 美 ば や 者 ! I カ 富 し 最 の れ も や

ら Jlx 小 る め 侭 ゐ 、 11' が ク な し 、 う で 国 の て も 図 て 文 字

ハ め さ υ た に た 巨 に 築 サ ー い 高 。 あ 拶 初 楚 了 化 ぷ 、

ク る な そ の あ 。 大 は 治 フ 支 銘 古 つ の し 見 詰 つ も Tこ

マ で イ チ 束 の 義 花 ぺ と ""7 t.こ ユ 分 ツ カ

ピ キ ガ ン フ 、 、 プ カ リ ム L1J7 ト ) じ ぺ の Jレ カ の ヨ 。 に tJ， コ イ

チ リ ル の ア 市11 ツ マ カ γ ナ コ 、マ Ni ク ン 箪 の そ 題 、 μp プ

ュ ・. " 7 西 カ 蹴 J レ プ 湖 、 ィ Z  フ・ 2 物 以 ツ 道 技 し 予 フ ち タ

a エ ン 館 予 の マ ユ に し エ チ マ J レ に 産 ト を 河 て る P 上 と

ご; 列 に 所 ヨ 遁 . : - . :.._ ｾ＠ 囚 の ・ ＿Ｉｾにサ ｬｬｻ ン問梢
' " ， . - . ， 滑 ン 在 の ユ ヂ ス ン 閑 例 え ん カ ノ 、 ん 限 ク 遁 ・ と す

持 局 A 失 地 枝 パ る | 百l 乏 の つ 南 だ ネ 久 で ら サ が ク 呼 る

i zg た 本 ) 川 又 遁 名 可 床 大 米 も l 花 、 れ フ そ 3 ば 目

: ; . r . . のフ傘 が プ 路 の 愛 の 慌 の の シ 杭 Tこ ア の 即1 れ1' J :

話 ア の 鋭 マ tJ 三 氏 い 義 が 虎 ) ョ の 三 マ 上 l' 、の

皇 さ タ I"j 角 の 出 場 品 、 あ さ ン 義 灼 ン 下 予 そ 肢

)  ネ の 三 尾 て が の ハ つ 云 の で の さ の 町 れ 場

イ 議 角 の ゐ つ 袋 ク 7こ は や ・ 中 フ 境 か ま

川 で 形 諮 る て 〉 カ 所 れ う カ 心 ア 界 有 ら で

の ‘ を で 所 、 イ か る な ン 匝 タ 結 束 南 が

底 サ な、' - " iv. i  バ らフ・ 英 ツ 1或 ネ さ 方 に ノ ;

地 ク し フ 方 夕 起 ? し ト の イ t:r.. ア 111
1

ナ

) サ た ア 遺 蹟 つ の
い さ 周 、 う ン び ン

フ 国 タ く E語 大 家 紅 云 | 剥 ツ て チ Tこ .

ア 域 ネ チ の も の の ふ に J レ ゐ ス 部 ク

接 ふ 工 計 る ii. ろ Tこ

才 お 何 下 か 名 元 股 親 崎 戸 の が す の 寸 背 回 新 タ 。 金 fli・の

磁 定 を 剃 ら 月 H Je 分 す 障 で 設 る が ぞ の 合 宅 顔 が 家 は

に ま l掻 り か の は は 子 る 子 あ 計 の 川 ー 詰 問 の は あ に 其

奥 り さ は み 雨 ま r : 1司 の の 類 る し で 合 間 築 tこ 悲 大 れJ l 盟の

の 通 う | 母 へ 戸 だ 戸 は で は 。 た あ ri¥J さ に つ も 工 ば 掛 結

岩 り さ 子 夜 一 怖 繰 j津 市 、0 の る と す は も 明 の i態 。 国 主

戸 杉 勅 ぞ 伽 枚 い る 良 白 建 で Ｂ 云る京るくｾ 暑 で で

も 戸 使 聞 は づ か 毎 戸 い 築 そ 賂 ひ の 防J ｾ・ ＱＱ かて に 居 あ

少 の に け 塁 手 益 ら 沿 で の 物 う 門 、 が さ A- 8 さすこ 出 る る

L  jjil 妻戸見 て を 沿 戸 き 3，ι tJ， の 0 し の 仇 ・ 京 旧 の 折l 家 掛 母 。

開 へ 水 立 ろ ぞ か ， j ( ; 1事 附 Tこ 相j 殿 日II 合 木 し に け い

き 座 そ て し 閉 さ び 山 j必 故 馬 ill で 間 工 て 喋 る こ

し せ 打 助 け れ あ 品 質 の 染 、 さ の 見 合 ん さ

ち る す3 る さ も ｾｉ は六が踊る に

。 し 安 I l 所 ボ 尺 あ が

て る は 間 を っ さ

最ｾ聞を Ｍ t.こ 云

も い 合 以 問 、 ふ

多 さ の で さ 六 さ

く 云 大 設 す 尺 こ
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ヤ
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小

山

首

平

の

橋

の

義

)

な

も

ど

の

市

匝

が

連

践
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て

ゐ

た

。

そ

し

て

前

に

耐拍

け

た

三

角

形

の
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内
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は
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、

制
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、

紳
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車

中
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の

賢

女

殿

、

多

数

の

王

公

立

政

の

邸

宅

や

始

め

‘

主

要

の

建

物
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悉

く

集

め
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れ

、

一

一般

牒

民

の

住

宅

は

そ

の

匝

域

外

に

あ

っ

て

、

各

#

同

ヒ

職

業

の

も

の

が

集

っ

て

街

匝

ぞ

形

作

っ

て

ゐ

た
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で

、

そ

こ

に

は

、

織

物

屋

町

、

革

毘

町
、

金

物

細

工

町

、

具

足

町

、

陶

物

町

な

も

ど

、

あ

ら

ゆ

る

職

業

の

街

阪

が

め

っ

た

の

で

あ

る

か

ら

、

家

犀

は

上

下

一

昨

日

に

抱

一

だ

低

く

、

街

路

は

制

長

い

も

の

で

は

あ

っ

た

が

、

そ

の

市

域

が

兆

一

だ

制

大

で

、

且

つ

械

め

て

能

〈

整

ふ

て

ゐ

た

と

さ

が

、

ほ

ど

想

像

さ

れ

る

の

で

あ

る

。

今

日

で

も

‘

こ

の

由

緒

あ

る

イ

ン

カ

の

山

都

わ

跡

を
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れ

た

ら

、

食

後

飽

く

な

会

非

道

な

背

の

回

班

牙

人

の

た

め

に

、
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抵
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掠

士
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版
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て
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早
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-

ど

そ
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耐
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5

ぬ

な

が

ら

も
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後
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て
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た
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附

の

建

物
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特

災
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材
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合

法
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さ
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れ

ろ

E

大

な

古

壁
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所
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看

取
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で

、

そ
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。
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て
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三ィ <>

て y

、カ

し

か

も

厳

然

と

存

し

て

お

ろ

、

巨

人

松

、

多

告

は

十

二

以

上

の

隅

品

川

た

も

つ

士

、

そ

れ

代

、

日

本

の

築

城

法

円

い

も

見

る

似

統

で

は

な

い

か

、

そ

こ

に

何

か

失

は

れ

れ

池

刷

版

が

わ

ろ

の

で

は

な

い

V

o

土

用

干

し

控

の

上

の

通

り

道

C  64 )， 

ま

だ

津

山

あ

る

、

叉

障

子

に

う

つ

ゐ

た

か

げ

法

師

ぞ

玄

っ

た

ω
に

も

面

白

い

の

が

あ

る

け

れ

合

、

省

く

。

〈

v

o

m

位

、

之

れ

も

建

築

の

附

風

物

で

あ

っ

て

新

世

帯

挫

の

上

で

味

噌

を

摺

り

畳

二

枚

ぱ

く

り

/

¥

さ

か

つ

い

で

・

米

品

目

か

へ

引

っ

つ

き

合

っ

て

め

し

を

食

ひ

貨

に

而

白

い

。

江

戸

越

後

屋

の

版

ひ

を

云

っ

た

も

の

に

駿

河

町

品

目

の

上

の

人

通

り

さ

云

ふ

の

も

あ

る

。

。
〈

V

'

堂

明

寺

枇

閥

係

の

も

の

二

日

殿

閥

係

の

も

の

‘

座

敷

牢

、

城

・

師

、

狩

屋

な

ぎ

に

開

削

す

る

も

の

も

可

な

め

る

る

が

、

先

づ

そ

れ

ら

は

預

っ

て

置

い

て

、

最

後

に

建

築

に

関

係

す

る

職

業

の

も

の

あ

中

か

ら

杭

鰐

な

し

に

判

る

の

を

掛

け

て

見

ょ

う

。

行

僚

で

食

ふ

は

大

工

も

仕

舞

ひ

の

日

姐

献

や

た

ば

、

』

の

時

に

け

づ

ら

せ

る

飽

肘

か

み

/

¥

大

工

研

い

で

ゐ

る

以

上

は

大

工

品

目

屋

は

隅

で

大

工

ぞ

怒

く

云

ひ

問

屋

は

手

の

鉾

ひ

足

の

踏

む

所

川

町

鮭

が

野

w
一

引

で

掠

笥

や

ひ

よ

い

さ

の

U

円

疋

れ

は

畳

屋



の

一制

堂

が

辿

抜

し

て

、

そ

れ

/

¥

の

祭

榊

が

A

n

配

さ

れ

て

あ

っ

た

。

そ

の

第

一

は

、

ィ

ン

カ

凪

砂

利

さ

し

て

太

陽

の

榊

に

盟

い

で

駕

く

金

倍

さ

れ

て

ゐ

た

月

の

女

神

キ

ル

ラ

の

嗣

堂

で

あ

っ

て

、

美

し

い

月

光

令

そ

の

ま

忌

に

、

川

煙

か

ら

一

切

の

装

飾

ま

で

が

、

し

ろ

金

ぞ

以

て

作

ら

れ

で

あ

っ

た

。

・

択

は

太

陽

の

紳

ω
妹

・

こ

見

ら

れ

た

院

の

-

明

星

即

ち

金

星

の

洞

堂

、

次

は

太

陽

の

紳

の

命

令

奉

ヒ

大

慣

に

於

て

普

通

の

住

宅

さ

同

一

形

式

で

た

だ

そ

の

規

一

て

報

復

懲

問

争

司

る

首

屯

の

嗣

堂

、

最

後

は

太

陽

の

榊

模

が

契

っ

て

ゐ

↑

い

ば

か

の

で

あ

っ

た

ら

し

く

、

大

小

の

一

イ

ン

チ

が

紳

磁

を

鎮

め

ら

れ

十

表

徴

の

虹

の

洞

致

で

、

中

出

来

る

の

だ

が

、

遺

憾

乍

ら

諦

め

た

り

れ

ば

な

ら

ぬ

と

各

室

は

何

れ

も

別

個

に

罪

な

し

に

中

庭

に

聞

き

、

そ

し

一

其

慮

の

厳

正

は

、

口

ざ

め

る

ば

か

り

色

彩

鮮

か

ゑ

七

色

一

さ

を

仰

承

知

願

は

ね

ば

な

ら

ぬ

。

て

そ

の

大

木

堂

一

は

、

現

今

の

ド

ミ

=

ツ

ク

祇

数

合

堂

の

一

の

ア

l

チ

が

架

っ

て

ゐ

た

。

そ

し

て

こ

れ

等

の

神

殿

間

一

0

0

官

山

型

さ

な

っ

た

も

の

で

あ

っ

た

。

一

堂

の

扉

は

・

ナ

ペ

て

純

金

一

十

し

し

は

純

合

で

張

ら

れ

、

特

一

要

す

る

に

、

川

柳

の

中

か

ら

蛍

時

の

辿

築

的

傾

向

や

と

の

大

木

俊

晶

の

内

部

こ

そ

は

・

女

学

遁

め

黄

金

の

賢

一
に

紳

殿

の

外

控

の

周

悶

に

は

、

石

積

の

問

に

厚

い

黄

金

一

見

出

さ

う

さ

一

三

こ

さ

は

、

他

の

小

限

や

歌

謡

桝

の

巾

白
川
で

あ

っ

て

、

そ

の

壁

天

井

一

は

一

両

黄

金

一号

以

て

麓

一

の

傑

排

が

幅

肢

々

さ

蹴

め

廻

は

さ

れ

で

あ

っ

た

。

そ

の

一

か

ら

、

さ

う

し

た

こ

三

金

試

み

る

の

と

同

様

、

ち

っ

と

は

れ

、

西

方

の

壁

に

は

、

巨

大

注

黄

金

坂

に

無

数

の

賢

一

他

こ

の

神

域

内

に

は

、

純

一

慮

凶

千

人

と

稲

せ

ら

れ

た

孝

一

六

ケ

政

相

誌

で

は

あ

る

け

れ

2
れ

を

設

に

利

用

し

て

石

を

鍵

め

て

人

聞

の

姿

に

彫

刻

さ

れ

た

制

慣

が

、

日

光

一

一

一

仕

の

柿

臓

の

常

住

す

る

F

幾

劣

の

宏

批

な

挫

物

も

あ

っ

中

川

柳

・

こ

い

ふ

形

式

を

以

て

現

は

れ

て

居

る

往

築

伝

通

じ

た

の

で

あ

る

0

・

一

て

、

首

時

の

噌

M
Z
V
風

習

を

窺

ふ

と

さ

は

、

日

常

生

活

一

そ

れ

か

ら

ご

れ

等

の

仰

向

に

備

へ

ら

れ

た

祭

式

の

器

一

三

最

も

密

接

な

剛

一慌

の

あ

る

も

の

だ

け

に

め

装

警

斑

一

具

、

調

度

の

類

・

も

‘

亦

悉

く

合

同

銀

ば

か

り

そ

川

ひ

た

も

一

に

川

仰

の

上

か

ら

観

察

す

あ

よ

り

も

、

考

へ

陀

一

つ

の

一

て

も

、

そ

の

外

観

は

甚

だ

m

単

調

な

.

8
・な

陰

欝

及

川

川

附

じ

h

q

奥

へ

る

も

の

で

あ

っ

た

。

海

上

に

調

b

T

唱

へ

て

ゐ

大

官

時

の

問
問

険

的

段

四

班

牙

人

が

、

何

時

の

凶

か

ら

市

町

に

慨

が

れ

て

ゐ

れ

海

の

彼

方

に

あ

り

さ

云

ふ

エ

ル

・

ド

ラ

ド
、

A

W

銀

珠

京

れ

の

質

の

圃

.

そ

の

エ

ル

・

ド

ラ

ド

の

現

出

!

さ

ば

か

り

に

、

初

参

見

の

彼

等

や

狂

喜

し

、

阪

惑

さ

し

た

の

は

、

買

に

仁

ど

さ

う

し

た

挫

物

の

内

部

に

あ

っ

た

の

で

あ

る
。

そ

の

内

に

も

、

そ

の

紳

聖

な

こ

さ

に

於

て

は

勿

論

、

そ

の

装

備

の

批

鹿

な

の

と

、

所

臓

の

什

貨

の

多

大

な

の

さ

で

、

園

内

第

一

で

あ

っ

た

の

は

、

プ

干

プ

・

チ

ユ

バ

ン

の

勝

地

に

山

地

'医

さ

れ

て

あ

っ

た

コ

リ

カ

ン

チ

ヤ

即

ち

太

陽

の

御

利

ω
紳

殿

で

あ

っ

た

。

一

肺

殿

各

部

の

配

置

は

、

に

象

っ

た

背

光

に

包

ま

れ

て

、

東

町

し

て

杷

ら

れ

、

そ

の

南

北

の

南

側

壁

に

は

、

木

乃

伊

さ

し

て

保

存

さ

れ

た

代

々

の

十

ン

カ

の

遺

骸

が

、

生

け

る

が

如

く

覧

会

の

ま

れ

一

座

に

安

置

ぶ

れ

T

居

波

び

.

旭

光

が

東

方

の

蹟

い

入

口

か

ら

ま

さ

も

に

射

し

込

む

さ

‘

堂

内

は

版

い

ば

か

り

金

光

燦

然

に

る

光

協

に

肱

る

の

で

あ

っ

た

。

賢

に

貨

品

取

は

イ

ン

カ

の

言

葉

で

は

、

『

太

陽

の

御

一肺

の

涙

』

に

擬

ら

へ

ら

れ

た

も

の

な

の

で

あ

っ

た

。

そ

し

て

と

の

榊

殿

に

は

、

結

構

の

よ

り

小

さ

な

四

つ

井

戸

掘

り

は

上

り

屋

根

屋

は

下

で

喰

ひ

金

槌

や

か

ぎ

f

l

l

屋

根

底

つ

ま

み

食

。

咳

の

出

る

度

に

犀

根

屋

は

拘

令

す

る

是

れ

は

屋

根

屋

二

代

目

は

人

の

物

江

さ

点

官

云

ひ

是

れ

は

左

官

今

戸

で

は

人

間

鬼

を

釜

に

入

れ

是

れ

は

瓦

毘

で

鬼

さ

は

鬼

一

札

の

と

さ

、

嘗

時

江

戸

今

戸

誌

に

瓦

屋

ω
居

丈

、

』

さ

ぞ

知

る

。

た

ば

こ

蒋

む

中

も

思

築

の

庭

造

り

牛

一

垣

の

う

ら

め

相

手

は

且

那

な

り

是

れ

は

庭

師

の

、

』

さ

で

あ

る

。

〈

V

A

V

此

の

外

に

紙

面

が

許

せ

ば

幾

ら

で

も

銭

げ

る

こ

さ

が
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の

で

、
t

大

本

営

一

の

康

前

に

配

列

さ

れ

た

六

割

の

百

一

大

な

大

喪

h

q

始

め

、

糾

前

ω
香

櫨

、

水

僻

か

ら

、

そ

の

水

盤

に

清

水

冷

引

き

入

れ

る

地

下

水

道

官

、

榊

苑

に

使

川

す

る

岱

具

に

至

る

忌

で

、

す

べ

て

純

銀

ぞ

以

て

作

ら

れ

た

も

の

で

あ

っ

た

ら

そ

し

て

こ

の

六

割

の

大

饗

の

如

き

は

一

個

の

大

さ

買

に

普

通

の

列

チ

の

一

抱

へ

K

除

り

、

高

そ

れ

に

賜

し

-
v
 

b

・-
一
一

だ

い

ー一一-

t

戸

、

‘

ゆ

叫

A

〆

‘

闘

い

供

御

の

穀

物

や

協

っ

た

も

の

で

あ

る

三

云

は

れ

る

0

.・

し

か

し

、

神

般

の

禁

庭

内

に

あ

っ

た

有

名

な

『

黄

金

め

糾

苑

』

は

、

ま

だ

/

¥

も

っ

さ

結

く

べ

き

も

の

で

、

正

に

ク

ツ

コ

最

大

の

伶

翻

で

あ

っ

た

。

そ

と

に

は

琉

金

の

刈

柱

あ

り

、

姿

態

さ

ま

ん

¥

の

政

令

の

動

物

あ

り

、

軽

風

に

小

枝

ぞ

w
m
る

か

せ

る

純

銀

の

草

木

め

り

、

銀

の

悲

一
葉

じ

銀

毛

A

市

。

位

の

製

か

な

宜

を

拙

い

た

末

窃

一

議

あ

り

i  

銀

枝

に

憩

ふ

賞

品

誠

の

烏

あ

り

、

輝

く

珠

玉

の

遡

や

-

強

つ

て

、

今

に

飛

び

出

し

さ

ろ

ゑ

胡

蝶

あ

り

・

州

地

に

這

ふ

て

ゐ

る

笹

石

の

眼

の

虫

類

小

限

あ

り

、

そ

れ

は

た

ど

、

お

伽

噺

ω
闘

の

さ

ろ

し

た

夢

の

園

三

し

か

想

は

れ

ぬ

も

の

で

あ

っ

た

。

し

か

も

ぎ

つ

し

た

善

美

を

つ

く

し

に

人

工

の

極

致

の

う

ち

に

は

、

黄

金

の

水

蓮

か

ら

説

令

の

水

盤

に

泌

へ

ら

れ

た

清

水

に

育

く

ま

れ

て

品

百

め

草

花

が

自

然

る

に

は

充

分

な

の

で

あ

る

。
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。

ミ

ク

ネ

の

そ

れ

に

初

俳

せ

る

ク

ツ

コ

の

大

城

門

。

沈

駄

・

し

て

そ

ぴ

へ

十
ト
つ

城

門

は

有

代

イ

Y

カ

の

枇

崩

叫揖

に

値

す
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“ 二失率一様なら S る柱を有する小屋紐の解法"

大阪橋本組設計部工串士

内

，デ ぜ

そ'i-

第一22 開 論

第一節 Bec k の詑

第二節 Ket c hum の説

第三節 Hool  and }く: i nne の説

第四節 Loui s Roussel et  et A i me  Pet i tet の若 1

1ｾ ー

第 五 節 本 稿 の 目 的 及 特 色

第 二17t 本 論

25一節柱の下端滑節上端[ . 51定たる時

( a)  小屋組上にtt"J 断力が作川ナる場合

( b)  柱上に等布防力が作用する場合

( c)  上下雨住の談合貼に集中横カが作用する場合

( d)  雨住が夫々上下桂の接合黙にｾＺ目異る集中断 ｪ Ｉ そ受ける場合

( e)  上下南柱の談合鈷I ' L 1111カ喜容が作用 する 場 合

( f )  雨住が夫々上下位の接合票 ｾｉ こ相異る曲カ寧ぞ受りる場合

第 二 節 柱 の 雨 端 回 定 た る 時

( a)  小屋組上に集中関カが作用する場合

石 井勇

*( b)  柱上に等布横カが作用する場合

本 ( c) 上下雨柱の陵合勤に集中横カが作川する場合

本 ( d) 爾柱が夫々上下位の接合勤に相異も集中横力を受ける場合

*( e)  上下雨柱の接合鈷に Illl カ型転が作用する場合

ペf ) 雨住が夫々上下柱の控合貼に相主主る l出カ寧や受ける場合

第 三 節 柱 の 下 端 [81定上端滑節なる昨

( a)  小屋組上に集中慌力が作mする埠合

( b)  柱上に等布慌カが作用する場合

( c)  . 上下雨柱の接合鈷に集中横カが作川する場合

( d)  雨伎が夫身上下桂の談合駄に相異る集中横力を受りる場合

格 ( e) 上下雨住の接合勤に曲カ喜容が作用する場合

ペf ) 雨柱が夫 身上 下柱の接合貼ｉＧｌｾＧｉＧＩ異る Ａ日Ａカ ｅ 容 を 受ける場合

第 三 学 問 論

r、

ロ

)



第 一 章 開 論

I ( nee brace を以て柱に結合そられたる小屋組の解法に就いては従来

いろいろの設が庁はれてゐる。本論に入るに先ち、簡明にそれらの説を

紹介し只吟味する所以である D

第一節 Beck の設

a 固に於りる小屋割lがtft カ其仙の荷重状態、に依って盤形ぞ起す場合に

A 貼 B 誌に作らくカを知る鵡に結局柱下端の水平反力ぞ見出さねばな

らぬw; さなる ο この馬に先づ小屋組の二三欠喜容が柱の二次寧に劉・し著しく

大で・、この剛比 s=∞である事、即ち小屋組の鐙形街1の形は、柱の按

形後三雄も何等嬰形を起さな

い。従って第一柱( ま柱) 上端

( 4)  

( 6)  

の場合許容さるぺ剖毘定であ

る。小屋組が壁形しないさ仮

定する以上、必然的に註上部

の二勤 A 及 B が、鐙形後

も同一垂線上に存在するさ云ふこさになる。同一垂綾上には来るが住が

A B 聞に於いて一直線令属すさ云ふのではな〈、曲るには! 日l るが d 賭

ｾ＠ B 鮪ミが結局同ーの垂線ょに来るミ云ふの℃ある。この依定に従っ

て水平反力を求める震には、柱の反的思iぞ知らねばならぬ。反r111駄の位

置や見出さんとして試みた Beck の解法は第二百四十)l 闘 a，ムc，d， e  

に明かなる如く α

そ解くとさは即ち

｢ｾ 解くこさであ

ｾｬ は亦 ｣ さ同 ｲｴ

で さう ると て24甘利用

して c や解とうさ

するのである 。更

に c ぞ d，eの二つ

に分解し M の位 1

置を求める。こう

ゅう順序である o Frq.  249・

Beck ，ま解法を関車 i乙せんざして丁度 E . Suter がその Met hode der 

Fest punkt e に於いて試みた如き分析的手段を撰んだのである 。( 都人一

月鋭、拙筒曇照) 同固に於て:

Ｈ今 ｾ Ｉを ｐ 汁叫ん ， ］ �｢ ，

'--画、

N叫

h

u

A Mにて
S- J PJ r i  

A 一吉万7

8  FI at (ム- x ，) "ー ( ι 二ι 之二
一 一

B - 2EI， 3EI ， 

• M B にて

Ｓ ｆ ， ｡ ， ｢ｾ Ｇ ＭＶｆ ， ｡ ， ｢ ， ｸ ，＠ ＫＳｆ ， ｡ ， ｸｾＭＧＡ｟�｢ 辻 ｾｉＡＮ ｢［ｸ ， ＭＶ�｢ ，｟ｴＺｾ＠ ＫＲ�ｸｾ＠

6EI ， 

F ，a ，を t b，ｾて表し整頓すれば

ｾ＠ _J ob7- 3t b，x;  +2t X:  

U，B - 6EI ， 

然るに始めの偲設に従って OA= d s でなりればならな b、。故に

j 巧一= 必と3が♂辻2在;

3EI ， 6E.了1



u - i L ー λvτ ーの見守71t h

""-11τ - v 且- 3- - …. • ... L '  

と叶こ於て Beck は 賀 際 均 見 地 に 立 っ て 丸 ぞ 与 = 0.5 ム 泊 〈

のである 。第一柱の Knee brare が張力によ って仲び M の位置がそ

の鼠に上昇ずら傾があるか£である。この M の位置に於て第二百五十

闘 の 肺 操 作 を 行 ほ rl l 1 貼で上下雨部分の柱の告が相等川主ぞ利用

して、反曲駐の位置ｾ、建に得るのである。

下位に於て 多= 呉針= をい - 2ca+a. )..........(1)

三九E! ___ U  a +  吋 Ｈ ｾ ｲ｜＠ .. ・H ・- ・ ・・・ ( 2)  

上柱に於て ｾ］＠ U; J  1¥a +2 )  -¥2 )) 

「J - ! - c-

h， Ｍｲ Ｍ ｾ＠
ｊ 後ｾｸ［ ｊ

よ ｩＨＨｴｾｾ ハ

」一石 iムでやf

撚し( 2) 式に於いて Beck は誤* った。( 註 I  I  

ＨｾＱＧ Ｉ＠ j  

‘ 6EI， ｾ乗じ 3b，xi  = δ: 

( 1) さ ( 2) そ等しいさ沿いて

c. 

a =吉平2c

?5l.. x =  0. 5774 b  } ，旨用ふれば

ν
一山α

 

同.，1; : 108 頁には x = 0. 5 b さした時の c - a

の値が出 てやりこ・では正しU、。371 頁の誤

を ｾ Ｇｩ Ｚ き改める震に Ｈ ＱＩ 及 ＨＲＩ に従って

今 x =0. 5774b さして ( 2) 式を正誤すれば

$ = 0・5bと した時の精算値を導くとささずる) F 1G、匂0・

生 =- L ( くα + 0 ωo b) ι (  ＱＫ 判 ＨＰ ＮＴ ＲＲＶ｢Ｉ Ｇ ｾ
dx  2EI  I  ，_.  .  - ;  ¥ .  b  J' - ， )  

=ヲ27(α 包十0.6倒 的

次に 3 2 7 02-2c山つ=327( れ 0…ab)

一
C

一
の

4
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十

ヲ

O
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6

 

4
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n

u
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u

u

 

古

O

百

U

P

は

a

附距

て

の
、

h

り

t
v
 

解

よ

t

T

脚

之

柱 司、.、

0.666o bc+c'  _(0.6666 b+c  ¥ 

Yo=c - a=可五百口 石7 =ι¥正面m 十2c' )

既にんが見出された以上 、第一桂三第二牲に就いてその上端の移動

そ求め、之ぞきti しくさまく事によって水平反カが求められるわりである冶

第二節 Ket chum の読

小屋組の肢に3討する二次寧の比は甚 大で ある。令即ち剛比は∞にして雨

柱の移動は相等しく A B 雨黙は同一重線上に常に存在するが A B 聞の

柱 は 酬 を 鋳 け11I l線柑く。換言古れば B 勤 に 於 い て 住 の 多 = 0

であって全< Bec k の説ざ同一で.ある。従って同慌にまづ反曲黙の位置

が必要さなる。そ icを求め る時 i二 Ket c hum は Beck の如く分析的に

取扱はすT綜合的に取扱ふのである 。第三国に於て:

Knee brace の足駄より下の部分の柱では

M =家= B(dヴ ) ー C日 )

議に、坐標軸の取方ば Beck さ反射で住が y 制である事は云ふ までも

無い。反 I出駄で M は 0 であるかーら上式より

Bくp - y" ) = ( ゑ- yυ ) C

C  _ d - yu  
・….. . .・H ・. ( 1)  

B  h- yυ  

次に A B 聞の柱では南鈷の移動産が限定に従ひ等しいのであるから

雨黙の移動丑の差を取れば ・0 になる 。且つ M の式から導かるべきもの

《

お

ν



I z =( _ Ch，と十o三十主竺之ゾ=ゑ

¥ 2  .  G  2 )  y = d'  

であるから C 及 川 合 む に4附 〈従ってこゆら も 手 の 植 が 得

られる筈である。そこでこの式そ究の知くして導く。
《
マ

h

v

之が 0 であるから

C  _  3d' h- 3d 3  3 d 3  

Ｗ 一 一二 ［ｾ ｨ､ＢＫ､ Ｓ 十 Ｒ Ｑｴ Ｇ = 窃7平E万二"( [ ; ; - ..・...… H ・H ・( 2)

=C(与二一千- 子)+B( 学 イニ)

M = EI-す = 一仰ブ)

E l-多= 一的+ ÷ いF ，

上柱に於て

ｾ＠ "  
くり さ ( 2) より

Yo=手( 部) =佑家)

今、Beck の分析的解法によ る y 。の値ぞ K et chum三

比較する震に第三園の符貌に主- きか令れば

10.6666 h- 0. 6666 d + d  ¥ 

Yo= d(一一一一一一一一一一}，0. 6o6o h - 0.ti 666 a + '2d}  

Ｈゑ土 Ｒ ニ ｾｾＩ
h + 2 d  

ｈｾ＠

tシ

( A)  (A) 

( 5 ) ・丘叶(13 )  

f

h
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4

v
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一
り

a

川
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/

十

ぽ

r
'
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h
 

L  

即ち全 < Ket chumによ る yω の値三同一である o ' 是ば

もさより首然及室町i結であるが Beck が用ひた M 鮪の位置

110m的f

( eJ  

51Jt'ar 

( d )  

8eel m 

( c j  

は Ket chl l mは敢て問題させ歩簡草により精密に y 。の値を得たのであ

るから面白し、o y。の値が得られた以上は Beck さ同様に して桂下端φ

水卒反カ及 C，B ｾ￭ 尋 られ るのであるが ｋ･ｴ｣ｨｵｭ は輩に小屋組上に

集中横力が作用した場合のみについ.て述べその他の場合については記し

は集中傑力が小屋組上にかかった場合と、反曲製i 三

f l G. 3.  

Ef 5F=Bのーーよ- C砂+ ヲ-

CCJ 戸

F 2 = ÷ B d2 さなる 。

の式
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Beck てゐ泣い。

Knee brace 足踏さの中間にかかった場合さを述べ、てゐるが何れも雨住

…  

坊 の 式 は
従って

f が異り且0 長さ も異なる場合に関してであるから活かに一般的で

ある 。向 Knee brace が草に張力問とし FIat bar よりなる時の小屋

組についての記述 もあるが是は本稿の閥せぎる所であるJ 、

の

EI Z- - cbヰかヰBd'

y =d 及 y = み の限界にて積分する時は
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第三節 Hool  and K i- nne の読

、: 小屋組が柱の移日J 後 も何等5整形 を起さないさ云ふ鼎iでは前二説さ同一

で争るが A B二勤が同一垂線上に来るこさを限定する時にとの部分の柱

ずプ直線さして掛るさ云ふ院が全保異る限定さなるのであるコ換 言すれ

ば B 黙に於U る 乞ー が 0 誌 に 三 に な る o と の 考 ¥ 方 は 姉 崎

パる R…let et Ai me Peti tet の説三同断 であって前二怖の多= 0

U さこれらの 3 7 = 6 a t B 洲本的な相異酷である。

' A B雨貼のf = O針拘位置の問題は荷重のj伏憩さ小屋組の形状三に閲する 。

第二百十六軍 刀如き建物で叉荷重である時は、小島組の傾斜面の方が住

の 部分より強 〈作用 され 、 怪端に云 へ ば第二百十四闘の ｾｏ き場合であっ

て同 α 固の如くなる。即ち d 貼は B 勤より も右 側に傾くのである。

然るに第二百+ : 七悶の如 き場合では柱の部分の方が強〈内測に向つ古座

迫されるを1 ら、極端に云子、ば第二百十五国わ如4 依り‘控形は同 α 固の如

く主主る。I ! I J ら A 貼は Bl 出よりも t? 側に傾くので=あ‘る。

是等の極端なる場合に封じては股密なる意 I沫 I' C於ては Beck 叉は

Ket c humの偲定さ ffil f. も遁首では担れ、が第二百十八回の知念場合ではこ

れらの中間三考へられ徒って安世さ見て差支へな b九カ J ような次第であ

るから何れにして もA B間の柱は l出る諜であり全然一直線右? なすさ考へ

るこさは二鼎iが重る場合を除いては不都合さ云tまねばならぬ。

Hool  and Ki nne の設は除わに也際的である。柱の反 II : t J 誌の位置も

酬 の 完 全 な る 固 定 は 経 験 上 到 閥 抗 ぺ くもないこさで捌 よ り 手

の烈iにあるさして居 る。 筒軍には相異ないがわれらが遁及すべき範囲主

り遠くはなれてゐる 。

第四節 Loui s Roussel et  et 

Ai me Peti tet の著書

Loui s Roussel et 及 Ai me Peti tet の扇氏は Hool

and Ki nne さ同ーの偲定に従って本論に納めた如き

数多の荷重蛇に柱雨端のA犬態に閥 して柱脚に於りる7KFIG.  a14. ・

f' 1G. '  z18.  F J G.  2I' {.  

卒反力- a 求めた。反曲貼の位置に就いて

は Hool and Ki nne の知き設を協さすも

理論的の操作に従ふ。即ちより穂論的で

より精密である 。 この著書は“ Stabi l i te

(a) ，.1 

des constructi ons usueHes" 
で

"Def ormat i ons des construct i on 

、，

FI G.  2. 15.  
usuel! es" の姉肱編を属す悌書である。
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ぴ計算して誤主改め叉第二部より 必 = 1.  ( 上下雨位二次卒の比〉さ1 " れ

ば第一部の結果も得られ るから第二部η みぞ紹介す る事えした択第であ

B 勤 に 於 て 去 を 0 ぬくとミは不都合な慨に州共ないが前週のム

-・

1; 

本稿の目的及特色

る。

1  

の，値の式に必さ d を等 しくたくさ y ，， = 万一d となり、この時は B 2li

に於て柱の 去 は 0 さなる ので あ る か ら れ d の差別、なれば fほ

とr程との限定は許 さるぺき性質の もの三な る。故にそう ゅ う場合に街し

第五節

本慌の目的は前述の理ft J により Roussel et 及 Ai me P坑 itet に依 る

柱の二衣率一様ならざ る場合の解法ぞ紹介すF こさ惚停する 。唯こ L に

残念な事は、柱の南端固定な る場合に閥しては最も容易である、，j、屋組

上に集中断力が作mした場合につい てのみ算出され、以下の場合に闘し

てはこの著; ! ? ほ有用 である。特定蕊に特筆すべき事は柱の二次率一様 な

5 ぎる場合に到する締法を示しfこ司王で従来、二火塁手一様 なる場合に闘し

ては多 くの解法があったが この場合に闘しては寡聞の私の知る限りに於

ては無かった儀である 。 この黙を? 非常に珍らしく感じるのである 。事貿

τ は、其れが展 もわれらが&、要とする 所であ るに拘はらす3計算の複雑ぞ

理由三して、全部省略されてあ る事であ る。 従てつ本稿の特色はこれら

われらが日常屡k ぶつかる場合 jまク レーン、ガー ダーを有す るとの種の

工場で あ り、叉買際精密主主計算を裂す るも のは小屋組が数及形に於 て共

に永友 る時で従って h と d (J_ 差が小さい場合であ る。

の重要な る場合を全部新たに解いて附け刻l へた賠にあ る。 第三節の終り

のこ項 も同慌に私の鉱出したものであ るがとの廃合は比較的問軍であ る

本論の内容や) . @¥弔す る場合あ る制限ぞ必要きす る。それは精密ぞ要求

する程 度 に よ っ て 自 明 る所むあ るが弘 は 般 に 径一レ さ ず る 。蕊に

もさよ り Beck 或は Ket ehumの限定に本づいて、 .Roussel et 等が

試 みたる如き数多の荷重j伏態に於て水卒反力金見出すなら ばその方が望

まじ ド事勿論であ るが一 身 y " の値を求めねば なら 歩、且つ住の二次率一

d 及 h l ま本市第二何i rc於け る第三国に準じ る。

剛比 月=め とする。

( Knee brace 足鈷 よで、の柱高さ) 主会 ( 柱の高さ) 。

本論t z : 関す る限定は次の四つであ る。

( 1)  

様 なら ぎる が Jn会場合ざ なっては其の複雑草 るとさ到底計算の煩にfこへ

ぬ所である。現在に於ては Ket c humの著書 も Beck の著:1F もこれら

の場合につ ρ て少し も鰯れてゐないからわれらは、その算出そ旭日t L 謡

、、ヒの著 書に皐ぶニささず る。

雨柱の二吹き容及高さ相等しv、事。

Knee brace 閣 に 於 げ る柱 の 多 = 0 と す ん

( 2)  

( 3)  

‘ 更に賢明的見地方、ら云へば、 Roussel et 氏等に依る結果ですら側首複

( 4)  

参 考 書 名

( 1)  Loui s '  Roussel et  et Ai me Peti tet:  

“ Stabi l i te des coustruct i on usuel l es" 

持ーなo であ るか らこれ以上に複雑な結果は却って質際に川 ひ られぬこさ

ｾゑ る であらう 。
.  

.  

Ernst  G.  Beck: “Structural  steel  wor k"  

Mi l oS.  Ket chum :“ The desi gn of  steel  inill buiI di ngs" 

( 2)  

( 3)  

J この著7Fは第一部と第二部に分fこれ第一部に於て二次率一様な る場合.

誤値が多く或 る種の場合にあっては買に著しい誤もあ る。 私は全部を再

を第二部に於て一段ならざる接合を; A ぺてゐ る。然し乍ら全部に亙って

• 



( 4)  Mi l o S. Ket chum: “Structural  engi neeri ng" 

(5)  Ger ge A.  Hool  and W. S.  Ki nne:  "Stress in f r amed 

structures" 

(6)  Geor ge A.  Hool  and ¥九1.S. Ki nne: “Steel  and t i mber 

structures" 

( 7)  Kl ei nl ogel : “R 司hmenf ormel n"

街、挿入国は );して生田重政氏の御好意に依るも ので同氏に深〈感謝す

る次第である。

(1唱和二年十二月 〉

.... 
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第 二 章 本 論

第一節 、柱の下端滑節上端固定なる時

( a)  小屋組上} こ集中横力が作! 日する場合

この場合法柱の千二次率- 慌な戸らざる場合も一段な る場合もさをく同一で

あり、頗る簡躍であーる。ょっτ ゑ= 1 なる場合について祭出する。第}

園、第十九固墓照

柱下端水平反力は雨佳さも相等しく

一 一 一 一 一 一 II 一 一 一 一 一

} 吾

rl q.  1.  - 'Fern】e ame1' lCb. illι .  

T ， = T.  =手 一 ( 1)

P H  

Q，= - Q2=十 ・・・・ ・・・・・・・・ 4 ・ ( 2)  直臨は

三欠に卒術保件より 01 =Ogz Z l 生. . ..・ H ・.........・ H ・-….. . .・H ・-… ( 3)

6  

叉 R ，=R . = 1'， 十{)， .…'"・ H ・".・ H ・......…...・ H ・...... .…・・. ( 4)

( bト柱上に等布1 ' 1 4 : 力が作用する場合

柱の上の部会の二抗戦 J1， 下の部分の二次率ぞれし、 ] 1 =す

とする 。先づ第一周( 在国〉の上端移動量ぞ求め次に第二固くお固〉のそれ

を求め、始めの限定に従ひこの二つの移動量ぞ等しいさ置いて反力 T ，

及 T. を見出すの Cある。第二園、第二十国参照

第一桂に於て:

d の部分を第一限界、それより上の部分ぞ第二限界さすれば、 lHI 力塁手

ハ
ド

h

)
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ω

h

v

 

t angent e の式は犬 k

叱 =- L f - L1:+ι 仁+ C，)
d x  E I  ¥ 2  6 '  '-'， J  

3芸す( 一口+ ギ) ‘ ..... ...............(o) 

第二限界に於ては

方程式は第一限界に於て

Jた=一生，- (_  ｔｾｘＲ＠ + 在 二+ C.)

dx  E I  ¥ 2  6 '  '-' .) 

d' l' _  k  (  I T >  .  { ) Z'  ¥ 

?z.f- =  El  l - T，x + ｟ ［ｲｾ＠ ) 一… ・・… … 一一… ・・ ・・ ( 6)  

x =れ こ 射 し グ = 0

ax  

C

 

十

ゑ
一

6

沙
‘

一
+

 

M

7

 

0

 

1.' 

ｃ Ｎ ］ ニ ｾ ＨＳｔ ， Ｍ�ｨＩ

故に

南限界の式は原貼より距維 d 7i. る接合: rJj に於ては等しからぬばたら

ぬ。

即ち

ｊｊＭｺｴＫ､･ ｆ ト ｃ ， Ｉ ］ ι Ｈ｟ｔｾ 互ＺＫ丘二 Ｋｔ 主 ＭｉＡ｟ｾ Ｂ )  

E Z-¥ 2  6 '  '-'， )  E I  ¥ 2  6  2  6  J  

ー- t 一ー ー

ｾ Ｚ＠ !l  

一一←ー で Ｍ ｾ一「ー一一ー一 一 ーー 一Ｍ Ｍ

ai |  

c， = (l - k) (竿 - 苧) +ゑ( 平一ぞ)

第一限界

公安〔一平+ぞ+( ゑー1) (一弓二十字) 十k(平一字)J

・・・・ ( 7)

故に

結局 t angent e の式は: : 4 くの如くなる。

7'"，，;，. a '  - fer胸朗幹. i 5e .

第二限界

? ? =去(一平+ 千十平一字) ........ .. .. (  8)  

よって移動の式は第一限界

y = ]会剥長試〔一守平:斗+名笠:十叫ほ山一- 1 Ｉ｟ｾ叶 ｚ
.・・ (9)

1; 

rl q.. 2. - f erme 帥 818.恥.



ｊＡ，之］え Ｈ｟ ｔ ｾ 主 ＺＫ ｃ ｧ ｬ
d x  E l ¥ 2  I  ｾ ＧＩ＠

2と = L  Ｈ ｟ｔｾ 主 Ｋｃ ， Ｉ
d x  E l ¥ 2  Ｎ ＧｾＧ ｊ＠

y =会〔一平: +名L廿(平一千)+ C'. ]  

第二限界

x =ん に 針 し 宏= 0 である 。蜘

互Eに第一限界に於ては、 x =O に釘t . ， y = O であり従って常数が O さ

なる 。第二限界に於U る' 治数 C.' ぞ見出す震l二、雨限界の銭合鈷に於
C . = T.主:

・ 2

x =d に劃し南限界の t angent e は一致する 。

T .d 包 ( T. d' ， T. か 1

一ーをー+ C，イーーをー+一γ ;

(  T . d' ¥.  7  T μ  

C ，=  (ゑ- 1) ( _=- γJ +必ーを一

。T.色h'

=一一一一+C. ;

いて y が相等し含司王J金利用する 。

合〔一平+ 筈+ ( 必一件苧+ ぞ) 州( 平一千)J

1mち

_! _J _ 乙互二+ ｐＮＮ ｾ ｴ＠ +d( 乙E 一必二) 千C，' γ
El l  G  I  2生 ¥ 2 Ｖ Ｏ Ｇｾ Ｇ ｊ＠

依 って t angent e の式は結局次の如くな る。

第一限界

dy  _  1  rγ '，x
2  

_ J J h_ 1 ，( _ T .d '¥_t_ kT. h' i  

ｾ Ｎｩ ］＠ ￋｬｬ 一二言 一 時 一 ｬＩ ｴ ー ヲｾＩＫ 一 γＱＨＱＴＩ

4ア= _ k_ { _ T 包x ' ょ T . !t ' ¥ 

､ｾ＠ てE l ¥' _ - 2"ー+一吉一j ……. . . ・ H ・...・ H ・...… ( 15)

お二|限界

C . '= (与) ( 一平+ 苧)

予= 一平+ 安材( 平一字) + ( 守) ( 一平十三子二) ( 10)

故に

そこで第一限界D 移動の式は

移動 の 式は ゾ Ｚｾｫ

x =んに針しては

号令，=一平+ 妥:+ 平一千+( 守) ( 一平+ギ)

及

1  r  _ T μ (  T 内 d '¥_t_ k T. !t . _. • r '  ， i  

y =  li r l一二言ー+(ゑ- l ) X(一寸一) +一γ 川 C ，' I  

k  (  T μ T. h' 、

y =  El ｬ Ｍｾ＠ r  Ｋーを ｾｸＫ C.'  )  

］ Ｋ平 一 千ＫＨ与 ｾＩＨ 一平Ｋ牟 ＩＮ ＮＮ ＮＮＮＮＮＮＮ Ｎ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ ＮＮ ＨＱＱＩ

ｸ ］ ｏ に ｾｊ し ｹ］ｏ にして従って ｃ ， Ｇ］ｏ

x = ll f亡針し雨限界の移動は初等 u 、。

一平+( 必- 1) (一字) + 勾笠サ(一平+ 弓: 互+ω )

第二限界

第二限 l乞於て:

rl:l !}J 俸方程式は

第一限界

(

小

h

I

)c_，= k- : l  ( _  T，内 d

3

)

" = - k - ' 一ーすーj
故に

d 包y _  k  

d;-" ］ 三万一 ＨＭｔ ｾ ｸＩ ; …( 13 )  
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t angent e の式は



‘ハ

O

∞

)

R.  =  T.  + 0.  ・・・・・・ ・・. ..... …・・ . ( 23 )  

d
峰

A

O

A

 

鋭・択一「以

λ =  T ，+ O，- t hj  

.1-0 1" ， 2  

Q，= - Q. =号7-

依うて移動の式は結局次の如くなる 。

T. Z3 ，.  _， (  T 包d ヘ kT. h'x

E l y =一弓手+ ( ゑー1)x(一. L ｾｴ＠ )十一τ 一 ・ (  16)  

¥ 
、第一限界

第コ渡界

三子一平+年: z+生二土( 立) ....................(17)  

k  ¥ 3  J  

質疑感
タと
ι 」欄

，1 : = みに針し

新

さきバ4

' ij 又

E I  r  T Jz3.1.  TJ t'  ， k- 1 f _ T 内 d_'¥

ｾＮｌ＠ ｦ 一一ームー 十 一去一Ｋ一一一 ｬＭｾ ｾＭ )  k 1  0  - ＭｾＨｪＭＧ＠ - .  2  k  ¥ 3  J  
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_  7' ，左- ( 生こと) T ";，d ' ・・・ … … ・・・・ ・・ ・・- ・… ( 18)

¥. k  J  3  

。1) と ( 18) とは等しからかばならぬ。即ち

+z d: - μ 斗 f丘三!:_ i( ｟ ｔ ，｟｟ ､Ｇ 十三竺Ｉ］Ｋ主主Ｚ一生二 ｾｸｔＮＮ､Ｇ
3 - - - 8 '  ¥- k - j ¥ - 3- "  8  J  3  k "  3  

T 、+ To=がι

T . =ph- T， 

T ，と- 竿+(ザ ) ( - T4十点) 一( μ J J Z

然るに

ょっー

十( 与)(μ - T，浮=。

T ，= ι 「叫ん‘ ーほ- 1 ) ( 砂 +8/zd

3

2l ............ .. .. ( 19)  

16L 必ゲー( ゑー1) d

3  

)  

故に

ゑ= 1 さすれば

T，= 会x王子=J かん 、 ( 20)  

Tz=ph- T" ，… … H ・H ・..... .・H ・-… ・………・・・…. . . . ・ H ・....(21)
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所在 ・ 京都市河原町泊四降下 yレ
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工 附
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延* ・ 325W8合

階 数 ・ 7 階

工 費 ・ 21高岡

右 1: ・ 旬τi二生命ピ Jレヂy ' ｾ，Ｎのホール

右 F ・ 'j; '; 士生命 ピグヂゾグの地下室食1;;;':
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務

ご

自

然

地

理

、

窯

系

の

分

化

さ

陶

工

塾

、

ア

ラ

ピ

ヤ

系

の

諜

工

術

、

上

代

諸

機

の

雨

面

観

、

中

興

時

代

の

制

戸

窯

他

数

項

(

口

一

締

・

百

二

回

、

四

六

判

定

的

三

回

八

十

銭

、

ア

ル

ス

〉

彫

塑

の

手

ほ

ど

き

(

長

谷

川

栄

作

家

)

矧

像

、

必

像

、

石

口

、

木

M

M

等

ぞ

忽

・

ば

ん

ざ

す

る

品

引

の

た

め

に

小

刀

の

附

ぎ

万

持

ち

方

か

ら

仕

上

ま

で

潟

良

人

で

・

子

に

さ

る

如

く

解

説

し

た

る

も

の

(

二

凶

、

東

京

日

本

橋

本

石

町

博

文

舘

)

。

長

崎

の

美

術

史

(

永

見

低

太

郎

著

〉

者

て

長

崎

に

柴

え

た

、

異

国

情

緒

泣

か

な

る

塾

術

l

l
給

誌

、

美

術

、

工

塾

よ

り

雑

器

に

至

る

ま

で

l

ー

や

詳

述

し
、

若

彩

、

コ

ロ

タ

イ

プ

.

官

摘

出

品

版

令

も

っ

て

白

物

を

穿

泥

せ

し

め

た

る

も

の

(

抑

制

版

、

十

四

丸

帯

林

式

曾

枇

)

11 

雑

11 

。

日

本

人

に

遇

す

る

衣

食

住

(

中

山

忠

直

著

)

瑛

法

曹

慰

問

究

家

で

あ

る

著

者

が

日

本

人

の

健

康

は

開

港

ひ

だ

ら

り

の

西

砕

流

の

耐

諜

衛

生

態

に

よ

っ

て

跳

糊

さ

れ

て

病

人

ば

か

り

で

あ

る

。

之

を

救

ふ

に

は

日

本

的

街

生

撃

や

確

吹

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

。

三

い

ふ

持

論

に

よ

り

説

法

問

県

上

よ

り

見

た

、

日

本

人

の

生

活

の

指

導

原

理

告

示

し

た

も

の

。

ハ

四

五

判

、

金

二

回

五

十

銭

、

渡

行

所

質

文

館

)

。

日

光

法

療

(

瞥

拳

悼

士

、

正

木

不

如

圧

著

)

日

光

に

よ

る

自

然

波

法

、

著

者

が

十

七

平

せ

る

ん

的

t

見

高

版

・

挺

低

所

の

先

制

ぞ

巾

哨

げ

.

卒

明

懇

切

に

そ

の

抗

際

ぞ

詳

述

せ

る

も

の

、

住

宅

問

題

の

解

決

に

暗

示

そ

受

け

る

こ

さ

が

多

か

ら

う

(

四

六

判

、

二

回

五

十

銭

、

東

京

利

回

表

保

町

、

至

玄

一

枇

)

×  

x  
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編

輯

後

記

口

二

月

続

γ

新

制

附

委

は

の

御

手

並

拝

見

・

こ

し

て

期

待

さ

れ

る

向

き

も

あ

る

の

で

、

出

来

る

だ

け

雑

誌

に

坐

彩

あ

ら

し

む

べ

く

努

め

大

様

で

あ

る

が

、

御

胞

の

遁

の

出

-来

楽

む

あ

る

。

御

不

満

の

貼

も

あ

ら

う

け

れ

ご

今

後

は

合

同

諾

氏

さ

の

聯

絡

而

を

多

く

し

、

逐

鋭

改

良

の

賢

や

決

げ

る

考

で

あ

る

か

ら

御

苑

恕

そ

乞

ふ

。

口

わ

れ

わ

れ

が

編

制

ぞ

都

品

回

国

す

る

一

平

さ

な

っ

τ
以

必

月

披

ぞ

編

栴

す

る

ま

で

の

η

誌

を

書

け

ば

次

の

泌

h

v

で

あ

る

。

昭

和

-
-

年

十

二

月

二

十

七

日

午

後

五

時

よ

り

役

員

決

定

後

.

披

江

氏

、

八

木

氏

、

本

間

氏

、

木

村

氏

曾

合

の

上

以

初

の

打

合

せ

ぞ

行

っ

た

。

昭

和

三

年

一

川

ト

一

日

こ

の

日

は

編

附

令

で

午

後

五

時

編

柑

泌

全

員

合

合

、

本

年

度

編

輯

方

針

の

大

綱

戎

二

十

数

項

の

細

項

の

打

合

せ

を

了

し

た

も

の

で

あ

る

雑

誌

の

使

用

活

字

を

.

ホ

イ

ン

ト

に

改

め

る

と

さ

は

多

年

読

者

か

ら

の

御

希

望

で

あ

り

ま

し

た

が

愈

々

木

磁

よ

り

其

百

現

を

見

る

に

到

り

ま

し

た

と

と

は

明

か

読

者

の

渇

ぞ

麿

る

と

と

泌

た

る

で

せ

う

、

同

時

に

谷

頭

の

股

裁

を

多

少

工

風

い

た

し

ま

し

て

幾

分

で

も

読

者

の

興

味

ぞ

添

え

た

い

さ

思

っ

て

居

ま

す

、

口

綿

初

の

頁

に

興

味

あ

る

ス

ク

ツ

チ

を

押

人

い

た

し

ま

す

、

此

種

雑

誌

の

や

L

さ

も

す

れ

ば

陥

り

易

4

0

コ

ン

ク

リ

ー

ム

気

分

か

ら

せ

い

ぜ

い

述

ざ

か

り

た

い

さ

思

ひ

ま

す

、

本

紙

に

於

い

て

御

惚

の

如

、

ぎ

組

万

を

保

則

す

る

と

さ

に

い

た

し

ま

し

た

の

も

皐

克

愛

読

者

生

し

て

読

書

の

倦

怠

か

ら

逃

れ

て

頂

き

度

い

と

の

忠

付

に

外

な

ら

な

い

の

で

す

、

之

で

進

む

べ

き

新

方

針

ぞ

決

定

し

た

の

で

、

各

此

此

方

針

で

精

進

す

る

市

中

に

な

っ

た

諜

で

あ

る

内

容

に

就

て

は

火

位

三

月

邸

を

以

て

代

表

的

の

も

の

と

さ

れ

に

い
。

同

一

凡

十

三

日

役

員

合

後

に

常

務

曾

開

催

、

新

方

針

に

付

向

打

合

す

。

同

一

凡

十

四

日

正

午

よ

り

集

合

し

て

外

側

桂

文

雑

誌

選

定

、

二

月

抑

の

原

慌

に

つ

い

て

意

見

や

交

は

し

?と

此

日

も

編

制

舎

で

阿

部

主

計

刈

府

の

上

印

刷

入

札

開

札

、

編

柑

務

算

・

原

杭

料

、

雑

誌

定

位

決

二

月

批

原

稿

に

つ

い

て

許

議

し

た

。

同

一

月

十

六

日

午

後

五

時

よ

り

編

輯

曾

そ

聞

き

評

議

し

来

っ

た

印

刷

所

、

編

制

部

算

、

二

月

続

掠
J

如

、

編

輯

務

定

の

決

定

ぞ

見

、

向

、

本

年

度

の

新

計

詰

決

定

同

一

月

十

九

日

の

上

、

編

樹

事

務

ぞ

分

掠

し

三

月

統

の

準

備

に

入

る

こ

ぐ

』

訟

な

っ

た

。

事

務

所

編

輯

係

薦

制

君

の

呉

撃

怒

る

執

務

振

り

を

多

さ

す

る

。

諸

務

多

端

の

際

盆

々

同

君

の

努

力

を

祈

る

次

第

で

あ

る

u

口

御

法

知

の

知

く

正

し

い

意

味

で

の

初

時

酬

は

本

都

で

あ

る

。

本

年

は

っ

ち

の

へ

た

つ

年

で

「

土

の

上

述

つ

」

の

年

、

且

つ

は

今

秋

御

大

山

内

の

暴

行

せ

ら

る

治

あ

り

、

財

界

の

安

定

さ

相

倹

っ

て

愈

々

、

括

公

怠

る

べ

き

で

あ

る

其

の

年

の

新

方

針

初

蹴

で

あ

る

か

ら

、

是

れ

に

先

般

妙

集

の

懸

立

論

一え

の

粋

を

先

づ

渡

表

す

る

事

は

.

ま

こ

さ

に

九川川

b

L

ね

た

も

の

さ

云

ひ

得

る

で

あ

ら

う

。

そ

の

ほ

か

石

井

主

の

ト

ラ

ン

ス

パ

i

ス

ペ

ン

ト

の

解

法

も

柳

川

叶

に

依

る

稀

に

見

る

も

の

で

、

後

準

的

慌

に

品

会

考

に

な

る

も

の

三

思

は

れ

る

。

口

昨

年

末

よ

り

各

方

削

の

舎

μ
諸

骨

れ

よ

り

の

寄

稿

が

大

分

多

く

な

っ

仁

。

願

は

く

.は

山

内

往

キ

諸

氏

の

越

蓄

を

傾

け

ら

れ

た

る

主

的

の

、

誌

上

'mι

飾

ら

ん

w

t

e

e

T

祈

っ

て

止

ま

ぬ

。

口

栂

寒

の

候

、

九
首

長

諸

氏

の

御

自

愛

〈

』

御

健

闘

々

一

前

つ

て

笠

・

ぞ

お

く

。

く88 )  



大

阪

窯

業

セ

メ

ン

ト

株

式

曾

枇

本

庖

大

阪

市

北

直

堂

島

演

通

二

丁

目

十

四

番

地

電

北

(

長

一

一

四

一

一

子

)

出張所

東

京

市

刑

囚

師

表

猿

楽

町

、

一

四

O

一二

'

電

紳

回

(

一

回

O

六

}

/

二

五

回

一

¥

Ji'， 

都

市

二

電

西

陣

保

蜂

前

三

四

六

五

名

古

屋

市

巾

国

老

松

町

電

東

四

六

九

大

阪

窯

業

包

メ

ン

ト

株

式

曾

祉

工

場

大

阪

市

港

直

南

恩

加

島

町

一

番

地

川

(

一

一

-

h

恥

計

二

六

O

九

)

電

槙

= 2 9  =  

一



布 水 防 用 室 下 地 根 屋 陸

本

品

は

純

麻

織

物

守

主

要

材

料

三

L

無

酸

乾

燥

性

天

然

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

争

勝

服

用

し

強

度

仲

度

渉

透

魅

に

於

て

同

種

品

中

目

誠

一
角

の

記

録

。

γ

有

す

る

合

理

的

に

し

て

最

も

進

歩

ぜ

る

専

一

買

特

許

富

士

印

ク

ロ

ー

ス

ル

i

フ

井

ン

グ

ク

ロ

ー

ス

ル

l
フ

井

シ

ゲ

製

造

所

大

阪

市

東

区

平

野

町

四

丁

目

五

人

電

話

本

局

五

四

O

七

番

御

沙

汰

次

第

底

方

参

上

型

鋭

途

口

五

工

場

大

阪

住

吉

= 3 0 =  



U

H

仙
門

口
梓川

助

れ

疋

四

位

制川

三

位

中

井

原

宵

介

民

昭

和

二

年

十

二

川

-

T

K

H
疾

ら

以

て

逝

く

、

症

に

哀

悼

に

然

へ

ず

訟

に

略

脱

出

と

照

什

H

4
管

制

的

げ

謎

ん

で

川

市

怒

ら

h

A

す

、

氏

口

瓜

延

一

光

年

二

月

五

日

山

口

脇

阿

武

郡

山
秋

町

に

比

一

る

、

明

治

七

年

犬

阪

災

7

1

川
県

絞

ら

総

て

双

ぷ

駒

場

内

同

削学

校

ド

人

リ

同

十

六

年

良

県

士

と

な

り

前

衆

山

口

宮

城

、

大

阪

の

各

良

川

小

校

公

ド

歴

任
、

針

決

世

相

官

に

ぷ

乙

叫

ん

穴

間

代

議

士

に

川

川

越

す

る

、

、

と

二

川

、

滋

政

令

大

阪

文

測

の

長

老

と

・

し

て

穏

敬

さ

る

、

日

本

述

築

協

令

創

立

以

来

名

作

賛

助

H

H

に

松

前川

ぜ

ら

れ

今

日

に

至

ろ

、

十

二

川

十

荒

川

病

に

よ

り

池

公

一
日
一

J

年

六

十

八

歳



社

園

法

人

日

本

建

築

協

曾

曾

報

役

員

曾

ム

日

時

O

臨

時

常

務

曾

ム

合

第

ム

出

席

者

理

事

常

務

大 l時 十

同 二

生 月

十

v 七

Jレ 日

午

ヲ 後

イ 五

請 時

長 |

' ぷ 六

八 淡 谷 阪 坪 宗

木 江 口 井

編 紛 主 主 主 王 旦

輯 斡 官 十 飽 1mZ)i. 

松

釜

主

総

徳

政

主

計

池

岡

谷

編

脇

明

野

呂

編

斡

ム

議

事

氷

タ

は

通

常

総

合

開

舎

に

付

之

れ

に
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内案者業負諦築建
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最

も

進

歩

ぜ

る

使

い

易

い

プ

ラ

ス

タ

l

長 特 る な 主

一

、

布

海

苔

を

要

せ

今

.

其

能

水

に

て

繰

り

塗

工

す

一

、

随

度

遁

嘗

な

れ

ば

音

響

を

反

射

せ

今

一

、

韓

(

し

て

剥

落

‘

亀

裂

の

憂

な

し

一

、

純

白

美

鹿

、

顔

料

に

て

着

色

任

意

.

樋

色

せ

や

一

、

施

行

後

水

洗

・ひ

し

て

も

表

面

を

損

傷

せ

令

一

、

債

格

低

廉

、

御

試

用

を

乞

ふ

ス

タ

ッ

コ

、

マ

シ

チ

ュ

リ

ヤ

耐

火

床

張

リ

ゲ

ノ

イ

ド

工

場

床

張

リ

ゲ

コ

ツ

タ

美

術

床

張

マ

ダ

コ

ル

ク

床

防

火

防

水

壁

ロ

ッ

ク

ス

タ

ツ

コ

水

硬

性

防

火

防

水

壁

リ

ソ

イ

ド

水

硬

性

防

音

内

壁

ヱ

ラ

ス

コ

マ

グ

ネ

シ

ア

セ

メ

ン

ト

・

…

型

錬

…

…

進

呈

…

一

手

販

賀

山

元

人

γ

三

井

物

産

株

式

曾

枇

w  

大

阪

市

港

直

北

境

川

町

二

丁

目

三

十

五

番

地

造

元

雨

漏

鎖

業

株

式

曾

枇

大

阪

出

張

所

電

話

長

西

三

国

八

九

番
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涼

気

と

マ

ノ

1

ル

防

水

剤

麹

鏡

花

潟

試

は

大

敵

た

り

潟

気

は

建

築

材

料

の

気

孔

を

栓

塞

す

る

が

故

に

、

尾

壁

中

に

保

有

す

る

空

気

を

減

却

吃

し

む

、

従

っ

て

、

室

内

外

の

空

気

換

集

&

妨

げ

、

術

生

上

有

害

友

る

の

み

な

ら

今

、

間

断

た

く

燕

按

す

る

水

分

の

た

め

、

冬

は

一

層

・

寒

冷

を

増

し

、

夏

は

叉

蒸

し

暑

く

、

適

度

の

温

度

の

加

は

る

と

き

は

、

制

々

の

仙

台

菌

接

生

繁

舶

を

促

進

し

、

之

れ

が

た

め

木

材

、

壁

材

等

の

腐

蝕

腐

朽

を

早

か

ら

し

む

る

と

食

物

貯

蔵

品

の

腐

敗

邸

質

を

来

さ

し

め

更

に

潟

東

は

不

京

、

セ

メ

ン

ト

、

モ

ル

タ

ル

、

コ

ン

ク

リ

ー

ト

中

K

浸

透

し

可

溶

性

盟

訟

を

溶

山

せ

し

む

る

が

故

に
、

甚

だ

し

く

打

築

外

観

の

た

を

汚

損

す

る

と

共

に

、

脚

類

の

紡

品

並

に

水

分

の

凍

結

よ

り

起

る

膨

張

は

壁

而

其

他

随

所

に

亀

裂

を

生

じ

、

亦

溶

出

す

る

醸

類

は

強

ア

ル

カ

ヲ

住

友

る

が

故

に

石

材

、

木

材

、

鍛

材

、

壁

材

共

他

の

建

築

材

料

を

腐

蝕

し

、

勝

し

く

耐

久

性

を

損

害

す

る

も

の

た

り

本

邦

の

交

候

は

歓

米

の

乾

燥

地

帯

と

異

な

り

、

刃

時

は

、

空

気

中

常

に

八

十

.

ハ

1

セ

ン

ト

以

上

り

潟

似

を

保

有

し

、

不

幸

に

も

家

ハ

に

申

告

菌

を

被

り

日

引

き

と

と

世

界

に

比

類

た

き

土

地

た

れ

ば

家

岸

並

陀

貯

蹴

H

U

の

保

存

耐

久

と

術

生

上

防

相

悦

設

備

に

マ

ノ

!

ル

は

必

要

以

く

べ

か

ら

4

1

マ

J

I
ル

は

セ

メ

ン

ト

の

強

度

に

少

し

の

艶

化

も

来

す

と

と

な

く

永

久

不

時

四

日

に

し

で

拡

大

な

る

水

臆

に

耐

ヘ

セ

メ

ン

ト

J

セ

ル

タ

ル

、

コ

ン

ク

リ

ー

ト

及

石

友

持

喰

の

防

水

防

滋

川

と

し

て

も

対

も

好

埴

の

材

料

た

り

本

品

の

毅

別

は

最

も

至

難

な

る

防

水

工

事

を

簡

易

に

完

金

に

支

出

に

解

決

し

本

邦

唯

一

己

権

威

あ

る

防

水

粥

と

し

て

土

木

建

築

界

に

多

大

な

る

賃

設

を

蒙

る

。

地

下

室

。

防

水

@

船

底

般

渠

の

防

水

周

一

O

壁

屋

根

の

防

水

一

O

便

所

糞

池

の

防

水

一

O

床

井

戸

側

の

防

水

-
O

高

架

銭

道

の

防

水

一

。

炊

事

潜

室

の

防

水

一
。

水

力

工

事

の

防

水

浩

一

O

地

下

餓

道

の

防

水

一

O

醤

油

タ

ン

ク

の

防

水

。

水

道

貯

水

池

の

防

水

O

其

他

街

生

的

工

事

庖 特

大

阪

市

西

区

凶

滋

酬

明

痢

泊

二

J

」ハ

建

築

材

料

合

資

金

赴

定

禁

固

襖

川

二

五

六

九

番

援

帥

省

大

阪

七

四

八

O

七

番

大

阪

市

西

医

江

戸

郷

北

泊

五

ノ

三

五

木

下

謹

三

商

腐

包

括

土

佐

堀

二

二

八

六

醤

約
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阿

部

式

ス

テ

イ

i

ル

サ

ッ

シ

ユ

製

作

阿

部

式

ス

テ

ィ

ー

ル

ド

i

ア

i

製

作

自

働

捲

上

防

火

シ

ャ

ッ

タ

ー

製

作

銭

骨

建

築

及

附

属

金

物

一

式

一

銭

塔

橋

梁

其

他

構

造

物

一

式

一

ヱ

ν

ぺ

!

タ

i
η

ノ

ブ

テ

イ

ン

グ

一

式

…

銭

扉

、

銭

柵

類

一

式

…

民

一

阿

部

淀

辺

¥¥ 

、
、
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飛

行

機

印

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

ア

ヱ

ル

ト

使

利

ア

ス

フ

ア

)1.1 

ト

各

種

絶

線

材

料

電

たｾ

タ示、

瓦

大 阪 市 此 花 区 大 開 町 三 丁 目 九 番 地

治
重量

主歪.田梶

電話長土佐堀五穴0 一 番

場

諸

官

臆

御

指

定

口

問

耐

水

、

耐

酸

、

耐

久

屋

根

地

下

室

防

水

用

本

世

出

張

所

工

況

一
傾

斜

葺

の

産

別

一
棋

材

陸

屋

川

枇

便

一
地

下

室

某

他

防

水

材

川

一

ト

タ

ン

板

ス

レ

ー

ト

屋

根

の

町

一

下

書

便

利

克

ざ

共

に

各

種

の

7

一

防

水

材

各

種

包

装

荷

造

用

見

本

進

呈

東

京

市

一

柳

田

区

小

川

町

一

電

話

肺

回

六

六

三

・

六

三

六

大

阪

市

南

町

四

臨

町

通

二

ノ

一

七

電

話

船

場

一

六

九

0

・

=

二

二

五

東

京

府

千

住

町

四

丁

目

元

宿

電

話

千

住

七

六

日 本 建 築 紙 工 妹 式 曾 枇
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一

丁

目

二

六

品

川

白

煉

克

株

式

舎
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阪

支

庖
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販
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電
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佐
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一
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専

責

、
特

許

第

三

二

七

九

八

時

抗

大

正

使

臭

気

、

岨

、

蝿

の

護

主

ー

絶

封

皆

無

跳

返

、

盗

難

の

憂

現

在

汲

取

式

の

理

想

的

便

所

所

長 特

鰭

城

口

研

究

所

大

阪

支

底

専

責

特

許

第

三

六

七

五

放

城

日

式

汚

水

鶴

装

置

水

洗

便

所

必

須

清

潔

、

完

全

、
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易

の

下
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装

置

般

給

水

衛
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製
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仁

し
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製
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ユ
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郎
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放
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印
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督

、

工

事

請

責

挫

一

一

材

料

販

責

各

種

媛

房

装

置

換

長=ー

来L

装

給

水

給

湯

装

置

衛

生

工

汚

水

浮

化

装

置

宮

崎

式

ペ

ー

チ

カ

蒸

気

諸

装

ダ

イ

ワ

業

株

式

溢

濃

度

調

整

装

置

房

装

冷

製

氷

及

び

冷

蔵

装

置

除

装

-. 
紅

Ｈワ Ｔ ダカザオＩ 話 番一九二六・八七 ｏＭｾｴ 屋 話電三三目丁四上附根曾 区 北阪大枇本

(ワ 4 ダ4 ケウト) 蔀 番 七 三 二 三 橋 京 国 話 電 5i Z長 官J VE橋 京 市 制 庄 支

置事置置置
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大

寸
自国 g 模 小

大

阪 法

中山市特

様色

東 万IJ 並

匿
御 ニ

色々

中i
受模

那支

令

日 鍛

各

一

種

蒔目

ス

通

曾



ーー.

品

質

確

寅

債

格

至

廉

サ

i

m

，〆

便( t t

利ィ↓

瓦グ

骨

l

チ

ン

テ

ィ

I

F
使

刺

克

の

世

界

各

都

市

代

表

的

建

物

に

佐

用

せ

ら

る

、

所

以

ω
も

の

は

材

料

の

精

般

ε
製

造

法

に

宜

し

き

を

得

如

何

な

る

筑

候

じ

も

順

贈

し

て

北

(

中

心

に

軟

一位

ぞ

保

ち

致

命

傷

た

る

辿

自

の

作

天

に

諮

問

〈

堪

へ

永

久

の

保

存

カ

ケ

維

持

す

る

に

ゐ

り

リ

ノ

リ

ユ

l

A

同

枇

の

製

品

は

質

に

於

て

和

製

品

ケ

凌

怨

す

る

こ

ど

蚊

等

似

格

又

た

至

て

廉

な

り

サ

l

一

ア

ン

テ

i

ィ

ド

リ

ノ

リ

ユ

!

ム

日

本

総

代

即

・応

怜

一

m

デ

ウ

エ

ッ

ト

商

曾

東

京

市

麹

町

毘

内

幸

町

一

丁

H

大

阪

ピ

y

電

話

銀

座

一

O

八

一

番

大

阪

市

東

臥

今

橋

一

丁

目

帝

図

ど

y

電

話

本

局

三

七

四

四

番
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製

産

額

東

洋

第

一

模

範

的

品

質

優

良

浅

野

セ

メ

ン

ト

鵡

曾

枇

資

本

金

立

億

六

百

参

捻

堂

前

尚

閲

年

産

額

安

千

ば

百

前向

栂

本

庖

支

庖
及

工

場

麹

町

直

永

楽

町

門

司

、

川

牽

筒

、

大

北 東 東

海 肯

道 京 A 、

‘ 市

阪 ｾ ｴ 市

大

支

庖

阪

批

w

業

所

大

阪

市

北

区

猿

島

ピ

か

ヂ

u

J

M
グ

三

帥

m

電

話

北

三

一

九

八

番

大

阪

市

西

成

区

海

守

町

二

九

一

九

O

八

醤

雷

話

楼

川

九

三

五

番

I  

I姦



目 同
ロロ

各

図

屋

根

瓦

各

種

色

瓦

北

図

瓦

日

本

洋

気

替

土

管

各

種

由民

、

便

器

類

葺

上

及

版

資

浅

野

額

突

業

イ左材木勝寺

大 阪市東区材木町五十一番 地

( 久費三百，tおJI!. 詰北へ 入〉

電 話 束 三 六 一 0 *

噴

霧

塗

装

請

負

努

力

の

機

械

化

は

工

費

竿

減

・

施

工

迅

速

・

仕

上

優

美

是

非

一

度

御

用

命

を

乞

ふ

米

園

7

1

-フ

l

塗

一
料

曾

枇

特

約

底
フ

l

ラ

i

塗

装

底

堺

市

遠

里

小

野

町

三

七

O

近

藤

製

薬

工

場

霊

百

大

阪

・

戎

=

七

八

雪

-
E

堺

・

九

一

出

張

所

大

阪

市

西

区

靭

南

遁

二

丁

目

三

六

電

土

佐

堀

田

五

六

九

， 
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由

民

告

主

各

位

〆 ¥

謹

告

，

.

本

編

輯

係

本

誌

の

後

展

は

お

蔭

を

以

て

日

を

逐

ム

τ
摘

大

に

向

ひ

っ

〉

あ

り

ま

す

こ

ご

は

各

位

ヘ

釘

し

て

感

謝

の

外

あ

り

ま

せ

ん

。

就

当

ま

し

て

は

雑

誌

の

内

容

も

勢

力

の

増

大

に

つ

れ

袋

々

攻

来

口

を

加

へ

殆

ざ

寧

日

な

き

努

力

は

績

け

つ

あ

る

次

第

℃

あ

り

ま

す

ο

同

時

に

麗

告

面

の

鑓

裁

巳

於

き

ま

し

て

も

常

時

研

究

を

怠

ら

ず

如

何

に

し

て

各

位

の

牧

穫

を

大

な

ら

し

め

ん

ご

か

一

五

ふ

こ

ご

に

封

'

し

て

民

大

の

注

意

を

挑

っ

て

居

る

り

ま

す

。

現

在

の

康

告

面

は

一意

匠

文

案

共

に

欧

米

の

そ

れ

に

比

べ

て

命

幾

多

改

香

の

徐

地

が

有

る

ミ

思

は

れ

ま

す

の

で

若

し

慶

応

中

口

主

各

位

よ

り

御

相

談

の

あ

る

場

合

に

は

蛍

係

は

欣

ん

で

御

相

-

談

に

際

じ

炭

告

の

主

旨

を

し

て

充

分

徹

底

?

し

め

る

こ

ご

合

御

援

助

し

た

し

ご

忠

ふ

も

の

で

あ

り

ま

す

。

御

遠

慮

な

ぐ

御

相

談

あ

ら

ん

こ

ご

を

謹

告

い

た

し

ま

す

。
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内ノ一部 Ｈ ｾ紙製瀬川式ス ペ ジアか バ ヲ〆スサｾＺｹユＩ造幣局大 阪

確 信 テ 以 テ 斯 界 ニ 推 奨 ス" 瀬川式ス ペ ジアノV バ ランスサツジ'

骨格，、強度ノ毛ノニミノア細グ、従ツア採光面積大 ζ ジ

ア且 優美ナ y

開閉任意ニシア、硝子面ノ傾斜 ρ 漏斗づ1)( トナソ、換託

金ク理想的ナ ソ

上下及雨横共サヅジガタト枠へ喰込ム装世ナレバ風水共

維 劃 浸 サ ズ

強固ナノv W ｶＮＮＮＮＧｾＭ j ニ ア漣縞ス故= 丁番、ワイヤロー

フ・使用等ノ危! と貼ヲ見ズ、我国ユ於グノV 樹創的考案ニシ

ア、保健上、 能率 増進上合理的鋼錨製建具ナ Y

先採

--菜L換

防風水

久耐

東京建銭審査大阪支底

電 東 5566. 2823

電 東 3508. 3468

大 阪市東区高麗橋東訪

大阪市東成区中讃町

東 京 市 三 河 島

名古屋市中区西克町

繭 岡 市 春 吉 一 番 町

函 館 市 舎 所 町

部

場

一

吐

業管

工

本

出張所



HOLLOW SHUTTER 
SUDZJ O' S PAT.  

十
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米

生F

許

'
j

 

u

u

 

願

闘

梨

鈴

木

式

ホ

ロ

l

・

シ

ヤ

タ

i

ー

ホ

ロ

1

式

は

俄

威

あ

ろ

火

組

問

注

水

試

験

の

結

果

熟

の

停

導

の

遅

い

の

か

著

し

い

特

徴

で

あ

つ

れ

O

2

ホ

ロ

1

式

は

官

同

倫

優

美

、

竪

傘

・

無

比

、

強

盗

‘

暴

漢

た

L

て

窓

須

崎

聞

沈

也

し

む

o

3

ホ

ロ

l

式

た

り

別

刷

、
P

O

M

O

'

同

ベ

ニ

コ

a

m

H

同

d

、
同

時

間

切

と

英

ロ

ら

ゆ 鈎

o  Jと

.... 

Y  

キ

11 

浸

百貨

式

、

用

ホ徴 特 の 式 一

図

人

口

許

乙

十

日

0

4

ホ

ロ

l

式

は

谷

径

が

少

さ

く

素

直

に

締

れ

て

下

る

O

5

議

餓

は

特

許

鈴

木

式

二

重

底

ν

ー

か

か

附

属

d

u

L

む

o

7

機

械

は

精

巧

、

幽

査

は

、

美

麗

周

聞

と

調

和

す

。

一

大

正

十

五

年

英

図

政

府

へ

特

許

出

願

中

の

庭

昭

和

二

年

二

一

月

十

七

日

第

二

六

五

八

七

三

携

を

以

て

特

許

々

可

せ

ら

る

建

東

京

築

支

1苫

@

取

付

銃

所

及

時

日

@

名

古

屋

市

御

器

所

町

南

消

防

岩

⑨

昭

和

武

年

皐

月

韮

日

ロ

⑥

取

付

り

の

結

果

⑤

ホ

2  I  

巾ヲl ホ

ロ

γ  

ヤ

タ

ア

盟理

型

鈎

例 賓 イ 寸 取 式 ー

二

十

ニ

尺

尺

出

来

上

り

寸

法

3

uv

ヤ

タ

ア

電

量

二

百

貨

、

ジ

ヤ

ア

ト

出

品

百

貨

合

計

三

百

貨

4

拙

防

止

A

Y

キ

、

浸

滋

式

私

用

ゆ

5

上

下

時

間

極

く

手

繰

て

廿

秒

jt"ii 

る よ 丈

い 夫

の で

でも 、

皆 艇

な く

驚 て

革士 、

し 工

て 合

ゐ の

巣

鴨

町

宮

下

一

五

四

五

l

一

五

五

五

金

物

商

曾

京

都

市

東

山

週

月

見

町


